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序 に 代 え て

電子計算機にょる情報処理は,社 会 ・経済の発展にともない,各 種情報の蓄積 ・加工 ・供給を

最 も有機的,効 果的に進める狙い手として最近とくにその役割の重要性が認識されております。

また,情 報処理そのものも,第 三世代電子計算機の登場以来 その利用分野の拡大とともに経

営の意志決定システム,電 子計算機の不特定多数による共同利用といった高度化の方向が検討さ

れつつあり,従 来の事後処理的な利用からみると,現 在の情報処理は大 きな発展期を迎えている

ともいえます

このようか情勢において情報処理および情報処理産業の前途には解決を要する移多の課題があ

ります。

すなわち,電 子計算機の有用性が認識されるとともに,電 子計算機の利用は,今 後の経営合理

化のための必要条件となっておりますが,い うまでもなく電子計算機の設置には莫大な資金を要

しますので,一 般の企業にとっては,電 子計算機を共同利用できる,い わゆる遠隔情報処理シス

テムの確立が,そ の有効かつ経済的な手段 として強 く望まれております。

遠隔地から利用者が直接電子計算機を操作する,こ の遠隔情報処理システムの実現には,通 信

における各種問題の解決とともに,電 子計算機のオペレーティング ・システム
,通 信制御装置

端末機器とい った面の技術的問題点の解明が必要であります。

当財団は情報処理に関す る諸問題解決のため,各 種の調査研究事業を実施して泊 りますが
,こ

の研究報告書はその一環として遠隔情報処理に関する調査 ・研究を行なうとともにソフトウエア

技術を研究 して,そ のあり方と今後の問題点について検討 した結果をとりま とめた ものでありま

なお,こ の事業は日本 自転車振興会の機械工業振興資金による「昭和4β 年度情報処理に関す

る調査研究補助事業」の一部として実施 したものでありまr九

こSに,こ の研究実施にご尽力ならびにご支援を賜わった林一郎
,淵 一博,大 東栄一,大 庭弘

太郎の各氏ならびに関係各位に心より感謝の意を表 しますとともに,こ の報告書が各方面に利用

され,わ が国情報処理産業発展の一助として寄与できますよう念願いたす次第であります
。,

昭和44年6月

財団法人 日本情報処理開発センター

会 長 難 波 捷 吾
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1 遠隔 情報 処 理 に関す る調査

とシステ ムの開発

1.概 説

遠 隔情 報 処 理 シス テ ム とは,情 報処 理設 備(電 子 計 算機)と 電 気通 信 設備 とを結 合 して行 う情

報 処理 の シ ステ ム をい う。 従 って これは 電電 公 社 のい うデ ータ通 信 と同意 語 の もの とす る。

情 報 処 理技 術 の発 展 に伴 い,遠 隔情 報処 理 の需 要が 急速 に増 大 す る傾 向が 強 ま ってい る。亡 の

ため電子 計 算 機 と通 信網 とい う二 つの 分野 の結 合 は,両 分野 を一 体 化 した新 技術 の 開拓 の 必要性

を生 み 出 した。 しか もこの新 技 術 は現 在迄 の技 術 だけ か ら生 れ る も¢)では な く,今 後 の科 学技 術

の研 究開 発 に まつべ き もの が多 い の で ある。 また 従来 常 識化 され て いた よ うな 概念 が新 技 術 の誕 ・

生 に よ り,こ れ が修 正 さ れ ね ば な らない こ とが起 るで あ ろ う。

た とえば タイ ・ シ ・ア リ〃 の聡 な どが ⑳ 一 つ と して あげ 縛 るPG…chの 塑 」は 電

子 計 算機 の パ フ ォーマ ンス は価 格 の二 乗 に比 例 す る,ことを証 明 し,小 さな電子計算機を占有する よ り

も,大 きな電子 計算 機 の一 部 分 を使 う方 が コス トが安 い とい つてお り,タ イ ムシ ェア リン グの有

搬 の一つの裏縮 をしたとみられる・しカxるに彬 言博 勘 安価 鋤 障 れ'∵ ザブ こ

れ を 占有 す る こ どが 可 能 と な れ ば,タ イ ム シ ェア リン グ の 分 野 の 一 部 が 小 形 計 算 機 に 吸 収 さ れ る

こ と と も,た・り,Groschの 法 則 は こ『の よ うな 領 域 で は 通 用 しに く くな る 。 一't-'』

将来電気通信腰 で鷹 子交織 時代を迎え・従来みら倣 か.つたよう醜 し嘩 信ナ ビス

の提供が期 され・うとしている・その時代には高 校 繊 蝉 に踊 のため⑩ 縁 喪の機

能 を もつだ け で な く,デ ータの 交換 は もちろん,遠 隔情 報処 理 の 一部 も これ に よ つて行 うこ とが

合理 的 で あ り,経 済 的 で あ るか も知 れ ない。 元 来 オ ン ライ ン ・リアル タイ ム ・シス デ ムな どの技

術 は電気 通 信技 術 と して開 発 さ れ て きた もの で あ り,電 子 計 算機 技 術 と して 欠 くこ との セ きな い

待 ち合 わせ,割 り込 み,優 先 処 理 な どの機 能は 電 気通信 分野 に おい て早 くか ら利 用 され て きた も

の で あ る。

ま た,遠 隔情 報 処 理 利 用 の拡 大 に ともない,高 速 の デ ー タ伝 送網 の形 成 を必要 とす る もの と考 ・

えられるが・データ伝送技術はこの必要性に対応して急速な1隻歩を遂げるものと思われる。この

問題は技術的な面よりも,経 済的な面に重点がおかれて検討が進められるであろ う。いずれにし

ても将来遠隔情報処理システムについては,情 報処理システムの技術と電気通信技術とが融合す

一 』1一



る こ とに よ り最適 なシ ステ ムの構 成 が考 え られ て,コ ン ビ.ユ一夕 ・ユ ーテ ィリテ ィ時 代 に重 要 没

役割 を演ず る こと となろ う。

日本情 報 処 理開発 セ ン タ ーに よ り構 成 され た遠 隔情 報処 理調 査 委員 会 では,遠 隔 情 報処 理 シス

テ ムに 関す る広 汎 な分 野 につ い て 調査 す る こ とは,も とよ り力 の およ ぶ と ころでは ない の で,と

りあえず,遠 隔情 報 処 理技術 の動 向 をみ るた め,中 央 処 理 技術,端 末 と制 御,デ ータ通信 網 の各

事 項 を検討 し,ま た,遠 隔情 報 処理 業 務 をみ るた め,計 算 サ ー ビス,自 動 遠 隔検 針 の例 を あげ る

こ とと した。 この業 務例 と して は この 外 に,電 力 負荷制御,プロセ・ス 旬御 笠 が あ るが,こ れ らに関

して は 除外 した。 、 ・

な お,周 知の通 り,遠 隔情 報処 理 の 問題 は,諸 方面 の関心 を よび,新 聞 雑 誌 業で 多 くの論説 が

み られ る。 本 委員 会 は。 これ らの文献 には可 能 な限 り 目を通 し,本 報告 書 が 単 に個 人 的見 解 を述

べ た もの とな らぬ よ う配 慮 した。 また,各 項 目につ い て問題 の所 在 を明か に す る よ う努 めた。

本 報告 書に は遠 隔情 報 処 理 シス テ ム の例 と して オン ライン文献 検 索 シス テ ムJOLDO、Rお よ

び タイ ムシ エ ア リ〃 ・シス テ ムCOBOL・ ン～ミ蘂 ラを収 録 した。 これ らは 昧 情 幸艮処 理 醗

セン タ ーで計 画 中の 遠 隔情 報処 理 シス テ ムの一 環 と して開発 した もの で,そ れ ぞれ そ の道 の専 門

家 達 に よっ て作 られ たわ が 国 独特 の ジ スデ ムで あ る。

以 下 これ ら各項 で検討 した 結果 の概要 をi述べ る こ と とす る。

L1遠 隔情 報 処理 の動 向

先づ ・遠隔情 報処理 技 術 の動 向 を眺 め るち や ・ 中央 処 理技 術 を検 討 したが 結論 ζ して,次 の

各 事項 を あげて い る。"『 一… 一'一 　 ,

す なわ ち,第 一 に,遠 隔 情報 処 理 シス テみ技 術 に影響 を及ぼす 要 因 を分 析 し,と くに ソフ トウ

エア技 術 の あ り方 の位 置 つ げ を 明確 に したぴ次 いで,タ イ ムシェ ア リン グ 左 どに代 表 され る シス

テ ム制 御 技 術 の問題 点 と動 向 を考 察 した。.
,

第三 に,遠 隔情報 処理 シス テ ム で と ぐに重 要 に な るデ ー タバ ン クす た わ ち フ ァ イル システ ムを

実現 す る技 術 の分 析を 行 な.った。 この 分野 はジ 技 術 的 に し,今 後 もっ と も多 くの研 究努 力,開 発

努 力を 集 中 しなけ れば な らない 分 野 で あ るδ'

第 四 に,情 報 処 理 シス テ ム開 発 技術 に関 連す る問題 点 を 分析 し,言 語処 理 技術 をそ の一環 と し

て,そ の技 術 的諸 問題 の検 討 を行 な った。"

以 上 の4点 か ら,中 央 処 理技 術 を検 討 したの で あ る。 ・

次 にオ ン ライ ン.シ ス テ ムに 必要 な端末 と制 御 の問題 に つき,特 に会 話形 システ ムを 中心 と し

て詳 細 な検討 を試 み た。最 初 に通信 回線 で 起 る デ ー タ伝送 の誤 りを制 御 す る 各方 式 の得 失 を論 じ,

-2一
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iT.Lれ』と信 頼 性 と の 関 連 を述 べ て い る 。・また,タ イ ム シ=r/'llン グ な どの 会 話 形 シス テ ム に つ い て

詳 述 し,特 に伝 送 上 ρ割 込み の実行 方 法,電 子 計 算 機 に よる端末装 置 の 管理 の方 法 とそ の あ り方

につ い て の見 解 を示 した。 今 後の問 題 点 と して,符 号,伝 送 方式,入 出 力機 器 の標準 化,入 出 力

機器 の あ り方,機 器 お よび伝 送 回 線 の高 速化 等 の諸 項 を 挙げ てい る。

続 い て,デ ータ通信 網 の将 来 の あ り方 につ い て論 述 した。 デ ータ伝 送設 備,交 換設 備,拾 よび

情 報 処浬 設備 に よ り構成 され るデ ータ通 信 網 は,そ の 適 用業 務の性 格 に よ りその特徴 を異 にす る

もの で あるが,こ の よ うな適 用業務 毎 の デ ータ通 信 網 は,将 来 相 互 に連結 し,複 合 化 し,共 同 利

用 の方 向 に進 む もの と考 え この共 同利用 の デ ータ通 信 網 の問題 点,解 決 の方 策 な どにつ い て2～

3の 提 案 を示 してい る。 か くしてデ ー タ通 信 早一 網 の特 質 を活 か したが ら,音 声 通信,デ ーE:1ξ

信,画 像 通信 な どに加 え,多 彩 た情報 処 理 と伝達 を経 済 的に かつ 融通 性 を も つて行 うこ との で き

る情 報 通 信網 の実 現 に期 待 をかけ てい る。

遠 隔 情 報 処理 業務 の 例 と して まつ 計 算 サ ービス を と りあげ た。 これは タ イム シ ェア リン グに よ

『るサ ー ビス を主 目的 と した シス テ ムに重 点 を おい て
,計 算 サ ー ビス の現状 と実施 上 の問 題 点 に つ

き述 べ た もの であ る。

各 種 計 算 サ ー ビスの一 例 と して,電 電公社 が行 う予 定 の加入 デ ータ通信 サ ー ビス を あけ,そ の

い くつか の特 徴 を示 した。

計 算 サ ー ビスは これか ら発 展 し よ うと してい る サ ー ビスで あ り,ま だ技 術的 に も多 くの 陪 苦 が

ある。 た とえ ば,タ イム シ ェア リン グ ・シス テ ム とパ ッチ ・シス テ ム との経 済性 の比 較 のllll這,

計算 サ ービスは事 務 計算 分 野 が技 術 計算 分 野 よ りか な り遅 れ てい る とい う問 題,シ ス テ ム の信 頼

性 を どの よ うに して高 め るか とい う問題,機 密 保 持 の問 題,各 種標 準 化 の問 題 な どが あ る。本 文

は これ らの問 題 に つい て の見解 を示 してい る。

遠隔情報処理業務の第二の例として白鍵 隔検針とめ ものをと妨 げた・ これは電気・..巧

水道 な どの家 庭 用 メー タの指針 値 を 自動 的 に読 み,こ れ を電気 信 号 と して 中央 の計算 セ)久 一ま

で伝送しは 鳩 処理して結果を記鮒 ることをいうのである・本趣 旨泌 繊 細 謝 鵡

説 明 し,そ の 伝送 シス テ ムに つ い て述 べ る と と もに メ ータ読取 機 構 を例示 した。 そ して電 電公社

方式の概要諭 してぽ 胸 飾 検針は麺 まだ実用に供さ働 蹴 く謝1了 上・灘 与

な磯 多の醜 をか桓 ているが・鋤 遠隔撒 の腰 凶 年増 大するものとみらつ つで・

いずれ実用化されることであろ う。それには電話線を利用する電電公社の方式が最 も亭望涜され

て い る。
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1.2オ ン ライン文献 検 索 シス テムJOLDOR

電 子 計 算機 の最 も有 効 な適 用例 の一一・つ と して,情 報検 索が あ る。JOLDORと 名 付げ た

この シス テ ムは ・ オ ン ライ ンに よ か 文 献検 索 を行 うもの であ り・一般 の バ ッチ処 理 に よる

方 式 に比 較 して,

(a)文 献 の検 索結 果 が希 望 した時 点 です ぐに得 られ6 .。

(b)そ の結 果 を も とに して,電 子 計算 機 シス テム との対 話 で 試行 錯 誤 の うえ,さ らに新 しい

情 報 を選 択 附加 で き る。

とい つた 利点 が ある。

JOLDORは,当 財団 設 置 のFACOM230-60(MONITOR-V:バ ッチ処 理,…

デマ ン ド処 理,リ ア ル タ イム処 理 ので きるOperntingsystem)を 対 象 に・ キャ ラク タ ・

デ ィス プ レ イ とタ イ プラ イ タを ペアに して端末 装 置 とす る もの で,現 在 システ ム設計 とパ ッチ処

理 部分(フ ァイル を創成 す る ル ー チン,KWOCサ ー ビス,SDIサ ービス)ま でが完成 し,部

内サ ー ビスを 開始 してい る。 オ ン ライ ンの検 索部 分 につ い ては,FACOM230-60のTSS

サ ービス を待 つ状 態 で あ り,コ ーデ ィング作 業 を続 け てい る 。

主 な特 徴

(1)入 力デ ータは 各文 献 に つ き次 の項 目を含 む。

標 題

著 者名(所 属を含 む)

文献 目録(詩 名,巻 号,ペ ージ,年 代)

デ ィス ク リプ タ(必 要 な ら20個 ま で)

文 献 番号

(2)既 存 の パ ッチ 用KWOOシ ス テ ムを使 って,キ イ(key)の 分 布や長 さ,リ ス ト構造 に

した時 の ノ ー ド(node)数 等 の分 析 を行 ない,そ の 結 果 を充 分反 映 させ て フ ァイ ルを設

計 した。

(3)フ ァイ ル設 計は検 索時 間 の短 縮 を最 大 目的 と し,タ ー ミナル ・ユ ーザ との応 答は,5秒 以

内に 行 われ る こと。

(4)プ アイルの 更新 は,オ ン ラインで,端 末 か ら随 時 行 い,月 に一 回程 パ ッチの 更新 で乱 れ た

フ ァイル のデ ィレク トリを整 理す る。.す な わ ち,オ ン ライ ン,バ ッチ の併 用で 更新 を 行 う。

(5)検 索 タ ームにはAND,OR,NOTの 論 理 演算 を ゆるす 。

〔6)ユ ーザ の質 問 に応 じて,コ マ ン ドの使 い 方 を表示 す る フ〃 ダ ンス(guidance)の 機 能

を備 え る。
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(7)収 録 文 献 は さ し あ た り,コ ン ビ=一 ータ関 係 の 論 文 約2万 件 を 対 象 と す る 。

(8)バ ッチ 処 理 で,KWOCサ ー ビ ス と,SDIサ ー ビス を 行 う。

1.3タ イ ム シ ェア リ ン グ ・ シス テ ムCOBOL

NEAC2200TSSCOBOLは オ ペ レ ーテ ィン グ ・シ ス テ ムMOD団/VCO

BOI・ コ ン パ イ ラLを,TSS用 に 改 造 して 作 成 さ れ た も の で あb,TSS・COBOLと し

て は 比 較 的 水 準 の 高 い 言 語 を 使 用 す る こ と が で き る 。 更 に 次 の よ うな 特 徴 を もっ て い る 。

(Dソ ース ・プ ロ グ ラ ム入 力 時 に 会 話 モ ー ドで 実 行 で き る 。

これ は 入 力 さ れ る 行 毎 に シ ン タ ック ス ・チ ェ ック を 行 い,エ ラ ーが 検 出 さ れ る と,端 末 ヘ メ ツ

七 一 ジを 出 力 し,オ ペ レ ー タ の 修 正 を 待 つ 。

(2)一 度 入 力 さ れ た ソ ー ス ・ プ ・ グ ラ ムは,完 全 に 保 存 さ れ る 。

コ ン パ イ ル さ れ る と ソ ース ・プ ロ グ ラ ム は ソ ース ・プ ロ グ ラ ム ・プ アイ ル と し て 保 存 さ れ,更

新 はUPDATEコ マ ン ドに よ り行 な わ れ る。

(3)TSSモ ー ドで テ ス ト ラ ン さ れ る 。

コ ン パ イ ル さ れ たCOBOLオ ブ ジ=ク ト ・プ ロ グ ラ ムで は,全 て の プ アイ ル がTSS側 の デ

ィス ク ・フ ァイ ル ま た は 端 末 装 置 を 仮 想 して 作 成 さ れ て い る。 従 ってTSS側 で テ ス ト ラ ン,デ

バ ッグ が 行 な え る。

(4)デ バ ッグ 済 の プ ロ グ ラ ム は 修 正 せ ず に,バ ッチ'モ ー ド側 へ 移 行 さ れ る。

デ バ ッグ の 済 ん だ プ ロ グ ラ ム は,修 正 せ ず に そ の ま ま バ ッチ ・モ ー ド側 へ 再 コ ン パ イ ル す る こ

と に よ り使 用 さ れ る。

す な わ ち,TSS・COBOL・ コ ン パ イ ラ と バ ッチ ・モ ー ド側 の コ ン パ イ ラは,リ ース ・プ

ロ グ ラ ム上 完 全 な 互 換 性 が あ る 。

(5)TSSの 特 徴 で あ るTurnaroundtimeの 短 縮,マ ン ・マ シ ン ・コ ミ ユニ ケ ー シ、

ヨ ン,シ ス テ ム の 高 能 率 な 活 用 等 凡 て を,TSS・COBOL・ コ ン パ イ ラは 充 して い る と

い え る。
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2.遠 隔情報処理技術の構造 と展望

2.1ま え が き

この章 で は,遠 隔情報 処 理技 術の と らえ方 を明 らか に し,そ の技 術 の見 取 図 を本 編 の構成 と

関連 させ て述 べ る。

遠隔 情報 処理 「技 術」 と遠 隔情 報処 理 「シス テ ム」 との関連 を明 らか にす るた め には,広 義

の遠隔 情報 処 理 「シス テ ム」 の中 に,狭 義 の,す な わ ち,丁 機械 設備」 と しての遠 隔 情報 処 理

「シス テ ム」 を明確 に見分 け て おか な ければ な,らない。

そ の こ とに よつ て,「 利 用」 の観 点 か らの諸 要請 を,機 械 設備 の 「製 作」 の中 で実 現す る人

間 活動 と しての 「技 術」 の あ り よ うが 浮 び上 っ て くる ので あ る。

遠 隔情報 処 理 システ ムの利 用形 態,な らび に諸 実例 につ い ては,本 報告 書 の他 の編 が あて ら

れて い る。 そ れ ら をシス テ ムの 「外 部 的」 記述 とす る な らば,本 章 の立 場 は 「内部 的」 記述 と

い うこ とに な ろ う。

2.2シ ス テ ム ど 技 術

システ ム を広 ぐ とらえ れ ば,現 実 にオペ レー シ ヨンル な シス テ ム,た とえ ば企 業体 は,内 部

に,入 間集 団 か らな る システ ム(組 織)と.機 械 設備 シス テ ム と しての情 報処 理 シス テ ム を,

それ ぞれ サ ブ シス テ ム と して含 む,ト ー タル ・シス テ ム で ある わけ で ある。 この シス テ ム全体

を,(機 械 設 備 的 な)情 報処 理 システ ムの立 場 か ら見 れ ば,そ れ は 自分 自身 を含 む,外 部 的.

環境 的 シス テ ム と して見 え る こ とに なる。

この外 部的 シス テ ム の分折.設 計 の作業 が い わ ゆる シ ステ ム技 術者(SE)の 第 一 義的 な任

務 で あ る と,こ こで は と らえ てteき たい。 とす る と,SE作 業 の結果,情 報処 理用 機 械 設備 へ

の要請 が 抽 出 さ れ て くるわけ で あ る。

遠 隔情 報処 理 シス テ ムは,そ の ような トー タル.'シ ス テ ムに おけ る機 械設 備 の一 形 態 な の で

あるが,ま たそ れが 支 配的 な形 態 に なる であ ろ うこ とが予 測 され てい る。

外 部 シス テ ムか らの 要請 が 需 要 側で ある とす れ ば,情 報 処 理 システ ム を実 現 す る技 術 は供給
　

で あ る。 供 給 の 水 準 に よつ て需 要 が規定 され る こ とは,(外 部)シ ス テ ム設 計 に あたつ て,計

算機 技 術 の水 準 を適 確 に把 握 してい る ことがSEの 資 格 で あ り,現 実 に はそ の知 識 の上 に立 っ

て シス テ ム設 計が行 な われ てい る。

トー タル.シ ス テ ム の設計 に あた つ て,機 械 設 備 と しての情 報処 理 シス テ ムの あ りよ うが決
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定的な重要性を持つことから,そ れを成 り立たせる技術の現状と将来予測力㍉ この遠隔情報処

理の分野の将来展望においても,中 心的テーマにならざるをえないのである。

さて,情 報 処 理 機械 システ ム 自身 も,ト ー タル.シ ス テ ム の中 での ザ ブ.シ ス テ ム としての

一 つ の シス テ ム で ある か らには
,そ れ 自身 に システ ム工 学 的ア プ ローチ が必 要 であ り,と くに

遠 隔 情報 処 理 ネ ッ トワー クの構 成 に あ たつ ては そ の こ とが あて は まる。 これ につ い て は

2.3で 述 べ る。

遠 隔情 報 処理 システ ム を別 の観 点 で と らえ れ ば,そ れ は一 つ の尾大 な入 間,機 械系 を構 成す

る もの と見 る と とがで きる。 この立場 か らは 入 間工 学的 なア プ ロー チ が浮 び上 がる。

入 間 と機 械 の交 渉 は 「会話」 と して と らえ られ る。 この会話 の実 現 の た めの技 術 が,遠 隔 情

報 処 理技 術 の大 きな側 面 に な る。 会 話 は人 間 とシス アムの 間の イン ター フェ イス装 置 で ある 「

端 末」装 置 を介 して行 なわれ るの で ある が,そ の よ うな もの として の端 末 の あ り方 お よび 会話

の ため の技 術 的条 件 につ い て,2.5が あて られ てい る。

中央 処 理技 術 の と らえ方 の一 つは,そ れ を システ ムの機 械設 備 の うち集 中化 され た諸 設備,

す な わ ち中 央 処理装 置,プ ア イル機 器,入 出力 機器 等 か らなる中央 システ ム に か か わる もの と

して見 る ことで あ る。 この よ うに形 態 的 に見 た場合,少 くとも現存 の多 くの 遠 隔情 報処 理 シス

テム につ い て,そ の 中央 設備 の形 態 は,非 遠隔 シス テ ムのそ れ と類似 であ る。 逆 にい えぱ,非

遠 隔 の ク ロー ズ ドシ ヨツ ブ的 シス テ ム に,遠 隔 用諸 設備 を結 びつ け た形 に おい て,遠 隔 シス テ

ムが構 成 され てい る場合 が 多 い,と い う ことで も あ る。

そ こで,中 央 諸設 備 に関 して は,そ れ につ い ての技 術 が非 遠 隔 システ ム につ い ての それ と,

ほ ぼ 同様 で あ るいい うことが,形 態 的 に もい え るわ け で ある。

しか しなが ら,遠 隔 情報 処理 が非 遠隔 情 報処 理 と並列 的 に存在 す る とい うより,む しろ従 来

の非 遠隔 処理 を内 に 吸収 し,そ れを含 む もの と して発展 しっつ ある傾向 を と らえ るな らば,こ

の観 点 か らの整 理 が必 要 で あろ う。 そ こで,こ の 中央処 理技 術 につい て2,4が あて られ

てい る。

2.3遠 隔 情 報 処 理 技 術 の 全 般 的 動 向

遠 隔 情報 処 理技 術 の動 向 を,個 別 的分 野 の 寄 せ集 め では潅 く全体 的(globa1)に とら

え よ う とす れば,ま す必 要 な のは,そ れ に対応 す る シス テ ム のグ ロー バル な動 向 で あ る。

そ の観 点 か らシス テ ム の動 向 を見 た場 合,シ ス テ ム の多様 化の 傾 向 を と りあげ るぺ きだ と思
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われ る。 そ こで この節 では,そ の 多様 化 を もた らす 要因 と,そ れ が技 術 の グ ロー バル な動向 に

及ぼ す 影響 につい て分 折 す る。

2.3.1シ ス テ ム多様 化 の要 因

遠 隔情報 処 理技 術 の 動向 を考 え る場 合,情 報 処 理 シス テ ムの 多様化 の傾 向 を認 識 す る必 要

が ある。 この傾 向 は徐 々に現 われ 始 め てい るが,現 状 では その事 実 は まだ充 分 に意 識 され て

い る とはい え ない。 こ こでは,そ の 多様 化 を もた らす要 因 を分折 す る ことに しよ う。

第一 は,遠 隔 情報 処 理 シス テ ム を要求 す る需要 な多彩 な点 で ある.需 要 が ます ます 広 が る

にっ れ て,シ ス テ ム の受 け持 つ べ き業務 の種類 も千 差 万別 に なる。 それ ぞ れ の業務 は,そ れ

に適 した システ ム を必 要 とす る。

遠 隔情報 処理 を要 求 す る業務 は,単 に 「計算 処 理」 的側 面 にお い て個 別 的 な特 異 性 を求 め

るだ け では ない。 そ れ は,例 え ば端末 装 置 の 種類,処 理装 置 の 配置,フ ァ イル装 置 の能 力 と

形 態,ま た それ らを結 合 したオ ペ レー シ ョン の形態 につ い て もそれ ぞれ 独 自の もの を 要求 す

るの であ る。. ,.一 ーーー一 一

第二 は,上 に述 べ た と とと関連 す る こ とで あるが,端 末装置 の 多様化 の現実 であ る。 端末

装 置 は,入 間 と機 械 の イ ンタ ー フェイ ス装 置 と して,遠 隔情 報 処理 シス テ ム の中 で重 要 な役

割を もつ て い るが,こ の端末 装 置 の 分野 にお い て,多 彩 な諸 装 置 の製作 。販 売 が,と くに米

国 に お いて盛 ん に な りつっ あ る こ とが 指摘 され てい る。

そ の現状 につ いて は別途 詳 細 な調査を行な う必要 が痛感され るカ～ ここの分析におい て さ し当 り

「必 要 な
こ とは,'そ の よ うな事実 が 存在 す る とい う こ との指 摘 で あ る。

端末 装置 につ いて,そ れ が 「供 給」 側 か ら多 彩 化 しつ つ あ る とい う事 実 は,そ れ が新 た な

多 様 な需要 を換起 す る こ とに よつ て,シ ステ ム の多様 化 を促 進 す る。 ま た,単 に代 替 品 と し

ての 新 しい端 末装 置 の 出現 でさ え,そ れ を取 付 け られ る システ ム の側 か らすれ ば 多様 化 の 要

因 とな るの で あ る。

第三 の点 は,安 価 で高性 能 な小型 計算 機,俗 称 ミニ コンの 出現 と普 及 であ る。 これ が 遠 隔

情 報処 理 に及 ぼす 影響 の第 一 は,そ れ が端 末 設備 に取 り入 れ られ て,端 末 の多 様化 を もた ら

すで あ ろ う,と い うこ とで あ る。

ミニ コン の第二 の,そ して よ り根 源的 な影響 は,を れ が汎 用 制御装 置 として,単 に端 末 設

備 の み な らず,シ ス テ ムの各部 に配 置 さ れ る よ うに なる であ ろ うとい う ことで あ る。

そ れ は,現 在 一 時 的 に標 準 的 な シス テ ム構成 の図 式 に なつ てい る,中 央 設備 と端 末 設 備群

とい う二 部分 か ら成 る恒 星 。惑 星群 的 な シス テム の形態 に変 化 を要求 す る ことに なる だ ろ う。

-9一



そ の よ うな もの と して の ミニ コンの働 きは各種 各 様 で あつ て,ミ ニ コン群 を含ん だ シス テ

ムに とつ て,単 一標 準 的 な シス テ ム形 態 へ の集 束 を考 え る ことは む しろ誤 りで あつ て,ミ ニ

コン は シス テ ム多様 化 の 強 力な 要因 と考 え るべ きで あ る。

遠 隔情 報処 理 シス テ ム に とつ て,シ ステ ム多 様化 の認 識が,シ ス テム 内的 に も重 要 な点 は,

そ もそ も遠隔 情報 処 理 シス テ ムが,多 くの,か つ 多種 類 のサ ブ ・シ ステ ム群 が らなる統 合 的

な複 雑 体 で ある とい うこ とで あ る。 一 つの 遠隔 情報 処 理 システ ム を とつ てみ て も,す で にそ

の内 部 に多 様 な(サ ブ)シ ス テ ム を含 む こ とが 要請 され てい るの で あ る。

シス テ ム多様 化 につ い て 最後 に指摘 すべ き点 は,設 備 更新 の問題 で あ る。 遠隔 情報 処 理 シ

'
ステ ムを有 す る活動 体 は進 化 ・発展 す る。そ れ の要 求ず る機 能 は,現 存 す る システ ム の機能

をいず れ上 廻 る で あろ う。

シ ンテ ム ・オ ブ ソ レツ セ ンス(Obsolescence)は,技 術 の進歩 に よつて も生 じ

る。 ハ ー ドウ エア的 には,ま ず 第一 に新 しい端 末装 置 の 出現 に よつ て,ま た高 性能 な内部諸

装置 の出 現 に よう て,シ ス テ ムの陳 腐化 が意 識 され る。

ソ フ トウエ ア につ い て も,そ の技 術 の未 熟 な現状 か らす れば今 後 の技 術進歩 は著 しい で あ

ろ う。 シス テ ム稼動 開・始 時 にお け る ソ フ トウエア の 品質 は 多 くの 場合,極 端 に言 えば試 作品

的 で あ り,そ の後 のバ ー ジ ョン 。ア ッ プ に よる性 能 向上 が著 しい の が 現状 で あ る。

一 つの 情報 処 理 システ ムの寿 命 は,部 分的 改 良 を含 め る と して も,ま ず5年 と推 測 され る。

この 設備 更 新 の サ イクル の存在 は,あ る時間 ス ケー ル を とつ てみ れ ば,そ の期 間 内 に出現 す

るシス テ ム の多 様 化 を意 味 して い る。

2.3.2技 術 の動 向 に対 す る システ ム多様 化 の影 響

遠隔情報処理の分野において,シ ステム多様化のもつ意味はとくに大きい。 とすれば,そ

の ような 多様 な シス テ ム を実 現 す る技術 とい うもの が,遠 隔情 報 処理 技 術 の大 きな動 向 で な

けれ ば な らない。

そ の よ うな観 点 か ら,情 報 処理 技術 の動向 を見 る と き に,第 一 に指 摘 され るの は 「標 準化 」

の方 向で ある。 、,

利 用面 にお いて 多様 で あつ て も,機 械 設備 と して の基 本 的 な情 報 処 理 システ ム(ハ ー ドウ

エ ア,ソ フ トウエア を含 め て)が 確立 され てい れ ば,そ れ に こ した ことは ない わけで あ る。

遠隔 情 報処 理 シス テ ム に 於い て,そ の よ うな標 準 シ ステ ムが あ るで あろ うか。 い わゆ る タ

イ ム ・シェ ア リング ・シス テ ム(TSS)が,そ れ に擬 せ られ,そ の よ うな見地 か らTSS

の重 要性 が論 ぜ られ た こ と もあつ た。 ま た さ らに古 くは,例 え ばIBMに お け るOS/360
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の当初 のね らい の よ うに,全 角度 的 な利 用形 態 をカバー す る汎 用 操作 シス テ ム のイ メー ジが

持 た れ た こ と もあつ た。

汎 用 操作 シス テ ム とTSSと の 関連 自体 が 「標 準 シス テ ム」 イ メー ジ の ゆ ら ぎの一 つの 実

例 をな してい る。趣 旨か らす れ ば,TSSも 汎 用操 作 シ ス テ ムの上 に乗せ て実現 され て しか

るべ きで あつ た。 しか しな が ら,TSSは 多 くゐ場 合,汎 用 操作 シス テ ム と別 個 に,TSS

用操 作 システ ム と して作 られ たの が現実 で あつ た。 汎用 シス テ ム の上 に乗せ る試 み も存在 し

'た が
,そ の場 合 も,汎 用 システ ム に数 多 くの改変 を加 え なけ れ ば な らな い とい うこ とが 実証

され た。

標 準 システ ム と して のTSSへ の期 待 は,そ れ が一 種 の汎 用 共 同利 用 シス テ ム であ る とい

う性 質 に基 づ くもの で ある。 しO)し な が らTSS自 体 がい まだ実 験段 階 に ある こと,ま た,

TSSの 個 別形 態 自身が 多様化 しつ つ あ る現 実,ま た汎 用TSSの 困難(と くに効 率 の面 に

おい て)の 予 測 か ら,専 用的TSSへ の後退 現 象が盛 ん な こと,こ れ らに よつ て,TSSが

なま の形 で 「標 準 的」 シ ステ ムの役 割 を果す であ ろ うとら う と とば期 待 で きない の で ある。

TSS研 究 の意 義 は,ま ず 第一 に,そ こに遠隔 情 報処 理 の 多 くは最 先 端 の 問題 が含2れ て

お り,し たが つ て テ クノ ロジー の基 盤 を形 成 す る上 で大 きな 役割 を果 してい る こと,第 二 に,

遠隔情 報 処 理 の と くに人 間 ・機械 の交渉 す な わち会 話的 分野 の研 究 の ため の実 験 シス テ ム と

して優 れ た性 質 を もつ こ と,に 求 め られ なければ な らない。 そ の ような もの と してTSS研

究 が もつ意 義 は極 め て大 きいの で あ る。 また,TSS向 応 用分 野 にお い て当 然 の価値 を.もつ

ことはい うまで もない。

標 準 シス テ ム の イ メー ジの早 産 か ら,現 実 におい て は,オ ン ライン諸 シス テ ム(の ソ フ ト

ウエア)の 個別 的製作 が」 つ の傾 向 となつ てtsり ・tailor7』madeOS
,とし(う言 葉

が使 われ る よ うに なつ た。 これ は しか し;現 実作 業 の動 向 とはい え,技 術(研 究)の あ るべ

き方 向 とはい えず,需 要 と供 給(技 術)の ギヤ ツプの生 み 出 した現 象 とい うべ きで あろ う。

この種 の個別 的製 作 で は な く,シ ス テ ム多 様化 に対処 す る技 術 が確 立 され た上 での個 別 的

製作 こそが 将 来 の あ るべ き姿 なの で あ る。 とはい え,こ の現 在進 行 しつ つ ある個別 的製 作 の

実践 が技 術 進歩 へ の圧 力 で もあ り,ま た技術 進展 のた め の素 材 を提供 す る源 で も ある とい う

評 価 を忘 れ ては な らない。 ・ ・

一 般 的 に言 っ て
,標 準 シス テ ム の追求 は二 つ の方 向 か らな され る。 一 つ はShell

approachと 呼 ば れ る もの で,包 括 的 なシス テ ムを作 り上 げ る方 向 であ る。他 は,

Coreapproach.と 呼 ば れ!す べ ての シス テ ム の核 となる シス テ ム を作 る方 向 で
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あ る。

しか しなが ら,そ の よ うな直接 的 な問題意 識 は必 ず しも実 を結 ば ない ことが 多 ぐ,と ぐに

我 々の 問題 の場 合 そ の こ とが 強 ぐ感 じ られ る。

遠隔 情報 処理 技 術 の進 展 の ため に は,シ ス テ ムの形 態 か らす る発 想 で は な く,そ の根底 に

あるべ き技 術 そ の もの の観 点 を確立 しなけ れば な らない。 シス テ ム の多様 化 の認 識 をふ まえ

るな らば,そ れ らの(現 実化 され た,ま た可能 領域 での)現 象的 な諸 シス テ ムの形 態 そ の も

ので は な く,そ れ らに共通 して流 れ る本 質 的 な イ メー ジをつ か ま なけれ ば な らない ので あ る。

この こ とは,別 の 表現 で は,シ ス テ ム開発 の 「生 産性」 を上 げ る とい うこ とで あ り,こ の

ことが,遠 隔 情報 処 理技 術 に おい て も,技 術 の本 来 的 な方向 と して浮 び 上っ て くるので あ る。

システ ム開 発 の 「生産 性」 は,次 第 で述 べ る如 く,主 と して ソ フ トウエア の生 産性 に かか

わつ て くる。 これ は,遠 隔 情 報処 理 シス テ ム開 発の技 術的 努力 の過 半 が ソフ トウエア建 設 に ・

かか る とい うことで あ る。 ソ フ トウ エア の コス トは,シ ステ ム全体 の50%を 越 しつ つ あ る

と評 価 され て お り,ま た ハー ドウエ ア にか か る コス トは,ハ ー ドウエア 自体 が,遠 隔情 報処

理 シス テ ム の部 品 ・原材 料 的 役 割 を果 してい る とい う ことか ら,シ ステ ム 「開発」 特有 の コ

ス トが ソ フ トウエア に あ る と推論 され て い る。 システ ム開発 の コス ト,す な わ ち,ソ フ トウ

エア建 設 の コス トは,シ ス テ ム多様 化 の認識 か ら,産 業 的 に見 て重大 な意 味 を もつ 。

す なわ ち,遠 隔情報 処 理 の 「サ ー ビス」形 態 にお い て,我 国独 自の ものが 開発 され た と し

て も,そ の基 礎 システ ムで あ る情報 処理 システ ムの建 造 コス ト,運 営 コス トにおい で,大 巾

な 不 利 が あれ ば,シ ス テ ム建 設 に おけ る国 際競 争 に敗 れ るで あろ う。 した が つ て.一 国 の

産業全般からすれば 情 報 「サービス」産業 よりも請 鞭 理 「楚割 産業 ・すなわちその

主体であるソフトウエア製造業が,よ り基本的に重要な産業といわなげればならないのであ

る。そして,そ のような基幹産業を成立たせ る基盤が技術なのである。

2.4遠 隔 情報 処理 シ ステ ム と中央 処 理技 術

ここで中央処 理技 術 とい うのは,項 目的 には,時 分 割 処理 技術,多 重 処理 技術,プ ア イル技

術,言 語処 理技 術 な どの トピッ クス を含 む技 術領 域 に対 す る仮称 で あ る。 この中 央処 理技 術 は,

と くに遠隔 シス テ ム とは 限定 しない,情 報 処 理 一般 に つい て共通 に存 在 す る と ころの,計 算 機

技 術一般 と考 えて もよい ので あるが,こ こでは そ れ を遠隔 情報 処理 との か か わ りあい で と らえ

て てみ よ うとす るの で あ る.

2、4.1中 央 処 理技術 の性格 と方 向

こ こで,個 別 的テ ーマ に入 るまえ に,中 央 処理技 術 の性 格 につ い て述 べ てお く。 中央 処理

技 術 は,シ ス テ ムの 中央 諸 装置 にっ い て,あ る機 能 を実 現す る技 術 で ある。 す な わ ち,中 央

諸装 置 を構成 す るハ ー ドウエア に よつ て,そ の上 に機 能 を実 現す るの で あ り,そ の実 現 は ソ
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フ トウエ ア を介 して 完全 に な るの で あ る。 そ こで 中央 処 理技 術 は,主 と して,ソ フ トウエア

を作 り上 げ る技 術 と見 て よい とい うこ とにな る。 システ ム構 成上 の問題 点 のほ とん どす べ て

は,ソ フ トウエ アの上 に投影 さ れ て現 われ るの で,そ の ような見方 力iでき るわけ な ので あ る。

こ こで,ソ フ トウエ ア とい うの は,プ ログ ラムの体系 とい う,言 葉 の 正確 な意 味 で の もの

であ る。 ソ フ トウエ ア=利 用 技術 とい う誤っ た俗 説が あ ま りに もはび こつ てい る ので ・ここ

で もあえ て蛇足 を加 えた の で あ る。 さて,ソ フ トウエア を八 一 ドウ'エア 化 す る とい う将 来 の

方向が一 般 に指 摘 さ れ てい るが これ は,遠 隔 情報 処 理 に おい て も あて は ま る で あろ う。 遠 隔

情報処 理 シス テ ム と して本質 的 な部 分 の実 現 は,ハ ー ドウエ ア と隣接 したい わゆ るハ ー ドソ

フ トウエ ア におい て な され て い る とい うことに よるの で あ る。再 び蛇足 を加 え るな らば,ア

プ リケー シ ョン 畠 の人 の中 に,た ま に,ハ ー ドウエ アか ら離 れ た,ソ フ トソ フ トウエア だ け

を見,ハ ー ドソ フ トウエア は技 術 的 に(あ るいは製 品 的 に見 て)解 決済 み ど して これ を軽 視

す る入 が居 るが,誤 りで ある。 遠 隔情 報 処理 におい て技 術 的 に もつ と も主 要 な課 題 は ζのハ

ー ドソ フ トウエア に現 在 は集 中 してい るの で あ り,ソ フ トソ フ トウエ ア だ けを見 てい て は,

遠 隔情報 処理 シス テ ム を現実 に構 成す る こ とはで き ない。

とこで い う中央処 理 技 術 とら う言葉 の 「中央」 は,現 状 の シス テ ム構成 を も とに いつ てい

る。 サ ブ ・コン ピュー タ を含 む,シ ス テ ムの多様 化 との関連 では,こ の 中央 処 理技 術 は,ま

たそ れぞ れの サ ブ 。コン ピュ ー タ部 に適 用 さ れ るべ き もので あ り,そ の意 味 では 必ず しも中

央 で はな い ので あ る。 以 上 の よ うな意 味 で,中 央処 理技 術 を と らえ た場 合,そ の技術 が,ま

だ 「発 達 途上」 に あ る とい うこ と を第 一 に指 摘 して お く必 要が あろ う。

した がつ て,個 別 的技 術 の 現 状 の ま とめ とだ けで な く,そ の技 術 を全 般 的 に とらえ た場 合

の道筋 につい て,そ の とるべ き方 向 につ い ての見 解 を述 べ て お くと とは意 味 が ある ことで あ

ろ う。第 一 は,シ ステ ムの イ メー ジを記述 す る言語 を開発 す る こ とで ある。 そ の よ うな言 語

は シス テ ムな る ものの本 質 の把 握 の上 で始 めて可 能 で あ ろ う。 そ して,こ の言 語 に よつて,

システ ム設 計法 が確 立 さ れ る こ とに なろ う。 第二 は,シ ス テ ム(プ ログ ラム)作 製 のた め の

プ ログ ラ ミング言 語 で ある。 シス テ ム ・プ ログ ラムは,シ ステ ム.eイ メー ジを実現 す る た め

の諸装置 の制御 を記述 した もの で あ る。 この言語 の確立 の ため に は,装 置 の制 御 ・管理 の本

質が把 握 され なけれ ば な らない。 被 制 御 対象 で あ る諸 装置 す なわ ちハ ー ドウエア ・シス テ ム ・

の記 述法 も,上 に関連 して研 究 され なけ れば な らない。 この記 述(言 語)は ハ ー ドウエア の

設計 ・製 作 ・検査 のた め のベ ー ス に もな る も,ので あ る。 これ らの三 種 の 言語 力『一 つ の言 語 体

系 に統 一 され れば理 想 的 で あ る。 この場 合一 つ注意 してお くべ き点 は,シ ステ ム 。イ メー ジ

が与 え られ,ま たハ ー ドウエ ア の記 述 が与 え られれ ば;シ ス テ ム 。プ ログ ラムが 自動 的 に ジ

エネ レー トされ る こ とに な るの で はな いか,と い う夢 で ある。 これ は技 術 の立 場 か らは夢 と

い う より妄 想 と しなけれ ば な らない 。
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第 四 は,し た が って シス テ ム 。プ ログ ラムの完 全性 の検 証す るた め の シス テ ムで あるoこ

れ は デバ ッグ作 業 の サ ポ ー ト 。シ ステ ムの完備 で ある。そ れは 論理 的不 整 合 の検 出だけ では

な く性能 評価 を含 む もので なけ れ ば な らな いo

この分 野が,現 実 には シス テ ム(プ ログ ラム)開 発 の過 半 の時間 と費用 を 喰 って い る事 実

を よく認 識 しなけ れば な ら1ないo

上 に述 べ た諸 点は,シ ス テ ム開発 ¢)生産 性を上 げ る方 向 で あ り ・技 術本 来 の方 向な ので あ

るoそ してまた,技 術 の主体 的な 動 向 と もい うべ きで あろ う。 技 術の動 向 に対 す る受身 的 な

観 点は,客 観 的 であ る如 くみ え て も,そ れ は,「 輸入 す べ き」 技 術の存 在 を 前提 に して は じ

め て成 り立 つ ので あ.60

2.4.2.時 分 割 技術 と多重 処 理技 術

ここでは,「 時 分 割技 術 」 とい うの は,計 算機 の時分 割 的 利用 を実 現す る 「制御 プログ ラ

ム」・の構成 技 術 を指 す もの と考 え よ うo

同 じ く,「 多重 処理 技 術」 は,複 数個 の処 理 装 置 を制 御 す る プ ログ ラムの構 成 技 術 と考 え

るo・ ・、

(1)TSS技 術 の意 義

TSS'(Timesharingsystem,時 分 割…共同 利用 シス テ ム)は,時 分 割技 術,

多 重処 理技 術に よ って 実現 され た,特 定 の 目的(共 同利 用 の ある形 態)を も った シス テ ムの

「類 」で あ るo

例 えば,時 分 割技 術は,TSSの み な らず,工 業 プ ロ七工(づ言1算機 制御 シス テ ムの中 で も

また,い わ ゆ る オン ラ イン ・システ ムの 中 で も用い られ るo'

しか し,TSSは,そ の 目指す 所 が,汎 用 的 なサ ー ビスの共 同利 用 で あ る とい う点か ら,

技 術の 最先 端部 分が そ こに特 徴 的 に現 わ れ る とい う事 情に あるoそ こにTSS技 術 に対 す る

意 義 が ある。

TSSを シス テ ム の形 態 と して み れば,そ れ がそ のま ま遠 隔情 報 処理 シス テムに 移行 す る

わ け では ないo後 者 は よb広 い 「劉 で あ って,前 者 を 包含 す る もめ と考 え るべ きもの で あ
,

るb

遠隔 情報 シス テ ムの 「システ ム形 態」 は,千 差 万別 で 固定 化 さ れ ない で あろ うoし か し,

そ れ を実 現す る技 術 と して は,形 態的 類似 の割 合以 上 に は るかk多 くの共 通 部 分 を もつ の で

あ るoそ れは と くに,時 分 割制御 技 術にお い て あて はま るo

多 重処 理方 式 につ い て].TSS研 究 に おい て追求 さ れた 方 向は,共 通 の主 記憶 装 置を中 心
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に した 「対 等 」 な複 数個 の処理 装 置か らな る シス テ ムで あるoし か も,各 処 理 装 置は 機能 面

に お いて も対等 で,個 性 を もたせ ぬ 方式 で あ る(Multicsの 例な ど)o

しか し,こ の方 向 の是 非に つい ては 実 際的 に は何 等結 論が 出てい ない とい うべ きで あろ うo

強 い て予 想 す れ ば,む しろ,処 理 装 置間 の 「分 封 体 制 の 方が 現 実 にお いて ま さ るので は

ない か と思 わ れ るo

従 来行 なわ れた 分業 的 複 数処 理装 置シ ス テ ムは,処 理装 置が能 力に おい て異 な る 一場 合 に

よって は 機械 語 も異 な る 一 もの同志 の結合 が 多い。 ま た処 理装 置間通 信 もチ ャ・ンネルを介 す

な どの 「ま わ りく どい 」 方式 が 多いo

そ の よ.うな場 合 に は,シ ス テ ム 。プ ログ ラム開 発 の重 複な らび に,処 理 装 置間 通信 の あい

路 が 意 識 さ れ てい る 。ま た 「信 頼 性 ・可 能 性」 の点 に お いて シ ステ ムの 動的 な再 構成 が難 し

いo

対等 な処 理装 置の も っと も重 要な 利点 は,シ ス テムの 動的 な再構成 が 可 能な 点に あ るとい

うぺ きで あろ うo

分業 的 シス テ ムを意 味 あ ら しめ る程度 の十分 多 数 の処 理装 置 の結合 実験 は まだ 行 なわ れ て

い な い し,そ れ に 適す る ・1一ドウェァー 。システ ムもま だ 出現 してい ないo∵ ＼ 、

しか し,遠 隔 情報処 理 「ネ ッ トワー ク」は 内部 に 多 数 の結合 された処 理 装 置 を含 む よ うに

進 化 す るで あ ろ う。 とす れば,そ こでは分 業 体制が 不 可 避 で あろ う レ,そ れ は 実現 す る技 術 ・

が 開 発 され る 必要 が あろ うo

(2)処 理 装 置制 御 技 術

TSSに お い て開 発さ れた この分 野 の技 術は,1台 な い し数台 の処理 装置 の能 力を 多数 の

「仕 事 」 に分 割す る技 術1'あ るoN

'そ れ を統 一 的 に把 握す るため に提 案 さ れた 「プ ロセス」 の概 念(Multi
.CS.〉 は高 く評

価 さ れ るべ きで あるo.・ 、 、

そ れ に対 応 す る萌芽 的 な要 素は,も ちろん 先 出の 諸 システ ムにおい て 見 る と とが で きる の

で銅 が ・しかレ・それを聡{ヒ した点 ・⑳ ことによ.ってシステムへの構成勘 ζ透靴 さ

れた点 が 重 要 なoで あるo.『'・

各 プ ロ セスrpeii「 状 態」 が 附帯 されて,そ れに よ って プ ロセ スの制 御 が 行な わ れ るo

現 在 の主 流 の ハ ー ドウ エア構成 思 想に に よれば,処 理 装 置制 御は,「 割 り込み 」装 置を 介

して 行 な われ る。 したが って,プ ロセス制御 の基 本 部 分 は,割 り込 み処 理 ルー チ ンを含 む プ

ログ ラム と して 実現 され るoす なわ ち,割 り込み 処 理は,プ ロセス制御 の 中 に吸 収さ れて し
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ま うわけ で あるo

割 り込み の概 念は,ハ 」 ドウエア技 術の 論 理か ら進 化 出現 した もの で あ り,し た が って シ

ス テ ム制御 の論理 と微妙 な くい 違 い を持 ってい る 。そ こで(ハ ー ドウェア技術 が進 歩 した現

在 では)プ ロセス制御 の基 本部分 を ハ ー ドウエア 的 に実 現す る方 向が提 唱 さ れてい るo

(Lampson等)o

同様 の こ とが 「保 護 機 構」 に つい て も言 え る。 保 護 機能 は ハ ー ドウエ アの誤 動作}ソ フ ト

ウエア の不 測 の誤 り,に 対 して シス テ ムを保護 す る重 要 な機能 であ るoそ れはや は リハ ー ド

ウ エア的 論 理 で実 現さ れ てhる のが主 な ので あ るが,MultiCS等 では,セ グ メン トの概

念 に関連 して 高度 化 され てい るoDennis等 は そ れ をcapability(権 能)の 概 念 で

統 一 しよ うと試み てい るo

(3)主 記憶 制 御技 術

A「denやDenni・ 等 に よ る㌻ ジ 吐 ぞ メ ソ 防 式(2次 元 ア ドレス 拭)は ・計 算

機 シス テ ムにおけ る 最近 の 大 きな 進化 の一 つに 評価 さ れてい る。 これは,ハ ー ドウ エア 的 な

主 記憶装 置 を概念化L拡 張 した もの で あるo

これ に よ って,・主 記 憶 装 置の補 助で ある二 次(大 容 量)記 憶装 置の機 能が,主 記 憶 装 置に

統 合 さ れ る道 が開 か れたoハ ー ドウエア 形 態 的 な,記 憶装 置の 「階層 的」 構成 が こ れに よ っ

て統 一的 に 把握 さ れ る こ とにな った の で あ るo・'

24.3.フ ァイ ル技 術 と遠 隔情 報処 理 『

遠 隔情 報処 理 システ ムにお いて,処 理 装 置 自体 は,集 中 化 。中央 化 の 傾 向と と もに,逆 の

分 散 化 ・地 方化 の何 向 を も ってい るo

と ころ が,「 デ ー タの貯 蔵庫 」 で あ る デ ー ター 。バ ンクにつ い てはー,現在分 散 化 してい る

もの を集 中化 しよ うとす る強 い 要 請が 働 い てい るo

す なわ ち,蓄 積 され利 用 さ れ るデ ー ター の量 が大 量 にな る と ともに ↓そ のデ ー タ の共 同利

用 の要 請が 高 ま るo

一 方
,デ ー タ内 におけ る 関連が 複 雑 。高度 にな るた め に,一 個 所 に集 め てお くべ き相 互 に

関 連す る デ ー タの量が 増 大 して くるoそ もそ もデー タとい うのは.,単 に ある種 の 数値 の累 積

とい うよりは,む しろそ の本 性 は,そ れ らの間 の間 連 そ の もの な ので あ吻;し たが って 本質

的 に集ヰ 化 の要 請 を もつ ものな ので あ るo∵ ・

(1)TSSの 汎用 ファ イル 。シス テ ムJ-

TSSは,計 算処 理 サ ー ビスの共 同 利用 と と もに,集 中 化 ざれ た フ'7イ ルの共 同利用 を
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具 体 化 してい るoし た が って,そ れは 多 ユ ー ザ間で のデ ー タの蓄 積,取 出 し,交 換 の シス

テ ムの一 つの ひな 型 を構成 してい る。 も っと も,そ こで は(デ ー タの一 種 と して の)プ ロ

グ ラムの作成,共 同利用 に 重点 が あ る とい え るので あるがo

一 方
,デ ータ処 理 の高度 化 に より,統 一化 さ れ,統 合 化 され た デ ー ター の集 積 を扱 うた

め の汎 用 フ ァイノじ。・シ ステ ムが 実現 して き た。 これ の多 くは,オ ペ レー シ ・ン の形 態 と し

ては バ ッチ処 理 で あ るが,・TSSと 結合 した形 態 も試作 さ れて い るo(そ の一 例 がSDCl

社 のTDMS-TimeDataManagementsystemで あ る)

情報 処 理 シス テ ムは 二 つ の焦 点を も った楕 円 にた とえ る こ とがで き よ う。rつ の焦点 は

「処理 」、な い しオペ レー シ ョンの焦 点 で あり,他 は 「デ ー タ」 の焦 点 で あるo

TSSは そ うす る ど,処 理の焦 点 を強 ぐ浮 び上 が らせ,他 の焦点 をや や小 さ く伴 った シ 、

ス テ ムと 見る こ とが で き・,汎用 フ ァイル ・シ ステ ムはデ ー タの 集点 を主 と し
,処 理 な い し

オ ペ レ ーシ ョ ンを従 と した シス テ ム と見 るこ とがで き る。.

(2)汎 用 ファ イル処 理 シス テ ム

フ ァ イル処 理 の基 本 的 な機 能 と して

フ ァ イルの 創成

フ ァ イ・・の更 新.・ 』一ー ド.・∵ ・一

フ ァイ ルの検 索

レ ポー ト作成

が 挙げ られ るo(文 献)tt

汎用 ファ イル処 理 シ ス テ ムは,あ る 固有 のフ ァ イ ルの固有 の処 理 をそ の ま ま実 現す るの

で はな くて,フ ァ イ ル処 理 の基 本 的な 機 能 を(統 合化 され た)基 本 的 な フ テイ ル形 態 の上

で行 な う,基 礎 的 な フ ァイ ル ・システ ムで あ るoし たが って,そ こ に蓄 積 さ れ る デ ー タ 自 ,.

身な らび にデ ー タ処 理 の具 体 的 な処 理 の指 示は,あ とで,そ の基 礎的 シ ステ ムの上 に,用

途 に 応 じて乗 せ られ る ので あるo・t-`∵ ・、

これ に よ って,処 理 の指 示 は,使 わ れる フ ァイル装 置(ハ ー ドウエ ア)の 個 性や,利 用

ee竹 下:汎 用 フ ァ イ ル処 理 シ ス テ ム の 性 格 とそ の 発 展,情 報 処 理vo110,Na2,March

1969・,PP84-93

水 野:汎 用 フ ァ イ ル処 理 シ ス テ ム に つ い て,プ ロ グ ラ ミン グ シ ン ポ ジ ュ ー ム報 告 集(第9回)

Jan1968
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者 ご との恣 意的 な デ ー タ構 成 のゆ らぎに 影響 され ず に与え る ことが で き,た とえそ の下 部

構造 が か わ っ て も,そ の指示(プ ログ ラム)を いかす こ とが で きるo

汎 用 フ ァイ ル処理 シス テ ムは,入 出力制御 シス テ ム. 、デ ー タ管 理 の 一 つ の発展形 態 と考

え られ,一 方,COBOL等 を中 心 とす るデ ー タ処 理 用言 語 な どの統 合化 を 見る ことが で
〆

きるo

そ の先行 的 な 一例 はGE社 のIDS(Integrated ,DataStore)で あるoこ

れは 大 容量 記 憶 装 置 上の デ ー タ構造 を もとに し,そ れ に対 す る処 理 をCOBOI、 の拡張 言

語 で与 え る こ とので きる もの であ るoプ ログ ラムは プ リプ ロセ ッサに よりCOBOLに 変

換 さ れ,さ らに コンパ イ ルさ れ 実行 さ れ るoそ の プロ グ ラムが 統 合化 された デー タ 。ス ト

アに作 用 す るわ け で ある。

そ の 後IBM社 のGIS,他 多 くのも のが 作 られ始め て い るoバ ッチ操作(IDS,

GIS)が 多い が,.端 末 機 能 を も った も の,TSSと 結 合 した もの(TDMS)が あるo

遠 隔 情報 処 理 シス テ ムの観 点か らは,TDMS的 な方 向 が将 来 の方 向 であ る とい うこ と

がで き よ うo

③ フ ァ イルの管理

統合 化 ざ れたフ ァ イルを,オ ン ラ イン ・フ ァ イル と して持 つ 場 合,フ ァ イルを管理 の問

題 点 と して 次の項 目が 挙 げ られ るo

aフ ァ イルの 名 前 の管 理 と呼 び 出 し

bフ ァイ ルの ス ペ ー スの 割 当て

cフ ァイ ルの共 用 と保護

名前 の 管 理 フ デイ ルの 管理 は}デ ー タ構造 の管 理 の上 部 構 造 と考 え る こ とが で きるo

したが?て,フ ァ イ ル名 の管理 は ・概念 的に は 「撒 」をと り入 れ る こ とが 自然 で あ る。

す なわ ち,フ ァ イ ルを グ ルー プに分 類 し名前 をつけ るoグ ルー プは さ らに サブ グルー プ

に分け る こ とが で き,そ の場合 は 組合せ 名前(qualifiedname)と な るo

グ ルー プ分 け の特 殊 な 例 と して世 代 デーータグ ルー ブ(generatLondata

・group)が あ る。 これ は フ ァイ ルの改 訂歴 を保 存す る も ので,同 じ名 前 で最 新 のバ ー ジ

冒ンを 指すo古 い バ 一一ジ ョンは バ ー ジ ョン番 号 の 指定に よ って取 り出 さ れるo

こ の よ うな シス テ ムを管 理す るた め に,カ タロ グ(デ ィレ ク トリとも呼 ばれ る)が 用 い

られ るo

ス ペー ス の割 当て フ ァ イ ルの ス ペ〒 スの 割当は.概 念 的 には,物 理 的媒体(の 種類や
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境 界)と 無 関係 にな さ れ るのが 理想 で あ る。 しか し,現 実 に は,能 率,保 管 の都 合 で媒 体

の取扱 い が重 要 で あるoし か し,そ れ は シ ステ ムに と って で あ って,ユ ー ザに対 しては,

装 置,媒 体か らの独 立が 実現 さ れ る方 向 に あるo

フ ァ イルの共 用 フ ァ イルの共 用はTSS的 シ ス テ ムす な わ ち共 同 利用 システ ムでは 重

要 で ある。 共用の制御は木構造 を利用 す れば 自然 に行 なえ る。 む しろ 問題 な のは共 用 か ら発

生 す る保 護 の 問題 で あるo

フ ァ イルの保 護 共用 のない 場合 の ユーザ 間 の分 離は 木構造で実現 され てい る。共 用 を

導 入 した時 に保 護 の 問題が 発生 す るo

ア クセ ス権 制御 は そ の一 手 法で あ って,木 構造の枝 にダそ の枝 を通 って到 達 した フ ァイ ル

に対す る操 作 の制 限 で ある ア クセス権 をつけ るoし か し 「病 的 現象」 の 出る可 能 性 もあ り,

種 々の試 み が な さ れてhるo

他 に フ ァイ ル名 の暗号 化,ラ ベ ル付 け の手 法が 使わ れ る 亡 とが あるo

フ ァ イル保 護 で もっ と も重要 な 問題 は,シ ステ ムの故障 に対 す る もので あるoそ の対 策

の原 理は 「写 し」 を と るこ とで あ るが,そ の写 し(dump)と 復 帰 に関 してい くつ か の

手 法が 試 み られ てい る 。

(4)デ ー タ構造

デ ー タ構 造 の概 念 は,フ ァ イ ル 。システ ム的観 点 か らだけ でな く,よ り広 く,例 え ば,

自動 設計 や 図 形処 理 あるい は 言語 処理 ま たは シス テ ム制御 の分 野 において 重要 な役 割 りを

し,ソ フ トウエア技 術 の基 本 的概 念 にな りつつ あ るo

デー タ構 造 の 問題 と しては

aデ ー タ構 造 の構 成

bデ ー タ構造 の表 現 法

cデ ー タ構 造 の操作(そ の言 語)

の 側面 が あ るol

デ ー タ構 造 の構 成 デ ー タ構 造処 理 シス テ ム と して は 種 々の システ ムが 試作 され,シ ス

テ ムに よ って 特 質が あ る。構 造 の 構成法 は そ の表 現 法 と関連 が あ り,そ こか ら差 が 出て く

る ので あるが,「 集合 論 」的 観 点 が基本 にな りつつ ある。 デー タ構造 と して より高度 の概

念 は 「関 係」 の概 念 で あ るが,「 関係」 は 集 合 的 見地 か ら厳 密 に把 握さ れ るo

デ ー タの個 別 項 目と して例 えば

コー ド
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名 前

本 ・給

年 令

勤続年数

専 攻

を考えよ,う。ζのデータの集合は,例 えば年令層,勤 続年数,専 攻分野によって 「構造

化されうるoま た

名 前

父親の名前

子供の名前のリス ト

のようなデータの集合は,「 名前」によって系図的構造がつけ られるo

データ構造の表現 データ構造技術の一つの眼目は,記 憶装置内でそれをどう表現する

か とい う点 にあ るo

リス ト(1isi),リ ン グ(ring),プ レ ックス(Plex)等 は,そ の た めの 串 間

聡 働,・ れ らは 多 く暢 合そ の まま 言己憶 鑓 に写像 さ れ る・ そ れ 購 造 の 自然な 形

の表 現 で あ るが,一 方 能 率 の観 点か ら,そ れ を ハ ッシュ 。コー ド(Hashcode)等 を

用 い て 変形 表現 す る こ と もあ るo

デー タ構 造 の操 作LISP言 語 は リス ト構 造操 作 に対 す る言語 で ある 。 デ ー タ構造

の構成,表 現 に よ って 種 々の言 語が あ るo

CORAL,APL,ASPな どは そ の例 で あ るo

「集合 」 的観 点に 立 つ もので は,工nsert(あ る もの をあ る集 合 に入 れ る),Rem-

ove(集 合 か ら とり除 く),Find(集 合 の 中で 見 つけ る)な どが 基本 操作 に な るo

「関係 」 の レベ ルで の基本 操 作 の例 は

Attribute(Object)=・'Value

属 性(対 象)=値

の3項 関 係 で,2項 ま た は1項 を与 え て 他 の項 を求 め る も ので あるoす なわ ち

J・OGray:CompoundDataStructureforcomputeraideddesign

aswvey,procACMNat,Meeting1967,PP355-364
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1.A(O)=?

2、A(?)=V

3.?(O)==V

4・A(?)==?

5.?(O)=?

6.?(?)=V

が 基 本 操作 に な、るo

例 えば

'
Fath6r(John)=Jim

Son(Jim)=John

の よ うなデ ー タに対 して,Father(John)'=?

はJimで あ り ・,?(Jim)==JohnはSonで あ るo

この操 作は,プ ロ グ ラ ミン グ言 語 の基本 操 作 で あり うる とと もに,(端 末 か ら問合 わせ

る場 合の)コ マ ン ド言 語 で も使 わ れ うるoす なわ ち,形 式 を若干 変換 す れ ば

WhoisFatherofJohn?

WhatisJimforJohn?

の 形の コマ ン ド言 語 にな るo

デ ータ問合 わせ シス テ ムの 基 本 コマ ン ドは この レベ ルの言 語に 通 常想 定 さ れて い るo

(5)フ ァ イル 。システ ムと ハー ドウエア

遠 隔 情報処 理 シス テ ムにおけ る フ ァ イル ・シス テ ムの重 要 性 をデ ー タの 集中化 の傾 向 と

合 わせ考 え る な らば,フ ァイ ル シス テ ムにおけ るハ ー ドウエアへ の要 請 も大 き くなる とい

わ なけ れば な らな いo

一 つは フ ァイ ル媒 体 の問 題 で あ る。す なわ ち大量 化 に 対処 す る媒 体 と装 置で ある
。

現 在磁 気 デ ィス ク,磁 気 カー ド装 置が そ の用 途 に あて られ て いるo前 者 の集 団 デ ィ スク

で約2億 字,後 者 の デ ー タ ・セ ル等 では5～10億 字 の 容量 が1セ ッ トに 当た るo

しか し,需 要 の予 測 が100億 字,あ る い はそ れ を大 巾に上 廻 る とす れば,更 に他 の装

置が 開発 さ れなけ れば な らないo

そ の一 つは,光 学 的 な フ ァ イル装 置で あろ う。 こ の場 合,必 要 な こ とは,デ ー タの記録

馴 し,改 訂が 弔 して 働 化 詰 るべ きこ とで あ る・ これは 従 来 の情報 処 理 ぐ 畔 ・ エ

ア ・システ ムの枠 を越 え る も ので あろ うo
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第 二は,磁 気 テー プ の再認 識で あろ う。 磁気,機 械 シス テ ムの寿 命は か な り永 い もの と見

る 必要が あろ うoこ の ため には,磁 気 テ ー プの 自動 着 脱 ゴ管 理 のシ ステ ムを開発 しなけ れば

な らな いo

これ らは,容 量 の要 請,デ ー タの呼び 出 しサ イク ル,コ ス トの 点 に よ って 慎重 に 検討 さ れ

る 必要 が ある 。

フ ァ イル媒 体 の問 題 の他 に,フ ァ イル装 置の制 御装 置 も再 検 討 を要 す る と思わ れ る。現 行

の制御 装 置 の機能 は,効 率 的 な フ ァ イル シス テ ム実現 に 必 らず し も適 して い る とは言 え ない

ので あるoそ のた めに 中 央処 理 装 置を つぶ して い る面が な きに し もあ らず で あるo

巨 大 ファ イ ル 。シス テ ムを 構成 す る に 当 って は ハ ー ドウエ ア構 成 のみ な らず ・制御 方法 に

つい て も,シ ス テ ム工 学 的 ア ブ ロ・rチを強 力 に採用 す る必要 が あ り,ま た,そ の よ うな ア プ

ローチ こそ 有 効で あるo

シス テ ム工 学的 ア プ ロ ーチは,処 理 シス テ ム内部D問 題に対 してよ りは,比 較 的 適 用が 容易 な

面 を も って い るが 巨大 フ ァイ ル 。シス テ ムを構 成す る とい う大 きな 問 題 の解 決に は多 ぐの努

力を 必要 と しよ うo・

2.4.4言 語 処 理技 術 と遠 隔 情報 処 理技 術

遠 隔 情報処 理 シス テ ム開 発 との関 連で 言 語 の 問題 を と らえ れ ば,ま ず 大 きな トピ ックスが

二 つ ある。そ の一 つは,会 話 形 プ ロセ ッサの 問題 で ある。 他 は シス テ ム開発 のた めの 言語 体

系 の 問題で あるo

次 に,遠 隔情報 処 理 シス テ ム開 発に お いて上 の二 つ の問 題 と関連 して,多 種多様 の言語が

出現す る ことか ら,そ の言 語処 理 の技 術 自体 が遠 隔 情報処 理 シス テ ム開発 の大 きな前 提的技

術に な る,と い うこ とで あ るo

(1)会 話 形 フ'ロセ ッサ,

遠 隔情 報処 理 シス テ ムに お いて,諸 端 末に おけ るユ ー ザ に対 し,何 らか の形 で会 話 的 サ

ー ビス を提 供す る こ とが 必要 に な るoこ の会 話 的 サ ー ビス を実 現す るの が会 話形 プ ロセ ッ

サ(フ1ロ グ ラム)で あ り,そ のそ れぞ れ につい て会 話 形 言 語が 対 応す る こ と とな るo

現 在 の 多 くの会 話形 プ ロセ ッサは主 と して タ イプ ライ タ端 末 を 前提 に してい る。

会 話形 言 語 には,コ マ ン ド言 語 と会 話 的 プログ ラ ミング言 語 が あ るo

コマ ン ド言 語 は,シ ス テ ムとの間 で 指示 のや りと りをす るた め の言 語 であ るoコ マン ド

言 語 を広 く とらえ れば

(Dフ ァ ンク シ ョン ・キ ーC押 ボ タン)式
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⑩ 線 形 言 語式

6ii)指 示 選択 式

の形式 に 分 け られ るoプ ロセ ッサは イン ター プ リ タ型で ある。 指示 選択 式は 文 字 デ ィス ブ

端末 の よ うに 出力 の速 い 端末 に適 してい るo

会 話的 プ ログ ラ ミング言語 には,JOSS,BASIC,CAL,RUSH,BRUIN,

TINTな どが あ り,多 くは既存 の プ 『グ ラ ミング言 語,FORTRAN,ALGOL,

PL/1等 を ベ ー スに した もので あ るoこ れ らの会話 形 言 語 の詳細 に つい ては 当財 団 の報 告

書43-SOO5に 記 載 されて い るo

これ らに対 す る プ ロセ ッサに は,コ ンパ イ ラ型,イ ン ター ブ リ型 お よび 混 合型 が あるo

BASICは コ ンパ イ ラ型 の典 型 で あ り,TINTは イン タ ープ リタ型 であ り,JOSS

は 混合 型 で あるoコ ンパ イ ラと イ ンター プ リタの境 界 は 浮動 で あり,言 語 に対 して プ ロセ ッ

サ の型が 一意 義 的 に定 ま る もので もな く,そ れは具 体 化 の方法 に依存 してい るo

(2)会 話形 言 語 と端 末

端末 にお け る会 話 の様 態は,端 末 装 置の 種類,個 性 に よ って 異 な って くるo従 来 会話 的 使

用 につ いて そ の 技 術 が よ く開発 さ れ てい る のは タ イプ ライ タ型 端 末で あ るoタ イ プ ライ タ 自

身 が も っと も よ く普及 してい るとい う事 情 と と もに,タ イプ ライタでは,そ の情報 交換 形 態

が 線 形 的で あ り,そ れ が言 語 の線 形 性 と よ く合致 してい るか らで もあ るo

会 話に お け る内 容 表 示 の形 態に は 「言 語」 と 「図形 」 が あるoこ の二 つ の形 態は 人 間 にお

いて 発達 心理 学 的 に そ れぞ れ独 自に発 達 す る,二 つ の大 きな コ ミニ ケー シ ・ン機能 で あるo

そ れ に対 して 機 械 の側 でそ れぞ れに対 応 した 端末 機能(装 置)が 実 現 さ れ るわけ で あ るが,

そ の際 に,そ れぞ れ の個 別技 術 的な諸事 情が 加 わ って,端 末 装 置は ます ます 多様 化 す る こ と

に な るo

端末 装 置 の多様 化 は,CRT(cathoderaytube)等 の 図形表 示 端末 の方 向 ・押

ボ タン電話 器 の よ うな簡 易 化 の方 向 にお いて ま.すま す促 進さ れ るで あろ うoこ れ は,会 話 様

態 自体 の多様 化 と相乗 じて 会 話用 ソフ トワエア の多様 化 を加 速す るこ とに な ろ うo

会 話 につ い ては,そ の 内容 表示 的 側面 と ともに,そ の 形式 的 な側 面が 独 自に考 察さ れな け

ればな らな いoこ の 後 者 につ い ては次 章 があ て られ て い る。

(3)シ ステ ム開発 用 言 語

シス テ ム開発 にお い て 数 多 くの プ ログ ラムが 製作 さ れなけ れ ば な らないo

そ の一 つ の類 は,言 語 処理 プ ログ ラム 自身で ある。 多 種 多様 な会 話形 言 語 お よび そ の他 の
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言 語に 対 して,多 くの プ ロ セ ッサ(プ ログ ラ ム)が 作 られ てい るoそ の 数は 言語 の種 類,目

的 に応 じた 処 理 の具 体 化 方法 の 種類 を相 乗 じた もの とな るoこ れ にっ い ては,技 術の方 向 と

して 「コンパ イ ラ ・コンパ イ ラ」 な どが 目指さ れ るo

第 二 の,そ して,シ ステ ム開発 に と って 本 質 的な プ ログ ラム類は,シ ス テ ムの管 理な らび

に制御 を司 る プ ログ ラムi類で あるo

この類 は,ハ ー ドソフ トウエ ア と も言わ れ る シス テムに と って重 要 な部 分 で あるが,そ の

開発 に 多 くの難 点 をか かえ て い る こ とは,伝 え られ てい るMultics(大 型TSSの も っ

とも野 心的 な試 み)の 難 行 の噂 か ら も明 らか で あるo

この プ ログ ラムの 開発の 難 点 の一 つ は,そ もそ も(ハ ー ドウエア)シ ス テ ムの制 御 方法 を

い か に ま とめ るか,と い う問題 で あ り,第 二 はそ の よ うな制御 方法 をい か に記 述 し,プ ログ

ラ ムと して実 現す るか とい う問題 で あるo

これ らにつ い ては 後述 す るが,こ こで の 関連 は,あ る 「システ ム開発用 言語 」が 得 られた

と きに,そ れ に対す る 良い 言語 プ ロセ ッサが得 られ るか 否か,と い う問題 で あ るoこ れは シ

ス テ ム ・プ ログ ラ ムの性 能 と して,シ ス テ ムの 性能 に直 接か か わ って くる 問題 で あるが,そ

の解決 のた めに は,高 度 精 密 な研 究が なさ れ なけ れ ばな らな い。

現在 の 実践 の多 くは,人 手 に ょる 「コンパ イ ル」な い し,人 手 に よる 「書 きな お し」 で逃

げ るので あ るカ㍉ これが 技 術 の究極 の 姿 で な い こ とは い うまで もな いo

(4)コ ンパ イ ラ ・コンパ イ ラの技 術

遠 隔情報 処 理技 術におけ る言 語処 理 技 術の重 要 性は,既 述 の とお りで ある◎ 計 算機 技 術の

本 性か ら言えば,言 語 処 理技 術は,計 算 機 化 さ れた言 語処 理 シス テ ムに 結実 す ぺ き もので あ

る。 言 語処 理 プ ロセ ッサ 自体が,計 算 機 に よ って 作 り 出さ れ る方向 で ある 。 これは,標 語的

に 言え ば,コ ンパ イ ラを 作 る コンパ イ ラを作 る方 向 で ある 。

この方 向 の努 力 は,」.Feldman等 に ょ ってTranslatorWriting

Systems(TWS)と して,綜 合 報 告 さ れてい る。(文 献>x

1961年 頃,E.T.Irons(SyntaxDirectedCompiter),R.A

Brooker等(Compiter-Compiter)な どを先 駆 的業績 と して始 ま った こ の分 野

は 当 初 の セ ンセー シ ョンの あ と,し ば ら く沈 滞 的 ムー ドに あ った とい うこ とが で き よ うo

`x-J・F・1dm・n・t・1:T・
an、1。t。rWriting

vol11/N〔L2,Feb,1968,PI)77-113
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そ れは,能 率 の 面 に問題 が あ った か らで,AOplerの 報 告 に あるo「 よい コ ンパ'∫ラは

人 手 に よ った も ので あ り,コ ンパ イ ラ ・コンパ イ ラへ の努 力 よ りも,プ ログ ラマ の管 理 の努

力 の方が大 きな成 果 をあげ たo」 とい う評価 に事 態は 集約 さ れて いた ので あ るo

しか しな が ら,こ の 数年 こ の分野 は 再び 注 目を集 めは じめ てい る。そ れは,そ れ まで の期

間 の 地道 な研 究者 の努 力 に よ り,能 率改 善 の方向が 見え て きたか らな ので あ るo

(1)シ ン タ ックス

プ ログ ラ ミング言 語 な ど の人工 言語 の文 法(シ ン タ ックス)の 記述 は,Backusな ど

に より創 案さ れ,ALGOL60に 採 用 さ れた 記法 に よ り明確 に さ れたoこ れ を契機 に人

工言 語 の シ ンタ ックス の研 究 が 進み
,ContextFreeLanguageの 理 論 を は じめ

多 くの成 果が 生ま れ 始 めた 。

TWSの 研 究テ ー マの 一 つは,こ の よ う
.va形式化 さ れた シ ン タ ック ス(の 定 義)に よ り

言 語処 理 ルー チ ン(2c・ 一・ザ)の 作成 す る方 法 で あ る。 パ ー ジ ングの方 法 と して,Top

dowon法
.tBottomup法 が研 究さ れ,ま た,そ れ と平行 して,Operator

Prec'edence法,還 移 マ トリ ックス法,ProductionLangnage法 等 が考 案 さ

れたo

現 在では,シ ン タ ックス定 義 を 自動 的 に処 理 しパ ーザ を作 製 す る こ と,す なわ ち,定 義

を,パ ー ザ的 言語 に 自動 的に 落 す 技 術が詳 しく研 掌 れて い るo

概 括 的 に言 えば,シ ン タックス 面で の研 究 はか な り煮 つ ま って きて お り,精 密な 研 究 の

対 象 にな って きてい る といえ よ う。 す なわ ちContextEreeの 立場 か らは,よb能 率

の 高い パ ーザ のた めの 「コーデ ィ ング」的 な 精 密な検 討 で あ り,他 方,Context

Sensitiveな 高 度 の文法 体 系 の理論 的 検討 で あるo

(ii)セ マ ンテ ィ ックス

人 工言 語 の意 味論 的 側面(セ マ ンテ ィ ックス)は,理 論 的 には今 後 多 く残 さ れた 分 野 で

あ るo

言 語 の意 味 の定 義 の面 で は,McCarthyの 提 唱 に よる'Lisp的 言 語 に よ る,意 味 の定

義 法 を,IBMのVien研 究 所 かPL/1の 定 義 に 適用 した 老大な努力が注 目され るoこ れ

は 形式 的 に定 義 さ れ た仮 想 機 械 の上 で,言 語 の意 味を 設定 す る一方法 で あ る。

しか し,定 義 と しては ま だ い くつか の方法 が考 慮 され よ うし,Vien研 究 所 の 方法 も,

まだ 自動 処理 とは 結び つい てい な い よ うで あ るo

Translatorwritingsystems(TWS)と しては,今 ま で の ものは,シ
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ン タ ック ス とセ マン テ ィ ック スの結 び つけ 方,す な わ ち ど う結 びつけ るか とい う点 に 関心

が あ った,と 見る こ とが で き るoす な わ ち,シ ン タ ックス ・パ ーザか ら,セ マ ンテ ックス

ル ーチ ンを呼ぶ や り方 に種 々の工 夫 が 見 られ るo

,す なわ ち,SDC社 のMETA言 語 シ リーズ,FSL言 語,COGENT言 語 な ど,そ

れぞ れ独 特 の形 式 が 見 られ るo .

レか し,実 際 の と ころ,セ マン テ ック ス ・ルーチ ンの主体 はむ しろ,Context

Se'nsitiveな 部分 の処 理 に あ るのが 現 状 で あるoこ れは シ'ンタ ックス のは み 出た部分

と見 るこ とがで き る部分 で あるo

真 の意 味 で セ マ ン テ ックな部 分 は,「 コー ド発 生 」 と呼 ば れて い る ものに相 当 す るが,

この部分 は ま だ十分 究 明 さ れて い な い と思わ れ る。 す なわ ち,正 しい コー ド発 生 の保 証 と

「良 い」 コー ド発 生 は,プ ラク テ ィカ ルに も重要 な意義 が あ り,理 論 的 な 取扱 い が望 ま れ

るo前 者 は 「意 味 の定 義 」 と関連 が あb,後 者 では 文脈(context)と の関連 の つけ 方

が問 題 とな ろ うo

意 味 の定 義 の別 の方 法 と して,GaIler等 の 「マク ロ」 の高度 言 語へ の拡 張は 注 目さ

れなけ れ ば な らな い。 これは 言 語 の 拡張 性へ の ア プ ロー チで あ り,裏 の効 果 と して,言 語

'
の単 純 化 へ のア プ ローチで も あ るo

この場 合,言 語理 論 的 な究 明 と と もに,そ の 「マ ク ロ」 の処 理 方法 が,コ ンパ イラの能

率 の点か ら研 究 さ れ るべ きで あろ うo

言 語処 理 の分 野 は,そ の重 要 性 に 比 して,世 に あま り知 られて い ない 。上 の記 述 も,そ

の観 点か らは,あ ま りに 舌足 らず と言え よ うoが とに か く,こ の分野 は,計 算機 技 術の大

きな 部分 で あ り.ま だ 多 くの研 究課 題 をか かえ た分 野 で あ るo遠 隔情 報 処 理 シス テ ムが,

将来 の計 算 機 シス テ ムの主 流 で あ る こ とを考 え る と,そ の よ うな言 語処 理 研 究が また,遠

隔情報 処理 シス テ ムの技 術的基 礎 な ので ある0

2・4、5シ ス テ ム開 発技 術の 現状 と方 向

前述 した如 く,シ ス テ ム開発 技 術 の とるべ き方 向 と して,シ ステ ム開発 用 言 語が あるo現

状 にお い て,,し か し,こ の分 野 は 極 め て初 期的 な段 階 に あるo

実 の とこ ろ,例 えば,シ ステ ムとい うもの と 「シス テ ム記 述 」 との関連,ま た システ ム記

述 と シス テ ム 「プ ログ ラム 」との関 連 とい う原理 的な 問 題 も,ま だほ とん ど明 らか に さ れて

い ない ので ある。 こ こに お い ては,現 在続 け られてい る苦 しい努 力 を 見なけ れ ば な らない 。

D.LP・ ・san:M。 ・e…imu1・t .i・nl・ ・gnagesandd・ ・ig・rn・th・-

dologyforcomputensystems,Proc .:SJCC69,PP739-743
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⑨

(1)」シ ス テ ム ・プ ログ ラ ム用 プ ログ ラ ミング言 語

シス テ ム'プ ログ ラムのため の ブ ・グ ラ ミング言 語は
,ま だそ の も のと して は 出現 して い

ない 。現 在は そ の 前段 階 に ある と言 って よいo

現 在 の実務 的 実敵 勒 て ・シス テ ・ ヴ ・グ ・・の殆 ん どは
,ア セ ・ ブ,言 語 に よ,て

書 か れて い る・ ア セ ンブ ・語 は
・繊 向言 語(Mach・ …,・en,。dL。ng。 。g。)

と して ・シス テ ム ・方 グ ラ ミングにと
,て の 究極 の麟 場 所で ある。

しか し ・ア セ ン ブ ラ言 諏 は ・欠 点が あ り
,そ のため,シ ステ ・ ・プ ・グ ラ 。懐 の生 産

性 の低 さ の咽 とな ・て い ・・ アセ ン ブ ・語 の欠 点 とい ・のは一 言 に して 言 えば
,プ 。 グ

ラ ミング語 と して 撫 髄 的
・鯛 念 頗 こ とで ある。 そ れは,一 揃 紬 て

,ア セ ン ブ

ラ語 の長 所で あ 姥 鯉 由 なの で もある が
,そ ⑳ 髄 性 ・鰍 念 願 ・ 。て,ブ 。グ,

ム作 鍛 に ぷ 造 化
・聡 化 の 作業 の反 復 を強 制 し,扶 デバ 。ク作業 を 困難 な ら しめ 。

。

この こ とは又 ・プ ・グ ラ ミング作業 の 「評価
,鯉 」に 臓 を もた ら してい る。 アセ ンブ

ラ語 によ・て作られた7'mグ ・・の品質力・
,プ ・カ ・の技能にあ勃 にも依ひ 。Cで

あ るo

アセ ンブ ラ語 の欠 点か ら鋤 だす た め 抱 くつ カ・の実 輪 行 勧 れてい る
。そ れは,既

存 の(高 度)ブ ・グ … グ語 を満 す る 実 験 あ り
,そ れ によ 。て,シ ス テ 。.カ グ

ラム用言 語 の条件 が 明 らか にな りつつ あ るの で あ る
o

FORTRANの 観 瓢 は か 剖 行 始 れて い るが
,し か し,そ の諦 の本 性 上,、ほ と

ん ど部分 的,局 部 的に しか 適 用 され え ない こ とが 明 らか にさ れて い る
。

PL/1は ・MITのMACプ ・ジ・ ク ・に 締 て
,M・lt・ ・,醗 唖 用 さ れ,そ の

記ぷ 自力に鋤 て観 てい・・と棚 ら・噸 れたが
,能 率の点で問題をかカ・えて鋤 ぼ

だ問題自体が+分 に解析されていない
。

撚 国でも 洞 じ実験が ・H立中蜘 究所のTss醗 でなされてい・
。・。場合は,

PL/1は 記述 用 のみ 雌 馬 さ れ
・・ ン・・イ ・・作業 は人 手 で 行 なわれ たが,そ のた めvaか1

って ・能率 の問題 が ある程 度 解 決 さ れて い る の は注 目に価 す る
。

同様 の実験 は 清 気 謝 所㈱ いて
,ETss醗 で 行 動 れてい る。 こ こでは,やttb

'ン パ イ ラが な い点 を 逆用 して
・PL/・ よ 縞 度 の,そ れ に連 想的機 を加 えて 拡張 した

APL言 語 を実 験 し,よ り よい 記 述能 力を 実 証 して い る
o

別 の実験 の ア ブ ‥ チは ・い わ ゆ る 「シ ミ ・レー シ
。ン語 」 の使 用 実験 で あ る。 シ ステ

'ムをGPSSで 記述 し
・そ れ を システ ・ ・ブ ・グ ラムに移 し嬢 験 が報 告 さ れ てい る

。
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シ ミ ュ レー シ ョン言 語は,シ ス テ ム記 述用 言 語 と して,よ い特 性 を も って い るoそ れ は

並列 動 作 の記 述 の面 で あ る。 しか し,シ 子テ ム記 述 と,シ ス テ ム ・プ ログ ラムとの 原理 的

関連 が明 らか にさ れ てい ない 点 に壁 が あるo

これ らの実 験 の結果 か ら,シ ミュレー シ ョン言 語的 要 素,手 順 言語 的要 素 の結合 に,シ

ステ ム開 発 用 語 の方 向が ある こ とは 言え るで あろ うo

(2)シ ス テ ム ・プ ログ ラ ム ・デバ ッグ用 シス テ ム

シス'テム(プ ログ ラム)開 発の難 点 の一 つ に,そ のデバ ック作 業 の 困難が 挙げ られ る。

「自動 デバ ック」 シス テ ムは 原理 的 に不 可能 で あ るが"Computer-aided

debuggingsystem"は,実 際 上極 めて有 用 な もの で あ るo

そ れ は プ ログ ラムの トレーサ(シ ミュ レ ー タ)を 核 とす る も ので あるが,取 扱い の面や

能 率 の面 で研 究課 題 を 残 してい るo

こ の分 野 は,シ ステ ム開発 個所 で,数 多 く試作,試 用 さ れて い るが,成 果が あま り公表

さ れてtsら ず,経 験 の交 流,成 果 の一般 化が 不 十分 で あ るoこ れ は,デ バ ック ・システ ム

に対 して,世 の中 の認 識 が十 分 で ない点va-一 因が ある よ うで あ るoし たが って,努 力,経

験が 特 殊 な もの,地 味す ぎ るも の と して 埋 没 す る よ うに 見 うけ られ るo

この分 野 を向上 させ るた め には,問 題 の重 要 性の認 識 を広 め,経 験 を公 開 し公 流す る必

要 が あ ろ う。

(3)シ ス テ ム ・プ ログ ラムの品質 と シス テ ムの性能

シ ステ ム ・プ ログ ラムの困難 は,そ れ 自身が論 理 的 に複 雑 な もので あ る ことか ら,論 理

的な 正 しさ を求め る こ とが そ の困 難 の一 つ で ある と ともに,そ の プ ログ ラムの 品質が シス

テ ムの性能 に直 接 ひび い て くる ことで あるo

現 在 ま で の 経 験に よれば,最 初 か ら理 想的 な シス テ ム(プ ログ ラム)が 組 めた とい う

事 例は な く,最 初 の 曲りな りに も動 作す る(す なわ ち一 応論 理 的には 正 しい)プ ログ ラム

の完 成 か ら,シ ステ ムの実 用に 至 るま でに,か な り の期間,「 チ ュー ン ・ア ップ」 が行 な

わ れ るo

この チ ュー ン ・ア ップは,虫(バ ッグ)の 除 去 の他 に,性 能 向上 に大 きな 比重 が ある9

そ して,シ ス テ ム ・プ ロ グ ラム の改 訂 に よ って シス テ ム の性能 が一 桁 以 上 あが る ことは ま

れ では ない ので あるo.

こ の ことは,シ ス テ ム ・プ ログ ラムを不 変 とす れば,、10倍 以上 の ハ ー ドウエアを入 手

した こ とと等 価 な ので あ るoソ フ トウェア ・コス トの 高 率化 か ら,ハ ー ドウエア の性能 向
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●

上 に 期待す る声 もあるが,そ れが す ぺて では あ り得 ないoチ=一 一ンァ ッブの度 合 い は,効

果 費用 曲線 で定 め られ るで あ ろ うが,現 在の ソフ トウエ ア技 術 の水 準 を 仮定 す れば,ハ ー

ドウ エア の コス トの比率 が数パーセント程度 以下 にな らぬか ぎ り,チ ュー ンア ップは不 可 欠

で あるo
↓

ソ フ トウエ ア技 術 と して は,そ の よ うな チ ュー ン ・ア ップを 必要 と しない 程度 の,初 め

か ら高品質 の プ ログ ラ ムを作 製 で きる技 術を 開発 しなけ れば な らな いo

そ の際 必要 な のは,「 コーデ ィング技 術」 の重要 性の再 認識 で あるoそ うは 言 って も,

そ れ は,コ ー ダ(コ ーデ ィン グ技能 者)の 養成 に退 歩す る も ので あ って は な らな いoコ ー

デ ィングを 「技 能 」 と して では な く,「 技 術」 と して 取 り上 げ なけ れ ばな らない ので あるo

コー デ ィ ングは,高 度 言 語 と,「 与 え られた 」 機械 との イyタ ー フ ェ イxで あるoコ ー

デ ィング技 術 の行 きつ ぐ所 の一 つは,ハ ー ドウエ アの改 訂で も あろ うo

この観 点か ら,現 行 の シ リーズ とは 別系統 の,高 度 言語 向 きに設 計 さ れた 計算 機 の提 唱

が な されて お り,そ れ が第 四 世 代 の計 算機 の 一形 態 とな る可 能 性 も無 視 で きない。

高 性能 の遠 隔 情報 処 理 シス テ ムの実現 のた め に は,ソ フ トワエアか らハ ー ドウエアにい

た る検討 が つ ね に繰 り返え さ な け れば な らぬ ので あ る。 ソフ トワ エァの表層 の技 術,単 な

るア プ リケー シ ョンの 見地 だ け では,遠 隔 情 報処 理 シス テ ムの将 来 は あ り得 ない ので ある。

システ ム ・プ ログ ラムと シス テ ムの 性能 の関 連で 重 要 な点 は,前 に 指摘 した よ うに,シ

ス テム ・プ ログ ラ ムの 質に よ って システ ムの 性能が 大 巾 に変 わ る点 に ある。 これ は,シ ス

テ ム 。プ ログ ラムに具 現 さ れ て い る制御 方法 の良 否 と,プ ログ ラ ム自身 の良 否で あ るo

こ の後者 の事 情 が,シ ステ ム開発 におい て,深 刻 な 問題 を提 起 す るの は,実 にこ のこ と

に よ って 「シス テ ム工学 」 的 手 法が うま く適 用 で き 左 くなる,と い うこ とな ので あるo

す なわ ち,プ ログ ラムの実 行 速度 が零 とい う理 想 の極限 に おい ては,シ ス テ ム制 御方 式

の検 討は か な り うま くい くoこ れは 理論 的 モ デ ル,あ るい は シ ミ=レ ー シ ョ ン法 に よ り検

討さ れ うるoと ζろ で,プ ログ ラ ム自体 の速度 な らび に サ イ ズは,前 も って あまb良 い精

度 で 予 測で きない ので あるoサ イズ にお い て2倍 程 度,速 度 にお い ては10倍 程度 の狂 い

は よ く起 り うる。 こ の 「作 って み なけ れば わか らない 」事 情 力㍉ 制御 方 法,シ ス テ ムの評

価 に フ ィー ド6バ ックさ れ るo

理 想状 態 で の理想 的 制 御 方 法 も,プ ログ ラムに してみ る と老 大 に な った り して,む しろ

単 純 な制 御 法 の方 が 現実 に お いて 効 率が よい ことな ど もあるo

シ ステ ム工学 の も つと も良い 道具 で あ るは ず の計算機 システ ムが,そ の 内部 シス テ ムに
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つ い ては・ シス テ ・工 学的 ア ブ ‥ チ を あ勃 よ くうけつ け な い とい う輔 は
,シ ス テ 。

開発の際よく認紛 る必要があり,こ のことぱ たパl」醜 自の「システ。踏 」樋 設

さ れ なけnぱ な らな い と い うこ と も示唆 して い る
。 ・、-

2.5端 末 と制 御

ま え が き

煽 情幸処 理システ・願 いろいろの種類がある.た とえば載 るヂ 蝦 渠システ。もあ.

雄 簡戦 船 せシステ・もあり・同閑 合せシステ・で も働 のものがある.さ らに,汎 用

TSSの ように,人 間と電子計算機のやりとりが会話形式で進むものもある
。

これら千差万別のシステムに対して本章では通信という立場か ら共通して言えることを述べ

る。その場合一ぱん問題になるのは会話型システムであるか否かによって
,い ちじるしく異な

る部分があることである・そこで本章では会話型であるか否かで黙 る場合はその者暖 いずれ

であるかを明記する。

話の中心は2・3爾 よび4鋤 会話形システ・であるが
,そ れらの具体的訪 法は極 信

に湖 る勃 の制御方式に依存する・そ こでパ ず第・節で誤り制御方式を詳述する
.本 質的

には・これは通信に礼 て謝 醗 生したときの糠 で
,信 頼性の問題である.・ のために,

本節で述べること喘 に会言舌形に限らない・ただし漣 ・の誤 り制御拭 のうち
,い ずれ櫨

ぶべきかを決めるときは会話形であるか否力・によ・て大変異なる餌 この点暗 点を抽 て遮 る
。

次に,第2節 ではまず会話に適 した通信の方法の必要性を示すoつ づいてその必要 性をみた

す諸方式とそ助 の利点 ・欠点を醐 する・会話形システ・の具体的訪 部 ついては
,第 、

節に示す勃 制御方式噸 存するが,す べての方式について言冒すのは灘 であるので一つの代

表的嬬 り制御方式を例に とる。 しか し ,他 の測 制御方式にあてはめることは容易である。

このことは'・第3節 および第4節 においてもまったく同じである
o

第3節 に示す割込み(QUIT)機 能は会話形システムにおいては必須であるといわれてい

るが ・会話形でないシステムの場合も有効旙 柄であるので
,会 話形の場合とそ うでな噛 合

の両方を示すo

第2節 ・第3節 では会話形通信システ・にと。て腰 とされることを示すが
,第 蜘 ではさ

らに一歩進めて会話形システムにおける一つのあり方を示す。

以上の ・～衡 はシステム的媛 素が強噂 柄であるカ・
,燗 と計繊 の通信に勒 ては端

末は重要壊 素であるので ・本章陸 いて も ,第5節 でオンライ端 末のあ肪 を示す。
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2、5.1通 信 誤 り対 策

通信 に おいて 発 生 す る誤 りを制御 す る方 法(こ れを誤 り制御 方式 とい う)に は 種 々の方式 が

あ り,い ず れを採 用す るか に よ って 信 頼 性 のみ な らず 通 信 シス テ ム(端 末 の方 式,計 算 機 の 方

式 お よび ソフ トウエア ・シス テム等)が 大 き く変 わ るの で,そ の選択は 非 常に 重要 で あ るoそ

こで,ま ず誤 り制 御 方式 の分 類 と比 較 を示すoた だ し,こ こでは現 実 に行 な わ れ てい る方式 に

限 定 し,今 後 の研 究 が 期待 され てい る方 式(た とえ ば,誤 り の制御 を電 話 交換 局 が 行 な う方法

な ど)に ついて は 触 れ ないo

誤 りの制御 方式 は 大別 す る と次の よ うにな るo

(1)情 報 の 受信 側 で 誤bを 検 注 し,そ れ を送 信側 に知 らせ,通 信側 が訂 正動 作 を行 う方法 で

判定 帰還 方 式(DecisionFeedbacksystems)ま た は再送 要 求 方式 と呼ば れ る

も の

(2)情 報 の受 信側 で 誤 りを訂正 す る方 法

(3)情 報 の送 信 側で 誤bを 検 出 し訂 正動 作 を行 う方法

表1.1は これ を示 すo

検 出 訂 正{

誤 り 検 出 符 号
1

誤 り 訂 正 符 号

垂 直 パ リ テ ィ ハ ミ ン グ 符 号

水 平 パ リ テ ィ サ イ ク リ ッ ク 符 号

受 信 側 群 計 数

定 マ ー ク

特 別 な 情 報

連 送 方 式{連 送 方 式(多 数 決)

1送 信 側1
返 送 方 式

表1.1誤 り制御 方式 の分 類

群 計 数 方式 は 水 平 パ リテ ィ方 式 におけ る チェ ック 。キャ ラク タを2文 字以上 に して精度

を上 げ た もの であ るo

定 マー ク方式はnビ ッ ト中,1の 数が.r個 の もの(nCr個)の み を使用 し,残 りの2n

-nCr個 は 使用 しないoこ のた め冗 長 性が 高 いo

-31一



特 別 な 情報 を追 加す る方法 も考え られ る。 た とえば銀 行 な どで金 額 を送 る場 合,そ の桁

数を追 加す る方 法 な どで あるo

表1.1.t受 信 狽喉 出に 属す る連 送 方 式 とい うの は,あ る情 報 を送 信 す る場 合,例 え ば 同

じ情報 を2回 送 信 し、,受信 側 で1回 目 と2回 目を 比較 し,同 じな ら正 しい と し,異 な って

い れば 異 り と して送 信 側 に知 らせ る もの で あるo

ハ ミング符 号 とか サ イク リック符号 の よ うに送信 す る符 号 に冗 長 性 を もた せ れば,受 信

側で 誤bを 訂 正 で きる こ とが あるo

多 数決 論理 に よ る連 送 方 式 とい うのは,た とえ ば 同 じ情報 を3回 送 信 し,受 信 側で3つ

の内2っ が 同 じな ら,そ れ を もって正 しい とみ なす 方法 で あ る。

次に,返 送 方 式 とい うのは 受信側 は 受 信 した情 報 をそ のま ま送 信 側に 送 り返すo送 信 側

はそ れ と,は じめ に送 った もの を比 較 し異 な って い れ ば 同 じこ とを再 実 行す るoな お以 上

の よ うに情 報 を全 部 チ ェ ックす るか わ りに,前 も って決 め た 約束 に したが って,チ ェ ック

符 号 のみ を送 り返 す 方 法 も考え られ る。(但 し,以 下 特 に こ とわ らない か ぎり返送 方 式 と

い う場 合は 情報 全部 をか えす ものを さす)o

次 に これ ら,種 々の誤 り制御 方 式 の うち,会 話 形 シス テ ムに と って,い ず れ の方式が よ

いか を考え る0

0)連 送 方 式

こ の方式 では,情 報 を送 るの に 同 じ ものを何 回 か送 るこ に なる ので,情 報 送 信 に時 間が

長 くかか り会話 形 シス テ ムには 適 さな い。

(2)返 送 方式

この方 式 は,韻 脚 は 簡 単 で あ るが,伝 送 の冗 長 性が 高 いoた だ 連送 方式 とちが って,会

話 シ ステ ム(一 般 にTSSな ど会 話形 シス テ ムでは 双方 よ り同時 に情 報 の送 信 を 行 う必要

はな い と言 わ れて い る)に おい て は全 二 重通 信 方式 双 方 よ り同時 に デ ー タを送れ る方式

を全 二 重通信 方 式 と よぶ,こ れ に対 して,同 時 に デ ー タを送 れず,受 信と受信を切換えて通信を

行 う方式 を半二 重方 式 とい う)に す れ ば受信 しなが ら,同 時 にそれ を送 り返 せ るの で,送

信時 間 が長 くな る こ とはな い。 このた め,返 送 方 式 は広 く用 い られ てい る。

(3)判 定帰 還 方 式

こ の方 式で は 受 信情 報 に対 してそ れ が正 しい か 否か の応 答のみ をか え す ので,連 送 方式

や返 送 方 式に 比べ て伝 送 効率 は 高 いo

しか し,応 答 を か えす の で制 御が 複雑 にな るo
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図1.1は 判 定帰 還方 式 を示 すoこ の方 式 では 情 報 を テ キス トの形式 に して 送信 す る。 す な

わ ち情報 の前 後 に特 別な 伝送 制御 符 号(TransmissionControlCharacter:

TC)のSTX(Startoftext)とETX(EndofText)を つけ るoテ キ

ス トが 長 い場 合は 伝 送効 率 を上げ るた め(場 合 に よ っては バ ッフ ァの長 さを短 くす るため

な ど)に テ キ ス トをい くつ か の ブ ロックに分 け るo

誤 り率 の高 い システ ムで は ブ ロ ック の大 きさを 小 さ くす るo普 通1ブ ロックの大 き さは

90～140字 位で あ るo

図1.1判 定 帰還 方 式

ブ ロック1

i/
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●

ブ ロ ックの場 合 は テ キ ス トにおけ るETXの か わ りにETB(EndoftextBlock)

符 号を つけ る。

さて 水平 パ リテ ィま た は群計 数 な どで はETXま た はETBの あと にBCC(Block

CountCharacter)を つ けて,水 平 パ リテ ィとか 群 計 数 の値 を受 信側 に示 すo受 信

側 では 受信 テ キス トまた は ブ ロッ クの垂 直 パ リテ ィとか 水平 パ リテ ィま たは群 計 数な どを

チ ェック し,誤 りの有無 を検 出す るo誤bが な け ればそ の こ とを送 信 側 に示 す ため に,A

CK(Acknowledge)符 号 を送 るoも し誤 りが あればACKの か わ りにNAK

(NegativeAcknowladge)符 号 を送 る。 送信 側 は このNAKを 受け る と前 の テ

キ ス トま た は ブ ロ ックを再 送 す るo

以上 が 判 定 帰 還方式 の基 本 的 な もので あ るが,種 々な 理 由 でそ の変形 が考 え られ るoた

とえば ・ACKと かNAK自 体 も通 信中 で誤 る可 能 性が あ るので,高 い 信 頼 性が 要 求 さ れ

る シ ステ ムの 場合,情 報 の送 信側 はACKま た はNAKが 届 か ない と,受 信側 に対 してE

NQ(Enguiry)符 号 を送6てACKま た はNAKの 応 答 を要ホ す る 方法 も広 く用い
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られて い る 。 図1.2は これ を示 すo
とE
ど

かN

ブ ロ ック な
いO

図1.2

テ キ ス ト

↑
ー

1

AA

CC LIX

KK

判定帰還方式で応答が正しく届か安い時の処理例'

T
l
A
o
K

また別 の方 法 と しては 情報 の送 信 側はACKま たはNAKが 届か な い場 合 で も前記 の 方法

の よ うなENQは 用い ず に 前 の テ キス トま た は ブ ロ ック を再 送す る方法 もあ るo

さ らに テ キス トまた は ブ ロ ックに番 号 を つけ る方 法,ACKに 番号 をつけ る方法,AC

K,NAKを2字 以 上 連続 して送 って化 け を防 ぐ方法,交 互 性ACKに よる方 法,そ れ ら

を併 用 す る方 法 な ど種 々の工 夫 が行 わ れ てい る。

(4)誤 り訂正 符号 に よる方式

前 の誤 り検 出符 号を 用い る方 式に 比べて,こ の方 法 では 誤 りを受信 側 で訂正 で き るので

特 に誤 り棚 卸手 順 とい った ものは 必要 ではな いoし か し,こ の方 式 には冗 長 性が 高 い こ と

のほか に 次 に示す 欠 点 が あ るo

す な わ ち,ブ ロ ッキ ン グを行 な うシス テ ムで,し か も情 報に 対 して,応 答 をか えさ ない

シス テ ムで は ター ミナ ルは あ る ブ ロ ック送信 後,す ぐ次 の ブ ロ ックの送 信 を行 な うので計

算機 側 に は短 時 間 にい くつ もの ブ ロ ックが 届 く可能 性が あ り,一 つ の受 信 ブ ロックのデ ー

タを メモ リーに入 れ る動 作 とか,編 集 の処 理な どが終 ってい ない うちに次 のブ ロ ックが入

って きて,計 算 機 の処 理が追 い つ かない こ とが あ る。

この対策 と しては,ブ ロ ックを 受信 した 場 合,何 らか の応 答 をかえ す 必要 が あるoと こ

ろ が この何 らか の応 答 をか えす とい うこ とは 情報 に対 して応 答 をか え さな くて もよい とい

う誤 り訂 正 符 号 の利点 を放棄 す る こ とに な るo

以上 述 べ た よ うに,誤 り訂正 符号 を使用 して もブ ロッキ ン グを行 うシス テ ムにおい て は

受 信 側 で受 信情 報 に 対 し応 答 をか えさ な くて も よい とい う利 点 は期 待 で きない。 期待 で き

な い とい うよbは む しろ,前 の再 送要 求 方式 の 方が 優 れて い るoな ぜ な ら,再 送 要 求方式

では本 来 信 頼 性を あげ る こ とを 目的 と したACKに よる 次 の ブ ロ ックを 送 って も よい こ と

、-34「T .



●

●

を相 手 側に 知 らせ る ことがで きるか らで あ るo

以上.,誤 り訂 正 方 式 につ いて 述べ た ブ ロ ッキ ン グの 問題 は,誤 り制 御 を行 な わず,た だ

情報 を送 るだけ の シ ステ ムにお い て も,ま った く同 じ こ とが 言え るこ とに注 意 す る必要 が

あ る0

2.5.2会 話形 システ ム

従 来 の デ ー タ伝送 は主と し℃ オフ.ラインのデ ー タ伝 送で あ った 。 これに対 して,会 話 形 シス

テ ム¢場 合 は情報 の伝送 方 向が頻 繁 に反 転す るoこ のた め に従来 の デ・一夕伝送 方 式 では好 ま

しくない こ とが生 じるo例 と してISO(InternationalOrganiza.tion

forStandaidizhtion:`国 際標 準 化 機構)の ベー シ ックモ ー ド'e'シス テ ムに よ っ

て,会 話形 通 信 を行 な う場 合 の問 題点 を示すo

ベ ー シ ック
.E-一一ド ・シス テ ムは 半二 重 通信 方式 で,次 の5つ の フ ェイス よ り成 るo

(1)回 線 の接 続

Oi)デ ー タ リン グの 確 立

q")情 報 の転送

0∪ 通 信 の 終 結

(V)回 線 の切断

(ConnectionoverGeneralSwitch`.Network)

(EstablishmentofDataLink) .

(IntOrmatiOnTranSter>・

〈Termir・ti・n)..一'・ 、.,.….∴

(ClearingofGeneraLS～vi・tc「h'Network.)

旬 は ポ ー リン グ とか セ レ クテ ィングで リン クの確 立 を行 な うフ ェ イスで ある 。

図2.1は そ の一 例 を示'S。

)li
,i

Ph・ ・e・lPhase』2iph・ 、e31Phase41ph。 、e5 .
}lll

C・-ec・i・ni・ ・t'・b1・ ・hm・n・{・ ・ …m・ …ni…m・ ・a…nlClea・ ・g

・verG・ne・all・fD…L・ ・k}・-f・ ・ll・ ・G・ne-

・w・thN・ ・w・rklli』1・alSw・ 一

}.;}1・ ・h

l・lIN・ ・w。,k

,.AA

CC

,PollingKK・ ・

∴11。 ∴晶,↓i
図2.11SOの ペ ー シ ッ ク モ ー ド シ ス テ ム
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この よ うに,ISOベ ー シ ックモ ー ド。シ ステ ムでは,フ ェイズに よ って,物 理 的 に 回線

が つ なが った あ と,情 報 の転 送 方向 が反 転 す る毎 に,フ ェイズ(ii)と00を通 る こ とに な る ので

会 話 モ ー ドの よ うに この 反転 が頻 繁 に行 うシス テ ム処理 の増 加 と時 間 の損 失 を きたすo

さ らに,送 受 信 の切 り変わ る ごとに ポー リング を行 な うのでは 情報 の伝 送が 行 な わ れた あ

と次 の情報 を送 る と して も ポー リン グに か か らな い可 能 性が あ る。 一般 のデ ー タ伝 送 な ら ボ

ー リン グにか か る まで待 て ばす むが 会 話 形 通信 のば あい の よ うに頻 繁 に情 報 の伝 送 を行 な う'

場合 は ポ ー リングにか か らず 相 手 側 を待 たせ る可 能 性が あ る とい うこ とは大 きな欠 点 で ある。

こ の よ うな 理 由で,会 話 に適 した 方 法 の確 立 が 強 く要望 され てお り,ISOで も検討 中 で

あ るo以 下 そ の 方 法を示 すo

まず ボー リン グの問 題 を 解決 す る方 向 と しては 二 つの 行 き方 が考 え られ るoそ の一 つ は,

計算機 側 よ りみ て会 話 を行 な ってい る端末 に対 しては フ ェ イズ(lV)で 通 信の終 結 を行 な っ

て も,次 に必 ずそ の端末 を ポ ー リン グす るgす な わ ち ポー リングのやb方 を工 夫す る方 法で

あ るo他 の方法 は 次 に示す よ うに,処 理 の増 加 と時 間 の損失 とい う問題 を同 時 に解 決 す る方

法 で ある。

ベー シ ックモ ー ド・シス テ ムにおけ る この よ うな問題 の対 策 と しては,フ ェイズ(li)と

(iv)は そ れぞ れ会 話 の始 め と終 りのみf'実 行す る こ とに し,会 話 の途 中 では(iii)の 情報

の送 受 信 のみ を行 な ・う方法 が基 本に なるo半 二 重 通 信 方式 で これ を行 な う場 合,主 局 と従局

(情 報 を送 る方 を主 局 と呼 び,受 け る方 を従 局 と呼 ぶ)の 切替 え 方が 問 題 とな るo

そ の方法 は 次 の よ うに分 類 され るo

(1)テ キス ト毎 に主 局 と従 局 を切換 え る方 法

(1-1)テ キス トに対 してACKの 応 答 を行 な い,そ れ に よ って 主従 を切 換え るo

(1-2)ACKの 応答 は行 な わず,す ぐに 主従 を切 換 え るo

(2)必 ず しもテ キス ト毎 に主 従 を切換 え な くて も よい 方法

(2-1)テ キス ト内 に主 従 を切換 え るか 否か の情 報(以 下 これ を連送 情報 とよぶ こ とに

す る)を 加 え るo

(2--2)テ キxト に ヘ ッデ ィ ングを つけ,そ のヘ ッデ ィングに 連送 情報 を 加え るo

(2-3)主 従 切換 え符 号を使 用す るo

(1-1)の 方 式

従 局は テ キ ス ト受 信 後,ACKを か えす ことに よ って,主 局 とな り,元 の主 局は テ キ

ス ト送 信 後,ACKを 受 け る と従 局 に変 わ る。但 し
,NAKを 送 った と きは主 従 の関係
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は変 わ らないo図2.2は これ を示 すoこ の よ うに,こ の方 法で は テ キxト 受 信後ACK

を送 る こ とに ょ って,一 方 的に 主局 に変 わ る。 このた めに,伝 送上不 都合 な こ とが生 じ

るo

主 局 従 局
'一 『 『w--t'一 －t－一一}一.--、

テ キ ス ト①

↓

↑
ー

A

C

K

↓

テ キ ス ト②

/、

従 局 主 局

図2.2主 局,従 局 切換 方 法(そ の1)

●

.●

た とえ ば,図2.2でACKが 端 末 側 に届 か なか った場 合 で も計 算機 側 は テ キzト ② を

送 れ るoこ のた め に,テ キxト ① に対す る応 答要 求(ENQ)と そ れ に対 す る再 応答A

CKは テ キ ス ト② の あ とで 行 な わなけ れば な らな い。 こ のよ うに処 理 を あ とで 行 な うこ

とは,そ れだけ 処 理手 順 が 面倒 にな るこ と を意 味 してい るo

(1-2)の 方式

図2.3は この方 式 の一一例 を示 すo図 の方 式 では ブ ロ ックに 対す るACKま た はNAK

お よび テ キxト に 対す るNAKに つい て はISOの ベ ー シ ックモー ドとま った く同 じで

テ キ ス トに 対す るACKの み を省 略 した もので,あま りす っき り した感 じが しな いo

さ らに,テ キzト 内 の文 字 がETXに 誤 ま った 場合,双 方が 主局 とな り,通 信が 不可

能 に な るo

別 の方 式 と して は ・情報,応 答 にか か わ らず伝 送 す る ものは すべ て テ キ ス ト(ま た は

ブ ロ ック)の 形 を とる方法 も考 え られ るoた とえ ば,NAKの 応 答 も単 独 で使用 せ ず,

STXNAKETX(BCC)の 形 にす るo

一37一



主 局 従 局 主 局

ブ ロ ッ ク

「一 、
テ キ ス ト

従 局

テ キ ス ト'/

・
Ψ

↑
A

C

K

上

↑
N

A

K

↓

テ キ ス ト

、

従 局 主 局

図2.3主 局,従 局切 替 方 法(そ の2)

(1-1)と(1-2)の 方法 は テ キ ス ト送 信後 必ず 主 局 と従局 が 切換 わ るので交 互 に 送

信す る シzテ ムで は問 題 な いが,そ うでない シxテ ムには 使用 で きないo(こ れ に ついて

は4節 で 詳 しく述べ る)

(2-1)の 方法

この方法 はWRITE命 令(計 算機 よ り情 報 を送 る命令 をWRITE命 令 とよび,逆 に

端末 よ り情 報 を送 る命 令 をREAD命 令 とよぶ)に よ って,計 算機 側 が情 報 を送 るま え に

必 ず 次 の命 令がWRITEで あ るかREADで あ るか を調 べ るoそ れがREADで ある場

合 は今 送 ろ うと して い る情 報 を テ キxト の形 で送 り,送 信 権 を端末 側 に渡す(.1-1ま た

は1-2等 の方 法 を とる)oこ れ に反 して,つ づ く命 令がWRITEの 場合 は テ キzト 中

の所 定 の位 置(た とえ ば,ETXの 直 前 と約 束す る)に 主局 と従 局 の関係 を保 持す る こ と

を示 す連 送 情報(γ とす る)を 追 加す るo受 信 側か ら見れば テ キzト を受 け と って も,そ

の甲 に 連送 情報 が あれ ば 従局 のま まに な ってい る 。 しか し,こ の方 法は 次 の難点 を もつo

聞 テ キ ス ト内 に連 送 情報 とい う本来 送 るぺ き情 報 とは 別 の ものを つけ る こ とは好 ま し く

な いo

回 γ符号 は 他 の用 途 に 使用 で きないo

(2-2)の 方 法

この方 式 の テ キXト は 次 の形式 を とるo

SOH(ヘ ッデ ィン グ)STXテ キ ス トETX(BCC)

この ヘ ッデ ィ ング の中 に(2-1)で 述べ た 連送 情報 を入 れ るoこ れ に よ って く2-1)
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●

の(d),(m)の 問題 点 は解 消 す るo

以上 述べ た こ とのほか に(2-1),(2-2)に は 次 の よ うな重 大な 欠 点 が あ る。 す

なわ ち,WRITE命 令 で,情 報を送 信す る場 合,次 の命 令 を調べ る までそ れ を実 行 す る

こと がで きないoこ のた めに 次の命 令が決 ま るま で時 間 がか か る よ うな場合(た とえ ば 一

つ の仕事 が終 って,次 の仕 事 が 始ま るま で の時 間が か か る場合 が あるo)WRITE命 令

が あ って も,今,送 ろ うと して い る情報 は 送 れな いo

こ の問題 は人 間 と計 算 機 の通信 の あり 方に関 す る非 常 に重 要 な問題 を提起 して い る ので

4節 で詳 しく述 べ るo

(2-3)の 方法

テ キ ス ト送 信 後, ,主局 と従 局 の関係 を切換 え る場 合 も あ れば,切 換 えず に続 い て テ キ ス

トを送 る場 合 も ある シXテ ムに と っては 好 ま しい 方 法 で あ る0

2.5.3割 込み 機 能

こ こで い う割 込み とは 計 算機 の 八一 ドワエ ア上 の もので は な く,端 末 よ 吻計 算 機 へ あ るい

は逆 に,計 算機 よ リ ター ミナルへ のQUIT機 能 をさすoす な わ ち,所 定 の会 話 を行 な って

い る最 中 に,端 末 の ユ ー ザま たは計 算機 が そ の変 更 を 行 な う場 合に相 手 側 にそ の こ とを知 ら

せ るoた とえ ば,端 末 の ユー ザが 受信 中,計 算 機 の送 信 を 途 中 で中 止させ たい 場 合,そ の こ

とを計 算機 に知 らせ るた め に割込 み を行 な うo

伝 送上 この割込 み を可能 にす る ため には,伝 送上 の 主局 従 局 関係 お よび1/O命 令 の 状態

な どにか か わ らず,い っで も相 手 側へ何 らか の情 報を 送 れ る必 要が あ る。 以下 そ の 方法 を示

すo

全二重 通 信 方式 の場 合 は 情報 の受信 中で も送信 が可 能 で ある ので,い つで も割 込 み の意 志

を相 手側 に 伝 え る こと は可 能 であ るoし か し,半 二重 通 信 方式 の場合 は 受信 中 のみ な らず,

受信 中 で な くて も前節 に示 した 従局 は 情報 を送 る こ とは で きな い ので工夫 をこ らす 必要 が あ

るo次 に,そ れ を可 能 にす る 方法 を示 すo

受 信 中 で ない 場合 は 比較的 簡 単 で,情 報 は送 れ な くて も,特 定 の割 込み 符号(特 定 の伝 送

制御 符 号 で βとす る)だ け は送 れ る よ うに して お くoた とえ ば,端 末 は従 局 で キー ロ ック さ

れ てい て も割 込 み釦 は い つで も押 せ る よ うに して お くわ け で あ る。

次に,受 信 中 の場 合 は 前 に 述べた よ うにテ キ ス トが 長 い 場合,そ れを い くつ か の ブ ロ ック

に分 けてtaく るいわゆるブ ロ ッキ ング を利用す るoftと え ぱ,判 定 帰還 方 式で は 次 の よ うに な

る。 受信 側が そ の ブ ロックの受 信 中,割 込 み を行 ない たい 時 は,そ の ブ ロ ック受 信 後,AC
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Kを 返す 時 点 でACKの か わ りに β を送 るo主 局は これ を受け る とま だ 送信 すべ きデ ー タが

残 って い て も送 信権 を相手 に渡 す こ とに よ って,割 込み に応 じるoβ を送 った時,す ぐに主

局 に変 わ る方法 も考 え られ るが,そ うす る と,第2節 で 述べ た よ うに,テ キ ス ト交 信後,A

CKを 送 る こ とに よ って,一 方 的に主 局 となる こと に よ って生 じた 問題 が起 こるo

こ のため に,β を送 った後,相 手 側 より,"割 込 み 了解"と い う何 らか の情報 を も ら う必

要 が あるoこ の何 らか の情 報 と して は テ キZト の形 を と って もよい し,先 の主従 切 替 符号

(こ れ を αとす る)を 使 うシXテ ムの 場 合は ま さ に こ の αが うって つけ で あるo

具 体 的 には,端 末 の=・一 ザは 情報 受信 中,割 込み が 必要 となれ ば,割 込み 釦 を押下 す るo

す る と端 末 のハ ー ドウエ アはそ の ブ ロ ックま た は テ キス トを受 け 終 った とこ ろで,ACKの

か わ りに β を送 る。 計算機 は こ れ を受 け ると ま だ送 信 すべ き情報 が残 ってい て も α送 り
,端

末側 に送 信権 を与 え る。

端末 が 主 局 に な った 時点 で,割 込 み の 内容 を計算 機 に送 るoこ の よ うに,割 込 み の 内容 を

テ キzト の形 で相手 に知 らせ る こと にす れば,割 込 み の内容 がい くら多 くて も問題 は な いo

図3.1は 受 信 中 の割込 の 方法 を示すo

主 局 従

図

局

プ ロ ツク

・
V

Nlt－ 一

α

↑

β

丁

、、

∧
∬
h

従 局

(注)は 端末の割込み釦を押下 したことを示す。

3.1割 込みの方法

1- 一一、_

主 局

ε

以 上 とは 別 の方法 と して,先 程 の βを送 る 時に,β のみ で な く,β のほか に割 込み の 内容

を示 す 符号 をつけ て送 る方 法 も考 え られ るo

以 上,伝 送上 の割込み 方 法 を 述べ たが,最 後に,通 信制 御 シ ステ ム(通 信制御 プ ログ ラム)
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■

で扱 う割 込み の例 を示 すoこ れ らはす でに述べ た よ うに,割 込み 実行 後,テ キZト と して以

下 の内容 を示 す 特定 の符 号 を送 る こ とを意 味 してい るo

(1)中 止

READま た はWR工TE命 令 の途 中 で これ を行 な うと実行 中 の命 令 を中 止す る。

(2)再 試 行

READま た はWRITE命 令 の途 中 で これ を行 な うと,そ れま でに 実行 した ものを放

棄 して,そ の命 令 の は じめ の 状態 に もど るo

(3)再 開

READま たはWRITE命 令 の途 中 で端 末 の割 込 み釦 を押下 す る とす でに 述 べ た よ う

に端末 の ハ ー ドウェアは β 符 号 を送 出す るoつ づ い て,計 算 機側 よb,α を 受げ て主 局 に

な ってい る。 こ の事 象 を利 用す れば 実 行 中 の命令 を一 時中 止 して,任 意 の 時 点 で再 開 で き

る(再 開す る ときは 所定 の符 号または 単 な るSTXETX)を 送 る。

この機 能 は 次の よ うな場 合 に利 用で きる。 た とえ ば,端 末 で 受 信中,印 字用 紙 が な くな っ

た 場合,「 時 受信 を 中 止 し,用 紙 を とりか え てか ら再 開 す る。

本 節 にお い て今 ま で 述べ た こ とは会 話 形 シ ステ ムを念 頭 にお い て割込 み に つい ての こ とで

あ るが,そ の方 法 は会 話形 で ない シ ステ ムに お いて も使用 で きる。た だ し,会 話形 で な い シ

ステ ムの場 合 の 割込 み は 受 信側 の意 向 に よ って,通 信 を打 ち切 る場 合の み使 うと とも考 え ら

れ る。 もち ろん,そ の よ うに使 う場 合 で も,今 迄 に記 した 方法 で 実行 す る こ とは可 能 で あ るo

なぜ なら,割 込 み 後 に お くる テキ ス ト内に通 信 の打切 りで あ る こ とを 示す 情 報 を入 れれば

よいか らで あ るoし か し通信 を打 ち切 る 場合 に のみ 割込み 機 能 を使 用 す る場合 は わ ざわ ざテ

キ ス トにそ の情 報 を入 れ る必要 が ない 。す なわ ち,受 信 側が 前記 の方法 に よ って,β を送 る

と(β を送 る ところ ま では,今 ま で 述べ た方法 と ま った く同 じ),

送信 側は α の か わ りに.,EOT(EndofTransmission)符 号 を送 って,

第2節 に記 した通 信 の終結 に 入 る方 が能率 的 で あるoこ れ を会 話 モー ドの割 込 み と区 別 して

中断 と呼ぶ こと にす るo図3.2は こ の方法 を示 すo

以 上 誤 り制御 方式 と して は判 定帰 還 方 式 を例 に とったが,こ れ らの概 念は 他 の誤 り制御 方

式 に つい て も同様 で あ るので 省略 す るo『
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図3.2中 断 の方法

2、5.4計 算 機 に よる端末 の管理

人 間 と言]算機 の会 話 形 シ ステ ムにお いて,計 算機 側 に要求 さ れ る条 件 は 種 々あるが,基 本

的 な考 え方 は 次 の{1)と② で あるo

(1)シzテ ムは端末 の=・一・ザ に最 大 限 の サー ビxを 提 供す る ことo

(2)い つで も,u-一 ザ の意 向に 応 じ られ る ことo

(2)は 先 に述 べ た 害ll込み 機 能 をさ してい るo(1)に つい ては 種 々の こ とが考 え られ るo一

つ の考 え方 は 次の とtsbで あ るo

WRITE命 令 とREAD命 令 の発 生す る順 序k・よび時間 が どの よ うで あろ うと も,シx

テ ムは 端末 のユ ーザの 手 を わず らわせ ず,且 つ,わ か り易 い形 でそ れ を 実行 で きなけ れば な

らないo

ユ ーザが送 信す る必要 の ない 場合 は 送 信 で きない よ うに して お き(オ フ ラインで 前 も って

情報 を作 って お くこ とは可 能 で あ るが,そ の必 要が ない 場合 は キー ロ ックす る),READ

命 令 で送 信 すべ き場合 のみ ユ ーザ に 自然な形 で 知 らせ,送 信可 能 とす る(キ ー ロジク シ ステ

ムで は キー ロックを解 除す る)

こ の"自 然 な形"を 実現 す るた め に シ ステムは 上 の こ とを伝 送上 の事 象 と して,端 末 を制

御 す る のが よい 。す な わ ち,WRITE命 令 で計 算機 より一 つ の情 報 を 送 った あ と も計 算 機

側 が主 局 で 送信 権 を維持 し,READ命 令が 出た ときには じめて,端 末 に 送信 権 を与え る こ

とを意 味 してい るo逆 にREAD命 令 に よ って,端 末 が情 報 を送 り終 った あ とは送 信権 は 計

算 機 側 に渡 るoこ の よ うに計 算 機 が端 末 の送 受信 モー ドを コ ン トロー ルす る の で本 方式 をモ

_ド 。コン トロー ル方式 とよぶo

次に このモ ー ド・ コン トロー ル方式 を第2節 で述 べ た会話 形 シzテ ム に よ っで,実 現 させ
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る方法 を示 すo

(1)方 式1

READ命 令 に よ って,端 末 よ り情報 を送 信す る 場合 は 従来 通b,テ キ ス トと して 送信

す るが,WRITE命 令 に よ って,計 算 機 よ り送 信す る場 合 は情 報を テ キzト では な くブ

ロ ック の形 で 送 信 し,送 信 デー タが な くな れば このWRITE命 令 の終bと す るoこ の と

きETXは 送 ってい ない ので,伝 送 上 は まだ計 算 機 側が 主 局 のま ま で あるoこ の状態 で,

次の命 令がWRITEの と きは上 と同様 にす れば よ く,READの ど きはSTXETX

とい う空 のテ キxト を送 り,従 局に 変 わ るo

しか し,こ の方 式 では?受 信 テ ー プをあ らため て,同 じ シ ステ ムま たは 別 の シ ステ ムに.

送 信 す る場合 次 の欠 点 が ある。 命令 の順序 がWRITE1,WRITE2,READの 場

合,そ れ を 受信 した テ ー プの うち,WRITE1で 受信 した情 報 のみ を送 信 しよ うと して

も,そ のデ ー タは テー プ情報 にはETBで 終 ってい るの で,空 の テキzトSTX

ETXを 打 鍵 しな け れ ば な らないo

(2)方 式2

① の方式 の欠 点 を さけ る ため,こ の方 式 では1つ のWRエTE命 令 に よ って 計 算機 側が

情報 を送 信す る場 合 も1つ の テキxト の形 を とるo但 し,テ キxト に は必 らず 主 局,従 局'

の関係 を変 え ない こ とを示す 連送 情 報(rと す る)を 追 加す るoそ の後,READ命 令 に

おい て ・は じめ て計 算 機 側は γの ない 空 のテ キ ス トを送 る こ とに よ って
,従 局 と なる。

借,命 令 の順序 がWRITE1,WRITE2,READの 場 合,タ ー ミナ ルの受 信 テ

ー プは

STXM1γETXSTXM2rETXSTXETX

とな って い るo(M1,M2は そ れぞ れWRITE1,WRITE2に よ って,計 算機

側 よb受 信 した 情報 を示 す)こ のた めに,M1の み を送信 す る場合,入 間 が 受信 テー プ

を 修正 せ ず に,し か も,先 の 方法 の よ うにい ちい ち,STXETXの 空 の テ キ ス トをつ

けず に送 るた め には端 末 の八 一 ドワ エアは 受 信時 に 自動的 に を パ ン チ しない よ うにす る

必要 が あるoこ の よ うに す れ ば 前の 方式 の欠 点 はな くな るo但 し,こ の方 式 には 次の欠 点

が あ るo、
～

(i)WRITE毎 に γを つけ る必要 が あ る0

0i)端 末 の ハ ー ドウェ アは テ キxト 内 のrを パ ン チ しな い よ うに 設計 しなけ れば な らない(

㈹ テ ー プとか カー ドな どに は余分 な空 の テ キxトSTXETXが 入be.ん で いるo
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(3)方 式3

第2章 で 述べ た 主局,従 局切換 え符 号 を使 用す れば 前記 の問題 点は 完全 に解 消で きるo

最 後 に,こ のモ ー ド 。コ ン トロ ー ル方 式 の利点 を示 すo

(i)REAb命 令,WRITE命 令 の発 生す る順 序 が ど うあろ うと も,そ の佑1脚は 自由 自

在 で あ るo

(ii)READ命 令 が 出た 場合,端 末 の 送信 可 ア ンプが 点 灯 す る よ うに して おけ ば,=・ 一 ザ

は安 心 して,情 報 の送 信 を行 な え るo

⑩ 命令 の種 類 と順番 が まえ も って わ か って い る場 合,端 末 の テー プ装 置 また は カー ド装

置な どに送 信 デ ー タを セ ッ トしておげ ぱ端末 が 自動的 に シ 叉テ ム と通信 を行 な うよ うに

す る ことが可 能 で あ るoこ の よ うにすれ ば ユ ー ザは端 末 のぞ ぱ にい てい ちい ち鍵 盤 と リ

ーダ を切 り換え る面 倒が い らないoこ の よ うに 端末 の テ ー プ装 置 とか カ ー ド装 置な どの

機 能を 十二分 に活 用す れば オ ン ラ イン ・タイ ムを短 縮で きるo

これ をモ ー ドコン トロー ル以 外 の 方 式で 実行 す るの に非 常 に困難 で あるoな ぜ な ら,

た とえ ば(テ キ ス トに よ って主 局 従 局が 切 換 わ る方式 で),WRITE命 令 に よ って,

計 算機 が送 信 す る場 合,こ のテ キ ス トを送 り終 る と,端 末 側が 送信 モ ー ドとな り,テ ー

プ送 信 を開始す るoと ころが この時,計 算 機 側 にREAD命 令が 出てい ない こ とが あ るo

た とえ ば命 令 の順序 がWRITE1,WRITE2,READの 場 合,最 後 のREA

D命 令 用にテープ リーダに送信f報 と セ ッ トしてk・い た だけ では デ ー タはWRITE1に よ

る テキx5を 受け 終 った ところ で 自動的 に送 信 さ れて しま う。 このた め に,WRITE

とWRITEの 間 に 常に 空 の テ キxトSTXETXを 一 々挿入 しなけ れば な らず 面倒

で あ るoこ れに対 しモー ト㌔ コ ン トロー ル方式 に よればREAD命 令が 出た ときに は じ

め て,端 末 が主 局 とな る ので 非 常 に スムーズ に 自動通 信 が 実 行で き るo

㈹ 計算機 が 端末 送 受 信 状態 を コ ン トロー ルす る ので,READ命 令 の場合(WRITE

命 令は 問題 ない)回 線 の バ ッフ ァ リン グが 無理 な く容 易 に実行 で きるo

(V)READ命 令 で ユ ーザが 送 信 中,計 算機 側 より,こ のREAD命 令を キ ャ ンセ ル した

い 場合,計 算 機側 よ り,割 込 み を行 な うことに よ って ユ ーザ の送信 を中止 させ る ことが

で きるo己 れ も,モ ー ド。コ ン トロー ル方 式 の重要 な機 能 で ある0

2.5.5オ ン ライ ン端 末 の あり方

オ ン ライン端 末 に要 求 さ れ る条件 と して は 次の よ うな こ とが 考 え られ る。

(1)必 要 な機能 を備 えて い るo

-44一

●

6



◆

必 要 な機 能 は シ ス テ ム によ って異 な る場 合 があ るの で使 用 北 件 に適 した機 能 を備 え てい

る必 要 が あ る。 特 定 の業務 にの み使 用 す る場 合 と,汎 用の 場 合 で 必要 とす る機 能 が異 な る。

2～4節 で述 べた こ と も端末 につ いて み ると本項 に当 る。

(2)操 作が やさ しい。

一 般 に ユー ザ は端 末 の機 械 とか デ ー タ通 信 の専 門家 で ない の で
,端 末 の 操作 は で き るだ

け単 純 で あ る必 要が あ る。 これ は操 作 ミスを 防 ぐことに も効 果 が あ る。

(3)信 頼 性 が高 い。

第1節 で も記 した よ うに,信 頼 性を考 え る場合 回線 計 算機,端 末 な ど シzテ ム全 体 と

して のバ ラン スに 注 意す る 必要 が あるo

通 信上 の 誤 りに対 しては,第1節 に記 した よ うに 種 々な方 法 で信 頼 性を 向上 させ るこ と

はそ れ程 困難 では ない6計 算機 に つ い て も多 重 シ ステ ムに す る とか誤b検 出用 の ロ ジ ッ

クを 使用す る な ど種 々の工 夫が 行な われ てい る。 このた めに端 末O'信 頼1生が 問 題 にな る。

特 に機械 部 分 の信 頼 性が 問題 で,信 頼 性の 高 い入 出力機 器が 必要 で あるo

(4)価 格 が 安い

特 に ター ミナ ルの 数 が多 い場 合 は 切実 で あ るo

(5)融 通 性が あ る

こ れは シ ステ ムに もよ るが,使 用上機 能 上,シ ステ ムが変 わ る可能
.性が ある場 合は あ ら

か じめそ の こ とを考 慮 してk・く必 要が あるo場 合 に よ って は 同 じ端末 を2つ 以上 の シxテ

ムに切 換 えて 使用 す る とい う場 合 も考 え られ る。 種 々な入 出 力機 器 を 自由に つ な ぎか えた

い場 合 も あるo

(6)そ の 他

以 上 のほ か,騒 音 が 出 ない,小 型 で ある,保 守 が しや すい な どの条 件 も重 要 で ある。 ここ

れ らは相 反 す る場合 も多 い。 た とえば,機 能 を強化 す れ ば価 格 が 高 くなる のが 普 通で ある。

この た め に,重 点 のお き方;逆 にい え ばバ ラン スの と り方が 重 要 に な るo

次 に,以 上 の原 則 に した が って,実 際 に端末 の 選定 な い しは 設 計す る場合 の問題 点 を示

すo

(a)端 末 の 種類

使 用 方 よ りみ る と ・座 席 予 約装 置 の よ うな特 定 の用 途 に のみ 使 用 さ れ る専 用型(特 殊

型)と,タ イプ ラ イタ型 式 の よ うに,種 々の用 途 に 使用 さ れ る汎用 型 に分 け るこ とが で

きるo

構成 法 よりみ る と,タ イ プ ライ タと紙 テ ープのみ な ど の よ うに使用 す る入 出力機 器 が
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固定されたもの(1/O機 器固定形とよぶ之と℃する)と,1台 の端末に,次 の項に示す

ような種々な入出力機器を自由に選択できる形式(た とえば必要に応じてカードリーダ

をっけたりはず したりできる工/O機 器可変形)の ものに分けることができるoI/O

機器可変形の場合は使用条件が変わってもそのときどきに必要なものに変えることがで

きるので便利であるo

さらに,入 出力機器が複数個の場合,送 受信時に,ユ ーザが入出力機器を選ぶことの

ほかに,計 算機が入出力機器を選択できるように伝送制御方式を工夫することも可能で

あるo

たとえばTSSで 会話形通信を行なっている場合,TYPEINCOMMAND

といった情報はプリンタ(ま たはデ ィスプレイなど)に 表示 し,計 算結果などの長いデ

ータは ラインプリンタとか紙テープ装置などの出力機器に送ると便利であるo

さて専用形か汎用形か,1/0機 器固定形か,1/O機 器可変形かいずれがよいかは

シzテ ムの使用法に依存するo特 定の予約装置にのみ使用する場合などはとり扱い易さ

と業務に適 した表示方法などに重点をおいて,専 用形力1多い。汎用形の入出力機器の選

定は次に述べるが,1/O機 器固定形か1/O機 器可変形かについては,汎 用機 で入

出力機器が多い場合は,機 器可変形の構成の方が好.ましいo

(b)入 出力機器としては何が よいか

本節の始めに示 したように使用条件に適 した機能は主として使用する入出力機器に依

存する。

前項で示したように,専 用形の場合はその使用法から入出力機器はほぼ決まるが,汎

用形の場合は入出力機器の選定にま よ うo汎 用形オンライン端末の入出力機器としては

表5己 に示す ものが使用されている

紙 入 出 力 機 器 タイ プ ライ タ

テープ入 出力 機 器 紙 テ ー プ装 置,磁 気 テー プ装 置

カ ー ド入 出 力 機 器 カー ド入 出力装 置

紙 出 力 機 器 ラ イ ンプ リン タ(文 字),XYプ ロッ タ(図 形)

デ ィ スプ レイ出力 機 器 文 字 デ ィ スプ レイ(文 字),グ ラフ ィ ック ・デ ィス プレ イ

(図 形)一

戸 声入出 力機 器 電 話 機

表5.1端 末用 人 出力機 器 の例
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この 内,も っとも多 く用 い られてい る のは,タ イ プ ライ タと紙 テー プ装 置 よ りな る も の

で あ るo紙 テー プ装 置 の必要 性にっ い て は',会 話形 式で のみ 使用 す る場 合 は,絶 対 必要

とい う程 で は ない。 しか し,受 信 した デ ー タを後で,同 じ シ 之テ ムま たは 別 の シ ステ ム

に送 信す る場合 とか,前 も って 作 って お い た多 量 のデ ー タを送 信す る場 合 な どにお い て

は 価 値 があ るo'

文 字 デ ィXプ レ イ端末 も最 近,広 く用 い られ つつ あるoタ イプ ライ タに比べ て一般 に.

文 ⇔,叉 ル イ は 次 の 編 を も5、IL・-』 ・ 一.…"tt/一 ・/t

(i)高 速 で あ るo

㈲ 編 集 機 能 が す ぐれ てhるo

⑩ 騒 音 を 発 しな いo'"lt't

㈹ 信 頼 性が 高 い 。 『'.『 一:"

し か し 次 の 欠 点 も あ るo

(1)ハ ー ドコ ピー が と り に くい ー 一.:.

伽 高 価 で あ るt.tt』':二.i∵ 、

高 速 表 示(10s字/秒 位)が 可 能 で あ る のtllO:'4ビ ジ下 ノ秒 程 度 の 回 線 を 便 用 そ:

き れ ば 受 信 時 の 文 字 デ ィzプ レ イ の高 速 度は 非 常 に 魅 力 で あ るo『:一'-・.三

編難 能とし旭 送信しぼ 露 を興 ぴ 変戻することはデ・鋤 イ

に とって極 め て簡単 で あ る。 さ らに機 器に よ つて は,行 毎 に 修正 した り,挿 入 した リナ

ることも可能である・・撮 め吟 デバ プ財 は会話形治 テ・晒 してい・と計

れ て い る 。 ・'∴ ,:・ ・ .:』 』∵ ・,∵

タ イ プ ラ イ タ の 騒 音 に 比 べ て,デ ィzプ レ イ の静 か さ も大 い に 価 値 が あ るo特 に
,、一

般の事務室で端末を使用する揚鍋 いちじるしい。 ・ 一 ∴∴ 主 ・_ .

更に 一 般的 に言 えば,タ イ プ ライ タは 機械 的 で ある のに比べ て,デ ィ スプ レイは電 子

的であるので信離 結 い・ 一 一 ・.∵∵ ・≡ .

d方 ・デ学 レ繊 ・牢 ピ ・剖 やr・ 聯 セあるや 鞠 ミある・

オ¥ラ イ ン端末 と して,予 想 さ れ る第3勢 力 と しては押 ボ タンダ イヤ ル電 話 機が あげ

られ るoこ れは 電話 機 で あ る ので,相 手 側 の接続 はk・手 の もので,そ れに 加 え て他 の端

末 に比 べ て極 め て安 価 で あ る ので,簡 易形 端末 と しては 非常 に有 望 で あ るo簡 単 な問合

わ せ用 と しては,う ってつ け で あるo

以 上 のほ か,工/0機 器 可 変形 端末 の入 出力機 器 と しては,磁 気 テ ー プ装 置,カ ー ド
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装置,ラ イ ン プ リン タな どの 高速 入 出力 機器 が あ る。(次 のC項 参 照)

次に 図形 を と り扱 うシ ステ ムで は グ ラフ ィ ック デ ィ スプ レイが 多 く使 用 され てい る。

た だ 現 在 の もの は高 価 で あ る のでXYブ ロ ック とか 簡単 なA-D変 換機 を もつ 機械 の使

用 も考 え られ るo

(c)必 要 とす る伝 送 速 度

L_ザ が打 鍵 しなが ら,情 報 を送 る場 合 は,入 間の 打鍵 速 度 は お そい ので10字/秒

くらいで 十分 で あ るo・: 、,。

そ れ以 外 は,ユ ー ザに と って 速度 は速 い 程 よいoし か し,表5.2に 示す よ うに,入 出

機 器の速 度 には制 限が あ るo制 限内 にお い て も,速 くな る程 高価 に なるoさ らに速度 と

しては.回 線 の伝 送速度 に 注意す る必要 が あ るo

1.

2.

3.文 字 デ ィxプ レ イ

4,紙 テ ー プ リー ダ

5・ カ ー ドパ ン チ' .

6.カ ー ド リン ダ 、

7、 ラ イ ン フ'リ.ン タ

8.磁 気 テ ー プお よび

磁 気 デ ィ スク

表5.2

:13字/秒
キ ー ボ ー ド

:20字/秒タ イ プ ラ イ タ プ リ
ン タ,

:2～30×103字/秒

:∫o・ 字/秒

:250枚/分 ≒3×102字/秒

:1000～1500行/分 ≒13～2×10s字/秒

:1000～1500行/分 ≒2～3×10s字/秒

:150～200×103字/秒

入出力機器の速度

9

⑨

表5.3は 現在の電電公社回線の伝送速度を示す。

公社では48×10sビ ット/秒 などさらに高速なデータ伝送方式の実用化をすすめて

hるo
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専用回線

交換網

表5,3

市 内専 用回線:2400ビ ッ ト/秒 以 下

一 ㊧蕪蹴 籔鎧‡

1加 入鶴:50ピ ・ト/秒 以下
　

/_,_ビ,,/秒 以下

回線の種類とその伝送速度

シリアルプ リンタとしては従来10字/秒 以下のものが使用されてきたが,最 近20'

字/秒 のものが開発されたo

ω 符号

符号は情報を表現する言語であり,使 用者間で合理的に統一されなければならないo

⑨
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表5.4,情 報処 理 交換 用 標準 コー ド

　ヤ

表5.4はJISの 情 報 処 理 交 換 用 標 準 符 号(通 称ISO/¢ .'CITT7ビ ッ トカ ナ コ ー ド)

で あ るoこ れ は 機 械 装 置設 計 使 用 の 立 場 を 代 表 す るISO(International

Organi"zati .onfo'rStandardization:国 際 標 準 化 機 構)と,通 信 伝 送 の 立

場 を 代 表 す るCCITT(ComitetConsultatifIntternational

T616grophiqueetT616phonique;国 際電 信 電話 諮 問 委 員 会)の 合 作 のISO/CCI

TT符 号 のshiftout側 に カ ナ 文 字 を加 え た も の で あ る(

＼

一50-'・ －

L .



工SO/CGITTの7ビ ッ ト符号 は情報 は7ビ ッ トで,文 字 の総 数は27=128ま で

可 能 で ある。そ れ は,制 御 用 文字,英 文 字,数 字 お よび 特 殊記号 よ りな り,そ れぞ れ グ ルー

プを な してむ り,グ ル ー プ内 の文 字の配 別は 順序 をつけ て い る。0と1列 は伝 送 制御 コ ー ド

で あ るo

(c)鍵 盤 酉己　lj

ぎ ㌫_.Eヨ 回 国 日 一・':、 日 日 同

日㌘::隠二 〔⊃団 団 〔班3園 〔3闇闇 団 口 口 ロ 園
田=ヵナ　 一 団 口 匡正 〕口QE〕 口 口 ロ 〔-〕 ロ ③ ③
2藻i罫㌶ 剰 〔)'O[〕O[〕 日 口 口 〔コ口 回 口 回

1罫露ζilぽ③ 目 口 口 口9■ コロ 園 周 回 団 〔コ

c三 〕 〔一

図5.i鍵 盤 配 列 の例

●

図5口 は 前項 で示 した 情 報処 理交換 用標 準 符 号 の代 表 的 な鍵 盤配 列 を示 す 。 この特 色 は

英小文字が入 って い ない こ とで あ るo英 小文字 まで入 れ るftめ には キ,の 数 を増す か,ま た は

「英 記号 」 「英 数」 「カナ」 か よび 「カナ記 号」 のほ か に 「痴 」・文 字」 の切換 え を設け る

必 琴 が あ るoし か し, .使い よい 鍵盤 は文 字 数 に制 限が あ り,文 字 数 を増 せ ば機 構 が複 雑 に

・な るoそ こ で
,シ ステ ムに よ って は カナ文 字 よ り英 小文 字 のほ うが よ り有 用 な場 合 もあ り,

そ め 場合は 「英 数」 と 「英小文 字」 中心 の鍵盤 を使 用す る こ とに なるoこ の よ うな カナを

使 用 しなけ れ ば 先に 述べ たSIとSOを 使 用 しな くて もよい の で扱 い方 と制 御 が 簡単 に な

㌔ る。(通 信 制御 装置 に よ ってはSIとSOの 部御が で きな い もの が ら り,て の場 合 は ソ フ

トウェア で制御 す る こ とに なるo・)'
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この シフ トの切 換え に よ って,同 一 キ ーを複 数 個 の文 字 に使 用 す る場 合 に も問題 が あ るc

た とえ ば,図sl1の 鍵 盤 配 列 で はSHIFTIN側 の2列 と3列 で対 応す る行 の文 字は

同 一 キ_に な 。てい る。 た とえ ば3と#は 符号 の5ビ ・ ト目が 異 な るだけ で 砂 壌 数 と

英 記号vak・ け る変 換 灘 は容 易 で ある。 ところ が,SHIFTOUT側 の ・0列 の カナ

記 号 と カナ文 字 の間 には こ の よ うな 統一－ttがないoす なわ ち前 も って 「カ ナ」 キ ー と 「カ

ナ記号 」 キ ーを押す こ とに よ って,カ ナ記号 と カナ文 字 を同 一 の キ ーに よって 切 換 え るに

は 機構 も し くは 回路が 多少 複 雑 にな るo

(f)通 信方 式

半 二重 通 徹 式 で は送 信 受 信 を切 暗 え て伝送 を行 な うが,全 二鎚 勧 式 では 送 信

と受信 を同 時に 行 な うこ とが で きるo全 二 重 通 信方 式が 必要 にな る のは 次の 場 合 で あるo

(ii双 方 より同 時 に情 報 を送 る必要 が あ るシ ステ ム

(　)紗 制御を返送方式で行動 場合畷 胤 ながらそれを送信でき・方が好ま しい・特

に会話モードでは必須であるo

一方
,全 二重通信方式は次の欠点をもつ。

ω 既製の適齢 」御装齪 よ。ては,半 二重縮 拭 の場合雌 べて ・この繊 カミ2倍必

要 となり,価 格が高くなるo

㈹ 紗 制御方式 とか通信制御鑓 によ・ては ・制御が鱗 と励 ・端末純 びソフトウ

エア ・ツ ス柔ムが複雑になるo

ま と め 、

幽以 上 オ ン ライ ン デー タ通 信 につ い て述 べた が最 後 に,端 末 に関す る問題 点 のい くつか を記

して本 章 の ま とめ とす る。一

一 般的 に言え ば
,安 価 で機 能 の優 れ てい るも のが 要 求さ れ るわ け で あ るが,こ れは矛 盾 し

てい賜 合が多い。さ らにオンライン端 末の場合楡 な治 テムがあり・要求される条件

も種 々多様 で ある'oこ の ため に オ ン ライ ン 端末 のあ り方 を一 層 困難 な ものに してい る。 こ

暗 味 で,・これ ま で記 した こ とは すべ て 重要 細 謹 を 提起 してい る揃 で あ るが 講 に 「標

準化 」,「 入 出力 機 器 の あ り方」,お よび 「高速 化 」が 重 要 と思 わ れ るo

標 靴 には 鰐 の標 靴,伝 送方 式 の標 準 化,人 助 灘 の標 靴 な どが ある・符 号の標

靴 につ い ては す でに 述 べ た よ うに,・SO/CCIT'1]7ビ ・ ト・一 ドがJIS化 さ城 ・

伝 送制 御 方式 の標準 化 も非 常 瞳 要 であ る。 第2節 で述 べた よ うに 譜 通 のデ ー タ伝送va

つ い てはISOの ペ ー ジ ック 。モ"ド が確 立さ れて い るの で,今 後は 第3節 に記 した よ うに
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●

●

会 話 モー ドのあ り方が 重要 で あるoISOで も現 在 そ の あ り方 の検討 を行 って い るoこ の よ

うな 氏 に よ る利 益 につ い ては種 々考え られ るが価格を下 げる一つの方法であることも」鋤 せ ない。

価 格 の問題 に 関 しては入 出力機 器 が 大 き な問 題 を 占め てい るoさ らに入 出力機 器 の あり 方

につ いては 価格 のみ な らず 使 用上 の機 能,使 い 易 さ な ど多 くの重要 な問題 を含ん でい る。 前

に も記 した よ うに,特 別 な シ 叉テ ムのみ 使 用 され る場合 は比較 的 問題 は少 ないが 汎 用 シ ステ

ムの場 合は 多 くの要 素 を考 慮 しなけ れ ば な らないo結 局,使 用条 件 に よ って 少 な く と も当分

は何 種 類か の機種 が存続 す る も の と考 え られ るo

一 つ の推 測 で は
,次 の よ うな 機 種 に分け られ るo

(1)fiイ ブ ライ タ 。ベ ーzの もの

(2)デ ィxプ レ イ ・ベ ーxの もの

(3)押 ボ タ ンダ イ ヤル電話 機

(4)高 速1/O機 器可 変形

(5)計 算 機 形

(11のタ イプ ライ タ 。ペ ーXの もの は今 後 と も広 く使用 され る もの と思 わ れ るが,タ イプ ラ

イ6の 受信 速度 が 問 題で あ るo

② の デ ィ 叉プ レイは 高速 で静 か で あ る ので会 話 形 シ ステ ムとか特 別な 用 途 に 広 く用い られ

るで あ ろ うo定 だ し,前 に も記 した が,ハ ー ドコ ピー と,価 格 が高 い こ とに 問 題が あ るo

(3)の押 ボタンダイヤル電話機は価 格が安 くて,簡 便 であ る ので,簡 単 な問合 わ せ シzテ ム な どに

使わ れ る可 能 性が高いo

(4)は ライン プ;ン タ 。カー ドな どの 高速1/O機 器を 自由 に選定 接続 で き る もので 高級 形

で あ る。 こ の タイプが普 及す るた め に は これ らの高 速 性に見合 った回線 が 使え る よ うな る必

要 であ る。

⑤ の計算 機形 とい う,のは 前項 の高級形 を さ らに 高級 に した ものに 当た るわ け で あるが,そ

れ とは別 に ,ユ ーザの手持ちの計 算機 を甲 矢 の計 算機 に対 す る端末 兼衛星 計 算機 と して使 用す

る こ とに 多 くの意義 を もつoこ の場 合 も(4)の場 合 と同様,高 速 回線 が 望 ま れ る0

2e6デ ー一夕 通 信 網

前節 まで に遠 隔 情報処 理技 術 の うち,電 子 計 算機 と端末 装 置に つい て述べ た が,こ こ では こ

れ らの設備 や 回線1交 換設 備 な ど に よ り構成 さ れ る デ ー タ通信 網 につ いて網 構 成 を主 に解 説 す

るo個 々の設 備 につい ては概念 的 に扱 うだけ に留 めた いo

まず デー タ通 信網 の現状 を代表 的 な適 用 業務 を例 に と って説 明 し,適 用 業務 の 性格 に応 じて
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デ ー タ通 信網 の構成 に現 わ れ る特 徴 を概観 す るo

この よ うな 適用 業務 毎 の デ ー タ通 信網 は,企 業 内や 企業 間 に おけ る情報 交流 の迅 速化,緊 密

化 の要 請 を うけ て,相 互 に連 結 し,複 合化 し,共 用化 の方 向 に 進 む もの とみ られ るoこ こ では

次に,こ れか らの デ ー タ通 信 網 と して共 同 利用 さ れ る デ ー タ通 信網 に焦点 を絞 り,そ の技 術的

問題 点,解 決 の方策 な どにつ い て2,3の 提 案 を紹 介 し,解 説 を行 な うことにす る。

2.6.1デ ー タ通 信網 の現状

本 節 で は,デ ー タ通 信網 の現 状 につい てPい くつ か の適用 業務 を例 に と って概観 す るo適

用業 務 には デ ータ の流 れ,処 理 の しかた に着 目 し,そ の代 表 的 な組合 わせ と して メ ッセー ジ

交筑 運 用 管 理(離 予 祝 銀 行預 金 等),調 サー ビス 謂 報 提 供 サ ー ビ スの4極 と り ・

あげ る。 これ らは,デ ー タの伝達 を主 とす る もの,処 理 内容 が相 互 に 関連 す る複 数 の端 末 の

デ_タ 処 理 を 主 とす る もの.関 連 のない複 数 端末 の デ ー タの処 理 を主 とす る もの ・フ ァ イル

か らの情報 の取 り 出 しを主 とす る もの に θそ れぞ 蜘 まぼ 対応 して い る。 ここでは,人 間 二計..

算横 間 で 通信 を行 な うシ ステ ムを取 り上げ,遠 隔 計測 とか 自動 制 御 な ど,対 機械 の シ ステ ム

は 対象 と して い ない カ㍉ 網構 成 と して は 前者 に類 似す る場 合が 多いo

(1)メ ッセ ー ジ交換

企業 間 に ま たが るメ;一・セー ジ交換 シxテ ムに,全 国地 方 銀 行協 会 加盟 の62行 相互 を結(
1)

ぶ 地 銀協 為 替交 換 シ 又テ ムが あ る○ 本 シ ステ ムは 加盟 銀 行 内の 一店舗 に紙 テ ー プ入 出※

力 の端末 装 置等 を 置 き,こ れ と中,央に設 置され た蓄 積交 換 機 能 を もつ汎 用 電子 計算 機

を200b/sの 回線 で直結 した メ'vセ ー ジ交 換 シ ステ ムで あ るoこ のシxテ ムに は

各銀行毎の本支店をつなぐ回繍(こ れ独 行網といの が紙テ⇒ 中継によ嬢 続され

この よ うに して 自行 網 を含 め,実 質 的に全 国4000店 余 り を結ぶ 為 替 交換 シxテ ムを構

成 してい るo

図2.6ユ の シxテ ム系統 図に示す よ うに,自 行網 に は専 用電 信 回線 と電信交 換装 置 を

組 み 合 わ せ た もののほ か,交 換 機に 電子 計算 機 を 使 うもの,さ らに電 話網 を利 用 す る もの

等,多 種 に わ た り,端 末 装 置 の種類 も多いoし た が って デ ー タ ・コー ドの単位 数や符 号 の

組 合 わせ な どは ま ち ま ちで,こ のため地 銀協 シXテ ムは端 末 装 置Kコ ー ド変 換機 能 を もた

※ 蓄鮫 醐 ふつ ・・七一校 旗 と同訓 解釈されているが ・ここで購 種類 を 「受信メ

ッセ_ジ を一旦蓄積 してから送出する」とい う機能に着目した表現として捕え,メ ッセージ

交換を字義通 りに解釈 してこの2つ の表現を使いわけてみたo

_54一

●



守

`

MSC

OSN

JO

DO

to

テ レ ックス 網 、、、・

TWX網

＼/

蓄積交換形交換機 」

回線 交 換 形交 換 機

接続 局3局

従 局24局

図2,6,2

OSN

Z)0

～鞠
6

"'…

テレプリンター

磁 気 チーフ。"

せん 孔 カード、'

ファクシミリ

通 話

低 速 ビ デ オ

ARSの 申継方式概念図 ・

-55一

曳

MSC 、

等

「朝

、♂



図2.6.3は ウ エzタ ン ・xニ オ ン の 情 報 サ ー ビz計 算 機 シxテ ム(Information

(4)

ServiceComputerSystem,ISCS)の 網 構 成 図 で あ るo

こ の 通 信 網 は,蓄 積 交 換 機 能 を もつ 計 算 機ISCSと,こ れ ら相 互 間 を結 ぶ2400

b/・ の回線 を中 心t!C・,lscsvaec続 さ れ るテ レ ・ク ス網やTWX網 ・公 衆 電報 網 ・

Info-Com端 末 等 の 端 末 網 か ら な るo

サ ン フ ラ ン シ ス コ シ カ ゴ ニ ュ ー ヨ ー ク 市

コ

L____

し

cc1

「 一 一 ー ー －

L竺」

TWX網1

cこ1

/

/加 入 者 端 末
・＼、〆/、/ ウ

エスタン ・ユニオンー

、、、b〆 搬 局lnfo-COM

加入者端末CC通 信用処理装置}

____一_P.q処 理 用 処 理 装 置__」

ア ト ラン タ

ー

」
「

"

図2。6.31SCS構 成 図(初 期 計 画)

・詞

こ の シxテ ムは表2.4.1に 示す よ うに 速度,符 号 構成 等 の異 な る各 種 の端 末 網相 互間 の

通信 をISCSの 蓄 積 交換 機能 に よ り可能 にす るほ か,テ1!Ptクx加 入 者 等 に計 算サー ビ

スを提供 す る こと もで き るo

さ らtklnfo・-Comは この総 合通信 システムのなかで顧客毎のClosedな 網 を実 現 し,機

密 の保 護や おぼ え やす い 局 名 の付 与 等,専 用網 と して の特 色 と,経 済 性や シ ステ ム構成 の

融通 性 とい う公 衆 網 の長 所 を共 にい か してい るo
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図2.6,1地 銀 協 シ ス テ ム系 統 図

6

ム

※
上述の自行網では加入電話網を利用するシステム ー 厳密にはダイヤル通話のできる

接続区域相互間において,特 定の加入者相互が電話のほか,符 号通信などを切替により行

な う制度,い わゆる準専用制度を利用するシステム ー が使われているが,こ れは専用

.線を使 うほど通信量が ない所で経済的にデータ伝送を行な う手段の一つである。上述のシ

ステムには使われていないが ,加入電信をデータ伝送用に利用 して同様な効果をあげてい(
2)

る事例もあるo

※ 加入契約に基ずく電気通信サービスに専 ら使われる通信網はふつ う公衆網 ともいわれている

が ・公衆とい う言葉が公衆電気通信法にい う公衆電気通信とか ,公衆電話,公 衆電報の公衆

とまぎらわ しいので,あ えて加入縫 加入電話網 加入電信網などと呼ぶことにした。
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米 国 では 政 府機 関 に大 規模 なメ ッセー ジ交 換 シ 叉テ ムが導 入 さ れ てい る。そ の うち の一

(3)
つに米 国連 邦 調達 庁 のARS(AdvancedRecordSystem)が あるo

この シxテ ムは 図2、6.2に 示す よ うに,回 線 交換 網 と蓄積 交 換網 を結 合 した シxテ ムで あ

るo

この よ うな網 構成 を と るこ とに よ って,端 末相 互 間 で任 意 な形式 で即 時 に電文 や デ ー タ

の伝送 が で き るほ か(回 線交 換),コ ー ドや フ ォー マ ッ ト,端 末 設 備 の 形式 等が違 う端 末

相 互間 の接 続 も 自由 にで き(蓄 積 交換 〉,回 線交 換,蓄 積交 換 の 両者 の特 色 を十分 に生 か

して い るoま た,接 続 局相 互 を結ぶ とと もに,従 局 か ら接 続 局2局 に 回線 を設け,迂 回中

継 機能 を もたせ て網 の信 頼 性を 高め てい るo

▲
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表2.6.11Scsva接i続 さ れ る 回 線 の 諸 元

■

回 線 名 速 度(b/s) 単位数 符 号 同期方式

テ レ ック ス 50 5 ボ ド 非同期
、 一

公衆電報 56.7 5 ボ ド 非同期

Info-COM 110 8 ASCII 非同期

TWX 110 8 ASCII 非同期

割 込 ポ ジ シ ョン 110 8 ASCII 非同期

通信 ログ印刷装置 300 8 ASCII 非同期

CC-CC 2,400 8
!

ASCII 同期

づ

●

(2)座 席予約と銀行預金

列車や航空機等の座席予約システムは,そ の性格から広域網を構成する必然性をもち,

このため,通 信設備の経済化が主要な課題となるo国 鉄のシステムでは,通 信量の少ない

(5)端末に対 して1 ～2段 の集信装置を置いているo 座席予約のシステムではないカ㍉ 多

(6×7)分岐構成 とした り
,時分割多重方式を採用する場合 もあるo

電話網を利用す る場合,接 続時間が応答時間に較べかなり長いのが,運 用面などにおい

て問題になるといわれるoこ れは計算機に問い合わせ,即 座に応答を求める形の業務に全

般的に言えることで,ダ イヤル市外通話で十数秒,電 子交換機を使った場合でも5～15

秒程度の接続時間は,航 空機の座席予約等,あ る種のシステムの応答時間の要求条件,数

秒以下砒 ▽ とか。bft、.98)

一方 ,預 金システムは,一 つの銀行に着目すると.,地域網を連結 した網を構成する傾き

が強いoこ れは顧客がほとんど一店舗に固定 し,そ のような性格をもつ顧客を中心に した

一店舗の事務の機械化とい う性格が強く
,計算機の処理能力にみあ う処理量を得 るために

数店舗がまとめられて地域網を構成するからであり,為 替交換や,普 通預金の他支店での

預け入れ,払 戻 し等の機能をもたせるために,こ のような性格の地域網が相互に連結され

るからであろ うo

上述の座席予約,預 金システムは共に処理形態が定型化 し,単 純化 しており,符 号の種

類も一般に少なく,デ ータの流れ方も端末から問合わせて計算機が応答するとい う比較的

単純な形が主であるため,端 末装置を単能化 し,経 済化と操作性の向上をはか り,デ ータ

伝送方式も制御手順や符号構成を簡略にするほか,問 合わせ応答形式の特長を生かした集
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(6)
信形式を使 って経済化をはか っている事例があるo

(3)計 算サービス

科学技術計算や事務計算などのオンライン計算サービスでは,シ ステムの規嘆は,距 離

の増大に伴 う回線費用の増加と計算機 の大型化による計算費用の減少とのかね官いにより

決り,地 域網の構成をとることが多い。米国での資料によると,小 形の計算機を専有する

場合との比較では,回 線距離の限界は,専 用電話回線を使った場合75マ イルない し100

。イルのと。うにあるとWれ てい。が(9),現実には端末の醍 場所は調 セ・・と同一

市内域の場合が大部分のようであるo

システム相互間の連結はサービスの性格か ら本質的ではないが,頻 度の少ない高度の計

算を,処 理能力の大きい別のシステムで集中的に処理するために連結をはかる事例は,今

後増えてい くだろうo

、 米国の現状を見ると回線網として加入電話網や専用電話回線 とか専用電信回線が使われ

ているが,一 般的傾向として加入電話網が使われていくものとみ られるo端 末装置として

は,キ イボード・プリンタが主に使用されてい るが,人 間 一計算磯間の相互作用を緊密化

するために,映 像表示装置(CRTデ ィxプ レイ等)が 使われる方向にあるo

一方 ,電 電公社で計画中の簡易計算サービスのように,電 話機一押ボタン・ダイヤル電

話 機 を 端末に使い,音 声応答 と組み合わせて経済化と普遍化をはかる方法が注目される。

このような計算業務,特 に科学技術計算では,従 来の一括処理の運用のしかたから,計

算 結果をみて判断 しなが ら,次 の計算に進むという,会 話的な使い方が増えてい くのは明

らかであるが,こ の場合,判 断を している時間,い わゆる思考時間の通信料がこの種の使
ぐ10)

い方に大きな影響を及ぼすだろ うといわれているo、

P .rojectMACの 作業分析によると,通 信回線を通してデータが伝送された時間は
(11)

この問題のデータ通信網の面か らの検討は次通信時間の3.1%と 報告されているo

節(2)項で触れることにしようo

いず旅 せよ,計 卵 一ビスのように ・サー・・の効用桓 ンター端末間の臓 や通信

時間 に 必 らず しも一 義的 に依 存 しない 場合 に,サ ー ビ ス料金 を どの よ うに設 定 す るのが妥

当か は単 なる費 用,効 用 論 だけ で か た つ く問 題 で は ない のか も知 れ ないo

(4)情 報提 供 サ ー ビ ス

情 報 提供 サ ー ビ 叉と して現 在実 用 に 供 さ れてい る もの は,単 な る情 報案 内 とで もい うべ

き ものが ほ とん どで,し た が って株 価 案 内 の よ うに迅速 性を要 求 す る も の な どに 限 られて
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いるが,情 報の爆発的増大と情報検索技 術の進歩に伴い,情 報検索と会話的使用を武器

とした情報提供サービxの 需要が今後飛躍的に増大するのは明らかであるo

このような情報提供サービスには,株 価案内,信 用調査等,特 定多数を対象にする傾

向のものと,旅 行案内,買 物案内等,不 特定多数を対象とする傾きの強いものの両者が

あり,し たが ってその業務の性格に応じて専用網や加入網が使い分けられ,あ るいは併

用されることになろ うo

網の地域的特性については,特 定の地域社会に密着 した情報を対象とする場合を除い

て広域網となるが,情 報の更新の頻度が少ない場合などには,地 域網に分割されること

もあるであろ うo

端末には,株 価案内サービスのよ うな特殊端末から,計 算サービスと同様キイボー ド

プ リンタさらに押ボタン・ダイヤル電話機と音声応答装置の組合わせなどが広 く使われ

ようo将 来は映像表示装置やファクシミリ等を使って,所 要の情報の索引だけでなく,

情報そのものをソフ ト・コピー,必 要によリハー ド・コピーで得られるようになると予

想きれている。このよ うな場合,端 末か ら計算機側への情報はわずかだが,逆 方向には大

量の情報が流れ,し たがって,方 向で帯域巾の異なる非平衡な使われ方になるだろ う0

2.6.2こ れからのデータ通信網

前節では,シ ステムの特殊性に着目してシステム内で最適化をはかってい る事例に触れ

たoし か し,座 席予約シXテ ムであれば,旅 行計画全般にわたる予約サービXを 提供 してい

くとか,預 金 システムであれば,貸 付業務や為替業務の機械化からさらに進んで,資 金の移

動や取引の中核として関連業務までも対象に加えてい くなど,企 業内はもちろんのこと,関

連企業も含めてシステムの総合化の方向をたどっていくとともに,ま た専用のシステムを使

用する余裕のない企業や機関では,シXテ ムを共用化す るようになるだろうoこ のようにし

て,デ ータ通信網は必然的に共同利用の方向に進み,こ のなかで端末の入出力形式,伝 送速

度7運 用方法等に対する広範な利用者 の要望を取b入 れながら,総 合的な効率化,経 済化を

はか っていくだろ うo

ここでは,こ れからのデータ通信網としてデータ通信網の共同利用に焦点を絞 り,こ のよ

うな通信網を実現 してい くための技術的問題点をいくつか取り上げ,解 決のための提案を紹

介 し,解 説を加えるヒとにしたいo

(1)計 算機の集中 と分散

複数の計算機が連結されたデータ通信網は,単 独のデータ通信網が業務上の要請により
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相互に結ばれた結果として生まれることもあるが,ま た集中と分散の比較において分散方

式が採用され,あ るいは単一のシステムが処理量の増加やサービス地域の拡大に伴い地域

的に分割され,そ の結果 このような網が構成されることもあるo
(10)(12)後者

の場合に分散方式が選ばれる主要な要因は次の2点 であるo

イ)回 線費用の節減

処理要求の大部分をその地域網で処理でき,計 算費用の増大を回線費用の節減で補

な うことができる場合であるo

ロ)危 険分散による信頼性の向上

災害等によるシステムの潰滅やサービスの全面停止を避けるためにセンターを分割

する場合であるoこ の観点からすると,処 理形態は一つの業務を地域的に分けて複数

のセンターが分担 し,そ の結果余程多量の業務でなければそれぞれのセンターが複数

の業務に共用される形になるだろ うo

このようにして分散が行なわれると,さ らに,あ るセンターの繁忙時に過剰な仕事を別

のセンターに処理させ ると言った負荷の平均化に利用され,ま た,特 殊業務を集中化 して

処理費用の節減をはかる傾向も生 じるであろう。Dennisは このような傾向を過少評価

すべきではな哺 撒 成の藪 媛 因とttkら な破 ろ うと述べている.(10>上 述の

よ うな分 散 の 実現 は,デ ー タの更 新 が 多い フ ァイル 中心 の システ ムでは,分 散 した フ ァイ

ル の管 理 が繁 雑 に な る とい う難 点 があ る。 例 えば一 つの アイ テ ム を更新 す るた め に,い ぐ

つか の セ ン ターの フ ァイ ルの アイ テ ムを 更新す る必 要 が あ る場合 に,あ る セン ターで 更新

中に 別の セ ン ターで 問合 わ せ が起 った り,相 反す る 更 新要 求 が別 々の セン ターで 同時 に発

生 した ときで あ る。 この よ うな場合,全 て の フ ブ イル更新 の 間,そ のア イ テ ムへ の 照会 や,

更新 を禁止するよ う訪 法を島 ことが必敷 あろ う∫10)

こ の よ うに繁雑 な措 置 を要 す るた め,共 通 フ ァイルへ の照 会 が本質 的 な 業務 で,し か も

フ ァイル の 更新 が非 常 に多 い もの につ い ては,フ ァイル を分 散 すべ きでは ない と言わ れて

い るo

。 。 イ、レ中心 の 。れ か らのデ ー,通 柵 を ・、・、、。,は 次 の と剖 予 想 して嚇2)

複数 の 計算 機 セン ター相互 間お よび セ ン タ ーと端末 間 を必 要 に応 じデ ー タ交換 機 を介 して,

通 信 回 線 で結 び,こ の よ うに して構成 され たデ ー タ通 信 網 にお いて,そ れぞ れ の セ ン ター

は,そ の近傍 の利 用者 か ら要 求 の あ った手 軽 なサ ー ビス や全 国 を相 手 と した独 自のサ ー ビ

スを 提供 す る。 あ る セ ゾ ターに属す る利 用 者か らの 処 理要 求 は,そ の セ ン ターで 処理 で き
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る ものは そ こで 処理 し,で きな い もの は 直接 あるい は他 の セン タ≡や デ ー タ交 換 機 を介

して 適当 な セン タ ーへ 廻 され る。

それ で は この よ うなデ ー タ通 信 網 の イ メ ー ジを満 たす には
,通 信 設備 の面 で どの よ う

な構 成 に した らよい ので あ ろ うか。 以 下 に述 べ るこ とに した い
。

(2)加 入 網 の利用 一 回線 交換 と蓄 積交 換

前節 に述べ た よ うに疎通 対 地 が限 られ,し か も通 信量 の多 い場 合や 軍用 シ ステ ムの よ

うに信 頼 性が高度 に要 求 さ れ る場 合 は,専 用 線 に よ るのが 普通 で あ るが
,こ の よ うな条

件が な く,デ ー タ伝送 にそ れほ どの 高 速度を 必要 と しない場 合 は,一 般 に 加 入 網 に よる

のが 設備 を共 用 で き,経 済 的 で あ るo

表2.6.2加 入 網 と専 用 網 の比較

●

■

頃 日 加 入 網 専 用 網

高速伝送に対する適応性 電話網の場合,音 声帯域まで 容 易
/・ 、

これをこえる高速伝送を要する場

合,別 の網 を設 置 しなけ れば な ら

ないo
＼ ノ

伝送品質 右に較べやや劣る 高

接続時間 長い(加 入電話網では数～十数秒) 高速化により短縮ガミ

可能

機密の保持 右に較べやや劣る 容 易

特殊機能の付与に対する 余力ない 大

融 通 性(表2.6、4参 照)

量的変更に対する融通性 大 左に較べ劣る

(個 々の ユー ザに着 目 し

て)
A

経済性 通信量が少なく通㍍対地が多い場合 通信量が特に多い場

に有利 合に有利
`
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加 入 網 と専用 網 の 比較 を表2.6.2に,デ ー タ伝 送 に 使わ れ る加入 網 の現状 を表Z6・3に

示す0

2.6,3加 入 網 を使 うデ ー タ伝送 サ ー ビス

データ伝送方式 使用される加入網
記 事国 名 サ ー ビ ス名称

通 信 速 度 通信方式 (交換方式)

日 加入電信 50b/s 半二重 加入電話網

〈回線交換方式)

本 準専用 200b/s以 下 電話網(〃)

デ ー タ 。ホー ン

米 低 速 300b/s以 下 全二重 電話網(〃)

国 中 速 1200b/s以 下 半二重 i〃

高 速 2000b/s以 下 半二重 〃'

( 並 列 20字/秒 単 向 〃

1

A ア ナ グ ロ 900Hz以 下 一 〃 FAXお よび低速
潰

T テ レ ビ

T 100Hz以 下 一 〃 心電図伝送

)

超高速 50Kb/s以 下 一 専用の交換網 試行 サ ー ビエ甲

(〃)層

TWX

100 110b/s 半二重 旧WADS 8単 位符号

(〃) (Asqll)

60 45b/s 〃 電話網(〃) 5単 位符号

糞㌃
(膓と
ワ

テL!ッ ク ス

広 帯域 交 換

50b/s
・

2,4,48KHz

〃 テレック網(〃)

専用の交 換網(〃)

ユ
ノ

A

デ ーテ ル

100 100b/s以 下 半二重 テレック網(〃)

英 200 200b/s以 下 全二重 電話網(〃)

300 20字/秒 単 向 〃 データ収集システム用

国 600 600.1200 半二重 〃
'

b/s以 下

テ レ ック ス 50b/s 〃
テレックス用(〃)

1・"

西
・

テ 〆 ッ ク ス 50b/s 〃 テレックフ網(〃)

ド ダ テ ッ ク ス 200b/s 全二重 ダテ,ク ブ網(〃)

イ 電話利用のデ 200b/s以 下 〃 電話網(〃)

一 夕伝 送 600.1200 半二重 〃

ツー1
ーー

b/s以 下

注 加 入 電信,テ レ ック ス,ダ テ ック スお よびデ ーテ ル100は 直 流 電送 方 式 を使用
一64一
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表に示すように,既 存の加入網は殆んどが回線交換方式を採用しており,そ の得失は回

線交換の可否に大きく依存するo

(13)表2
.6.4は 回線交換と蓄積交換の比較であるo

表2.6.4回 線 交 換 と蓄積 交換 の 比 較

⑱

項 目 回 線 交 換 蓄.積 交 換

低能率 高能率
〆 、

回 線 利 用 度 送信方向の利用度が低いほか,受 信

方向は殆ん ど使われない。また,接

続動作の間回線が遊ぶO×
＼

特 同報通信 一般に不可 可
殊
通 優先度通信 一般に不可 可

信
機 速度変換 不 可 可

能 符号変換 不 可 可

デ デ ー タの記録 不 適 適
L

タ
機密の保護 問題が少ない 問題が 多いo(メ ッセ ー ジを

の

信
一旦交換機が預かる形になる

頼 ため)
性
他 データの形式チェック 不 可 可

デ融 データ形式の変換 不 可 可
1通
タ性 編集
内容

の
データ内容の任意性 大 ただ し両端末が同一機能をもつ必 小

()要がある
o

会
話式

回線による応答遅れ 適
"

不適(た だし,伝 送速度が高

速な場合適)
通
信 転送量に比例した課金 やや不適 適

接 続 時 間 大 小(情 報は接続と同時に伝送

され る)

苦 既存の回線交換方式では,上 下の通信路の伝送容量が同一であり,ま た接続動作が階梯毎に

順次行なわれるため
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下表に示すように,蓄 積交換方式は回線の使用効率や,特 殊通信機能,接 続時間等の

面で回線交換方式に比べすぐれてい る。また,前 項(3)に述べた思考時間の問題に対して,

会話的通信とい う面で検討の余地は残るにしても,一 つの解苦になるものと考えられる。

とい うのは,蓄 積交換方式では,メ ッセージが送 られるときだけ回線(加 入者回線を除

く)と 交換機が占有されるからであるo

このように蓄積交換方式は,情 報を一旦蓄積 し,整 理 して再送出する機能によって通信

網の効用を高めるζとができ,新 しいデータ通信網の提案のなかに色々と生かされる。

この点については次項以下で述べることに しようo

一方
,回線交換方式は端末相互間のデータ伝送方式やデータの形式にあまり制約を与え

ないとい う点で優れ,大 星のデータを一括して伝送する場合にも適 している。また蓄積交

換方式の利点も回線交換網のなかに蓄積交換機能を一部はさむことによって,相 当程度ま

で生かす ことができる。さらに既存の通信網を利用できる点経済性の面で特に優れており,

利用度の低い加入者線階梯についてはその利点を無視できない。回線交換方式は,将 来の

データ通信網の一部として充分な意義をもつものとみられる。

既存の加入網,特 に電話網の場合,通 話用として設計された通信網をデータ伝送用に使

うことによ。て,様 ・な問題が派生する。(11)(15)

信号レベルが過大であったり,不 適正な周波数成分があると,漏 話や通話歪などの妨害

を網に与える。

まfc,網 の疎通に影響を及ぼすことがあるo通 話の平均保留時間は数分,呼 数は・1・時間

あたり歓呼程度であるのに対 し,デ ータの呼は著 しくぱらついており,き わめて長いのが

ある反面,デ ータ・パンクへの問い合わせの場合など,保 留時間が数秒以下のζともあり,

呼数も計算機か らの自動ダイヤルを認めると非常な高頻度になると予想されるoこ のため

電話網が共通制御方式の交換機で構成されている場合,こ のような性格のデータがふえて

くると,交 換機の共通制御装置に過負荷を生じ,さ らにこれが波及 して電話網の異常ふく

そ うをきたすおそれも十分考えられる6加 入網の利用にあたっては,ζ のような点につい

ても慎重に検討する必要があるo

壮 回線 費用 の 節減 を はか る方法 では,多 くの 端末 か ら の メ ッ セー ジに対 し,回 線 を共 用す る方

法 と してTADI(TimeAssignmentDataInterpolation)が あるが これ

、り,集 織 置と。、.チブ。クサの齢 わざによる労働 方がさらに一聯 済的だ 、&お紘
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(3)端 末 機能 の一 部 集 中化

オ ン ラ イン 。シ ステ ムの 総 費用 の うち端末 の 占め る割 合は,座 席予 約業 務 な どの場 合,

、 。～ 、 。%と 励 れて い る6・6)。 れが5。Zを 縦!。 とも珍 ら しくない 。.の た

めに端 末 装 置 の コXト ・ダ ウ ンは デ ー タ通 信 シXテ ムの重要 な課 題 の一つ で あるo

端末 装 置の コ ス ト・ダ ウンは,装 置を標 準化 し,需 要 増 をは か るな ど の正統 的 方法 の他

既に 大量 生産 の効 果 が あ が ってい る卓 上計 算 機 や,会 計 機,家 庭 用 テ レ ビ ◆セ ッ トに 遠 隔

端 末 と して の機能 を もたせ るな どの ア プ ロー チ も考 え られ る。 こ ζでは,端 末 装 置 の制御

、 機能 ρ集 中 に よ る経 済化 につい て述べ るこ とに しよ うo

∪

端 末 制 御機 能

を もつ トランク

市 内交換 機

図2.6.4端 末 制 御機 能 の局 集中の 中継方 式 の一 例

、
,

・、 図2.6.4は 市内交換機等に端末装置の制御機能の一部をもたせる場合の中継方式の一例

でPる.集E可 能な繊 としては ・キイボー ド.プ リシ撒 などの誤b制 繊 育旨・葬

調機能とか映像表示装置の表示制御機能等が考えられるo

誤力制御機能の集中化については,伝 送誤 りのほ とん どが市外伝送路で発生するとピ う

前提にたつわけであるから,こ の点を確かめてお く必要があるo

表示制御機能の集中化については,文 字パターンの発生,マ ーカ佑胸,さ らに画面再生

用の記欝 の機能や,表 示蹄 熊 胆 肖・!鴎編 集機 の葉枕 培 えられる。『(17)

ζの場合,交 換機→端末方向の儲1鋸 送は,端 末の経済化をはかるうえでは,ア ナグロ形
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式が良いが,既 存の加入者線や交換機の伝送可能帯域がそれぞれ100KHz,iMHz

(クn,tバ づ 徽)程 殿 でなので918),屹 鵬 などの点から加殖 縫 の蹄

域化が前提と考えられ,こ のような集中方式の導入はテレビ電話など画像通信サービスの

一環 とい う形 にな る のか も しれ ないo

英 国 国 立物理研 究 所(NPL)で は,超 高速 メ ッセー ジ通 信 網 とい う構想 を打 ち 出 して

(19)〈20)(21) そ の 内容 は 次の とお りで あ る
。 す なわ ち,あ る範 囲 内の端 末 回線い るo

を集 約 し,こ こ にバ ッフ ァ機 能 を もつ イン ターー フ ェイX計 算 機 を 置 くo端 末 とイ ンタrフ

ェイ ス計算 機 の間 では 通 常 の端 末 に 対 して は バ イ ト単位 で,計 算 機端 末 に対 して は ブロ ッ

ク単 位 で 情報 の転 送 を行 な うoイ ン ター フ ェイX計 算機 か ら外 側 に対 しては ブ ロ ック単 位

で送 受す るoこ の よ うな方 法 を とる こ とに よ って,端 末 の制御 機能 の か な りな部分 を集 中

化 で きるだけ で な く,端 末 一計算 機 間 の 転送 制 御 を単 純化 し,融 通 性 を もたせ る ことが で

き,そ の結果,速 度 や機能 の ちが う各 種 の端末 に対 して 容易 に適 応 で きる よ うに なるoこ

の方 式は インタ ー フ ェイ ス計 算 機相 互 間 の転 送 方式 に も特 色 をもつ の で,こ れ につい て

次に 述べ る こ とに しよ うo

④ デー タ通 信統 一 網

NPLの 提案 に よ ると,イ ン ター フ ェ イス計 算機 相互 間 は,蓄 積 交 換 形 の中 継交 換 機 を

含む 複合 網を構 成 してお り,こ の間 で は,パ ケ ッ トとい う一定 の フ ォー マ ッ トの メ ッセー

ジが1.5Mb/sま たはそ れ以 上 の,あ る一定 の速度 で 高速 転送 さ れ るoこ の よ うに して

イ ン ター フ ェイ ス計 算機 相 互間 の通 信 網 は,端 末 相 互 で や り とりさ れ るデ ー タの速度,形

式 に無 関 係に 統一 化 さ れた 通 信 網(unifiednetwork)を 構成 してい るoパ ケ ッ

トとい う形 で メ ッセ ー ジを ブ ロ ック化 す る こ とに よって,誤 り制御 や 中継交 換機,イ ンタ

ー フ ェイ ス計 算 機 の バ ッフ ァ処 理 を簡単 に して い る。 バ ケ ッ トに は デ ー タまた は 状態 情報

ゐほ カ)発着信のア ドレスや一連番号等 パケッ トの身元をあらわす 情報 が 置か れ るo一 連番 号 は

複合 網 の なか を中継 す る経 路 が パ ケ ッ トに よ って異 な る場合 に,相 手 側 の イン ター フェ・イ

ス計 算 機へ 到達 す る 順序 が ま ち ま ちに な る ので,こ の順序 を識 別す るた め な ど の もので あ

るo

こ の よ うな メ ッセー ジ交 換 方 式 で は,中 継 点で の伝 送遅 れが避 け られ ないが,伝 送 速度

を上 述 の よ うに高 速化 す る こ とに よ って伝送 遅 れは十 分小 さ く,例 え ばO.1秒 程 度 に で き

会 話 的 使 い方 に も支障 を与 え ないo

伝 送速 度や 伝送 形 式 の異 な る様 々 の端 末 か らの デー タをセ ンターの計 算機へ 転 送 す る の
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⑨.

恒

峨 在嗣 に倒 れてい・ガ興,獅 に述べた・
.元 蹴 に勒 座 鍵 や貸 形1

式纏 え・か,中 間燥 儲 畿 ぷ て行 え・か声 繊 陣 たぼ 壇 理を行わ泌,

かなどであるが,第1の 方法は端末に制約を与えるし,第3の 方法は伝送路ど中継交換機

がしわよせを受ける・第2鋤 法も回線を節減する獅 壁 る糎 晒 ぎない。

NPLの 方式は市内局相当の階梯に計算機を置き・計算機相互間は少数の同一規格ρ広

帯域伝送路を介して超高速て非同期転送を行な うことたよ吻丁前述の各種の方式に較べて

伝送路や讃 働 通信制郁 それ聯 殺 置議 済化枢 ら在 る・'この斌 はシスアム

として理想的な方式の一つではあるが,イ ンターフユイス計算機に膨×な投資を要 し,近

い将来の実現は期待 しえないoし か し,電 子交換機が大巾に導入された時点では,市 内局

階梯の電子麺 綱 ンターフ・但 螢 椥 役書幅 縮 ζとによ・て実現が可能と

な る で あ ろ う 〇 一 ・-t
、

(5)PCM統 合 通 信 網 と通 信 サ ー ビx総 合 網 ・一'

PCM交 換 機 とPCM伝 送 路 を組 み合 わせ,変 復調 を ぐり返 え さず に済む よ うに して伝

驚⊥一 騨 　 噸 ㊥獅i叉
ζの方 式 で は,通 信 網内 の同期 方式 が きわ め て重 要 な 問題 で,種 々の解決 策 が 提 案 され

(22)
,デ ー タ通 信へ の 適用 に つ いては 必 らず しもあ き らか で は ない 。電 話 とて い るが

L、.

同様端栄 の小束 の 回線 を 集め てそ のま まPCMハ イウ エー にのせ.,所 定 の計 算機 に 接続す

る とい うや り方 で あれ ば,セ ン ターの計 算機 の通 信 制 御 の部分 で 時分 割符号 をr旦 デ コード

し,計 算機 側 の マ ルチ プ レク サで再 度 時 分 割 しなおす 必要 が生 じ,計 算機 の通 信 制御 に し

わ よせ を 鋤 るe
、(1)項に 述べ たPhi・t・ ・の イメ 一 泊 らす れば ・PCM統 合 通 融 は計

算機相 互間 す な わ ちNPLの イ ン ター フェ イス計 算 機 間 に 適用 さ れ るこ とに な る のか も し

れ な いo.〉 一 一 ・ ⇒'一 ・ 一一 一/.・ 』 …t
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超広帯域〕直信端末

}

1

,

1

」

A:広 帯域通信加入者

Bg超 広帯域通信加入者

C:電 話 加入者

D:広 帯域 お よび 超脚 註ξ球通信加入 者1

垣S9タ ン デ ム 交 換 機

Bi・IS .三 広 帯 域 タ ン ニ紘 交 摸 擬

Sl)Alvl〔S二'趨 広 帯 域 タ ン デ ☆ 交 換 機

、超広帯墳通信端末
一

図 、2但;6:通 信 サ ー ビ ス 絵 合 網
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⑱

⑱,

PCM統 合 網 につ い ては,こ の シ ■テ ムが 既存 の シxテ ムに くらべ 機能 の付 与 に融 通 性'(1)

が あ る1と考 え られ るか ら,デ ー タの通信 量が 支配 的 に な った 場合 には,デ ータを送出 していな

い 受け 方向 の通 話路 とか 送 り方 向 で もデ ー タを送 出 して い ない 時間 に対 して タイ ム 。スロ

。トの害1」当てを止め訪 法 とか,デ ータの実醐 性撞 班 恥 じて優先処理や誤蜘1御

を 行 う方法 に よ り,デ ー タ通 信 網 に真 に適 した シxテ ム とす る必 要 も 出て こよ うo

このPCM統 合 通 信網 は,電 信,電 話,デ ー タな どの各 種 の 情報 を包含 した デ ィ ジタ ル

通 信 網 を狙 い と した もので あ るが,さ らに テ レ ビ電 話 な どの画 像通信 サー ビ スへ の適 用 や

鵬 の通信設備の稿 駆 適した通信締 し極 信サー・縮 舗 とい う提案醗 表され

てい。∫i8)。 の懲 で越 信サー・・を周波数繊 別ua分け,搬 臨 網(・KH・)

現用電話網を改良 した広帯域通信網(50～100KHz),超 広帯域通信網(500K

Hz)の3っ の網を考えている。』超広帯域通信網では,加 入者線を音声信号2線,ビ デオ

信号4線 の6縦 し魂 広繊 細の交酬 」御を電話網極 じて実施するシ.ステムを提案し

て い る。 この舗 成 座 図 ・.・,6に 示す ・ さ らに この総合 網 晒 す る市 外網 と して ・FD

MとPCMの 両 方式 の伝 送路 に広 帯域 の伝 送特 性を もつ空間 分 割形 敬機 接 点 の電 子交 換機

を組 み合 わ せ 滞 域 扶 は パ ・は 殻 の異 な る各種 の ア ナ グ ⇒ よび デ ・ジ タ ・哺 報 の交

換 機能 を もftせ て,非 常 に融 通 性に富ん7!i通 信 網 を構成 しよ うと して い るo

提案 では,デ ー タ通 信 サ ー ビ スに っい て くわ し く触 れ てい ない が,デ ー タ通 信は そ の用

途 と帯域 巾に 応 じて,こ れ ら3つ の網 のそ れぞ れに位 置 を 占め るよ うに な ろ.うoこ の場合

デ ー タ通 信特 有 の問 題 と して は,PCM統 合 通 信 網 にお い て述べ た と同様 な問 題 のほ か ・

さ らに節 前 ②項 や 前節4順 で述 べ た問 題 を初 め,多 くの 問題 につい て配 慮 す る必 要 が あろ

う。

この よ うな デ ー タ通 信網 と して の課 題は,前 項 の デー タ通信 統一 網 の思 想 な どを と りこ

み なが ら解 決 が はか られ,こ の よ うに して音 声 通 信,デ ー タ通 信,画 像 通 信 を初め とす る

多彩 な情報 の処 理,伝 達 を 経済 的 か つ融 通 性 を もって実現 す る総 合的 な 情報 通 信 網へ と発

展 してい くに ちが い ない0

2、6.4む すび

前 節に重 点 を おい て,こ れ ま でに 述べ た 事項 を要 約 してみ る と

イ)特 定 の業務 の処 理 を機 械 化 した シ ステ ム,た とえ ば座 席予 約 や銀 行預 金 な どの シ ステ ム

で は,そ の シ ステ ムの扱 う適用 業 務 の特 殊 性を生 か して経済 化や運 用 の利 便 を追 求 してい

るo
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。)しかし○シ・み の齢 化飲 用イヒの方向は,蚕 わ 形鵡 処勤 法の多様イヒをうな

が レ,
.rれ らの琴求を満たすデブ 通信網を必聖 呼 る・・

ハ)こ の よ うなデ ー タ通 信 網 は ・適用 業務 の 性格 あ るい は 信 頼 性や経 済 性な どシ ステ ムと し ・
.

て の要 求条 件 か ら,一 つ の計 算 機 セン タ■ を中心 ど、した網 か ら複 数の計 算機 セ ンター を含.
、

むデー・緬 雛 齢 するようになるだ砺'・'∵ ㍍
、 ～

二㌶ ㌶ 蕊 巖 従来r㌃タ通解 轡 で 等に加えて次の条)

D端 末装置の入出力形状,伝 送速度等の多様化K対 応できるものであ ること。

D計 鰍 樋 を結通 信国縫 閲 レ 高速伝送(広 帯域伝送)1・可 能で;る こと・

iiD迅 速な(交 換)接 続を要する適用業務唖 呼 きるrと ・・'・-

iv)デ ータ通信網のコス トのかなりな部分を占める端末装置を,端 末機WP.(z5÷部集中化等
レ に ン シ ア

vaxり 経済化でき
;こ と・ ・.・ ・'1'㌻ ㌧

・)送 り茄 砿 醐 で受肪 向が獅 域 の手下非対応の網や端末噸 ㌍ 卿 端末受が

広醐 ・送励 向が狭徽 の網など蹴 に富んだ網綱 可能舗 恒
.

・i)ww能や設働 共用化に・・そ・電信聯 噸 通智 一ビスをも含めた噸 随 経頃

化が達成できること。

ホ)デ ータ通信網b網 構成としてデータ通信統一網,PCM統 合通信網,通 信サニビス総合

網を取り上げ,上 述の観点を含めてデーぞ通信サイ ドの問題点を検討した。

へ)既 存の加入網は上述の条件をあま孕満た'してやないが,既 存設備の活用による経済性の
ド ヒ ロ

'点 で優れており
,将来の網への過渡段階として,あ るいは加入者線階梯など網の一部と ・

.して充分k存 在意義をもっているoな お,加 入網は本来デ一夕通信用として設計された

もので轡 ら・や 興 あた・て聯 に及ぼす影鰍r口 端 配魎 要
であるO
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3.遠 隔情報処理業務例
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在 遠 隔 情 報 処 理 業 務 例

5.1. .遠 隔情 報処 理 と しての 計 算 サ ー ビ ス

3.1.1遠 隔情報処理としての計算サービス

?電 子計算機が,情 報処理システムにおいてかなめの役割 りを果 していることは,い まさら言

うまでもならことである。電子計算機とい う言葉自身が示すとおり,計 算機発展の歴史におけ

る中心命題は,計 算速度の向上と計算量の増大とであつた。

最近にいた ⑬,通 信回線と電子計算機の結合による遠隔情報処理すなわちデータ通信が,そ

の質,量 両面において急速に広が 勤を見せている。計算サ ービスが,遠 隔情報処理の分野で,

サ・一ビスの重要な一形態と考えられていることは.上 述の点からいえば.ご く自然なεとである。

'牛 ・しがしさがら 遠隔処理としての計算サ●ビスが実用化されたのは,他 のデータ通信サービ

ス,淀 とえぱ座席予約,為 替交換等に くらべると比較的新 しい。米国において,商 用計算サー

ビスが開始されたのは,僅 々数年前あにとにす ぎない。計算サービスの実現がこのように遅れ

ていた理由の うち最大のものは,讃 サ ービスが本質的に汎用サービスとしての性格を有する
'窪

こと で あろ う。す なわ ち頃先 に 示 しだ 座 席 予約 等 の サ ー ビスでは,シ ステ ムは あ らか じめ定 め

られ だ処 理 のみ を取 扱 えぱ よい。 これに 対 して.計 算 サ ー ビス では,電 子 計算 機 の機 能 を で き

るだ け小 さい 制 約で 操 作で き る こ とが 要求 さ=れ.る。 この よ うに,計 算 サ ー ビスは,電 子 計算機

シ ステ ムを制約 た しに共 同利 用す るシ ス テ ムへ と発展 して行 く性 格 を持 つた もの で ある。

も つと も。計算 とい つて もた くさん の レベ ルの もの に分 け られ る。 そ のすべ て が,電 子計 算

機 シス テ ムの汎 用的 使 用 を要 求す る ことは ない。 しか しな が ら,現 時 点 に おけ る も つと も代表

`的 な計 算 サ ー ビス用 シス テ ムは ⇒ イム シ ェプ ㍗ グ ・シス テ ム(Tim・ ・h・・i・g

system:TSS)で ある。 そ して.tこ の シ ス テ ムは,将 来 の コ ン ビa－ 夕 ・ユテ イリテ イ

にお い て そ の汎 用的性 格 のゆ えに 重 要 在役 嵩物 を果 す と考 え られ る もの である。 この意 味で,
レ

本 節に 拾い て も.TSSに よるtS科 学 技 術 計算 を主 目的 と した シ ステ ムに重点 を置 い て,現 状

と実 施 上 の問 題 点に つ き以 下 のべ る 仁 と と した い 。

31.1勇 …,展の鰐 」よび 現状 一

脚 発 展⑳ 背景

周 知の と主 動.米 国 にお け るこ に数 年 の 商 用計 算 サ ー ビス の発展 はい ち じる しろ。 この

よ うな短 時 日に 。計 算 サ ー ビス が か 《・も急 速 な 発展 を とげ るに至 っ た理 由と して,い ろ い

ろ な説 明 ずけ が液 されてい る⑩

た とえ ば。1㈹大 型 電子謙 算 織に しか 謝 ピ機 能 が多数 共 同利用 の ため比 較的 低 価格 で利用
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で きる こと,通 信 網 と電子 計 算 機 の結 合 技術 の進 歩,大 容量 ラン ダ ム ・アク セス'プ アイ

ルの発 達,信 頼 性 の 向上,需 要 層 の広 ま り,な どが あげ られ る。

しか し,.直 接 の契 機 とな つた ものは,TSS技 術 の進 歩 で ある。 さ らに,人 間 と計 算機

との 会 話,な い しは相 互作 用 の有 効 性が,実 験 に よ り経 験 的 に も裏付 け られ た ことで ある。

TSSの 概念 が,は じめ て公 式 の 席上 で提 案 され たのは,1959年 で ある。

実験 は,1960年 か らMITに よ つては じめ られた 。 これ はCTSSと してま とめ上 げ

られ,TSS技 術 の基 礎 に大 きな貢献 を な してい る。 この あた りの事 情 につい て は,す で

に多 くの文献 に紹 介 され てい る の で,本 節 では省 略 する こ と と したい。

人 間 と電 子 計算 機 との相 互 作 用 とい う点 につ い ては,初 期 に考 え られ たほ ど大 き くはな

い,と い うの が現 時 点 におけ る一 般 的 な見解 の よ うで あ る。(2)しか し,タ ーンア ラウン ド

・タイ ムの短 縮,使 い や す さ,な ど↓会話 モ ー ド¢)TSSに よるサrビ ス が,問 題 解決 の

道具 と して の 電子 計算 機 の 有 効性 を,大 巾に拡 大 してい る。 た とえ ば,問 題 を解 く際 に,

パ ラ メ ータ等 を変 更修正 して 最 良の解 に達す る とい う使 い 方 は,.従 来 な らか な り長 い 日時

を必 要 とす るの に,TSSは 時 間的 に大 巾左短 縮 が可 能 とな る。

こ う した有 利 さが,技 術 的 には第3世 代 の電 子 計算 機技 術 に よ つて支 え られ ・発 展 のた

め の環 境 が 急速 に と との つた もの だ と言 え よ う。

② 現 状

1、96 .5年 に,米 国 で商 用 の計 算 サ ー・ビスを 提供 して い たの は,BBN,CEIR,

GE,IBM,KeyDataの5社 にす ぎ なか つた 。そ れが,1968年 始 め には

30の 企業 に よ り70個 所 の セ ン タ ーが運 営 され,研 究 開 発 用 につ いて は それ を 上回 って

い る.(3)商 用 シス テ ・は,年 率75%と い う雌 を とげ てい る の で・ ・969年 には18

0シ ス テ ム,3万 台 の 端末 で総 収 入 は1億4千 万 ドル に達 す る もの と推 定 され てい る。(4)

鯛 の計算サービスを提供 している企業体は4種 にわけら垣 ・すなわち・計算機メー

カーま たは そ の子 会社 で あ るサ ー ビス会社,通 信 会社,独 立 専門 会 社,お よび大 手 ユ ーザ

ーが 自家用 シス テ ムの余 力を 売 る場 合,ζ が あ る。 現 在大 きい シ ェアを存 してい るのは,

GEと,IBMの 子 会 社SBCと で あ る が,独 立 系 会 社 の う ち で はCa11--A-

C。mp。,,,,C。m-Sh・ ・e,Tym・h・ ・e,Al1・n-B・b・ ・ckの4社 が そ れ に 次 ぐ

地 位 を しめ て い る 。 今 後,ま だ ま だ 多 く の 企 業 が 新 規 に 開 業 す るの で ・ 競 争 は 激 化 す る で

あろ う。

技 術的 な方 向は,い ま の と ころ全 く定 ま ってい ない 。 ② す なわ ち・ どの よ うな シス テ ム
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に よ り どの よ うな サ ー ビス を提 供 すべ きか,な どについ ては 見通 しは つけ が たい。

サ'一ビスの 内容 につい て み る と,現 用 の商 用 シス テ ムは,大 部 分 が実 際 上一 つ だ け の

言 語 しか使 用で きない もの で あ る。 た と えば,GEのBASIC,Allen-'Babcock

のPL/1サ ブセ ット,BBNのTELCOMP(JOSS)な どが この例 で あ る。 科

学 技術 計 算 を 目的 とす るの が 大部 分 で あ る ため,FORTRAN,BASICが 殆 ん .ど

で ある。事 務 用 は ま だ例が す くない が,1(eyDataの 伝 票作 成 サ ー ビス,IBM

のDATATEXTサ ー ビスな どが ある。 い ず れ も,機 能 的 にはか な り単純 化 され た も

ので ある。

汎 用 をね ち つた 大規模 システ ム に対 しては,MITのMULTICS,IBMの36

0/67'カMず れ も難行 してい るた め 懐疑 的 で ある。 しか し,中 規 模 の システ ムでSDS'

-940に よる もの が ,現 在Com-Share,Tymshare両 社 を 中心 と してサ ー ビス

に供 さ れて い る が,こ れ らは,将 来 にお い て汎 用 多 目的 システ ムが商 業 ペ ースで 成 り立

つ とい う見 通 しを与 え て くれ る もの,と 評価 され てい る。 ②

こ こで,わ が 国 におげ る状 況 をみ る と,電 気 試 験所,電 気 通信 研 究所 をは じめ,計 算 ・

機 メ ーカ ー,大 学 な どに よ り,い くつ か の シス テ ムが開 発 され てい る。 また,株 式 会 社

電通 はGE625を 導入 して社 内向け のTSSに よる サ ービスを 開始 してい る。 これ ら

は,今 の と ころ実 験 的色 彩 の強 い もの で あるe'商 用 サ ー ビス として は,電 々公社 が 加 入

デ ー タ通信 サ ー ビス を準 備 中で ある。 昭 和45年 度 開始 予 定 の ものは,簡 易 計算,販 売

在庫 管 理,科 学 技術 計 算 の3種 類 で ある。 日本 に おいて も,本 格的 なTSSの 時 代が,

ま さ にむ か え られ よ うと してい るもの と言 うこ とがで き よ う。

3.'1.3計 算 サ ー ビス の諸 方式

(1)各 種 サ ービスの位 置づ け

計算 サ ービス と ひ と くちに言 って も,そ の 内容 は 多岐 にわた る。 サ ー ビス面 か らは,

た とえ ば次 の よ うな 点 につ い て分類 が 可 能 で あ る。

(a)サ ー ビスの特 殊性 一特 殊 目的専 用,一 言語,多 言 語 ない しは汎 用

(b)会 話 的性格 一 レス ポ ンス ・タ イ ムの大 きさ,ま た は 言語 が会 話的 か,コ ンパ イル ・

ゴ ー形式 か リモ ー ト ・バ ッチ か

(c)フ ァイル利 用 一 フ ァイル 無 し,限 定 され た 利 用,汎 用

この よ うな区 分は,計 算 サ ー ビス に限 らず 他 のサ ー ビス分 野 を も包含 で きる。 そ の 広

い体 系 の 中で の計算 サ ー ビス の位 置 づけ を考 え る と,さ き に の べ た と お り,計 算 サ

ー-7'7一



一 ビス とは 特 殊性 が小 さ く,レ ス ポ ンス ・タ イムは極 端 に短 か い必 要 は な く,フ ァイル

利 用 は まず 必 須,と 考 え られ る よ うな もの で ある。

こ うした条 件 を満 す た め に,ど の よ うな処 理 方式 が と られ てい るか を つ ぎに検討 す る。

オ ン ライ ン ・ リアル タイ ム と一 般 に言 われ て い る方 式 は,工 業 制 御 シス テ ムか ら,座

席 予 約,バ ン キン グ ・シス テ ム等 にい た るま で,広 汎 な 目的 に 用 い られ てい る。 この方

式 で は,一 列 に 並ん で 待合 せ てい る処 理要 求 を,順 次 とか ま たは一 定 の選 択順 位 を設 け

て処 理 して 行 く。 一 つ の処 理の た め の プ ログ ラ ムの実 行 は,つ ぎの プ ログ ラ ムが開始 さ

れ る前 に終 了す る。

計 算 サ.ビ ス で,こ のオ ン ラ イン 川 … タ イム方 式 を適 用 し よ うとす ると・ 用途 は

か な り限 定 され た もの とな る。 すkわ ち,TSSの 本来 の機 能 は,処 理時 間 の短 か い ユ

ーザ ーが,処 理 時 間 の長 いユーザーとプ ロセ ッサを共用す るのを許 すことにあ輸 した が って

この機 能 を持 たない オ ン ライ ン ・リアル タ イ ムで処 理 可能 なのは,明 らか に,処 理 業 務

が定 型化 して い て,か つ 処理 時 間 が比 較 的短 か い ものに 限 られ る。 前述 した サ ー ビス の

特 殊 性 とい う観 点 で考 え る と,特 殊 目的 用,ま た は単 一 言 語 で強 い制 限 の おか れ てい る

よ うな場 合 に限 られ る。

TSSは,こ れ に 比 べて 自由度 が 大 きい。 主記 憶 と二次 記 憶 間 で プ ログ ラム をス ワ ッ

プす る こと に よ り,処 理 を入 間 の 思考 に合 わせ て進 め る こ とが 可 能 とな る。反 面,こ の

ス ワ ッピン グは シス テ ムのオ ーバヘ ッドの 大 き な部 分 を 占め るの で,能 率 は高 く保 て な

い。

この対 策 と して,ペ ージ ング方式,ヴ ァーチヤ ル メモ リ方 式,ま た大 容量 磁 心記 憶 方

・欺 ど擁 の方式繍 みられ い・
.い まのと・ろ綻 的といえるものぱ いが・IBM

360/85の ロ ーカ ル メモ リ方 式 な ど今 後 の考 え方 にか な りの影響 を 及ぼ す よ うに思

われ る。

ここで米 国 に おけ る商用 計算 シス テ ムが,ど の よ うに位 置づ け され るか を考 えて み る

と,大 勢 と して 次 の よ うな もので ある。

(a)中 型 計算 機 を 用い たTSS

(、)言 語 は 一蹴 オ ・ ライ・でF・RTRANTVを 使 用 で きる シス テ ムは少 ない ・

(c)フ ァイル は 利 用 可 能

(d)会 話 形 処 理 だ け 。 リモ ー トバ ッチ 併 用 は ま だ 少 な い 。

(。)レ ス ポ ン ス ・ タ イ ム2～10秒 程 度 で40・-50回 線 が 接 続 可 能 ・
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(2)寛 々公 社 の 加入 デ ータ通信 サ ービス

前項 では,計 算 サ ービス に関す る一 般論 をの べ た。 本項 では:具 体 例 と して,加 入デ

ータ通信 サ ー ビス につ いて,そ の特 徴 をの べ る こと と したい 。

加 入 デ ータ通信 の対 象 と しては,前 述 した簡 易 計算,販 売在庫 管理,科 学技 術 計算 の

3種 の他 に も,将 来 は情 報 案 内,教 育,キ ヤ ツシ ユレス な ど広 汎 な分野 の ものが 考 え ら

れ る。 当面 は,需 要 見 込,技 術的 難 易度kど を 考慮 して,上 記3種 が選 定 さ れ,現 在 準

備 が す す め られ てい る。

表1 サ ー ビ ス 内 容 の 概 要

＼ サービス種別、

サ ー ビス 内 容
簡 易 計 算 科 学 技 術計 算 販 売 ・在 庫 管 理ヤ

処理形式 即時処理 即時処理 即時処理
一括処理 一括処理

端末で受ける 直接計算 フ ァイ ル の 作 成, 伝 票 作 成 フ ァイル更
'処

サ ー ビ ス 定義計算
ライブラリ計算

加入者 プロ グ ラ ム

作 成 ・実 行,ラ ィ

新
フ ァイル問 合 せ

理 ブ ラ リ計 算

内
加入 者 プ ログ ラム作

容 セ ン タで受 け な し 大 量 デ ータの 印刷 成,フ ァイル初期 作

る サ ー ビス 成,日 報 ・月 報 の印

刷

定義式5個 お よび 共 用の一 時 プ アイ 専 用 の加入 者 フ アイ

定数または中間結 ル に ス トア で き る ルを貸与する

加 入 者 フ ァイル 果10個 を一 時的 ほか専用の加入者
に ス トア で きる プ アイルを貸 与 す

る 。

加入者が端末から使 指示(押 しボ タ ン タ ー ミ ナ ル ・ コ マ タ ー ミ ナ ル コ マ ン ド

用できる言語 操作 に よる)お よ ン ドとFORT一

び特定様式の言語 RAN

高次方程式, 左記 のほ かLP, 業種別の標準 パツケ

連立方程式, PERT,シ ミ ユレ
一 ジ ・プ ロ グ ラ ム

ラ イ ブ ラ リ 数値積分,平 均分 一 シ ・ン 等

散,分 散分析等 多数

加入者 押 ボ タ ンダ イヤル キ ー ボ ー ド キ ー ボ ー ド

宅内装置 電 話 機,簡 易 プ リ プ リン タ(注) プ リン タ(注)

ン タ

(注)紙 テ ー プ リ ー ダ'パ ン チ つ き
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これ ら3種 の サ ー ビス内容 の 概要は,表1(1)va示 す とお りで ある。 前 項 で のべ た 計算 サ

ー ビス と しての 特殊 性 とい う点 か らなが め る と,つ ぎの よ うに在 る。

(a)販 売 在庫 管 理 一特 殊 目的 シス テ ム

(b)簡 易計 算 一 特殊 な単一 言 語 シス テ ム

(c)科 学技 術 計算 一 汎 用 シス テ ム(当 面はFORTRANの み に限 定 され る)

販 売 在庫 管 理 サ ービスは,計 算 サ ー ビス とい うよ りは,'フ ァイル 更新,維 持 を 目的 とす

る。 各種 伝 票の発 行,フ ァイル 内容 の 問い 合 わ せ等 は,オ ン ライ ンで可 能 で あ る。 日 々の

トラン ザク シ ・ン情 報 は,ジ ャーナル と して磁 気 テ ープに記録 さ れ て行 くの で,こ れ を分

類,集 計 して週報,月 報等 が作 成 さ れ る。

伝 票 作成,問 合せ は.,一 件 あた りの 処 理時 間 が 短か くか つ比 較的 定 形 化 さ れて い る の で

TSSに よる必要 は な い。 す な わ ち,一 件 の処 理 ご とに該 当す る プ ログ ラ ムを読 み 込ん で

くる。 各 トランザ クシ ・ンは 相 互 に独 立 で あ る。 この よ うな方式 を と る こ とに よ り,処 理

可 能 回線数 は か なり 大 き くで きる。

簡 易計算 は,宅 内装 置 と して押 しボ タ ン ・ダ イヤ ル電 話機 を用 い る,き わ め て ユニ ーク

な シス テム で ある。 回 答は,音 声 応答 装 置 か らの 音 声に よ つて与 え られ る。 サ ー ビス 内容

は,入 出力 の点 で人 間工 学 上 ある制 約 内に と どま らざる を得 ない 。 しか し宅 内装 置 が ご く

安価 な こ と,か つ非 常 に 多数 用 い られ るで あ ろ うか ら,き わ め て大衆 性 の高 い サ ー ビス で

ある。

操作上は・最近普及しつつある電子式卓上計算機にくらべて劣ることはやむを得ない。
'三

しかし,簡 易な印字装置などを付加すれば,か な砂 の程度までこの欠点を克服できる。一

方,質 的緬 ではライカ 　として麺 り高瞬 も碗 で組みこめるから・卓上計餓 と

は 違 った独 自の分 野 を確 保 する ことに な ろ う。!'

この簡 易計 算 も㌃ 処 理 方式 上 は ス ワ ッピング を必 要 と しない 。

シ ステ ムの 構成 は,っ ぎに説 明 す る 科 学技 術計 算 ザ ニ ビスを含 め て,・い ずれ も待機 予備 方

式(デa－ プ レ ック ス)を と6て い る。 す な わ ち,2台 の 中央 処理 装 置 の うち,1台 を オ

ンラ イ ン処 理(即 時 処 理)に 用 い,他 の1台 は オ フ・ラ イン処 理(一 括 処 理)toよ びオ ン ラ・

イ ン側 ダ ウ ン時 の予 備 装 置 と して 旧い られ る。

'科 学技 術 計算 シス テ ムで は
,一 括 処理 が完全 に オ フ ライ ンの処理 では 左 い点 が,す こ し

異 な ってい る。 す な わ ち,図1の よ うに,2台 の処 理装 置 は プ アイル を介 して デ ータの受

け渡 しを行 な ってい る。(5)そ の他,こ の システ ムめ 主 な特 徴 をあげ る と次 の とra・りで あ る。
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⊥_、
モニタ

プログラム

(一 括)

#1

加入 者 プ ロ

#2

グ ラム

中央処理装置#2

?

図1科 学 技術 計算 シス テ ムの 概念 図

,'・

(a)TSSに よ る 処 理 と,リ モ ー ト ・バ ッチ 処 理 が,2台 の 処 理 装 置 で 別 々 に実 行 さ れ

る。 ユ ー ザ ー は,会 話 的 処 理 の 便 利 さ と リモ ー ト ・バ ッチ 処 理 の 能 率 の 良 さ と を
,適

宜 使 い 分 け る ζ と が で き る。

(b)上 記2つ の 処 理 間 で は,メ モ リサ イ ズ,プ アイ ル 数 な どの 違 いは 当 然 あ る 。 しか し,

ソ ー ス ・モ ジ ュール,オ ブ ジ ェ ク ト ・モ ジ ュール, .ロ ー ド ・モ ジ ュ ール の 各 レ ベ ル に

お い て 互 換 性 が あ る 。

(c)FORTRANJIS7000レ ベ ル の 言 語 が 使 用 で き る。
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(d)会 話形 処 理 の 利点 を生 か す た め,FORTRAN構 文 チ ェ ッカ,デ バ ッグ用 コマ ン

ドが 用意 され て い る。

(e)コ マ ン ドは,投 入 の容 易 さを考 慮 して英 語 で ある が,シ ス テ ムか らの メ ッセ ージは

カナ を 用い る。

(f)加 入 者 用 プ アイル には,作 成 した プ アイル を登 録,保 存 して む くため の もの と,作

業 用 の一 時 プ アイル とが ある。

(g)リ モ ー トバ ッチ処 理 が終了 す る と,シ ス テ ムは 自動的 に加入 者 宅 内装 置 を呼 び 出 し

て,結 果 の送 出を行 な う。、

3.1.4計 算 サ ー ビス の問 題 点

計 算 サ ー ビスは,目 下 非常 な拡 張期 にあ り,技 術 的 に も多 くの 問題 が ある。 こ こでは,

前 項 ま での べて きた動 向 の 補足 と して,い くつか の問 題 点 につ きふ れ る こ とに した い。

(1)TSSと バ ッチ処 理 の経 済性 の比 較 につい て は,多 くの議論 が展 開 され て きた。

この点 に おげ るTSSの 基 本 的kメ リ ットは,い わゆ るGroschの 法 則 に した が う大

規模 化 の メ リ ットで ある。 これ に対 して,費 用面 で マ イナス と考 え られ るの は,端 末 装

置 お よび回 線 の コス トで ある。 さ らに,間 接 的 に は,通 信 回線 を経 由す る サ ー ビスで あ

る こと に と もな う障 害対 策,フ ァイル ・シス テ ム等 の複 雑化 が コス トに加わ る。 こ こで

計 算 機本体 の コス トは急 速 に低 下 してい るの に,通 信 回線 の コス トは 加入 者 ごとに電話

局か ら線 をひ くこ とが ど うして も必 要に な るた め,そ れ程 下 る とは 期待 で きない ことに

注意 を 払っ て お か なけ れ ばな らない 。

経 済性 の問題 に関 しては,い ろい ろ異 論 もある が,つ ぎの よ うな考 え方(6)が一 応 の結

論 で ある とお もわれ る。 すkわ ち,TSSを 用 い る と人 間 の側 の能 率 は 向上 す るが,多

くの 計 算 機時 間 が必 要 に な る。 利用 者は 多 くの場 合,TSSに 好 意 的 であ る,と い うも

の で ある。

量 的 に み た計 算 能力 に つい てのみ で あれ ば経 済 比較 に よ り判 断 を下 す こ とは で きる。

機 械利 用の 能 率 とい う点 でみれ ば,バ ッチ処 理 の方 がす ぐれ て い る こ とは 当然 で ある。

た と えば,7094を 使 用 した バ ッチ処 理 で1時 間か か る プ ログ ラムを,QUIKT-

RANに よ り40個 の コ ンソ ール の1つ を通 レて処 理 す れ ば,1ケ 月程度 か か る とい う

見 積 りす らあ る。(7)

しか し,TSSは こ うした比 較 のみ で評 価 して は な らない 。TSSは,計 算 機 の可能

性 の範 囲 を拡 張 す る もので あ つて,新 ら しい 需要 を創造 す る もの で ある。 した が つて・
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経 済性 は 本 質 的 な問題 では な く,新 らしい 応 用分 野 の 開拓 こそがTSSに つ い て の今 後 ・

の責 務 で ある。

② 計算 サ ー ビスの 対 象範 囲 の拡大

こ こで は,2つ の 面 につい て考 察 す る。

第一 は リモ ー トバ ッチにつ い て,第 二 は 汎 用性 へ の 一 ス テ ップと しての事 務 処 理へ の

適 用 につ い て で ある。

前述 しkと お り,TSSは 機械 の能率 とい う点 で は バ ッチ に劣 る。 したが つて,こ れ

を利 用 す る のは,新 ら しい プ ログ ラム の作成 とか,人 間 と機 械の相互 作用が 有 効 に利 用

で き る よ うな場 合 が望 ま しい 。 ユ ーザ ーの介 入 を 必要 と しな いす でに 作成 ず み の プ ロ グ

ラム の処 理 を行 な う場 合は,会 話的 機 能 は あま り役 に立 た ない。 した が つて,リ モ ー ト

バ ッチ は,TSSと 補 完 的 な機能 で あ る と言 え る。 一 つ の シス テム内 で こ の2つ が コ ン

パ テ ィプル に な つてい る こ とは きわ めて 望 ま しい が,さ き にのべ た とお り寛 々 公社 の シ

ス テ ムで は これ を実 現 す る こと と してい る。

つ ぎに事務 処 理へ の適 用 につ いて は,科 学 技術 計算 に く らべて か な りお ぐれ て い る。

純事 務 用 とい うこ とで注 目され たKey-Data社 の システ ム も,そ の後 の実 績は あ

ま りかん ば し くない よ うで ある。IBMに よ る文 書 編集 の サ ービスが 最近 か な り拡張 さ

れ てい る が,事 務 処 理 の分 野 での本 命 で あ る とは 考 え られ ない。

事 務 計 算 分 野へ の 適用 が お くれ た理 由 と して,次 の よ うな ものが あげ られ て い る。(3)

(a)事 務 計 算 を必 要 とす る層は,計 算 機 に 関す る経 験 が す くなか つた。

(b)彪 大 な事 務 用 プ アイル を 自由に取 扱 うた めには,現 状 では 記憶装 置 に関 す る制約 が

大 きす ぎる。

そ の他 に,広 範 な適 用範 囲 を持 つ有 効 な プ ログ ラム ・パ ッケ ージの 開発 とい う困 難 な

問 題 が あ る。 この点 は,米 国 に おい て も 目下 の所 解 決 策 は 見い 出 されて い ない 。

ま た,事 務処 理 シス テ ムに つい て は,障 害 に対 して特 にフ ァイル は厳重 な保 護 策 を

講 じて おか ね ば な らない。

事 務 処 理 の問 題は, .リモ ー ト・バ ッチ よ りは 難 か しい が,潜 在的 には きわ め て大 き

な マ ー ケ ットで あ るだ け に,プ アィルの 取 扱 い を中心 と して今 後 多 くの努 力 が払 わ れ

て 行 くこ とに なろ う。

(3)シ ス テ ムの信頼 性

米 国 に おけ る商 用 シス テ ムは,大 部 分 が予 備 系 な しの シ ングル ・システ ムで ある。 い
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まま で の と ころ,信 頼性 に関 す る苦 情 は それ 程大 き くは たい よ うで ある。 しか し,今 後

適 用 領域 が拡 大 され,ま た機 能 も次 第 に複雑 化 す る ことを考 えれ ば,い つ ま で も今 の水

準 で 良 い とは 思わ れた い 。

ハ ー ドウ ェアの 素子 レベ ルで は,信 頼 度 は非 常 に改 善 され てい る。 しか し,シ ス テ ム

規 模 の 拡大 もい ち ぢる しい の で,系 全 体 と してみ る とあま り良 く友 っては い ない。 した

が つて,ソ フ トウ エア的 な手 段 に よ り,信 頼 度 を更 に高 め る こ とが 望 ま しい。

か な り古 くか ら注意 が 払 わ れ て きた のは,加 入 者 プ アイル 内 の情 報 の保 護 に つい てで

ある。一 般 に行 なわ れ る のは,適 当な タイ ミング で ア ァイル の コ ピ ーを磁気 テ ープへ と

つて お くこ とであ る。 この 周期 を あ ま り長 くしては 保 護の 効果 が 低 くな る。 さ りとて,

頻 度 を高 くす る と処 理能 力 に影響 す る。 ま た,復 旧に 要す る時 間 の要 素 も考 えて お か ね

ば 友 らない 。 した が つて,一 日な い し一 週 間間 隔 で全 部 の 内容 の コ ピ ーを と り,数 時 間

間 隔 で その 間 隔内 に 内容 の変 更 が行 なわ れ た分 につ いて の み コ ピ ーを とる とい つた,組

合 せ が 考 え られ てい る。

そ れ 以 外の 障害 に つ いて も,最 近 あ る程 度 の検 討 が行 なわれ る よ うに な つて きた が,

(8)商用計算 サ ー ビスの分 野 で は コス トとのか ね 合い で ほ とん ど考慮 され てい な い の は前

述 した とお りで あ る。 将来,マ ル チ コン ピ ュータ ・シス テ ムが 用い られ る場 合 に は ・ハ

ー ドウ エア の一 部 分 の障害 が全 体 にお よぷ こと のたい よ うな 対策 が必 要 とな る。 しか し

再 開 点 の設定,そ のた め の情 報 の確 保,プ アイ ル障 害時 の対処 な ど,比 較 的小 さ な シス

テ ムで す らすべ ての場 合 を洗 い 出す こ とは,イ ン プ リメンテ ーシ ・ン上 もきわ め て難 か

しい。 今後 の 大 きな課 題 とい え るが,こ こで は,一 例 として電 々公社 の科 学 技 術計 算 シ

ス テ ムに おけ る信 頼性 確 保 のた め の 対策 の主 な ものにつ い て のべ る こ と とす る。

(a)中 央 処 理 装置 を デ ュ ープ レ ック ス構 成 とす る こ とに よ り,サ ー ビス再 開 まで の時

間 を短か くす る。

(b)本 体装 置 を,周 辺 機 器 に 対 して対 称 に構 成 す る こ とに よ り,障 害 回 復 時 に も との

配 列 に 切 り戻す 必 要は ない。

(c)主 な周辺 装 置 は2重 化 す るか,ま たは 予備 装 置 を設け る。

(d)加 入 者 プ アイルの 内容 は,夜 間 コ ピ ーを とるほか,オ ン ライ ン処 理 中 も フ ァイ ル

更 新,登 録 な どの際 に 磁気 テ ープヘ コピ ーす る。

(e)処 理 中の各 タ イ ミン グで チ エ ツク ・ポイ ン ト情 報 を と り,障 害回 復時 の再 開 を 円

滑 に行 なわせ る。
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(f)シ ス テ ムの過 負荷 に 対 して,ス トール状 態 とftら ない よ うに,検 出お よび措 置 のた

めの機 能 を 用意す る。

(g)電 話網 を通 した広 汎 な加 入 者 に対 す る 障害 対策 の た め,セ ン タ ーに 試験 受 付装 置 を

設 置 す る。 加入 者 に対 す る 案 内用 窓 口の 役割 も兼 ね させ る。

(h)シ ス テ ム内各 装 置 の動 作状 態 を集 中的 に監 視す る装 置 を設け る。.表示 ラ ンプ,警 報

ブザ ー,押 し ボタ ン ・ス イ ッチ な どを持 ち,装 置 の切 りか.えも こ こで行 な う。

(4)機 密 保持 ■

不特 定 多数 の ユ ーザ ーが 共 同利 用 す る シス テ ムでは,ユ ーザ ーの情 報 の機 密 を保 持 す

る こ とは き わめ て重 要 で あ る。 これ は,通 信 の秘密 を保 持 す る と同 等 の レベ ル で考 え る

べ き性 質 の もの で あ る。1

機 密保 持 のた め の一般 的 方 法 は,パ ス ワ ー ドに よる方 法 で ある。(9)パ ス ワ ー ドはt,他

人 に知 られ て しま うと保 護 機 能 が 左 くな つて しま うの で,乱 数 を用 い て 暗号 化 す る方 法

も試 み られ てい る 。(10)

寛 々公 社 の シス テ ムで は,こ れ よ り もさ らに機 密 保 護を 厳重 に行 な うた めの 手 段 を設

け てい る。 す なわ ち,宅 内装 置 に組 入 まれ てい る 工Dコ ー ド(加 入 者 識別 符号),SA

コ ー ド(相 手確 認 甲局 指定 符 号)を 利 用 す る方 法 で ある。

通 話 開始 時 には,ま ず 端末 側 か らIDコ ー ドを送 って 自己 を表示 す る。 セ ン タで は,

す ぐ登録 者 リス トのIDと 照 合 し,OKで ある とそ の端 末 のSAコ ー ドを探 し出 し返送

す る。 これ が,そ の 端末 が 持 ってい るSAコ ー ドと一 致 しなけれ ば通 信 は 開始 され な い。

加 入 者 プ アイルへ の ア ク セ スの た めに は,こ の よ うに して2重 に確 認 さ れたIDコ ー ド

が必要 とされ る の で,機 密 保 持は パ ス ワ ー ドだけ に よる場 合 より,は るか に確実 で あ る。

この シス テ ムでは,普 通 のパ ス ワ ー ドも使 用 で きるが,こ れ は 加入 者 内 部で の利 用者

制 限 とい う補 完 的 な役割 を果 す もの と考 え られ る。

機 密保 持 を一 層確 実 に す るた め に は,加 入者 端 末 が収 容 され てい る電 話交 換 機 で行

な う方法 が ある。現 在 用 い られ て い る交 換機 は そ のま ま では この機 能 は ない。 しか し,

将来 に お いて電 子 交換 機 が 利 用 され る よ うにな れ ば,デ ータ通信 シス テ ムが,電 気通 信

網 の こ うした 機能 を利 用す る こ とは,当 然検 討 され て よい とお もわれ る:

㈲ 標 準化

計 算 サ ー ビス を利 用す る人 口が増 大す るに つれ て,標 準 化 に対 す る要 望 は 大 き くな つ

て くる。標 準化 の 対 象 と考 え られ る ものは,加 入 者 コマ ン ド,お よび プ ログ ラム言 語 で

一85 ,一



あろ う。 フ アィル ・シ ステ ムに つい て も,こ れ らの標 準 化 を可 能 にす る程 度 には 、 当然

の こ となが ら統 一 が は か られ て いな けれ ば な らない 。

この うち,プ ログ ラ ム言 語 に つい ては,す でに・ISO,JISで 作 業 がす す め られて

お り,FORTRANとALGOLに つ い ては,す でに規 格 が でき てい る。 寛 々公社 の

シス テ ムで も,当 然 の こと なが らJISに 準 拠 したFORTRANを 使 用す る こ と と し

てい る。

コマ ン ドに つ い ては,見 通 しは くらい。 一 般 に,オ ペ レ ーテ ィン グ ・シス テ ムを標 準

化 しよ うとす る と,シ ス テ ム制 御 カ ー ト㍉ メ ッセ ー ジの 書式,コ ニ リン グ ・シ ーケン ス,

レ イベ ル記法 左 どが 対 象 となる。 回今 の と ころ統 一 へ の動 き もほ とん どない し,ま た思

想 的 に もま ちま ちで ある た め,あ ま り見 通 しは な い。 しか し,コ マ ン ドにつ い ては,オ

ペ レ ーテ ィング.シ ス テ ム全 部 を統一 す る よ りは可 能 性 が大 きいSた だ しTSSに 関 し'

て標準 的方 式,手 法 とい え る程 の ものは まだ ない の で,米 国 におい て も今の と ころ動 き

は ない よ うで ある。

しか し,今 後 シス テ ムが大 規模 化 す るに つれ,そ の開 発 期 間,費 用 も大 き くな らざる

を得 な い の で,計 算 サ ービスを 提供 す る側 か らみ て も,そ の 寿命 は で きるだ け 長い こ と

が必 要 で あ る。 この必 要性 か らも,標 準 化 へ の動 きは 今 後 と も努 力 が続 け られ るで あろ

う。一 つ の理 想 と しては,電 子 計算 機 方式 が素 子 の 技術 か ら独 立 の 生命 を有 す る こ とが

望 ま しい よ うに,ソ ラ トウエ アが特定 の電子 計 算機 か ら独立 した存 在 となる ことで ある。

これ を ね らい と して,シ ス テ ム ・プ ログ ラムをPL/1な どの高 レベ ル言語 で記述 す る

た め に多 くの努 力 が な され てい るの で,⑫ い ずれ は こ うした理 想 を 達成 され る こ とに な

ろ う。

3.2.5む す び

以上,遠 隔 計 算 サ ー ビス の現 状,お よびそ の問 題 点 の若 干 につ い て のべ た。 本文 にお

い て記 した通 り,こ の分 野 は変 化 が きわ めて激 しい 。 わ が国 におい て も,商 用の遠 隔 計

算 サ ニ ビスが,45年 度 開始 を 目途 と して 寛 々公 社 の 手 で準 備 がす す め られ てい る。

この よ うな状 況 を 背 景 と して,遠 隔 計 算 サ ー ビスの 技術 は,こ こ数 年 で急 速 な変 貌を

を とげ る こ とが 予 想 さ れ,動 向 にっ ら ては 注 目が怠 た れ ない 。』
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ろ.2自 動 遠 隔 検 針

デ ー タ通 信 の発 達か ら,電 子 計 算 機 と通 信 回 線を結 ん で,遠 隔の 地 に あ る計 測器 類 の 指示 値

を 自動 的 に読 み取 って,こ れ を磁 気 テー プ,磯 気デ ィスクな どの フ ァイル に書 き込 む とい うこ

とが可能 にな って きた。 す な わ ち,メ ー タ類 の 自動 遠 隔検針 が可能 にな った の で あ る。

従来 か ら,電 気,ガ ス,水 道 な どの 家庭 用 の メー タ類 は,検 針員 が一 軒 つつ 廻 って歩 い て,

検 針 し,こ れ を記 録 して前 月の 指示 値 との 差 し引 き を して,当 月 分 の使 用量 を算 出決 定 して,

集 金員 が これ を集金 して歩 い て い る ので あ る。 加 入 者 の数 が少い うちは,一 応 これ で用 が 足 り

てい るが,一 部市 内の 加入 者 数 が数 十 万,数 百 万 とい う膨 大 な数 に 達 し,検 針 員,集 金 員 の人

件 費 が 昂騰す る よ うにな り,ま た,労 働 力不 足 に よって これ らの人手 が得 られ な くな れば,何

らか の改 善 手段 が考 え られ なけ れ ば な らな い。 また,人 手 に よる検 針 では,計 量 値 の よみ 違 い

や,計 算間違 い な どが問 題 とな る ため,電 気,ガ ス,水 道 な どの事 業会 社 では,検 針方 法 の改 ・

善 に意 を用 い てい る。

これ らの努 力 の一 環 と して,遠 隔 検 針,自 動 検 針 な どが検 討 され,過 去50年 間 に,メ ー タ

を遠隔 地 か ら自動 読み と りす る 方法 が多 くの人達 に よ って 計 画 され て,数 々 の方 式 が提 案 され

て きたo一 般 家庭 用 の メー タ類 に対 す る遠隔 自動 検 針 は,未 だ実 用 の域 に達 して は い ない が,

これ を応 用 した工 業 用 メー タの 読 み取 りには 実 用 され てい る もの もあ るo

一般 家 庭用 の メー タ類 の読 み 取 り方法 の改 善 策 と して,(1)写 真 に よる計 量 値 の撮 影,② メー

タのテ ー プ.パ ンチ方 式,(3携 帯 用 テ ー プ レ コーダ に よる方 法,(4泊 動 パ ンチ.カ ー ド方 式,.

(5)OCR(Opticalcharacterreader)方 式,な どに よ って,検 針 員 の負荷 の軽

減,計 算 集 計事 務 の能 率化 が検 討 され て い るo

これ らは,い ず れ も自動 遠 隔検 針 へ の一 段 階 と考 え られ て い るが,直 接 自動 遠 隔検 針 に つな

がる もの では ない の で,こ こで は これ らの説 明は 省 略 し,現 在 ま で考 え られ てい る 自動 遠 隔検

針 の主 な る方 式 につい て そ の概 要 を解 説 し,現 在 電 電公社 で 開発 中 の方 式 に つい て も多少 ふれ

る こ とに す る0

3.2.1自 動 遠 隔検 針 の 必要 性

人手 に よる検 針 では 戸別訪 問 が 不可 欠 とな るの で,相 手 の状 況に よ って検 針 が非 常 に 困難

にな る場合 が生 じ,外 国 の例 に よれ ば,最 近 これ に よる トラブ ルが検 針能 率 の低 下 を ま ね く

に至 った とさ え言 われ て い る。 そ の主 な原 因 は,(1)多 くの家 庭 の主 婦 の就 労 に よ る不 在,(2)

勤 労者 の レ ジ ャー ブー ム に よる 遠 出の た めの不 在,(3)昼 間無 人世 帯 の増 加傾 向,な どで あ る

と言 わ れ,わ が国 で も大都 市 に お いて は,除 々に この よ うな傾 向が 現 わ れつ つ あ る こ とは 否
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■

φ,

定 で きないo

この点,自 動 検針 では,'計 量 値 を計算 機 入 力 と して簡 単 に磯気 テー プ,磯 気 デ ィス クな ど

に記 憶さ せ る ことが で き,ま た必 要 な 時は い っ で も検針 が で き,負 荷 の 状 態 が常 に把 握 で き

る の で負 荷 制御 に利 用す る こ と もで き るo時 間 に よる計 量 も 自由に行 な う ことが で き る}等

の幾 多 の利 点が ある。

こ こで,自 動 遠 隔検 針 と して の技 術上 の問 題 点 をあげ れば,

(1)ガ ス,電 気,水 道 な どの メー タ類 の 指針 値 を 電気 的 に取 り出す こ とo

(2)取 り出 した 指針 値 に相 当 す る 電気信 号 を伝 送 で きる符 号 に変換 す る装置 を 作製す るこ。

(3)中 央 の計 算 セ ン ター まで,こ の符 号 を伝 送 す る こ とo

(4)中 央 の計 算 セ ン ター に おい て は,こ れ を受 信 して,処 理 し,結 果 を 記 録す る こ とO

な どが あ り,各 項 目 とも非常 に大 きな問題 を かか え てい るo

伝 送路 を新 た に設置 すれば 莫 大 な 資金 が必 要 で あ るため,電 話 線 配 電 線 な どを利 用す る

こ とに よ って解 決 を はか り,ま た 端末 装 置 の値 段 を下 げ る ため には種 々 の方式 が考完 さ れ て

い るo以 下 これ らの 問題 点 と各 種 方式 に つ い て 説 明す る。

3.2.2自 動 遠 隔検 針 の諸 方式 を大 き く分 類 して み る と,

(1)走 査 方 式

② 直 読 方 式

(3)中 継 方 式

(4)そ の 他

に分 け る こ とがで き る。 これ らの 各種 方 式 に つ き代 表 例 を あげ て説 明 し,そ の他 多 くの 実験

例 の概 要 を つけ 加え るo

(1)走 査方 式 とは,計 量の1単 位 毎 に メー タか ら情報 を取 り出す よ うに し,検 針 セ ンタ ーは

伝送 路 を通 して これ ら多 数 の メ ー タを周 期 的 に 常時 走査監 視 し,メ ー タか らの1単 位毎 の

情 報 を 読取 り,各 メー タ毎 に積 算 して集 計 す る方 式 で あるo

『こρ 方 式 では読 取 り
の た め の走 査周 期 は 単 位計 量 の 消費時 間以 内にす る必要 が あ り・ 従

って相 当短 か い 周期 で,し か も常 時 走査 しな け れ ばな らないか ら,伝 送 路 と して は専 用 線

を用 い なけ れ ば な らない。 この 方 式 の特 徴 は メー、タの構 造 が極 め て簡単 で よい こ とで あ り,

ま た一 つ の伝 送 路に 多 くの メー タを並 列 に 接 続 し,そ れぞ れ異 な る情報 を送 出 す る よ うに

して お けば,伝 送 路 と して の専 用 線 の数 は 非 常 に少 な くて すむ利 点 が ある。 この方 式 にお

い ては 各 メー タの積 算値 は 常 に検 針 セ ン ターに あ り,従 って この デ ー タは 料 金 計算 以 外 の

一89一



目的に これ を使用 す る こ とが容 易 で あ るo

この方 式 の代表 的 な 例 と して,GE社 の検 針 方 式 が あ る。 第3.3.1図 はそ の ブ ロ ック図 で

で あるo
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中 央 装 置

第3.3.1図

ひ

6

この方 式 では 各 メー タは第3.3、2図 の よ うなそ れ ぞ れ異 な る 固有 の 周波 数の 共振 回 路 を

もち,接 点Sが メー タの 単位 計 量値毎 に 閉 じる よ うに な ってお り,そ の 電流特 性 は第33.3

図の ように な るo

も
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第3.3.3図 変 換 回 路 の 共 振 特 性

これが メー タ読取 線 に 多数 並 列 に接続 され て お り,検 針 セ ンターは これ を周波 数 掃 引信

号 で走 査 し検 出す るo走 査周 期 は75秒 で1回 当 り100個 の メー タ を走査 し,こ れ を

10回 の 走査 に よる10組 計1,000個 の メー タの走 査 を もって1周 期 としてい る。 従

って,各 メー タは75秒 間 隔 で走査 さ れ,1個 当 りの読 取 り時間 は75mSと な る。 この

10組 .1,0)0個 の メー タは1個 の端末 制 御 装置 を通 して・ こ こか ら検 針 セ ンター ま で2

対4線 で 導 き計 測情 報 を送受 す る よ う設計 さ れて い る。 なお 端末 制 御 装置 か ら検 針 セ ンタ

ー'91一



、

.一 ま では 音 声周 波 のAM方 式(amplituqemodulation)に より情報 を伝送 す

る。 また,メ ー タ読 取 走 査用 の 周波 数 掃 引信 号 と して3.5KH:z～41KHzを 使 用 して

いるo

これによって音声電話信号との漏洩による相互干渉を避けており,ま た場合によっては

一般加入電話回線を共用出来る可能性 もあると言われている。ただ しtGE社 での試験に

ょれば,音 声信号 と掃引信号 との分離フィルターがかなり高価になり,結 局伝送路を共用

しない方が経済的であるとしている。第3.Ei.4図 に端末制御装置,第3.3.5図 に検針セン

ー装置のブロック図を示す。'ぶ"・

'
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端 末 制御 装 置 へ
〔 〈 一、

⑨

…仁 鷲τ

リセ ッ ト

発 振 器

十

磁気テープ装置

または電子計算機

←

バ ッ フ ァ

←

← ・

変換回路

(信 号音→電圧)

s

唾

ライ ン ス イ ッチ

第3.3.5GE社 方 式 の セ ン タ 装 置 ブ ロ ッ ク 図

・◆

●

、

(2)直 読 方 式

この方 式 は計 量値 を示 す メー タの 指針 値 をその まま 電気 的符 号 に対 応 す る形式 で とり出

し・さ らに これ を伝 送 し易 い信 号 系 陥変 換 して検 針 セ ン ター に送 る方式 で あ るo

この方式 では,1個 の メー タの検 針 に要 す る時 間 は高 々数 秒 以下 で あ り,し か も月1回

程度 の検 針 で よいな らば,特 に専 用 線 を設 け る必要 は無 く,当 然 他 の線(例 えば,電 話 線)

の利用 が考え られ るo

この場 合,一 般 加入 電話 線 を利 用 すれ ば,交 換 機 に よる選 択 が可 能 とな り,高 能 率 の 自

動遠 隔検針 シス テム を構成 す る こ とがで きるoし か し,メ ー タ毎 に積 算 値 の読 取 機 構 とそ

の読取 値 の送 信装 置 を設備 す る必要 が あ るた め,こ の端末装 置は 比較 的 高価 な もの とな るo

この方式 の 代表 的 な例 と して,ト ラン ジテ ル社 の方式 が ある。 この方 式 では メー タの積

算 には第3.3.6図,第3.3.7図 の よ うに4桁 の連動 ギヤを使 用 し,こ れ に直 結 した コー ド'

板 に よって積算 値 を2進 の 電気 符 号 に変 換 し,検 針 時 にセ ン ター側か ら送 出 され る起動 信

号 に よって,4桁 の 積 算値 を順 次2進 符号 で返送 す る もので あ る。 ・
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この方 式 では 電力量 だけ で な く,ガ ス な どの計 量値 もひ とま とめ に して,順 次 返 送 で き

る よう設 計 さ れ てい る。 ま た,ア パ 一一ト等 の メー タ密度 の高 い所 ではp1回 の起 動 信 号 に

よって 多数 戸 の検針 が順 次 出来 る ように も考 え られ てい る。1つ の メー タの検 針時 間 は 約

1.5秒 で あ り,各 桁 の符 号は 時 間割 で送 られ るが,こ の手 段 と して 「プ ログ ラマ」 と称 す

る多 接 点円板 を機 械 的 に ブ ラシで回 転走 査 す る単 純 な 方式 を とっ てい るの が特 徴 で あ る。

このTransitel社 の 試験 はALIT(自 動 回 線絶 縁 試験 装置)と 称す る装置,自 動

ダイ ヤ ル装eSteよ び 電子 計 算機 を組 合 せ て,第3.3.8図 の構 成 に よ り・一一般 電話 回線 を使 用

して実 験 が行 な われ た。 この試 験 の報 告 に よれば,技 術 的 には 殆ん ど問 題 は な く,経 済 的見

見 地か らの検 討 の みが あ とに残 され た と言 わ れて い るo

膓

・

F

・
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(3)中 継 方 式

中継方式とは,メ ータからの単位読取の情報を一度中継点に送 り,こ こで積算 した計量

値を検針時にセンタからの要求によって返送 し読取るもので,前 記二者の混合された方式

であるo

この方式では走査方式と同様に簡単なメータが使用できるが,中 継点に多数の積算用レ

ジスタを集中して設置すれば,各 戸のメータから中継点までそれぞれケーブルを引く必要

があり,各 戸が散在しているときは線材費が高価につくoま た逆挺,積 算用レジスタを各

戸に分散すれば,直 読方式とほぼ同じ形態となり,こ の方式の利点はな くなるo

この方式の代表的なもの として,わ が国の電気計器検定所の方式がある。第3.3.9図 に
サ

そ の メー タ構造,第3.3.10図 に方式 の プ ロ プク図 を示すoこ の方式 では 中 継 点は配 電用

変圧器 付 近 とな ってteり,同 一 配 電系 統 にあ る10～20戸 が一 群 生な って 中継 され 計測

さ れ る よ うに な ってい るo伝 送 路 としては 各 戸の メー タか ら変 圧器 ま では計 測線 を電 力引

込線と並行に引き,中 継点からは一般加入電話線を利用するようにしてお り,伝 送方法は

FS50ボ ー で あ るo

㌧ エライ噛

第3.3.9図 電 気 計 器 検 定 所 方 式 メ ー タ

ー98一

6



ー

1

…

一

一

-

一

一

一

一

ー

ー

1

一

一

一

一

1

-

1
.
ー

ー

L

送
受

切
換

ス
イ

ッ
チ

電話交 換機

回 路

プ リン タ

制御 回 路

い
|

1

1

1

デ ー タ受 信 装 置(親)ll

_」L_

一 ー 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 「

1

送 受 切 換 ス イ ッチ1

S

調

F

変

符号化

回 路

電 磁

カ ウ ンタ

磁

ウンタ
ー

プ・グ・・国司

}
|

デ ー タ送 信 装 置(子)1

________」

●

第3.3.10図 電 気 計 器 検 定 所 方 式

(4)そ の 他

以上の他,配 電線と電話線の混用等非常に特殊なものも考えられているが,い ずれも前

3者 に類似のものか,混 合形態のものとなるようであるo

以上に例示 した,検 針方式の他,各 国で検討されている種々の実施例について,次 に簡

単にふれておくo
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ω ロン ドン電気 局 の各種 方 式

(a)レ ピー タ方 式

第3.3.11図 に示 す ように,計 器 に 機械 的 接点 を とbつ け,1KWHに つ き1パ ルス

を発 す る ように な っ てお り,こ れ を レ ピー タ(ス テ ップモ ー タに よ り駆 動 され る)に 送

る。 レ ピー タの表 示 機構 は プ リ ン ト回路 の ロー タ リー.ス イ ッチ4桁 を持 ち,端 子 間 に

抵 抗 を接続 して,表 示数 に比 例 した 電 圧 を うるoこ れ を専 用線 で 送 り5需 要 家 番 号 と と

もに,復 号 器 を通 して タ イプ ライ タに印 字す る方 式 で あるo'

レピータ

1・ul・e/K・H「

計 測 線

マ ト リク ス

セ レ ク タ

ス キ ャ ナ ー

専 用 線

復号器

「

タ イ プ

ラ イ タ

ー

第3.3.11図 レ ピ ー タ 方 式

(b)磁 気記憶方式

前のレピータ方式のレピータを個々に多数設備するかわりに,各 計器からのパルスを磁

気 コアに記憶させ,こ れを走査 して中央の磁気記憶装置に移し,さ らに内部処理して使用

量を取り出す方式であるoこ の方式の概要を第3。3.12図 に示すo

計 器 計器 計器

監 視用表示器

第3.3.12図

セ ン ス

ア ン プ

コ ア

メ モ リ

晶
ドライバ ー

磁 気 記 憶 方 式

_10(ト

専用線

トリガーパ ルス

声 振 器

同期パルス

発 振 器

、/

コ ア

メ モ リ

、/

表示器
`
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(c)配 電 線 方 式

電燈用 の配 電線 を用 い て 家庭 用 の メー タの検針 をす る方 法 も検 討 され て い て,そ の方式

と しては,第3.3.13図 の よ うな もの が あ り,技 術 的に可 能 で ある と言 われ て い る。

ゲー ト

R

Y

B

受信器

'!

',

圏
{
{

呼 出 し器 と

主 受 信器

(変 圧器室)

R

12345..

計 量 器 選 択

ス ケ ー ラ ーP'ブ一→ クロック

IC

;D→
パ ル 司

タイマ ー 一

'カ㌣

フ ィル タ ー

ミ キ サ

受 信 器

(需 要家)

R-〉

ガ
ス
信

ノ

レ

」
ー

ノ

ト

パ
'発

ゲ ー ト

Y-{・]

B-]

、発信=コ

B

づ

$

1

>一匡 」」

L-一 刀
〃

B

コ ふ

}B

低圧配電線

「圏 一ゲー・

ト閣 ∫

」…一… 璽

第3.3.13図 画己 電 線 方 式

分配器

ス ケ ーラ ー

コー ド

選 択

議

答
イ

タス

応

サ
リ

時

憶
一
記

注

計 器

t

・ψぽii㍗)

第3.3.13図 では,変 圧器 室 の計量 器 選択 ス ケー ラが起 動 す る と,こ れ に 同期 して,需

要 家 の ス ケー ラが 動 作 し計 器 を選 択す るo計 器 は1KWH単 位 の情 報 を送 信 し,そ れぞ れ

の 記 憶 回路 に受 信 さ れ る。 命 令 の同 期は す べ て3相 の50Hzを 使 用 して い る。

(d)負 荷 調 査.制 御 兼 用方 式'

需 喪 家の メー タの検 針 とそ の 負荷 の調 査 および そ の制御 を も兼 ね た方 式 が検 討 され てい

るoこ のた め に,1KWHご とのパ ル ス発 信 接 点は30秒 ご とに20士1KHzの 周 波数

帯 を使 って 走査 され,一 種 の小 形 コン ピ ュー タに計 量値 を記 憶 させ,そ れ を中央 の電 子 計
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算機で制御し,ま た中央の負荷制御装置でコントロールする方式である。

計量値の記憶は・料金計算のため電子計算機の指令に応 じてデータを送出するほか
,そ

のア一夕にもとづき中央負荷制御の指令を30秒 ごとに計器受信器に逆相 して
,負 荷を制

御することができるoま た,さ らに走査中に試験用信号を送出して,計 器の接点を強制的

に開閉させ,装 置を検査 し事故計器を検出することができると言われている
。この方式の

概要を第3.3.14図 に示すo

配 電局

電話交換 局

需要家

中 央

電子計算機
中 央

負 荷 制 御

電 話 局

街 頭 室

電 話 線

驚 」。
第3.3.14図 負 荷 調 査.制 御 兼 用 方 式

電 話 線

計 器

δ

⑬ ス イ スのMetragyer方 式

需要 家 の メー タには5～10KWHで 動 作す る 接点 が とbつ け て あ り
,中 央 指令 所 の信号

でRE1,RE2(リ ップル.コ ン トロー ル受 信器)が 動 作 す る と
,M1,M2(同 期 電動

機)が 回転 し,ワ イパ ーm1,m2を 動 作 させ,計 器 の接 点 を読 み 出す。 接 点がOnの 場 合

はRR(25Hzで 機械 的 に共振 す る)を 励磁 し
,そ の接 点rrを 閉 じLC共 振 に よる

575Hzの 信 号 を フ ィル ターZを 通 じて 中央 指 令 所の 受信 器 に送 り
,m;に よ る同 期 で紙
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4

1テ
ー プに さん 孔す る$う に な ってい るoこ の方 式 の概 要 を第3 .3.15図 に 示 す。
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米 国 に お け る 自動 検 針 方 式

Transite1と(}Eの 方 式 は す で に 説 明 した の て,こ こ で は他 の 一,二 の 例 を 示 す 。

(a)IPE-ATT方 式

IPE(IndustrialProcessEngineersInc.)お よびATT(

(Am。,icanT・1・ph・n・&T・1・g・aphC・.)Vaよ っ て 開 発 さ れ た 方 式 で ・

そ の 中 継 方 式 を 第3.3.16図 に 示 すo

電 力 ・ガ ス 会 社

事故検出作表
デ ー タホ ン

送 受 信 器

小1

頃＼

⇔
F

←

漸

事故検出 「一 →
テ ー プ㍉

1
一_

計 算 機 ←___二=

テ ー プ'
ρA

デー タ受信処理

、

デ ー タホ ン

受 信 器

| ㍊
データ ・テー プ

プ ログ ラ ム__… →
テ ー プ

リー ダ ー

自 動 ダ イ
ヤ
.ル 装 置

←

ノ
・.、

1

..需 要 家
一 般 需 要 家 .

→

↓
/

電 話 局

ALIT

デ ー タ ホ ン

送 信 器
～

噛
自 動 回 路

試 験 器
一

二
一般加入電話

(

墨 十紅 轡 一・

紅)電 気た ・

纒 唯 ○ ガス・一・

紅)水 道・一・

専用電話 デ ー タ ホン

送 信 器

IPE

発信器 {㌍P-・

マ

第3.3.16図 IPE-ATT方 式
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電気,ガ ス,水 道 メー タの指針 軸 に,円 筒形A-D変 換 器 を と りつ け,6ビ ッ トの信号 を

計 量 装置 か ら直接 に取 り出すoこ れ をIPE発 信 器 で変換 し,加 入 電 話線 を利 用 して伝 送 し,

デ ー タフ ォ ン送信 器 を通 して,電 力,ガ ス 会社 の 計 算セ ン タへ送 る ように な ってい るo

ま た,大 口の 電 力,ガ ス 需 要家 お よび ア パ ー トの場 合は専 用 電話線 を用 い,一 般 需 要家 に

は 既設 の 電話 線 を用 い て,電 話交 換 局 か らダ イヤ ルで 呼 び 出 し検 針す る こ とに な ってい る。

(b>Westinghouseの 方式

各 メー タか らのパ ルス を時 分 割的 に多 重読 み 取 りを行 な う方式 で,計 器 の符号 器は10

KWHご とに開 閉 す る接 点 で あるoこ の方 式 は第3.3.17図 に示 す よ うに,各 メー タ,ロ

ー カル .ス キ ャナー,マ ス タ.ス キ ャナ ー な どで構成 され てい るo各 計器 の状 態 は専 用線

に よ り,中 央 の受 信 器 に送 られ,カ ー ド,紙 テ ー プ,磁 気 テー プな どに入 れ られ,電 子 計

算 機 にか け て 処理 す る ζ とに な って い る。

'計 算 機
カ ー ド,テ ープ

受 信 器

専 用 線 マ ス タ

スキャナ ー
く

計 測 線
ロ ー カ ル

ス キャ ナー

Ψ

r.

第3.3.17図Westinghouse方 式
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各 種 方 式 の比 較

以 上,種 々の 方式 につ い て述 べ た が,こ れ らの代 表 的 な走 査方 式,直 読方 式,中 継 方 式 の

3方 式 につい て,そ の特 徴 を比 較す れ ば,次 の表 の よ うに な るo

∠

各 方 式 比 較 表

走 査 方 式 直 読 方 式 中 継 方 式

メ ー タ 構 造 簡 単 複 雑 簡 単

端 末 装 置
(含 中 継 装 置)

不 要 低 価.多 数
高 価.a小 数

(中 継 装 置)

端 末 線 材 小 中 大

信 頼 度 や や 劣 良 良

検 針 時 間 常 時 短 時 間 短 時 間

電 話 線 利 用9 不 可 容'易 や や 困 難

セ ン タ 装 置 .複 雑 簡 単 簡 単

3.2.3伝 送 系(伝 送 路 と 伝 送 方 式)

遠 隔検 針 に使 用 す る伝 送路 と して は,電 話 線 に よる もの と配 電線 に よる もの とに大 き く分

け られ る。 配 電線 に よる もの と しては,50Hzを 用 い た ロン ドン電気 局 の例 が知 られ てい

るが,末 だ 検討 の域 を 出てい な い よ うで あ るo

電話 線 に よる もの には,専 用 線 と,加 入 電話 回 線 とが あ り,各 種 の方式 に採 用 され てい る

が,こ れ は使 用 法 に よって さ らに

(1)専 用 線 のみ に よる もの

(2)加 入 電話 線 のみ に よる もの

(3)混 合 して用 い る もの

に分 類 さ れ るo

また,特 に配 電線 と電話 線 の 混用 とい うこ と も一 部 では考 察 され て い るが,こ れ は末 だ検

討 の域 を 出て い ないo

デ ー タ伝送 に 用い られ る一 般 の方 式 と して,周 波 数 分割 に よる並列 伝送 方式 と時 分割 に よ

る直 列伝 送方 式 とが考 え られ てい るoこ れ ら両方 式 の 優 劣に つい ては す で に 多 くの検 討 が な

され てい る の で,こ こで は一 般 的 な比 較検 討 は 省略 し,こ れ を遠 隔検 針 に利 用 す る場 合,特

に端末 装 置 の回 路技 術 の 面,コ ス トの面,信 頼 度.安 定度 の面等へ の影 響 につ い て述 べ る。
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■

(1)並"列 伝 送 方 式

これはいわゆる多周波信号(MF信 号)に よるデータ伝送方式であb,信 頼度を上げる

ため普通2周 波以上の組合わせが使用されるo

従って,端 末装置としては少くとも数個の周波数の中の任意の2周 波を同時に発生し得

る相当安定な発振器が必要であり,ま たこの周波数が検針データにより簡単に制御できる

ものであることが要求されるoこ の条件に適したものとしては,最 近開発された押しボタ

ン.ダ イヤル電話機のダイヤル符号発振回路がある。

これは低群4周 波と高群4周 波の中のそれぞれ1周 波ずつから,2周 波を組合せたダイ

ヤル数字相当の送出回路が,わ ずか1個 の トランジスタにより構成されており,小 電力で

高安定度の発振器としてデータ伝送用にも十分使用に耐えるもので,こ れの遠隔検針への

応用が考えられているo

この方式による端末装置は直列伝送方式に比して回路が非常に簡単であり,ま た一応の

誤データ検出機能もあるので,経 済的で信頼度の高い端末装置を開発できる可能性をもっ

た伝送方式であるo

② 直 列 伝 送 方 式

この方式では音声帯域内のAMま たはFM信 号による符号が考えられるが高信頼度を目

的とする場合はFM信 号が使用される。

との場合端末装置としては相当複雑な回路構成となり,従 ってコストも高くなる。非常

に大雑把にみてもMF信 号方式の2～3倍 はかかるものと思われるoし かしそれだけに信

頼度は高く,誤 り宅 安定度などはMF信 号方式より良好であると考え られiま たデータ

伝送速度 もやや速い ものが期待できる。

すなわち,直 列伝送では符号が直接パルスの形で伝送でき,中 央処理装置が特に符号変

換の必要がなく,ま た誤信号 もパリテ ィ.ビ ットの付加によって検出することができるo

しか し,端 末装置において,直 読方式を採用するかぎり,指 針値の符号変換装置,パ リ

テ ィ・ビット付ヵロ回路等が必要になるので,並 列伝送方式の端末装置より簡単なものは得

られないであろ:So

結局,端 末装置 として,直 列伝送の場合は符号変換のデ ィジタル回路が必要であり,並

列伝送としては多周波発振器が必要となるo

これらを中心として,こ れの付属回路を考慮して選定しなければならないo
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3.2.4メ ー タ読 取 機 構

積 算 メー タの計量 値 を どの よ うに蓄 積 す るか,ま た,こ れ を どの よ うに 電気信 号 に変 換す

るか に は種 々の 提案 が あ り,こ れ が端末 装 置 の方 式 に も大 き く関 係 して くる こ とに な る。

現 在考 え られ てい る案 を大 き く分類す れ ば 次の よ うにな るo

従 来 の メー タに直 接 電 気的 読取 り機 構 を設け た もの を直 読 型 と言 い,』直読 型 には 各桁 が連

続 回転す る アナ ログ型 と,断 続 回転 す るデ ィジ タル型 とが あるoま た この場 合,読 取9符 号

と して10進 コー ドの ま まで 取 り出す もの と,2進 コー ドに変換 して取 り 出す もの との2種

類 が あ るo

また,こ れ らとは別 に,計 量 部 と積 算 部 を分離 し,'こ の 間 を電気 的に 接続 した もの を 分離

型 とい うo分 離 型 では,一 定 の使 用量 ごとにパ ル スを 取 り出 し,こ れ を別 の レ ジス タ部 で積

算 す る よ うに な って い るo

以下,こ れ らに つ いて 説 明す るo

川 直 読 形 式

(a)ア ナ ーロ グ 型

メー タの積 算値 を読 取 るた め に,ロ ー タ リ.ス イ ッチ型 の もあを直 接 各 桁毎 に取 付 け

け読 取 る方式 の もの で あ って,各 桁の 軸 の 回転 は 直接10・:1の ギ ヤ で連 結 され,各 説

取 接 点は 連続 的 に 回転 移 動 す る プ ラジに よ り読み 取 られ るo

この場 合,各 桁 毎 の軸 回 転 は上 位 桁 ほ ど回転 がお そ く,従 っ て回 転 に要 す る力 も綜合

的 にみ れば最 下 位 桁 を動 か す た め の方 が大部 分 で あ り,こ れ に 少 し余 分 の力 が あれ ば 金

柑 を動 かす こ とが で き る。 従 って,読 取 り接 点 のた めの 回転 力 に よ り生 ず る計 量誤 差 も

少 な くてす む利 点 が あるo

一 方 この方 式 では ,ロ ー タ リ・.スイ ッチの 接点 上 の ブ ラシの 移動 が連続 的 で ある ため,

特 に桁 上 りの とき大 きな読 取 り誤 差 を生ず る危険 があ る。 これ を防 ぐには い ろい ろ な手

段 が と られ てお り,た とえ ば 前述 のTransitel社 の場 合 は,各 数 字の 接 点間 に中間

地 帯 を設 け,ブ ラ シが この地 帯 に入 った ら一 桁 下位 の 数字 を参 照 して 数値 を決 定す る方

式 を と ってい るoこ の よ うな複雑 な方 法を と らな い限 り,そ の まま では使 用 す る ことが

出来 ず,こ れが 一 つ の欠 点 とな ってい るo'

(b)デ ィジタル 型

ア ナ ログ型 の桁 上 りの と きの読 取 りの あい ま い さを 防 ぐた め,桁 上 りを瞬 時 に行 な う

デ ィジタル型 の積 算 読 取機 構 が あ る。 この形 式 は読 取 りは うま くい くが,各 桁 が同 時 に
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桁上りする場合があり,そ の時に必要とするトルクは相当大きくなり,無 視出来ない計量誤

差となることが考えられるo特 に,積 算電力では取出し得る回転力は非常に小さく,各 桁の

文字車以外にロータリ.ス イッチまで回転させるとなるとかなりの回転力が必要であり,許

容値以上の計量誤差が生ずる。 この点の解決が出来なければこの型は実用とはなり難い。

(2)分 離 形 式

直読形式の2つ の方法は何れも計量値の積算を行な うのに機械的積算機構を使用する方法

であ?て,計 量装置そのものか らのエネルギにより積算するため,性 能に一定の限度があるo

分離型はこれと異な り,計 量単位毎の情報を計量機構か ら電気的にとり出し,積 算は全く別

の電気的または電磁的カウンタにより行なうものである。従って,こ れの計量に対する影響

は殆んどなく,ま た積算値を電気符号に変換するにもかなり自由な方法が採用できるoま た,

アパートなどでは多くのメータの積算を1ヵ 所に集中して行な うことが出来るという便利さ

が あるo

前述 の送査 方 式 お よび 中継方 式 に 使用 す る メー タは この 分 離型 の もの で ある。

この形 式 は,電 気 メー タには 比較 的取 り付 け易 い カi・ガ ス・ 水道 メー タには固 有 の 電 源が

'ない た め
,特 殊 の工 夫 が 必要 で ある。 ガス メー タでは 回 転 トル クを利 用 した発 電形 式 の もの

もある が,現 在 では 末 だ高 価 で あるo

す な わ ちジ この 方法 は積 算装 置 がやs高 価 に な るた め経 済性 に欠け る難点 が あ り,ま た,

大 部 分 が 電気 的 に積 算 す るた め,商 用 の100V電 源 を利 用 しよ うとす れば,停 電時 に ガス,

水 道 な どの積 算 が で きな い こ とに な り,積 算 値 そ の もの も停 電に よ リレ リー ズさ れ ない 方式

でな け れば な らない0

3.2.5NTT方 式 の概 要

日本 電信 電話 公社(NTT)で は,加 入 電話 回 線 を 全面 的 に活用 した 自動 遠 隔検 針方 式 の検

討 を進 め て:いる。 この方 式 の概 要 を第3.3.18図 に示 す。
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この 図に おい て,検 針 セ ン ターに は 電子 計 算機 通信 制御 装置,あ るい は これ と同 じ機能

を もつ情報 処 理装 置 を設 置 し,自 動 呼 出装 置 を 電子計 算機 側 か ら制 御 す るo自 動 呼 出装置 は

電 子計 算機 のプ ・グ ラム に よ り設 定 さ れた 加 入者 電話番 号 を受 信 し,こ れ を一 時 蓄 積 して,

交換 機 側(A形,H形 ま たは ク ロス バ の既 設設 備 を活 用)ヘ イ ンパ ル ス を送 出 して,目 的 と

す る加入者 の電話 回 線 に接続 す るo接 続後,電 話 機 のベ ル を鈴 動 させ た いた めENQ信 号

(2周 波の 組合 せ に より構 成)を 送 出 して,電 話機 の通話 回路 を ガス,電 気 水道 の メー タ

側 へ切 替 え るoこ のた め に端 末 装置 が取 り付 け て あ る。 各 メー タには 各指 針 に 相 当す る接 点

が 取 り付 け られて い て,こ の指 針値 をデ ィジ タル信号(多 周波 に よ り構 成)に 変換 して中央

の検針 セ ン ターに 送 り込 む。 中央 の検 針 セ ン ター で は,こ の符 号 を順 次 受 信 して,誤 信号 の

チ ェ ック,前 回指 針値 との比 較,差 し引 きな どの簡 単 な演算 処 理 を した 後,磯 気テ ー プ等 の

フ ァイ ルに書 き込 む動 作を行 な うこ とに な って い るoガ ス.電 気.水 道 の1軒 分の 処理 時間

は,交 換 機 の 接続 時 間 を除 け ば,1.5秒 ～2秒 程 度 で ある こ とが 確認 され て い る.が,目 下実

験 を続 行 中で ある。

3.2.6む す び

以 上,自 動 遠 隔検 針 の各 種方 式 の概要 につ い て述 べて きた が,こ の他 に も,こ こでふれ な

な か ったSystemが 存 在 す る。 しか し,い ず れ も宅内装 置,伝 送 路,読 み 取 り形 式 につ い

て 類似 の ものが 多 く,実 験 的 に は,一 応技 術 的 な可能 性 が確認 され た 段 階で あ り,末 だ実 用

さ れ て いる もの は皆 無 で あ るo

電話線以 外の 方法 で は,い ず れ も伝送 路の コス トに問題 が あ り,電 話 線 を用 い た場 合で も,

加 入 電話機 との切 替 回 路,端 末 機 の コス トには いぜ ん と して問 題 が残 さ れ てい る。

各 種 の レポ ー トに よれ ば,各 国 の方 式 にお いて,実 験 が成 功 してい る こ とが報 告 され てい

るが,人 手 に よる検 針 の 所要 経 費 と経 済 比較 を してみ る と,現 在 の段 階 で は 多 くの 困難 が横

た わ ってい る と言 わ れて い るo

NTT方 式 につい て言 え ば,現 在 実験 が進 め られ てい る段階 で ある が,Systemと して

の信 頼 性 もあ り,ま た,伝 送 路 の コ ス トに も問題 は な く,た だ端末 装 置 の コス トが今 後 の問

題 と して残 る もの と思わ れ るo

これは,回 路 的 な技 術 の改 良 は もちろん で あるが,電 子技 術 全 般 の発 達 に 待つ ところが 非

常 に多 い。 この点 さえ 解 決 す る な ら ば,NTT方 式は 最 も有 望 な方 式 の一 つ で ある と言

うこ とが で きるo
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4・ オンライン文献検索 システム;JOLDOR

4.1.ま え が き

イ ン フsメ ー シ ヨ ン ・ リ ト リ ー バル(informationretrieva1・;IR)に 対 す る

要 求 の 一 つ は,何 時 で も必 要 な 時 に 必 要 な 情 報 が,す ぐ手 に入 る と い う こ と で あ ろ ・う。

文献倹素に関しては,時 間的緊急度は一般にそれ程必要ではないかもしれないが ,社会活

動 の ス ピ ー ド化 に と もな つ て最 近 は即 時性 が よ り尊ば れ る傾 向 が ある。 更 に文 献 検 索 の常 と

して,一 度 で 目的の文 献 を探 し出 す ことは か な り困難 で あって ,検 索結 果 を手 がか りと して

繰返 し要求 を 出 し,最 終 的 に 目的 にか な う もの を取 り出す とい う,い わ ゆ る試 行錯誤 の行 動

を とるこ とが 多 いoま た,X大 な検 索 フ プイ ル を各所 で 保 持 して行 くこ どは経 済 的 に も困難

で あるか ら,ど こか に集 中 管理 した もの を,多 人 数 が共 同利 用す るの が望 ま しい
σ

そ れ らの 点 を総合 してみ る と.t文 献 検 索 を含 め て
,一 般 にIRシ ス テ ムは 本質 的 に オ ン ラ

イン向 きの仕 事 では ないか と思 わ れ るo

そ の上,IRの 仕 事は,老 大 な フ ァイル を対 象 とした検 索作業,あ るい は入 出力 とCPU

タイ ムの バ ランス な ど,計 算機 内 部の処 理 の効 率 化 とい う面 か らす る と
,IR作 業 自身の 内

部で も,あ るい は他 の ジ 。プ との間 で も,い つれ にせ よ マルチ処 理 が不 可欠 とな るo

とく に,い くつか の 端末か らの 同 時 アク セ ス と い う事 を考え る とタイ ム シ ェア リング ・シ

ステ ムの 下 で動 かす とい うことが 必然 的 な要 求 とな って くる
。

JOLDOR(JIPDECOn--1、ineDOcumentRetrieva1)は キャ ラク タ' ・デ

ィス プ レ イ を端 末 と した オン ライン文 献 検 索 シス テ ムで あ り,FACOM230-60のMONI-

TOR-Vの 下 で働 か せ る。 これ は当 セン ターで 計 画 中の 遠隔情 報 処理 システ ムの一 環 として

開発 した もので あるo

|

4・2オ ン ライ ン ・システ ム の 特 長 とJOLDORの 設 計 方 針

オン ライ ン文 献検 索 シス テ ム に要 求 さnる 項 目は い くっ か あるo

(1}検 索 時 間が 早 い こ とo

(2)検 索結 果 をみ て.検 索範 囲 の拡 張,縮 少,変 更等 の検 索 要求の繰 返 しが や り易い こ と
。

(3)会 話形 的 要素 を持 って い る こ とo

(4)コ マン ドの 指定 が簡単 で,素 人 で も容 易 に使 え る こ と。
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⑤ ∵端 末 の使 い方 が 人 間工 学的 に考 え られ て いる乙 と9・:一'一

(6)ガ イダ ン ス(guidance)'の 機 能が ある こ とo

(・)・ ・m・ ・r・t・b1・ な … わ ・・りや す い ・ ・セ ー ジ ・待 た さ れ な い .・4.ど 〔 地 力i

い い こ とo

.(8)'-ca末 か ら 新 た 故 敵 の 追 加 や,・ ・ イ ル 内 容 の 類 が で き る こ と。z・ ・li-,.・ ・t.1.'

(9)ア ラ ト プ ジ ト 内 容 の 指 定 が で き・る こ と6'『'"1L't・ ・'"・ 一:二s-・ ・Yく7

ae)必 要v(PErsじて検 索蘇 の・・一 ド・・コ ピイが とれ る・こ と。 ∵ ∵ ・'層 ・∵ ○ ∵

⑪'ア,・ プ 。 トの多 塒 は,七 八 ラル の ライ ・ プ リ・ ・や臨 テ ー プが利 用 で きれ ばて
な お よ い6-・ 』 『 』1,・ ・'":∴ ・:tt^'"/'H

藺 ‥ ザ.・ アイ/:」レの形で中間ま・たは最終糠 結SRO・テrパ 方 ス朱 セ・こプC字
』'

.'。1)"さ れ ∫後 日 利 用 で き る こ と。'・t-・"・:1'.一'tf'一 』 ・'7㌧ 二 ざ

く13)他 の ジ ョ ブ と マ ル チ 処 理 炉 で き る こ とot・ ・く』『'≠'・'tt『:'∴'二 ∵'t・ ・:::'ご'ヨ・'三 『

・
こ れ ら の 項 目 は;あ る 程 度,お 互 い に 矛 盾 も あ り ∵ 理 想 に 近 い も の も あ る が ヨ ー 般 に 工R

シ ス テ ム は

,雛 晦 機能ぱ るべく鮮 に指定できて素人で諮 易に使用できること・そして熟練

∵ した利 用 者め た め には,か 剖 複 雑な 機 能 も用意 され てい る こ ピ ・㌧"'"∴ ○

とい'うのが条 僻 めだ そ う で ある。 ‥"・ ・ バ ー{祭'く ・`・… ・に

初 心 者 に も容 易に 徹 る とい うこ とぼ,他 の会 話形 プ ・セ ・サ もほぼ同 ・じよ うな 目的 搬

。 てい るが,文 献糠 で は 更に カ・え て ガ イ ダンス の機 能が ある・こ とが望 ましいδ ・'…1

市 とkrr,マ シ ドの顧 や機 能 を,オ ン ラd:ン で シス み が裁 て'ぴ る。2ぱ こ'パ

'・糎'
,シ ソ・ ・ス(・h'・S…r,us-)に ・ とづ ぽ 類 似・ た は同 動 ・ ≒ム(・ …m)

や ば 位 ゴ 働 ・」 ム嚇 して ぐ撮 り,横 額 問 順 当す る文 献 微 が 浮 味 示 され

た り,と い う きめ こまか いサ ー ・ス が のぞ 熱 る・ ゴ ◎ 一 ぷ:

_方 ,オ.ラ,・ であるからは,大 鋤1・ ・tり・I」ア・レタ・・的要計 持・ているので ・凝

時間の短縮という・と編 う・しで翻 要どだつてぐるパ 多⑰ ンくシ・チ醒 めジ好 ムぬ

そのために数個か ら数+の 横額 問をまと紋 処理じ 抄 くこども一つの茜 ⇔ カ'ち探し出

すべきもの は,・ ・めて一度にとり出してしまうという方法 とつて端 恒 赫 オン三ラ

イパ は浮 触 桐 能で パ 助 一 ・一ら 処理せざるを得施 δそこでフ滞 レ蹴 をど

うするか綱 敵 輪 ・。イルのア 。プディトとめ ㊥ ぢ散 泌 ブ・デイ禰 造ぱ

るべく_本 化 したいのだが,糠 醐 の・と・鵠 筋 ど,="ラ':デ ィ跳;6bfHeつ 一'1

-11'6-.^・
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ン バー テ ッ ド・フ ァイル(invertedfile)を いろ い ろ と作 りた く な るoこ のへ ん は,

そ の シス テ ムの利 用条 件 か ら両者 の妥 協 点 をみつ けね ば な らな い。 そ して そ れ には メ イン メ

モ リー,ド ラ ム,デ ィス ク,テ ープ等 の使 いわ け とい う ものが か らん で くるが,実 は何 とい

って も一 番大 きな 影 響は,オ ペ レー}イ ン グ ・シ ステ ム(operating'system)と の

関係 で ある。 オ ン ラ インIR専 用 の シス テ ムな らば,そ れ な りのOSの 設 計 方 針 が あ るだ ろ

う。 しか し一 般 のTSSの 中 に含 め た文献 検 索シ ステ ムで は,そ のOSがIRの フ ァイル の

特 殊 性 を どこま で考 え て 設計 さ れ て い るか に よって,シ ステ ム の作 り易 さが 全 然 ちが うし,

逆 に言 えば,IRシ ス テ ム が検 索時 間 を減 らそ う と,あ れ や これ や と細 工 を して も,大 もと`

のOSの オrバ ヘ ッ ド(、overhead)が や た ら と大 きか っ た りする と,細 か い こと を考.・

え るだ け損 だ とい うこ とに な るo

さ ぞ,以 上 の よ う に,い ろい ろ な 問題 点が あ るわけ だが,こ のJOLDORで は ・使 用す

る機 械 の機 能 あるい は,さ し あ た りの利 用 目的 か らして,次 の よ うな 点 を設 計 目標 お よび 特

長 と した。

(1)ユ ーザ との 応 答 は5秒 以 内 に行 われ る こ と。 検 索 に手 間 どる場 合 で も ・現 在 処 理 中 で'

ある 旨,何 等 か の メ ッ セー ジ(message)を 出す。

〈2)フ ァイ ル設 計は 検 索 時 間 の 短縮 を最 大 目的 と したo

(3)フ ァイ ル の更 新 は,オ ン ラインで ・,端末 か ら随時行い,月va-一 回 程 バ ッチの ア ップ デイ

トで乱 れ たフ ァイルの デ ィ レク ト リイを整理 す る。 す な わ ち,オ ン ライ ン,バ ッチの併 用

で更 新 を行 う。

(4)端 末 と して,タ イ プ ラ イ タと キ ャラク タ ・デ ィス プvイ(characterdisplay)

をペ ア に して 使 うこ と と した。 デ ィス プ レイで表 示 が一 度 にパ ッと 出 る とい う利 点 を生 か

し,必 要 な もの の み を 指定 して タ イプ ラ イタにハ ー ド ・コ ピ イを と らせ る○ また ユ ーぞ

が翻 した コ マ ン ド.エ コ ー(commandecho)も タ イ プラ イタに 全部 プ リン トさせ

るo

(5)入 力 デー タは 各文 献 につ き次 の項 目を入 れ るo

標 題

著 者 名(所 属 をふ くむ)

文 献 目録(詩 名,巻,号,ペ ー ジ ・年 代)

デ ィス ク リプ タ ・ワ ー ド(必 要な らば20個 ま で)

文 献番 号
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(6)検 索 タ ー ムは 自然語 を対 象 と し 洛 文 献 の標 題 と附 加 さ れ た デ ・ス ク リ プタ ・ワー ドに'

よる二

(7)検 索 タ ームにはAND,OR,NOTの 論理 演 算 をゆ る'370

(8)現 在 の シス テ ム に シ ソ ー ラスは 入 っ ていな いが,将 来 適 当 な シ ソ ー ラスが で きれ ば,1入

れ られ る ように設 計 して ある。

(9)バ ッチ用 のKWOCシ ス テ ムを使 っ て,キ イ(Key)の 分 布や長 さ,リ ス ト構造 にした

時の ノ ー ド(node)数 等 の分 析 を行 ない,そ の結果 を充 分反 映 させ て フ ァイル を設 計 し

ち

(10>端 末 での応 答 と,フ ァイル の探 索 をそ れぞ れ別 の タス ク(task)と し,マ ルチ'タ ス'

ク処理 を行 い,検 索時 間 を早 めて いるo

(11)他 の ジ ョブ とマ ル チ処理 が可 能 で あるo

(12)2つ 以上 の=L－ ザか ら同時 の要 求 に応 じられ る よう に,こ の シス テ ムは リエ ン トラン ト

(reentrant)に 作 られ てい る。

⑬ 年号,書 誌 名 等 に よ り検索範 囲 を しぼ るこ とが で きる。

〔14ヒ ス ト リ一-iフ ァイル(historyfile)を 別 に作 り,検 索統 計 を と り,シ ステ ム

の改 良,フ ァイル 内 容 の ア 。フ'デイ ト等の 資料 とす る。

⑮ 収 録文 献 はさ し あた り,電 子 計 算機 関係 の論文 約2万 件 を対 象 とす るo

(16)ユ ーザ の質 問 に応 じて,コ マ ン ドの使 い方 をデ ィス プ レ イす るo

U7)バ ッチ処 理 として,SDIサ ーービ ス とKWOCサ ー ビス を行 うo

4.5シ ス テ ム の 概 要

4.3、1機 器 構 成

対 象 とす る計 算機 はFACOM123G--60で,そ めMONITORVの もとで働 かせ るo'

MONJ,TORVは,バ ッチ処理,デ マ ン ド処 理,リ ア ル タイ ム処 理 の3種 類 が 取 り扱 え る

オ ペ レー テ ィング ・シ ス テ ム で あるo

JOLDORで 使 用す る 現在 の機 器 構成 は

主 記1意装 置128KW(36bit/W)

磁気 ドラム2.56MByrte・1台(KWTF及 び ワー ク ・フ ァイル)

デ ィス ク パ ック7.25MByte3台(DIF,DSDF,ヒ ス トリイ ・フ ァイル)

磁気 テ ープ60KByte/sec数 台(シ ス テ ム,デ ー タの保 存)
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等 で あ るが,端 末 装置 と して

F6221Aデ ィスプ レイ(190×140㎜,50字 ×20行,128字 種)と,

F791Aタ イ プ ライ タ(900字/分,120字/行,128字 種)

を組み 合 わせ て 使 う。

い つ れに しろ,こ の機器 構 成 ではTSSと し て の 容 量 が 不 足 レ て い るの で,主

記 憶 容量,デ ィス ク台 数 等 の増強 を考 慮 中 で ある。 特 に ラ イ トペ ン付 のデ ィス プ レ イに

よ る使 用法 も計 画 して い る0

4・3・2基 礎 デ ー タの 測定(FACOnC230-50KWOCシ ステ ムに よる)r… .

各 フ ァイル や テ ーブ ル類 の大 きさ をあ る程 度 予測 して お く必 要が あ り,手 もとに在 った

7000～8000の 文 献 資料 を も とに して種 々の測定 を行 なっ たo出 来 る こ とな ら2～

3万 程度 の文 献 デー タを測 定 したか っ たが 現 在の 機器 構 成 か ら言 って高 々1～1.5万 文 献

しか 収 容出来 な い の で現 シ ステ ムに とっ て十 分 な もの と思われ るo

伺,文 献 はほ とん どが電子 計 算 機 関係 の もの で英文 の もの と一部 独文 の ものが 入 っ てい

る。 キイ ・ワ ー ドを抜 き出す 作 業 に は既存 のKWOCシ ス テ ムの一部 を 用い,ノ ン ・キ イ ・

ワー ド(nonkeyword)と して240ワ ー ド程 指 定 しだ)1ま た キ イ/'・'ワ→ 」ドに関 し

てはe・Oig-・'1」TNE"やPL/1"の 様 に"一"や"/"で っ なが っ てい る もの は1つ

の単 語 と して扱 ったo

(D文 献数 とキ イ ・ワー ド数

手 も とに在 る 全 文献7400か らラン ダ ムに1000,3000,5000,7'000

の文献 を抜 き出 しKWOCシ ス テ ム を使 って.文 献 数 と異 な るキイ ・ワ ー ド数 と の関係

を求 めた もの で あ るo

これ によ る と7000文 献 の あ た り で丁 度 キ イ ・ワー ド数 の 増加 率 が落 ちて い る の で

さ らに 何千 文献か あ る と 良 い カー ブが得 られ たと 思 うo筒 破線 の 部 分は 補 間法 に よb

予 測 したo.
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文 献 数 と キ イ ・ ワ ー ド 数

キ

イ

・

ワ

ー

ド

数

10000

5000

0 5000

文 献 数

10000

(2)キ イ ・ワー ドの長 さ

こ のIRシ ステ ムに於 ては キ イ ワー ドと して最 高30文 字迄 許 して い るが,実 際 に汗 イ ・

ワ ー ドの 長 さが どの 程度 で ある か知 っ てtoく 必 要が あ り,KWOCシ ス テ ム を通 して得

られ た キ イ.ワ ー ドにつ い て長 さの 分 布 を求 め てみ た。

1つ は3000文 献く キイ ・ワ ー ド6100),も う1つ は7.400文 献(キ イ ・ワ

ー12
、O一



●

一 ド10648)で 測 定 した が ,ほ と ん ど同 じ様 な 分^布 を して い るo:手 イ:■,,ワ,←ドが

∵ 、400』0】50・ σ℃1を 越 え ・る と 長 さ は ほ ぼ 一 定 の 分 布 に 従 う 「と 考 え て 良 い 様 で あ る。

キ イ ・ワ ー ドの 長 さ の 分 布 .一 ・ ・:,tr.・ぶ

キ

|

ワ

|

ド500

数

100

キ

|

ワ

1

500ド

、郷 、

'凸

一

』キ
ー■ウ ・一 ド数:・'…

(r3q 、P9文 献)・t・t

－
10152025

9.0
キ ー ワ ー ド長(キ ャ ラク タ1一数)

!

.キ ー ワ ー ド の 長 さ の 分 布'、 一へ 「

03

,『.ほ(;∫,

キ ー ワ ー ド数:10648㌔

(740'O文 献)

2・0・?5 、・r
9.2

キ ー ワ ー ド 長(キ ャ ラ ク タ ー 数)ノ

←.12:1=-i' /・)「'tt
.』

L・・t't:・tt・ ・/・t・'t
,.Lt(,1川

i・



(3)頭 文 字 とキ イ ・ワrド

これ は シス テ ム設 計 に直接 関 係 す る デ ータ では ない が,頭 文 字 ごと の キ イ ・ワー ド数 を

数 え た結果 を次 に示 して お くo

これ に よる とSで 始 まる キイ ・ワー ドは10700語 中1130語 も在 るの に対 してX

やYで 始 まるキ イ ・ワ ー ドは た った20～30語 しか 入 ってい ない。

頭 文 字 に よ る キ イ ・ ワ ー ド数 の 分 布

1000

キ

イ

ワ

1

ド

数

　
語500
)

… 「'

「

SCPAMDRTEIFBLNOGHVUWKZlQJ238Y476×590

頭 文 字;

浪

(4)キ イ.ワ ー ド数 と節 数

キ イ ・ワー ドか らア ドvス へ の変 換 に リス ト構造 の テー ブ ルL(次 の節 で 説 明す るKWT

F)を 使 って い るので,与 え られ た キ イ ・ワー ドに対 す る リス ト・テ ー ブル の サ イズ を予

想 す る為 に,キ イ ・ワー ドの各 キ ャ ラク タを節 と して ツ リー(tree)を 作 り,節 数 を数

え た。

例 え ば ・・AC⑪SS・,・ACCOUNTING","ADDER","BANK",

ttBOOI
、",と い うキ イ ・ワ ー ドで 作 った ジ リ ー は
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/
＼＼⑨一 一◎ 一 ⑧ ⑬

⑤ 一 一*

*

@ *

④ 一 一⑪ 一一一⑧

◎

*

①一*

とな る が,節 の 数 は*も 含 め て,こ の 場 合29と 数 え てあ るo

他 の測 定 の 時 と同 じ様 に7400文 献 の 中か らランダ ムに1000,3000,5000,

7000文 献 を抜 き出 し,KWOCシ ス テ ム に よ って得 た キ イ ・ワー ドを も とに して,そ れ

ぞ れ ツ リー(tree)を 作 り節数 を数え た○

節

数

60000

50000

40000

30000

20000

10000

0

7000./

/

,。。。/

/

,。。/

/
、…/

数字は文献数を表わす

5000 10000
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(5)キ イ ・ワー ドが文 献 に現 われ る頻 度

1つ1つ の キイ.ワ ー ドが どの く らい の文 献 に含 まれ てい るか を調べ て み た。

次 の表 は7000文 献 か ら抽 出 したキ イ ・ワー ド11000の キイ ・ワー ドそ の もの

と,そ の キ イ ・ワー ドを標題 に含 む文 献 数 を表 わ してい る。

全 部 のキ イ.ワ ー ドを示 す わけに は いか ない の で,そ の うち に特 に多 くの文献 に含 まれ

る もの の み を示 して あるo

COMPUTER

SYSTEM

DIGITAL

DATA

CONTROL

MEMORY

DESIGN

COM・ ・PUTERS

SYSTEMS

LOGIC

ANALYSIS

SIMULATION

MAGNETIC

USING

STORAGE

CIRCUITS

PROCESSING

INFORMATION

PROGRAM

CIRCUIT

METHOD

MIT

ANALOG

、

1

9

2

4

2

2

0

3

4

9

0

6

1

0

5

9

6

3

5

1

1

7

4

2

7

5

4

3

1

0

7

6

1

0

9

,,
9

8

6

5

5

5

4

4

4

2

2

9

5

3

3

3

3

3

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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AUTOMA'T・IC

PROGRAMMING

APPLICATION

RECOGNITION

PROBLEMS

NEW

FUNCTIONS

DEVICE

TECHNIQUES

TIME

ELECTRONIC

ON-LINE

RECORDING

MACHINE

LINEAR

INTEGRATED

PROCESS

COMPUTING

F 、ILM

TAPE

TECHNIQUE

SEQUENTIAL

ANALOGUE

APPROACH

CHARACTER

APBLICATIONS

LAN(}UAGE

MEMOR工ES

HIGH

PROGRAMS

－125一

0

5

1

0

2

1

0

7

5

0

9

7

6

5

4

3

8

8

7

6

5

3

3

3

2

1

1

0

8

【

7

"

2

1

1

1

0

0

0

9

,

9

9

8

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

6

6

,・・

-
凸

1

1

1

'-

d1

1



DISPLAY

SOLUTION

SWITCHING

66

65

63

しか しこの 表 に ある様 な 多 くの 文献 に含 まれ る キ イ ・¶ワー ドは全 体 か ら見 る とほ ん のわず

か で,10以 上 の 文 献 に含 まれ る キイ ・ワ ー ドは11000語 中602で キ イ ・ワー ド全 体

の5、5%に しかす ぎない。 一 方1つ の文 献 に しか含 まれ ない キ イ,ワ ー ドが7337語 もあ

b全 体 の62.5%も しめ てい る。

次 の表 は この様 な関 係 をま とめた もの で,表 の 見方 は,例 え ば文 献 数 の欄が20～30

(20≦h<30の 意)文 献 に現わ れ るキ イ ・ワー ドが128種 類 有 る と言 う意 味 で あ る。.

文 献 数 キ イ ・ワ ー ド数

200～ 11

100～200 19

90～100 3

80～90 6

70～80 12

60～70 10

50～60 15

40～50 35

30～40 4'9

20～30 128

10～20 314

1～10 10411

合 計 11013

■

■

'

4.3.3コ マ ン ドの 種 類 と機 能

こ の シ ス テ ム で用 い る コ マ ン ドは 次 の4種 類 に 分 け られ るo

A.FACOM230-60TSSと の 会 話 用

1.茎JOI・DOR
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s

■

●

2.BYE

B.キ イ ・ワrド に より文献 を検 索す る『為の もの

3、SELECT

4.COMBINE(現 在は2項 の み を許 す)

C.Bで 検 索 した文 献 集合 の 出力 に関す る もの

5

6

7

8

9

DISPLAY

NEXT

TYPE

PRINT

LIMIT(未 完)

D.一 連 の検 索作 業 の 終了 を示す もの

10.ENDSEARCH

これ ら10個 の コマ ン ドの他 に;利 用者へ の サ ー ビス機 能 と して 現在,次 の 様 な ガ イダ

ンス ・ル ーチ ン を備え てい る。

E・ コマ ン ドの種 類 と,そ の機 能 を教 えて くれ る もの

TEACH(利 用で き るコマ ン ドと機 能 の一 覧表 が表示 され る)

F.あ る一 つ の コ マン ドの機 能 を教 え て くれ る もの

TEACHany-command

以下 に 前記10個 の コマ ン ドの機 能 を説 明 す る。

(1>XJOLDOR

(;は エン ド・マークでデ ィスプレイ ・ター ミナルのSENDボ タンを表 わ先 以下 同様)

TSSにwこ れ か らJOLDORシ ス テ ム を使 いた い。"と 意 思表 示 す るマ ク ロ ・コマ ン

ド呼 出 し指 令 で あ り,シ ス テ ム測 か ら質問 して くる 利 用者 情報 の各事 項 に うま く答え る こ

とが で きれ ば,そ の ユ ザ ーは 本 システ ムを利用 す る こ とがで きる・ 利 賭 情鞭 矛隅 者

の登 録番 号 な どで あ るoこ の時 シス テ ムか らは,シ ステ ムの正 式 名 称や検 索 開始 日時 な ど

を タイプ ラ イタに 出力す るo`

(2)BYE;

すべ て の仕事 が終 了 した ことを知 らせ る コマ ン ドで,全 所要 時間,CPUタ イ ムな ど を

打 出 して 交 信 を終 え るo

TSSと の っ なが りを断つLOGOUTの 機 能 で ある

(注1)

(3)SELEOTキ イ.ワ ー ド1〔,キ イ ・ワー ド2,…,キ イ ・ワ ー ドn〕1(下 線 は 省

一『127一



略形)

指定 した キイ.ワ ー ドが 引 用 され て い る文 献 の 集合 を選 びだ すoシ ステ ム測 か らは文献 集

合 のset-no,そ のset中 の文献 数 な どをデ ィス プ レイ端末 とタ イプ ライ タに 出力 し

て くるo
ま

(4)COMBINEset-noの 論 理 演算式;

今 迄SELECTさ れ た 複数 個の文 献 集 合 を論理 演算 で 結合 し,新 しくで きた文献 集 合

に対 し て新 しいset-'noを つ げ る。

1+2*3の 様 に論 理 和,論 理 積,論 理 否定 を許 し,夫 々+*一 を用い て表 わす0

00MBINEで で きたset-noも 以 後 のCOMBINEで 利 用で きる よ うに な っ てお

り,ユ ー ザ ーは 次 々 と興 味 あ る内 容 を含 む文 献 集 合 を規定 してい くこ とが で きる。

シ ス テ ム測 か らはset-no,s・ret中 の文 献 数,演 算 式 が 端末 に 出力さ れ る。

(5)DISPLAYset-no;

今 迄 のSELECT,COMB'INEで て きあ が 。た文 献集 合 の 中か ら',指 定 さ れ た

set--noの 文 献 集 合 の 最初の 文献 内容 をデ,t'ス プ レイ端末 に表 示す るoユ ーザ ーデ ィス

プレイされ故 敵酪 を眺めて ・さら嚇 し噸 朝 のキイ ・ワパ をみつけ出すことが

で き,再 び3～5の 操作 を繰 り返 す こ とに より効 果 的な検 索 が可 能 で ある。

(6)NEXT;

今 デ ィス プ レイ されて い る文 献 の次 の文献 をデ ィス プ レイす る様 に要求 す る コマ ン ド

(7)TYPE;

今 デ ィス プ レイされ てい る文献 の 内 容 をそ の ま ま タ イプ ライ タに八 一 ドコ ピイ を とらせ る

る指 令

(8)PRINTset-nO;

指定 したset-noの 文献 集合 をセ ン ター一の ラ イン ・ブ リ;rtタにハ ー ド ・コ ピ!を とる

よ うに 指 令 す るコ マン ド

(9)LIMITset-nO;

文 献集 合 をデ ィス プレ イす る際,著 者 名,書 誌 名 層,発行 年 度な どの 制 限 を加 え る。 こ の

制限 をパ ス した文 献の み 出力さ れ る。[

(10)ENDSEA.RCH;

このcommandが キイ.イ ンさ れ る と,そ れ 迄 の検 索 に要 した 時間 を出 力 して一 連 の

検 索 を終了 す るoそ のx－ ザ ーが 使 用 し てい た コア の ワー ク ・エ リア は ク リア さ れ ・今迄

一.1:28一
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●

の検 索結果 も廃棄 す るo

必 要な らば 又 新 しくSELECTか ら次の検 索 を続 け るこ とが で きるo

(注1)以 後 キ イ ・ワ ー ドと は,文 献 の標題 中に 表われ てい るキ イ ・ワ ー ドとデ ィス ク

リプ タ ・ワー ドの両 方 をあ わせ て キイ'ワ ー ドと呼 ぶ

4.3.4フ ァイル の 構 成

このIRシ ステ ム で検 索 は あ くま で キ イ ・ワー ド中 心 に行 な う事が根 本思 想 と なって い

るの で,フ ァ イルの 構成 も指定 した キイ ・ラー ドに 対 して 関 連す る文 献 をな るべ く早 く,

簡 単 に取 り出せ る様 に考 え て い る。

そ の為 にア ップ デ ィ トが 少 々めん ど うにな って も,何 段 階 に もチ ェイン を付 け る事 をな

るぺ くさ けて,ご く単 純 な構 成 に して あるoフ ァイル の構 成 は次 の 図 の様 に な ってい る。

●

■
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フ ァ イ ル の 構 成 図

こ の 図 に あ る フ ァ イ ル は 次 の 様 な も・の で あ るo
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DSDF:DocumentSourceDataFile

い わ ゆ る文献 の ソース ・デ ー タで標題,著 者 名,著 者 の 所 属,文 献 番号,書 誌

事項,デ ィス ク リプ タ ・ワー ドが 入 って いるb

1っ1つ の文 献 デ ー タの大 きさ は可 変 長 なの でセ グ メ γ ト化 を行 な って い る0

1っ の文 献 に対 す るデ ー一・タvaは50～100Wぐ らい使 うてい るo

DIF:DocumentIndexFile

DSDFの 見 出し に な るフ ァイ ル で各 キ イ 。ワ・一 ドに対 応 す る文 献 の集 合 を表

わ してお り,固 定 長 に ブ・ ック化 さ れ てい る。

KWTF:KeywordTableFile

キ イ ・ワー ドの 各 キ ャ ラク タを節 とす る リス ト構 造 の テ ーブ ル で各 キ イ ・ワー

ドの終 りにはDIFの 対 応 す るブ ロックの ア ドレス とブ ロ ッ ク内 での 相対 ア ド

レス を示 す ポ イン タが 付 いて い る。 これ も固定長 に ブ ロ ック化 さ れて い るo

KWE:keyWordEntrytable

指定 され たキ イ.ワ ー ドがKWTFの どの ブ ロ ック に入 っ てい るか 調 べ る為の

テ ーブル で コ ア ・メ モ リ イに常駐 して い るo

(1)KWTFの ブ ロ ッキ ング

1万 語程 の キイ ・ワ ー ドで1つ の リス ト構 造 の テ ー ブル を作 る と1つ ¢)節を1ワtド で

済 せ た と し60～80KW必 要 とな るo本 来 な ら これ を コア,・メモ リイに常 駐 させ た い と

こ ろだが,な にせ 現在 使 え る コァ ・メ モ リイは30KW程 しか ないoこ れ では とて も無 理

な のでテ ーブ ル を適 当 な ブ ロックに分 割 してお き必要 な もの だけ コア ・メモ リィに読 み込

む様 にし た。

分 割方 法に つい て始 め は単 純 に考 え て キ イ ・ワー ドの 第1文 字 がAで 始 ま る もの を1つ

の ブ ロックに,Bで 始 まる もの を又1つ の ブ ロ ック に,と キ イ ・ワー ドの 頭文 字

ご とに1ブ ロッ クを作 れば 良 い と思 っ てい た。 しか し実 際 に は7000ほ どの文献 か ら抜

き出 した キイ.ワ ー ドにつ い て ツリー(tree)を 作 り節 を数 え て み る と次 の様 な結果 を

得 たo
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4

これ を見 る と 明 らか に ブ ロ ック ・サ イズ の バ ラ ツキ が大 きいo出 来 れ ば各 ブ ロ ックは 固定

長 に したい の でこの 方法 は 良 くな い事が 解 ったo

そ こで キ イ.ワ ー ドを,ま ずア ル フ ァベ ッ ト順 に ソ ー トして お き初 めか ら順 に リス ト構 造

の テ ー ブル を作 って い きテJ－ブル ・サ イズ が 一定 の大 き さL-cを 越 え た らこ こま で を1っ

の ブ ロ ック にす るoキ イ ・ワー ドは最 高30文 字 ま で しか許 して いな いか ら,ε と して30

を取 って置 け ば1っ の ブ ロ ック がLを 越 え る 事 はな いo

次 の キ イ ・ワ ・一ドか ら又 新た に リス ト構造 の テ ー ブル を作 り始 めて前 と同 じル ール に 従 っ

て 新 しい ブ ロ ック を作 って い く。 これ を繰 り返 せ ば全 部 の キイ ・ワー ドを固定 長の ブ ロ ック

に納 め る事 が 出来 るo
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＼
＼
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＼
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＼

＼

X静＼
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/

K－ お ＼、一 策4額 のbl。ck

ノ
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/
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ノ

金

●

この 様 に リス ト構 造の テ ーブ ル を分 割 す る と一 見 ブ ロ ック間 にダ ブって 入 る文 字 が 出来 て

得 策 と思 え ない 様 だ が,こ の ダ ブ リは高 々ブ ロ ック の切 れ 目に在 る キ イ ・ワー ドの 文字 数 以

下 で あるか ら,こ れ もキ イ ・ワー ドの平 均 表が9～10文 字 で ある事 を思 うと'1ブ ロ ッ ク

1KWと して平 均,約(10/1024)×100=1(%)の 増 加 に しか す ぎないo仮 に

全 体 が60～80ブ ロ ッ クか ら成 る と し て も600W～800Wぐ らい しか テ ー ブル ・サ イ

ズ が 増 え な いo
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●

●

(2)KWEとKWTFの 関係 第1番 目の ブ ロ ッ ク!
Kl

KWEは 指定 さ れ たキ イ ・ワ ー ド の区切 り を表 わ す!

がKWTFの どの ブ ロ ックに在 る か

第 、番 目の…_1

を探 す為 に使 うテ ー ブ ル で コア ・メ1
・ ＼

モ リ ィに常 駐 して い るo

この テ ーブル にはKWTFの ブ ロ ッ

クの区切 りとな る キ イ ↓ワ ー ド(以

下 境界語 と言 う)を アル フ ァベ ッ ト

順 に並 べ て各境 界語 の 後 にKWTFの

の各 ブロ ックへ の ポ イン タ を持 って

いる。 こ とにBW、,BW,,-BWnは 噺 語 を表 わ し,P・

KWTFの 対応 す る ブ ロッ クの ア ドレス を表 わ して いるo

BW1

P1

BW2

P2

'

.

、

●

但

●

●

BWn

Pn
一

/

戸wo「d
パ

「1word

LI

,P2・ … …P・ は

ある キ イ ・ワー ドが 指定 され る とKWEの 境 界語 と順 に 比較 してい き,始 め て 順位(ア

ル フ ァベ ッ ト順)が 逆転 す る所 を見 つげ てKWTFの 対応 す る ブ ロ ック を見 つけ る こと が

出来 る。

(3)DIFの 構 造

コマ ン ドの項 で説 明 した様 に この シス テ ムで はttSELECT"と い うコ マ ン ドに よ り'

指定 され た キイ ・ワー ドに対 して関係 ある文 献 を取 り出 し,文 献 集 合 にse.t-noを 与 え

た り,HCOMBINE"を 使 ってset-noが す でに一与え られれ文 献 集合 に論 理演 算 を

ほ どこ して新 しくset-noの 付 いた文 献 集合 を作 り出せ る様 に な って いるoこ の様 な操

作 を文献 の ソー スデ ー タで直 接 や り取 りする の では 不便 なの で,そ れ ぞ れ の 文献 に対 して

「見 だ し」 を作 り,「 見 だ し」 で扱 え る様 に して あ る。

計算 機 内 部 で一 つ のf見 だし 」は2Wで 表 わ され 次の様 な 形式 をしてい る。

書 誌 名 コー ド リン ク情報

/

年代

/

文 献 の ソ ー ス ・デ ー タ ア ドレ ス
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発 行 年代 や書 誌 名 に

関す る情 報 を持 た せ て

あるの は"LIMIT"

と言 うコマ ン ドで,キ イ ・

ワー ドを指定 して得 られ

た文 献 の集 合 に対 して発

行年 代 や書 誌 名で絞 れ る

様 に したい と思 って い る

か らで あ るo

又,リ ンク情 報 は オ ン

ライン ・ア ップ デ イ トの

為用hるoこ の様 な 「見

だ し」 を使 っ て キイ ・.ワ

ー ドに 関係 ある 文献 の ソ

ース ・デ ー タがDSDF

の何 処 に在 るか 解 る様 に

して ある01っ .1つ の キ

DIFの1ブ ロ ッ ク

2KW

＼

見だし1

見だし2

ソ ー ス デ ー タ の ア ド ヒ ス を

さ し て い る○

)-1つ の キ イ ・ワ ー ドに 対 す る

見 だ し 群

[

ー

ノ
ー

、
ー

イ ・ワ ー ドに関係 ある文 献数 は,大 きい もO .は1000文 献 小 さい ものは1文 献 しか ない も

のま で非 常 にバ ラツ イて い るoDIFの サ イズ は実 測の結 果7000文 献 で お よそ80KW .

ぐらい に なるの で適 当な プロ ッゾ に分割 せ ね ば な らず,現 在 ブ ロ ック ・サ イズ は2KWと し

て あ るが文献 数 が増 え た 時の 事 を考 え る と どの様 に決 め るか は一 考 を要す る 所 と思 わ れ るo

以 上 の フ ァイル の 具体 的 な例 を次 に 示す。

①,②,2っ の文 献 が あ り,各 キ イ ・ワー ドは下 線 で示 してある。

KWTF,DIF,DSDFの 関連 を下 図 に示すo

①SoftworeforHighspeedcomputer

②Computer『inHigheducation
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■

■

==「 rb・ 三}]

』[二≡ コ

computer

education`

一

.・{{

high

software.

speed
,暢

、ミ蕪 無 ミミ
educationを キ イに持 つ

文 献見 出集 合 ＼
②

文献

デー

一
highを キ イ に持 つ文 献 見 出

集 合
一
/

。。mp。ter:を ギ ィ に持 つ文

献 見 出 の集合

F

＼
,

＼
→

→'

一 十

・

①'

、文 献

デ ニ
＼ い'＼ ＼ ＼

＼

ツ リ ー の テ ー ブ ル で ブ ロ ッ

ク に 分 け られ て お り.,ス

リン グ ・エ ン ド に は文 献

が あ るo

DIS三PLAY・

で始 め て こ ζ

softwareを キイに 持つ 文

献 見 出集 合

タ

←

←

ミ＼1"さN
speedを キ イに持 つ文 献 見

出集 合

SEILECTで こ の 中 か らset--noに

対 応 す る も の が ワ ー一"・ク ・フプ イ ル に入 るo

文 献 ソース

文 献 ソース

6'rPRINT

で始 め て こ ζか らと りだ すo
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Set

(4)ワ ーク ・フ ァイル の役 割

JOLDORで はSEI、ECT,OOMBINEコ マ ン ドに よって,次 々 と文 献 の見 出

しの集 合 をつ く り出 し てい くoす で につ く られ てい る集 合群 は 検 索の 途 中 でCOMBI-

ND又 はDISPLAYコ マン ド等 に よ って,再 度 参 照 され るo従 って一 度 つ く っ売集合

は検 索終 了 時迄 保 存 して おか な げれ ば な らなら これ らの文 献見 出 しの集 合群 の保 存 に使

用さnる の がJOLDORワ ー ク ・フ ァイ ルで あ る。

a)ワ ーク ・フ ァイルの 内容

ワー ク ・フ ァイ ルの 内 容そ の ものは,DIFの 内 容 と全 く同 じで あるo

set-table(コ マ ン ド)で つ く られ た文 献集 合 が,ワ ーク ・フ ァイル の ど こに書

い て あるか を示 す テ ーブルで,ア ク テ ィブ な端末 毎 に持 ってい る)と の 関係 を下 に 図

示す るo

ワ ーク ・フ ァイル

set-tableTTR1

1

2

3

TTR1
一_

＼
、

＼

＼

＼

Iength11

TTR2

12

TT孔3

13

n

、

=こ二二

コ ア.メ 主 リ ィ

二こ二

＼

＼

＼
＼

＼
＼
＼

＼
、

TTR2

、

3

＼

R

＼

T

＼

㊦
＼

、

容内ゆdS

容内の酩㏄

容内の日"

～～

与

ぶ

玉＼

'一"〆

drUmordisk

|
v11

ノ
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|
L ls

…

ノ
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◎

ワ ー ク ・フ ァ イ ル の 各 ア イ テ ム の 内 容

。 ワー ク フ ァイル 及 びset-tadleは ア クテ ィブftca末 の 数 だけ用 意 され
,そ の ・

ユ ーザ ーの 為 だ け に用 い られ るo'

。 ワー ク ・フ ァイルへ の記録 形式 は 可変 長 あ るい は 不 定長 と して
,ブ ロ ッキ ン グは

行 な わ ない。

oフ ァイ ル の 編成法 は,順 編成 あるい は:,順 イ ンデ ックス編 成 とす るo

b)各 コ マン ド実 行時 の ワ ーク ・ファイル の 使わnfio

イSELECTコ マ ン ド

「 一 ー ー ー 一『一 『 一 　 一 一 ー ー 一}一 一 －l

l ,l

lset-tablel

ll

ll

ll コ
1}

lSk 　

ll

li

ll

ll

ll

ll

已 ア ・メモ リイ(ユ ーザ ー エ リア)}
一_一____一 －L___一."

'
TTRl

lengthl

TTR2

12

.TTR2

「〉{

ワ ー ク ・ フ ァ イ ル

修彫
る

ー

すイ

/

ピ

/

コ

ノ

/

12

KWTF

*DiFポ イ ン タ

文 献 数

DIF

ノP

〃〃
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SELECTコ マ ン ド ・ル ーチ ン は キ イ ・ワ ー ドを抜 き 出 す とKWEテ ー ブ ル(コ

ア.メ モ リ ィ中 の 全 ユ ー ザ ー 共 通 の テ ー ブ ル)に よ り,そ の キ イ ・ワ ー ドが 含 ま れ て

い るKWTを ユ ー ザ ー ・エ リア に ロ ー ド し,文 献 数 を デ ィス プ レ イす る。 叉,そ の デ

・ス プvKと ・ ・レチ タ 〃 で ・上 の 図 に 示 睦 様 な手 順 で ・et-t・dl・ へ の 登 録 と・

ワ 一一ク.フ ァ イ ル へ の 書 き 込 み を 行 な うo

ロCOMBINEコ マ ン ド

exCOMBINE1十2

ワ ーク ・77イ ル

TTR1

TTR2

.T、TR3

●

set--tableを 参 照 し てsetlとset2を 演 算 エ リ ア に 読 み 込 ん で,演 算 し,

そ の 結 果 をset-tableに 登 録 し,ワ ー ク ・フ ァ イ ル に 書 き込 む 。 演 算 エ リ ア の 大

き さ,と り方 は ユ ー ザ ー 毎 に ダ イ ナ ミ ッ ク に決 定 す る よ うに 設 計 して あ る。
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■

◆

■

ハDISPLAY

exDISPLAY3

,TYPE,PRINTコ マ ン ド

DSDF

彩る

〃

/'//zづ

D30

〃

、

settable

S1

S2

S3

寸

ー

1

ー

ー

,l

l

-

1

,

ワ ー ク ・ フ ァ イ ル

、

ノ/
jL

　 む べ

1コ マ メ モ リ ィ|

し______」PRINT

ノ　
二ENDSEARCHコ マ ン ドXx-一 一一'/'

ENDSEARCHが く る と,set-tableを ク リア して,又,最 初 か ら

SEARCHの 仕 事 が で きる様 に してや る0

4.315検 索の流 れ

前節の フ ァイル の構 成 の 説 明 で,こ れ らの フ ァイ ル をい か にた ぐってい け ば望 む文 献 を

得 る こ とがで きるか が大 体理 解 で きる と思 わ れる。 本 節 では 主 に コマ ン ドの実 際的 な動 き

の面 か らな る べ く具 体 的 に検 索の 流 れ を示 した レ＼

川SELECTコ マ ン ドの動 き

例え ば"AUTOMATA"と い うキイ.ワ ー ドを 持 つ文献 を選ぶ 時 は

イ)SELECTAUTOMATA:と キ イ ・イン す る と,先 ず コマ ン ド ・デ ィス

トリビ ュ ータ(コ マ ン ドを識別す るル ーチン)に より・コマ ン ドの 識別 が行わ れ ・

SELECT処 理 ル ー チ ンが呼 ばれ るoψ11-.

ロ)SELECTル ーチ ン は キイ ・ワー ド"AUTOMATA〔 を抜 き出すo・ 、・

ハ)キ イ ・ワー ド"AUTOMATA"がKWTFの どの ブ ロック に含 まれ てい るか
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をKWEテ ー ブル に よ り調 べ るo

二)KWEで わ か っ売 ポ イン タでKWTF(ρ"AUTOMATA"を 含 むKWTの 該

当 ブ ロ ック を コア ・メモ リ ィに ロー ドす るo

ホ)KWTFは リス ト構造 のテ ー ブルで あ るか ら,こ の リス トをた ぐって い くこ とに

よ り,"AUTOMATA"と い うキ イ ・ワー ドが使 われ て い る文献 の集 合 に 関す

る情 報 を示 すDIFの ブ ロック ・ポ イン タが わ か るo

へ)KWTFの 各 ス トリング の終 端 に は4.3.4節 で述W様 にDIFへ の ブ ロ ック ・ポ

イン タの 他 にそ の キ イ ・ワー ドが使 わ れ て い る文献 数 も表 わ さnて い るoこ れ で

"AUTOMATA"に 関す る文 献 の数 がわ か るの でJOLDORシ ステ ムは この

文 献 集合 のset-noと 文献 数 をデ ィスプ レ イ端 末 に表 示 す るo

*ENTERCOMMAND*

SELECTAUTOMATA

SETNOl

NOINSET13

画面1

ユ ーザが 画面1を み て,次 に打 込 む コ マン ドを考 え て い る間は ・コ マ ン ド待 ちの 状

態 で あるか ら,CPUは 遊 ぶか もしれ ないo

そ こで シス テ ムはDIFへ の ブ ロッ ク ・ポ インタ をた よ りに次 の レベ ルの フ ァイ

ル を ロー デ ィン グす る別 の タス ク を発 生さ せ る。 す なわ ち画 面1の よ うk情 報 をデ

ィス プ レイす る タ スク とDIFに 関 す る処 理 を行 う タス ク との2つ の タス ク をマ ル

チ ・タス ク と して処理 す るoけ で あるo

ト)DIFを サ ーチす る タス ク につ い て

まずDIFの ブ ロ ック ・ポ イン タとい うのは4.3・4のKWTTの 説 明 に あ るよ うに

DIFの ブ ロ ック ・ナ ンバ ーを示す ポ イン タと,そ の ブ ロ ック 中で,あ る キ イ ・ワ

ー ドに関す る文 献集 合が 入 って い る相対 先頭 ア ドレスを さす ポ イ ンタの2つ か ら成

ってい るoこ れ らの ポイ ン タに よ り,例 え ば キ イ ・ワー ド"AUTOMATA"に

関す る文 献 を示す 見 出 しの 集 合 を ワーク ・フ ァイル に書 き移 して お き,そ の場所 を

set-noと 共 に記 録 して 齢 く。 こnで このタ スク は終 了 す るo

(2)COMBINEコ マ ン ドの 動 き

こ れ は文 献 集 合 にset-noで 論 理 演 算 を 施 す コ マ ン ドで あ る こ と は4・3・3enで 述 べたO
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4

イ)コ マ ン ド ・デ ィス トリビ ュー タに よ り識 別 され,COMBINEの ル ーチンが 呼

ばれ るo,

ロ)COMBINEル ー チ ンは オペ ラン ドの 関係式 を評 価す る。

ハ)評 価 に したが って文献 集 合 ど うしの論 理演 算 を行 な うo例 え ばCOMBINE3*

4:と キイ ・イ ンさ れ た とす る と ワー ク ・フ ァイルか らset-no3とset-no

4の 文 献 集合 に新 し くset'-BOe'つ け るo

デ ィス プ レイ端末 に は,COMBINEで 新 し くで きた文 献 集 合 のset-noと

そ の集合 中の文 献数 を表 示す るo

*ENTERCOMMAND*

COMBINE3*4

SETNO15

NOINSET15,
!

画 面2

こ うしてCOMBINEで で きた文 献集 合 をさ らにCOMBINEで 論 理 演算 を施

す こ とも可 能 で あ る。 ユ ーザ はSELECTとCOMBINEを うま く使 うこ とに

よ り次 々 と興 味 ある 内容 の文 献 を検 索 す るこ とが で きるo

(3〕DISPLAYコ マン ドの動 き

この コ マン ドはset-nOを 指 示 してそ の文 献 集合 の 最初 の文 献 内容 をデ ィス プVイ 端

末 に表 示 す る もの であ るo

イ)コ マン ド ・デ ィス トリ ビェ 一 夕に よ り識別 し,DISPLAYル ー チ ン を呼 び 出

すo

'
ロ)指 示 され たset-nOに よ リ ワーク ・フ ァイルか ら文 献 の 見 出 しの集 合 を コ ア

・メモ リイに ロー ドして くるo

ハ)文 献の見 出 しは
,4.3.4節 のDIFの 構造 に 述 べ て ある よ うに文 献 の ソー ス ・デ ー

タの場 所 を示 すDSDFへ の ポ イ ンタ を持 ってい るoこ の ポ イン タに よってDS-

DFか ら文 献の 内容 を コア ・メモ リイ に ロ ー ドして デ ィス プ レ イ端末に表示 してや る。

二)ハ)で デ ィス プ レイ端末 に一 つ の文献 を表示 して い る間 はCPUが 遊 ぶ か も しn

ない の で,シ ス テ ムは次 の文 献 表 示 の準備 として,同 じ文献 集合 中か ら次 の文 献 内

容 を マル チ ・タスク でDSDFか らコア ・メモ リイに ロ ー ドして拾 く∩

(4)NEXTコ マ ン ドの 動 き
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(3)でデ ィス プ レ イ した文 献 の次 の 文献 内 容 をデ ィス プレイ端 末 に表 示 す る指令 の コマ ン

ドで あ りこの 時 も次 の文 献 内容 表 示 の為 先取bの マル チ ・タス ク を行 な うo

(5)一－TYPE及 びPRINTコ マ ン ドの動 き

これ らは 端末 の タイプ ライ タ及 び セ ンタ ーのSYSOUT(シ ス テ ム ・ア ウ トプ ヅ ト ・

プ リン タ)に ハ ー ド ・コ ピ ィを と、る 指令 で あるo

デ ィス プ レイ 端末 に文献 内 容 を表 示 してみ て,タ イ トル あ るい はデ ィスク リプタ ・ワ

ー ド中に もっ と適 当 なキイ ・ワ ー ドを発 見 した な ら,そ の キイ ・ワー ドで も う一 度SE-

LECTコ マ ン ドを指令 して同 様 に検 索 を繰 り返 し てい く。

(6)ENDSEARCHコ マ ン ドの役 割

こ うして検 索 の仕 事 をつづけ て い く うちに,今 迄 い くつ もっ くられ た文 献 ¢)見出 しの集

合 が ワ ー ク ・フ ァイル の どこ にあ るか を示す テ ー ブノヒ,あ るい は ワー ク ・フ ァイ ル 自身

が 一杯 に な って しま うoこ うな って しま うと も うこれ以 上検 索の 仕事 が続 け られ な くな

るの で この コ マン ドで ワーク ・フ ァイル 中の文 献 見 出 し集 合 の あ りかた を示すテ ーブル

を ク リア して や るo(3ct-notableの ク リ ア1こ れ で=L－ ザ は 又 新 し く検 索 の

仕 事 を再 開す る こ とが で きる。

しか しせ つか くつ く りあげ た文献 集 合 をENDSEARCHで ク リア して以 後 使 え な

くす るの は非常 に惜 しいo

この為 将来SAVE,LOADな どの ■ マン ドを用意 して後 日の検 索 に もそれ まで の

検索 結果 を利 用 で き るよ うに したい と思 ってい るo

(7)コ マ ン ド ・.■コ ー ・の プ リン ト

デ ィス ブvイ 端末 に は,画 面1ま た は2の よ うに,コkン ド毎 の情 報 が表 示 される が,

デ ィスプ レイめ画 面 の大 きさ に は限 りが あるの で,比 較 的長 い検 索作 業 を行 な うと前 の
　

方の 情報 は 消 え て しま うoし か し,se{-noを 次 々 とCOMBINEし た り,あ る

set・ の文 献 数 を振 り返 っ てみ たい と い う よ うな時 に',い ま ま での検 索過 程の 記 録 が残

ってい る こ とhs望 ま しいoそ こで タ ー ミナル の タイ プ ライ タ ー にその過 程 を プ リン トす

る。 例 えば 次φ徽 ・ マン ド ・エ ・一(・ ・mmandech・)が プVン トされ る・
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直

角

NO . 1005

COMMAND

SAUTOMATA

STHEORY

C・4*2

SAUTOMATION

C3+4

D

N

N

I)

E

69/1/15

SETNO

1

2

3

4

5

× ×SEC//

/

./

/
/

NOINSET

13

10

6

9

15

_一 「
,/

//
/

/
//

//

SはSELECT

CはCOMBINE

DはDISPLAY

NはNEXT

PはPRINT

EはENDSEARCH

4.3.6オ ン ライン ・ア ジ プデ イ ト

MONITOR-Vで は フ ァイルの ブ ロ ック ご と に ロック をかけ る機能 を持 って いるn

(排 他 的 占有 機 能)

フ ァイル をア ップデ イ ト ・モ ー ドで使 い,或 る ブ ロ ック を読 む とそ の ブ ロ ックに ロ ック

が か か り,そ の ブ ロ ックに書 き出 すか,ロ ック をと く マク ロ命令 を使 え ば ロ ックが とけ る

様 にな っ て いるo

こ の機 能 を利 用す る と同 時 に何 人 ものユ ーザ ーが ア ップデ イ トを し,又 検 索 をす る事 が

可 能 に な るo
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(1)フ'ロ グ ラムの構 造

UPDATEル ーチ ン は リエ ン ト ラン ト(Reentrant)な フ'ログ ラム で検 索 ル'チ

ン と同 じプ ロセ ッサ に組 み込 古れ るnこ の為'tUPDATE"と 言 うコマ ン ドを も うけ,

検 索 モ ー ドか らいつ で もア ップデ イ ト ・モ ー ドに 切 り換 える こ とが 出来 る様 に な ってい

るo

UPDATEル ーチ ン と検 索 ル ー チン が同 じプ ロセ ッサ に組 み 込 まれ る と言 うの は ・

か な らず しも同 じ領 或 に あ る とは か ぎらず検 索ル ーチン 内に ある"KWE"が ア ップデ

イ ト ・ル ーチ ンか ら も参照 可能 であれ ば 良いo

JOLDORに 於 け るオ ンラ イ ン ・ア ップデ イ トは た だ単 に オ ン ライ ン でア ッ プ デイ ト

が 出来 るだ げ で な くア ッ プデ イ トさ れ た情報 は た だ ちに検 索 の対 象と な る事 に特徴 が あ

る。 そ の 為 に各 フ ァイルの ア ップ デ ィ ト手順 は勝 手 に 出来ず,順 番 には十 分 気 を付 け な

くては な らない。

検 索の対 象 とな る情報 は,そ れ が 単 に 物理 的 に付 け 加 え られ るだげ で な く各 フ ァイルの

リンケー ジが とれ た 時 始め て生 きて く る。

例 え ばDSDFに ソー ス ・デ ー タが 加 え られ て もこめ時 点 です ぐに検 索の 対 象 とは な

らな㌔ こ の事 は勝 手 にDSDFに デ ー一夕を加 え て も検 索 の じ ゃま を しない事 を意 味 し

てい る。 同 じ事がDIFに ドlc..メ ン ト ・デ ィス ク リ プ タ(文 献 の見 出 し)を 加え る時

に も言え るoし か しKWTに 新 しい キ イ ・・ワー ドが 登 録 され る と話 は 違 っ て くるo

KWTに 登録 さ れ た キ イ ・ワー ドは た だ ちに検 索 の 対 象 となる の で,こ の 時 点 で す で

にDIF,DSDFに はア ップデ イ トが完 了 し,し か もKWT,DIF,DSDFの リ

ンケー ジが とられ て いな くてはな らな 馬 そ う しな い と キイ ・ワー ドでた ま たま 検 索 し

よ うとす ると この キ イ ・ワー ドに対 応 す る文 献 が 実際 ある はず な のに 見つ か らな い事 に

なって都 合 がわ るい。 そ こ でア ップデ イ ト.の手 順 はま つDSDFに 文献 の ソー ス ・デ ー

タ をア ップデ イ ト し,次 にDIFに そ の デ ィス'クリプタ を ア ップ'デイ トしてDSDFの

デ ー タ と リンケ ー ジ を とるoそ の上 で キ イ ・ワ ー ドをKWTに 登録 してDIFと の リン

ケ ージ を とれ ば こ の時点 で も うこの 文献 が 検 索 の対 象 とな り得 るoし か もア ップデ4・ ト

を行 な ってい る 間 検 索ル ーチンか らは ア ッ プデ イ トさ れ た情 報 は見 え ない か ら最 後 の,

キ イ.ワ ー ドア ップデ イ トさ れ るま で検 索の じ ゃま を して い な いo

一144一

▲



各 フ ァイルは フ ァイル の創成 或 は バ ッチ に よるア ップ ディ ト時 に次 の様 な フ ォーマ ッ トにす るo

KWT

プ ロ セ ッサ ー

T .UP

Fヨ ー

KWE

`

㌘
,・/

乙ノ
ES.

BCW/
‡

DIF

「コ

7〃
//
//
//
/て ン
//

乏クノ

'

ES

BCW・

'
DSDE

巳…

〃/〃
う/
ノ

躍

●

ぐろ
ゑゲ/ク

♪
EC

BCW_

多
/

/

/

/

/
/
/

＼ド ＼

ノ
ー

 

/
-

EB

EB

FCW
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BCW:各 ブ ロ ック の空 き領 域 の先 頭番 地(ブ ロ ック での 相対 番地)が 入 ってい る。

Fdw:DSDFに あ る先頭 の 空 き ブロ ック の相 対 番 地(TTR)が 入 って い るo

TUP:DSDFの 最 終ブ ロ ック(FCWを 含む ブ ロ ック)の ア ドレス とDIFの 最

終 ブ ロック(ESの みQブ ロ ック)の ア ドレス を もっ テ ー ブル

ES:空 き領 域

EB:か らの ブ ロ ック

a)KWTの ア ップデ イ ト

ア ップデ イ トし よ うとす るキ イ ・ワー ドを含 む はず の ブ ロ ック を読み,実 際に そ の

キイ ・ワー ドを含 む か どうか確 か め る。 実 際 に あれ ば文 献 数 を1つ 増 す。 な い時は

キ イ ・ワ ー ドを登 録 してBCWを 増すo

b)DIFの ア ップデ イ ト

1つ のキ イ ・ワ ー ドに対 応す る ドキ ュメン ト ・デ ィス ク リプ タの 集 合 はお互 に ポ イ

ン タで リン ク をつ げ てお き最後 の デ ィスク リプ タには 最後 で あ る と言 う情報 を もた

して お くo

ア ップデ ィ トしよ うと した キイ ・ワ ー ドがす で にKWTに あ った 場 合 はDIFに

デ ィス ク リプ タが あ るは ず だか らこの ブ ロ ックを読 み,空 き領域 の先 頭に新 し くデ

ィス ク リプ タ を付 け 加 え,BCWを 増 しさ らに,す で に ある デ ィス ク リプ タとの リ

ンク をつ け るo

もしKWTに 新 しく キ イ ・ワー ドが登 録 され た場 合 には,そ の キイ ・ワー ドに対

応す る ドキ ュ メ ン ト ・デ ィス ク リプタはDIFの 最 終 ブ ロ ック(T.UPを 参 照 し

て位 置が わか る。)に 登 録 され る。

② オ ン ライン ・ア ップデ イ トの 為 に各 フ ァイル には次 の様 な コン トロー ル ・ワ ー ドを持

つ 事 とす る。 以 下BCWと 略 記す る(ブ ロ ック ・コン トロール ・ワ ー ド)

a)KWT

キ イ ・ワー ド情 報 の入 っ て いる領 域

Tの1ブ ロ ック

空き領域
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KWTの 各 ブ ロ ックの最 終 語 をBCWと して使 いBCWに はい つ も空 き領 域の先 頭

番 地(ブ ロ ック内 での 相対 番 地)が 入 って い る∩

b)DIF

モ

WCB

空き領域

BCWに はKWTと 同 じ様 にDIFの 各 ブ ロ ック の空 き領域 の 先頭 番地 が入 ってい

るoア ップデ イ ト ・ル ーチ ンはKWT,DIFのBOWを 参 照 して キ イ ・ワ ー ド或

はDSDFの デ ィス ク リプ タの ア ップデ イ トを行 な う0

4.3.7パ ッチ用 サ ー ビス ・ル ーチ ン ,

この システ ムで考 え られ て い るバ ッチ 用サ ー ビス ・Iv'一・・チ ンは次 の3種 類 であ るo

ω フ ・イル ・ジ ェネ レ三 夕

(2)STATISTICSル ーチ ン

(3)SDIサ ービス

シス テ ム全 体 に 対 す る ζれ らのル ーチン の位 置 づ けは 次 図 に示す 通 りである∩

`

■
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KWTの 各 ブ ロ ックの最 終 語 をBCWと して使 いBCWに はい つ も空 き領 域 の先 頭 ・

番地(ブ ロ ック内 での 相 対番 地)が 入 って い る∩

b)DIF

唾

WCB

空き領域

'

BCWに はKWTと 同 じ様 にDIFの 各 ブ ロ ックの空 き領 域 の 先頭 番地 が入 ってい

る。 ア ッ プデ イ・ト ・ルー チ ンはKWT,DIFのBOWを 参 照 して キ イ ・ワ ー ド或

はDSDFの デ ィス ク リプ タのア ップデ イ トを行 な う0

4.3.7バ ッチ用 サ ー ビス ・ル ーチ ン

この シス テ ム で考 え られ て い るパ ッチ用 サ ー ビス ・ル'一一チ ンは次 の3種 類 で あるo

(1)フ ァイル ・ジ ェネ レ ータ

(2)STATISTICSル ーチ ン

(3)SDIサ ー ビス

シス テ ム全体 に 対す る ヒれ らのル ーチ ンの位 置 づけ は 次 図に 示 す通 りで ある∩

●

4
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一蛍

イ)キ イ ・ワー ドインデ ックス ・リス ト

KWOC.の キ イ ・ワー ドイ ン デ ック ス ・リス トと同 じ様式 の リス トで 定期

的 に ア ップデ イトで追加 す る文 献 の ぶ んだ け リステ ィングす る。 この リス ト

は 新刊 紹 介の形 で利 用者 に配 布 さnるo

ロ)ト ランザ クシ ョン ・フ ァ イル

これ は,定 期 的 にア ッ.ブデ イ トで追加 す る文 献 の トランザ ク シ ・ン ・フ ァ

イル で あるoこ の:フティル の 様式 は当 然 マ ス タ ー ・フ ァイル と同 じに な って

い るo

タ イ トル中に 表わ れ て い る キ イ ・ウLド 及 び デ ィ,スク リプ タ ・セ グ メン ト

に記 載 され てい るデ ィス ク リプタ ・ワ?ド を キイ ・ワー ドと して抜 き出 しそ

れ を見 出 し語 として文 献 情報 を整理 して テ ー プ上 に書 き出 してお く〔

Oマ ス タ ー ・ フ ァ イ ル の 更 新'

す で に 今 迄 の 文 献 の ぶ ん に つ い て つ く られ て い る マ ス タ ー ・フ ァ イ ル と前 記 の

ト ラ ン ザ ク シ 。ン と を併 合 し て新 し い マ ス タ ー ・ フ ァ イ ル とす るoし た が っ て 文

献 情 報 の 更 新 は 常 にaル ーチ ン か ら行 な うo

b)デ ー タ ・ベ ー ス ジ ェ ネ レ ー タ

a)で で き た マ ス タ ー ・フ ァイ ル か らデ ー タ ・ベ ース(KWE,KWTF,DIF,

DSDF)を ジ ・ネ ・一 トする ル ーチ ・で ある…3節 で述 べ た7ら ルの 髄 を

み て わか る様 に マス ター ・フ ァイル か らKWE, 、KWTFi,bIF,'DSDFを 各

々関連 をつ け な が ら作 り あげて い くo

「 一 一

・」

:

|

tl

KWE 〉 KWTF

、

〉 DIF 〉 DSDF
》

一

ルイアブ●一夕スマ
・

「

1

一一一一一一一ー一一一一一一

1

」
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◎

↓
…
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:F-A.COM230二60MPNITOR-Vリ デ 一 夕管 理 シス テ ム の下 で 働 か な け れ ば

な ら な い の で,色 々細 か い 制 約 が 加 わ っ て い るo,'

(2)STATIST(-G・Sル ー チ ン,..

◎ 本 システ ムは,JOLDORに 斯 る嬬 検 索 か ら 品 種 の統 計 デ ー.タを ≒ り ・」O－
ひ

LDORシ ス テ ム の デ ・一一タ ・フ ァイ ル の ア ッ プ デ イ ト,及q,シ ス テ ム の ア ッ プ デ イ ト

時 の 基 礎 資料 とす るo .;

◎ 統 計 デ ー タ は,次 の も の を と る。

ぼ ユ ー ザ ー 毎 の 使 用 回 数 と ・使 用 時 間 ・,.・.・ 、

○ キ イ ・'ワー ド毎 の 参 照 頻 度

。 文 献 毎 の 参 照 頻 度,・. 、 ...

"上 記 の 統 計 デ ー タ を と る た め
,JOLDOR(11オZ:・ ラ イ ン検 索 プ ロク.ラ ム に ヒス ト

、リ ィ ・フ ァイ ル(history .file)を 設 け,下 記 の レ 『 一－bSを 記 録 す るo

。 処 理 年 月 日.

O使 用 ユ ーザ ー 名,使 用 ユ ー ザ ー.コ ー ド

oタ ー ミ ナ ルNO

oJOB開 始 時 刻.

oJOB終 了 時 刻

.o:'」9B使 月き実 時 間

o検 索 件 数(ENDSEAEICHの 回 数+1・orO .),

O参 照 キ イ ・ワ ー ド

o文 献 参 照 コ ー ド(リ フ ァ?ン ス ・コ'ド)

'lt

◎ オンライン文献検索プ・グラムでは,参 照キイ・ワー ド汲 び文献参照‥ ドを 一

担 。。,kr・ ・1・ 鳴 き出 し ・X(yenm・ ・k)BYEコ マ ンYの 後 ・」OBTE

RMINATE}・ 一 チ ン が,・ ス ト リ,・ フ ・イ ル 暗 き 出す 。
ノ

◎ ・ス トリ,・7。 伊 はv:週 間業敵,テ ープ ・拍 ブ ・及蹄 計腿 を極 や フ

ァ イ ル を イ ニ シ ャ ラ イ ズ し な お すo

(3)SDIサ ー ビヌ

◎SDI(S。le。ti。 。Di・ ・semin・ti…fl・f・ ・m・ti・n)は ・」Oi,

LD(5Rシ ス テ ムの一 部 と して,JOLDORを 利 用 す る.・一ザ ーが ・あ らか じめ登 録 し

た キ イ.ワ ー ドを ファ イル(USERiSPROFILE)に 登録 してお・き,JOLDORシ ステ ムにi新た

一152一
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な 文 献 集 合 が 加 え られ た 時 点 で(フ プイ ル ↓ジ ェ ネ レ ー タの ア'ッ プ デ イ・ト)そ の 文 献 集 合

と マ ヅチ ン グ し.,キ イ ■'ワー ドの 適 合 した 文 献 を,そ の 各 々 の ユ ニ ザ=-teリ'ス トi■'サー ビ

メ す る シ ス テ ム で あ るo

◎'と の シ ス テ ム に よ っ て,=・ 一 ザ ー は 自分 に必 要 な 文 献 につ い て の,CurrentAwa-

reriessな 情 報 を得 る こ と が で き る。

・6

USER`S

.PROFrLE (
新 刊 文 献

・FILE

SDI

MATCHING－
SD工SERVICE

LIST

－ イ/='

有U纏 判定/

PROFILE

修 正

SDIサ ー ビ ス

◎ こ の シ ス テ ムで はt=一 ザ ー は 複 数 の キ わ ワ ー ドを登 録 し(20ま で の 予 定)'・ そ の

内 の,い く つ を 含 む 文 献 を リ ス トす べ き か を 指 定 で きる もの と す る(カ ー ド ・ コ ー ド=

00カ ー ドのPRIORITY=・nnで 指 定)oま た,必 ず 含 ん で い な けnば い け な い キ

イ ・ワ ー ドを 指 定 す る こ と が で き る(カ ー ドコ ー ド=01カ ー ドのPRIORITY==

"MS"を 指 定)
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〔例 〕

ユ ーザ ーの 登 録 語

1.INFORMATION

2.RETRIEVEL'MS"

3.SYSTEM

計3語 で,PRIORITY=1～3と す る と,

標 題

DIRECTORGANiZATION.DATASET

×

(デ ィスク リプ タ)

COMPUTER,RANDOMACCESSMEMORY

標 題

INFORMATIONSTORAGEANDRE⑪IEVAL

O

(デ ィス ク リプ タ)

COMPUTER,IRSYSTEM

'
、○の文 献 が適 合 す るo

勺

,ゐ
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4.410LDORシ ステム の検 討 と反 省

1968年6月 に,オ ン ライ ン文 献 検 索 シス テ ム 更汀OLDOR"の 開発 を開 始 し,現 在 迄

ほ ぼ一年 を経 過 して い る。 不格 的 左運 転 は1969年 秋 に なる 見込 み なの で,シ ステ ム全 体 と

して の評 価 はまだ で き ない 。'一

本 章 で は主 に シス テ ムの設 計上 の 反省 点 をま とめ て み る。

4.4.1デ ー タ の収 集 と作 成 につ いて

IRシ ス テ ムは デ ーータが一 番 の基本 となる 。JOLDOR,で は01earing.Houseで 、i:

発 行 して い る 「U・S・GovermentResearch&DevelopmentReports」,.

中か ら電子 計 算 機 に 関連 す る分 野 を抜 き出 した も の,GAGMの 「ConoutingReviews」.

の一 部 を収 録 文 献 の 対象 と した。 。.

昭和43年6月 現 在2,500文 献 のデ■ タ 。コー デ ィング を完了 してい るが,転 記 の作業 は

非 常 に単 調 な仕 事 なので 飽 きや す い。 か な リス ペ リン グの ミス もでて いる。.・ ・,

こ うい う大量 の 専 門的 な デー タ の収 集 には 専 門 の情 報 サ ー ビス団体 を利 用す る よ うに考 え ・

ない とデー タ作 成 だ け で か な りの大 仕事 に な る。 さい わ い,日 本 で もJICSTあ た 、り、で海

外 論 文 のMT販 売 の 計 画が ある よ う左 ので今 後 は積 極 的に そ うい うシステ ム を利 用 す る様 に,

した(ハ。 ・ 一 ・ 〇 二

JOLDORの デー タ ・フ ォー'マッ トで は,著 者 の所 属 と書 誌名 は記入 のスペ ー ス が少 し

不 足 ぎみ で あった。,'・ ・
"

◆

4.4.2フ ァイ ルにつhて

IRの シス テ ム設 計 上 で 一番 の難 点 は フ ァイ ルの設 計 で あろ う。,∴

FACOM230-60MONITOR--Vの デー タ管 理 機能 をフ ルに活 用 して,限 ら

れ た コア 。ス ペー ス で検 索時 間 を最小 にす る ことが,こ の フ ァ イル設 計の第 一 目標 だ った の,

で,か な り無 理 な小細 工 を加 え た形 とな って い る。

以 下 に フ ァイ ル設 計 上 の 問題 点 を列 挙 す る。 ..

(イ)当 初の 段 階で ユー ザー が 使 用可能 なコ ア容 量 は40KW足 らず であ り,TSSに 拡 張 さ

れ る と なる と,20KW位 しか ない。 この少 い ス ペー ス を多 数 の ユー ザー ・ジ ・ブが分 割

共 用 して 用 い る ことに なる の でJOLDORは1ユ ーザ ー あた り10KWあ れ ば 検 索が で

き る様 に した。
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従 ってKWTやDIFが 分 割 され た り,か な リフ ァイ ルを切 りつ めて 設計 して ある。

(ロ)検 索 時 間 を早 くす るの がJOLDORの フ ァイ ル設計 の第一 目標 な ので ・同 じ情 報 が 各

フ ァイ ルに二重,三 重 に入 った りして か 在 り無駄 と.思われ る部分 が生 じて い る。

しか しこの問題 は検 索時間 の短縮 と ア ップデ ィ トの 容 易 さ とい う相反 す る条 件 の中 力・ら

どち らか を選 択 しなけ れば ならな か ったの で止 む をえ ない処 置 で あ った。

内 当初,フ ァイ ルの更 新 は バ ッチで行 う計 画 に して お り,オ ン ライン ・ア ップ デ イ トは途

中か らつ け 足 した 部分 なの で,あ ま りす っ き りしない 方法 とな って い る。 これ は(司と も関

連 が ある。

←)フ ァイ ルのlogicalspaceとphVsicalspaceの 対 応 が うま くな ぐ,例

えばDIFで は 各 シIJン ダー 当 り15%が 無 駄 な スペ ー ス とな って い る。

これ はMONITOR-Vの デー タ管 理,コ ァ上 に獲得 で き る作 業 用領域 の単位 ・ フ ァ

イ ルの1ブ ロックの大 きさ との関連 で デバ イス の ス ペース をフ ルに使 用 で きる様 に 改善 可

能 で ある。

周MONITOR-Vで は,複 数 の ユー ザ ーが コァ上 の 同一 領域(読 書 可)を 共 有 で き な

い ため オ ン ライ ン6ア ップ デイ トがや っか い に な って しま った。KWEや オ ン ライ ン 。ア

ップデ イ トの た めのDIF,DSDFの 空 ブ ロ ック ・ポイン タをオ ン ラ イン 。プ ロセ ッサ

に組 み 込ん で おか なけ れ ば な らな い ので,バ ッチ ・ア ップ デイ トす る度 に プ ロセ ッサ 自身

もア ップデ イ トしな けれ ば な らな ぐな って しま った。

内 フ ・イ ・レ・ス ペづ を紗 させ るた め に ポ ィ・ ・や デ ・ レク 川 ・が ワー ドに 蛯 ヵら

た りして い る ので,検 索部 分 で の操 作が めん ど うに な って しま った。

か な り小 細 工が過 ぎた設 計 に 左 って い る。

(ト)現 在迄 に設 計 した フ ァイ ルだ け で はLIMITの コマ ン ドは うま ぐ生 かせ ない 。

年 代 と,書 誌名 のデ ィレ ク・トリ イ ・フ ァイ ルをつ ぐるか ・各 々のグ ルー プのチ ェイ ンを

つ け れ ば よい 。

倒MONITOR-Vの デー タ管 理 は一般 的に つ ぐられて い るた め ・JOLDORの よ う

な 用 い方 をす るとか な り無 理 を した 使 い方 に な る。

これ.らの問題 点 を考 えて み る と,や は り本 格 的 なlRを や る には ・IR専 用 の モ ニ ター が

欲 しい。
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4、4.3オ ン ライ ン ・プ ロセ ッサ に つhて

(イ)検 索 の 過程 で独立 に並 行 して で きる処 理 は マ ルチ ・タス クと して動 く よ うに設計 して あ

る。 しか し,処理プログラムで 色 々 と小 細 工 を して も,OSの オ ーバ ー ヘ ッ ドが ど の程 度に

な るか 予想 が つか ない ので,マ ルチ ・タス ク に した効 果 の程 も疑 問 で あ る。 こ の事 は実 際

の運転 が 開始 されて か ら色 々 と実 験 して み た い と思 う○

(ロ}検 索 プ ログ ラム の処理 を簡 単に す るた めKWT,DIFの サ イズ を,コ ァ上 のペー ジ単

位 に分 割 したの で,フ ァイ ル設 計 の方 で,デ バ イ ス とのか ね あい が うま ぐいか な ぐな り,

フ ァイ ル ・ス ペー スの無駄 を生 じた。

この 事 はMONITOR--Vデ ー タ管 理 の機能 と も関連 して いる。
4

(・寸COMBINEの ルー チ ンは現 在 は2項 演 算 しか許 して い な いが,ス タ ッキン グ を行 う

事 に よ り将 来 は拡張 可能 で あ る。

←)ヒ ス ト リイ ・フ ァイルに 書 き込 む情 報 及 びそ れ を ワー ク 。フ ァイ ルに 書 いて お ぐ時点 ・

処 理方法 は もっと詳 細 に検 討 す る必 要 が ある。

㈱ さ き程 もの べ た通 りオ ン ライ ン 。ア ップデ ィ トは追 加設 計 を した 機能 なの で詳 細 につ い'

て はなお検 討 が必 要 で あ る。

以上各処理部分毎に反省点を列挙 してみたが,こ れは鉛互いにからみ合っている要素であ

る。それだけに,こ れらの矛盾点の解決は難しいことであるが,今 後実際の運転を通 して少

しでも解決への糸口をみつけたい。
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あ と が き

この シ ス テ ムはLockheedのPaloAltoResearchLaboratoryのOn-1ine

retrievalsystemDIALOGを 参 考に してい るo

最 近,MITのTIP,SDCのBOLD等 をは じめ,か な9オ ン ライ ン文献 検 索シス テ ムが

実 用 にさ れて い る よ うで あ るo

文献 検 索の要 点は,検 索内 容の 質 の向 上,検 索時 間 の 減少 そ れ と経 済 性 であ る とい うoオ ン ラ

イン ・シス テ ム とバ ッチ ・シ ステ ム と比較 して,ど ち らが有利 である か と い うことは一概 には言

え ないoむ しろシス テ ム の利 用 目的 か らいつ れ かが 選 ば れ るべ きで ある し,経 済性 とい う面 か ら

い えば,-r般 に リアル タイ ム性 の 強い もの程高価 で ある とい え る。 しか し,バ ッチはま た バ ッチ

ゆえ の無 駄 も多 いだ ろ うob

今後,大 規模 の デ ータ ・セン ター,あ るい は デー タ ・バ ン クが 実 現す る可 能 性か らみ て,そ の

基 礎 また は初期 段階 として,オ ン ラインIRの 研 究,開 発 は大 い に意味 の あ るこ とと思わ れ る。

∪
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5.タ イ ム シェ ア リング ・シ ステ ムCα30L

謝 辞

以 下 の謝辞 はCODASYL(ConferenceonDataSystemLanguage)の 要

求 に より米 国防 省COBOL-1965か ら引用 した もの です。

ttCOBOI
,-1965,,はCODASYLCOBOL委 員会 とECMA(European

ComputerManufacturesAssociation)の 努力 で 作 られ た もの です 。 初 め に,

説述 や 内容 はOODASYLCOBOL出 版 ・」・委.員会 の メ ンバ ーに よ って 開発 され た もので す 。

ttCOBOLJSは 産 業 言語 で あ り
,い か な る団体 や 団体 の グ ルー プ,い か な る組 織 や組 織 グ ル

ー プに も迎合 す る もので は あ りません 。

プ ログ ラ ミン グ ・シス テ ムや言 語 の正 確 さや機 能 に つ いて いか な る寄 与者COBOL委 員 会 と

もに いか なる形 で も保証 す る もの では あ りませ ん。 さ らに これ らに関 してい か な る寄与 者 や委 員

会 は責任 を負 うもの では あ りませ ん。

COBOLの 保 全 に 対す る 手続 は確 立 され て いま す。 変 更 に関 す る手 続 の照 会 はCODASYL

の理 事 会 に 指示 され ん こ とが 願 われ ま す。

本 書 に使 用 されて い る 資料FLOW-・-MATIC(Sp'erryRandCorporationの 登

録 商標),Progra㎜ingfortheUnivac(R)Iand∬,DataAutoma-

tionSystems(1958,1959年 版,SperryRandCorporation);IBM

CommercialTranslatorForm%F28-8013(1959年 版IBM);FACP

DSI27A5260-2760(1960年 版Minneapoli§-Honeywell)の 各 団 体 お よび

版権 所 有者 はCOBOL仕 様 中 にそ の一 部 又は全 体 を使 用 す るこ とを認 可 して い ます 。

この こと は プ ログ ラ ミン グ ・マ ニア ルや刊 行書 を複製 した り使 用す る場 合 に も適 用 きれ ます 。,

いか なる組 織体 もCOBOL報 告 書 と第一 回仕 様 書 を複製 す る こと,そ の報 告 書 か らアイ デ ア

を利 用 す る こ と,叉 そ の 報告 書 を イ ンス トラク シ 。ン説 明書 に利 用 す る こと,そ の他 いか なる 目

的 に も利 用 す る ことが で きます 。

しか し,そ の 時 に は,そ の刊 行 物 の 序 の一 部 に この章 を記 載 しなけ れ ば な りませ ん。 書 評 と して

短 か い文 章 に引用 す る場 合 に は全 文 を載せ る ことは 不必 要 で す が,資 料 につ いて の謝 辞 に お いて

はCOBOI,tZC言 及 す る こ と70i必要 です 。
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5.1概 要

NEAGシ リーx;2200TSSCOBOLは オ ペ レー テ ィング システ ムMOD皿/W

COBOLコ ンパ イ ラLをTSS用 に改 造 して作 成 され た もので あ り,TSSCOBOLと

しては 比較 的水準 の 高 い言 語 を使用 す る ことが で きる。 更 に 次の よ う'な特徴 を も って い る。

(1)ソ ー ス プ ログ ラム入力 時 に 会話 モー ドで実行 でき る。

これ は入 力 され る行 儀 に シ ン タ ック ス チ ェ ック を行 い エ ラーが 検 出 され る と端 末 ヘ メ ッ

セー ジを出 力 しオペ レー タの修 正 を待 つ。

② 一 度 入力 され た ソrス プ ログ ラ ムは完 全 に保 存 され る。

コ ンパ イル され る と ソース プ ログ ラムは ソー スプ ロ グ ラムフ ァイ ル と して保 存 され,更 新

はUPDATEコ マ ン ドに より行 なわ れ る。

(3)TSSモ ー ドでテ ス トラン され る。

コ ンパ イル され たCOBOLオ ブ ジ ェク トプ ログ ラム では全 て の フ ァイル がTSS側 の

デ ィス ク フ ァイ ルま た は端 末 装 置 を仮想 して 作成 されて い る。 従 ってTSS側 で テ ス トラ

ン,デ バ ックが行 な える。

(4)デ バ ック済 み の プ ログ ラムは修 正 せ ず に バ ッチ モー ド側 へ移 行 さ れ る。

デ バ ック の済ん だ プ ログ ラムは修 正 せ ず にそ の まま バ ッチ モー ド側 へ再 コンパ イルす る こ

とに よ り使 用さ れ る。

す なわ ちTSSOOBOLコ ンパ イ ラとバ ッチ モー ド側 の コンパ イ ラは リー ス プ ログ

ラム上完 全 な互 換性 が ある。

(5)タ イ ムシ ェア リング システ ムの特 徴 で あ るTurnaroundtimeの 短 縮 マ ン マ シン

コ ミ=ニ ケ ー シ ・ン,シ ス テ ムの 高能 率 な活 用全てTSSCOBOLコ ンパ イ ラは充

して い る どいえ る。

5.2シ ス テ ム 構 成

図5-1の よ うな シス テ ム構 成 に な って い る。 この シ ステ ムはNEACシ リー ズ2200モ

デ ル500と モ デル200の2つ の 中央 処 理装 置か ら構 成 され て い る。

モ デル500が 主体 で,モ デル200は 端 末 装 置 と モデル500の コ ミ=ニ ケー シ 。ンサ ー ビ

ス を処 理す る。

モ デ ル500CPUは393k字 の コ ア メモ リが あり記 憶保 護 機構 に よ リスー パ バ イ ザが 多重
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プ ログ ラ ミン グ処 理 を行 う。

従 って 複 数個 の独 立 した ユー ザ プ ログ ラムお よび コ マ ン ドプ ログ ラムが他 の プ ログ ラム を乱 す

ことな く実行 されて い る。

モ デ ル500と モ デ ル200はOn-'Line-Adapter(OLA)を 通 して 結 合 さ れ てtoり ,

コ ン ト 目 口ール情 報 は す ぺ て こ のOLAを 通 して 行 な わ れ る 。

端 末 装 置(リ モー ト・ター ミナ ル)は モ デ ル200に 接続 され て いるMCCU(多 重 通 信 制 御

部)と 通 信 回線 で結 ばれ てお り,コ ン トロー ルは モ デ ル200内 の コ ミュニ ケー シ ョンIO

スーパ バ イザ が行 な って いる 。

5.2.1コ ンパ イ ル時 に於 け る システ ム構成

図5一2がCOBOLソ ー ス プ ログ ラム を コ ンパ イルす る際 に使用 され る シス テ ム構 成

で あ る。

ソー ス プ ログ ラム入力装 置 と して は デ一 夕ス テー シ 。ンに接続 されて い る。 カー ドリー ダ,

紙 テ ー プ リー ダ,ま たは キ ーボ ー ドか らか,す で に デ ィス ク上 に登録 されて い る。

ソー ス プロ グ ラムフ ァイル いず れ の装 置 か ら で も入力 され る。 デ ィス ク上 に ソー ス プ ログ ラ

ムが登 録 で きるの はINPUTコ マ ン ドを用 い る場 合 と コンパ イ ラが作 成 す る場 合が ある。

コンパ イ ラが作 成す る の は端末(リ モー トター ミナル)か ら ソース プ ログ ラム を入 力 した場

合 で あ る。

θ

・ ンパ イ ラは ・ ンパ イ ・レ結 果 を 示 レ一 夕の 指示 に よる(・ マ ン ドの・・ラメ一 夕内 旨定)装

置 に 出力 する。(但 し リロケー タ ブ ルフ ァ イル は違 う)

端 末 に 出 力す る場 合 は キー ボー ドプ リンタに 出力 さ れ,他 の場 合は デ ィス ク上 の ユー ザ エ リ

ア に 出力 され る。 オペ レー タは これ を コンパ イ ル終 了 後 どこに打 出す か は別 の コマ ン ドで 指

定 す る事 に よ り結果 が 見 られ る。

リ⇔ ケ 一 夕 ブ ル フ、ア イ ル(ソ ー ス プ ロ グ ラ ム の オ ブ ジ ェ ク ト)は 必 ず デ ィ ス ク 上 の ユー ザ エ

リア に 出 力 され る 。
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も しソー ス プ ログ ラ ムに致 命 的 エ ラーが あ った 場合 は 自動 的 に消 される。

OOBOLコ ンパ イ ラの 必要 コア メモ リは64k字 で ある。

5.2.2オ ブ ジ ェク トプロ グ ラム実 行時 に於 け る シス テ ム構 成

COBOLオ ブ ジ ェク トプ ログ ラムで取扱 え る装 置 は デ ィス ク お よび端末 装 置 で あ る。

図5-3が その シス テ ムで ある。

オペ レー テ ィング シ ステ ムMOD3/4のCOBOLコ ンパ イ ラLとTSSCOBOL

コンパ イ ラは言 語上 互 換性 が あ り,COBOLコ ンパ イ ラLで 取 扱 え る装 置 は カー ドリー

ダを除 いて す べ て デ ィス ク上 に シ ミュ レー トされ る。

カー ド リー ダ を使 う端 末(リ モ ー トター ミナ ル)の カー ドリー ダが 使 われ る。

しか し,実 行 時 に フ ァイ ルの装 置 を変 更す る事 は可能 に なって お り(ASSIGNコ マ ン

ドに よる)融 通性 の ある シ ステ ムに な って い る。

⑨
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図5-1シ ス テ ム 構 成
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図5--2 コ ンパ イ ラ システ ム構 成
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図5-3 オ ブ ジェ ク ト プ ログ ラム集行 時 の シ ステ ム構成
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5.5ス ー パ バ イ ザ コ マ ン ド お よ び フ ァ イ ル シ ス テ ム

5.3.1ス ー パ バ イ ザ と コ マ ン ドプ ロ グ ラ ム

ス ー パ バ イ ザ と は 一 般 に モ ニ タ と もいわれ る もの で シス テ ム全 体 の 管 理 を 行 う コ ン トロ ー ル

プ ログ ラ ム で あ る 。TSSス ー パ バ イ ザ は

(1)'ス ケ ジ ェ ー ラ

(2)IOFCS『(1・p・tO・tp・tFil・C・nt・ ・ISy・t,m)

(3)コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン1-Oコ ン トロ_ル

に よ り 構 成 さ れ て い る。

コマ ン ドプ ログ ラムは端 末 の ユー ザ(オ ペ レー タ)『と スー パバ イザの'コ ミ
ュ ニケ ー シ ョン の

ため に用意 されて い る もので,次 の よ うに分類 され る。

(1)シ ス テ ムとの 会 話 の開 始,終 了 の コマ ン ド

② フ ァ イル に関す る コマ ン ド

(3)プ ログ ラム実行 を制 御 す る コマ ン ド

(4)フ ァイルや シ ステ ムの 問 合せ コマ ン ド

スー パ バ イザ とコマ ン ドプ ロ グ ラ ムの 関係 を図示 す る と図3-1の よ うに なる
。

4

夢

1.ス ー パ バ イ ザ

ス ー パ バ イ ザ はNEACシ リー ズ2200モ デ ル500モ デ ル200の コ ア に 常 駐 す

る コ ン トロ ー ル プ ログ ラ ム で,次 の よ うな 機 能 が あ る。

(1)端 末(リ モ ー ト.li(一 ミナ ル)と の コ ミ'一;ニケ ー シ.ン の 制 御

(2)端 末 へ の サ ー ビス の ス ケ ジ ュ 一一リン グ

〔3)シ ス テ ム リ ソ ー ス の 割 当 て と 制 御

(4)多 重 プ ログ ラ ミ ン グ の 制 御

(5)入 出 力装 置 に対 す る 入 出 力 要 求 の ス ケ ジ?一 一ル と入 出 力 動 作 の 制 御

(6)フ ァ イ ル のft-一一的 な管 理

'

現 在 可 動 中 のNEACTSsvak・ け る 多 重 プ ログ ラ ミン グ の 多 重 度 は

ForgroundProgramは 最 大Nヶ(任 意)

BackgroundProgramは 最 大2ケ
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Forground側 と はTSSモ ニ タ で管 理 さtz'て い る 方 で,Background側 は セ ン タ

ター の バ ッチ 処 理 を行 う た めNEACオ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ムMODモ ニ タ に よ

り管 理 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム で あ る。 モ デ ル500内 の コ ア状 態 は 図3-2で 示 す 。

2ス ケジ ュ ー ラ

ス ケ ジュー ラは スー パバ イザ の中核 で あり,同 時 にア クセス す る多数 のユ ー ザに 対 し ど

の よ うな順序 で シス テ ムの機 能 を割 当て るか,ま た どれ だ け サ ニ ビスす る時 間 を考 え るか

な どの スケ ジュー ル を管理 す る。'

ス ケ ジ声一 ラの機 能 を項 目別 に上 げ る と

(1)ユ ー ザ と シス テ ムの会 話 の開始,終7の 処 理

② コマ ン ドの 受付,時 間割 当て の スケ ジ ュー ル

(3)シ ス テ ム リソー スの割 当て とそ の管理

(4)プ ログ ラムの実 行 開始,終 了 の処理

㈲ ユー ザへ の サー ビスの 一旦 停止,一 日 のサ ー ビス の終了 あ る いは サー ビスの強 制 中

断 左 どの処理'

以 上 の よ うな機能 で ある。

3.IOFCS

IOFCSは 入 出力 装 置 に関 す る動 作 の コン トロー ル及 び 多重 プ ログ ラ ミングの コ ン ト

ロー ル を行 って い る。.

IOFCSに おけ る一 番重 要 た機能 は フ ァイ ルの統 一的 な管理 で あ り,多 数 の=・一 ザが 同

時 に シス テ ムを使 用 して いて も各 フ ァイ ルは プ ライバ シが 確保 され,ま た あ る フ ァイ ルは

共 同利 用が で き る よ うに な って い る。 ユー ザが フ ァイ ル をア ク セス す る場合 は フ ァイ ル名

と ファイ ル ク ラスに よ って 簡 単に行 なえ る よ うに な って い る。

iOFCSの 機能 を項 目別 に上 げ る

ω フ ァ イ ルの保 護,共 用 等 の管 理

(2)入 出 力装 置 に関 す る全て の管 理

(3)中 央 処理 装 置 と入 出力 動作 を オー バ ラ ップさせCPUタ イ ム を有効 に利 用 し,シ ス

テ ム効 率 を上 げ るg

(4)プ ログ ラムの ス イ ッチ ングを行 い,多 重(マ ルチ)プ ログ ラ ミン グの管理 を行 う。

(5)モ デ ル200と の コ ミュ ニケ ーシ 。ン を行 う管 理 をす る。
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4.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン1-0コ ン ト ロー ル

こ の ス ーパ バ イ ザ は モ デ ル200に 常 駐 す る コ ン トロー ル プ ・ グ ラ ム で 端 末 と モ デ ル500

と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 管 理 して い る 。

機 能 は 次 の よ うな も の で あ る 。

(1)端 末(リ モ ー ト ター ミナ ル)の ユ ー ザ か ら の 会 話 要 求 を ス ケ ジ ュ'一ーラに 知 らせ る

(2)端 末 に 対 す る入 出 力 動 作 の コ ン ト ロ ー ル を行 う

(3)モ デ ル500と の イ ン ター フ ェ ー ス を と る

■

,

5.コ マ ン ドプ ログ ラム

コマ ン ドは ス ーパ バ イ ザ との コ ミュニ ケ ー シ.ン のた め に用意 さ れ てい る ター ミナ ル言

語 で あ り,コ マ ン ドに よ って 簡 単 に ユー ザ は シス テ ム と会話 す る事 が で きる
。

コマ ン ドは システ ム に登 録 され てお リス ケ ジュー ラが全 て管 理 して い る。

現在,27種 類 の コ マ ン ドが 用意 されて い る が,ユ ー ザが コマ ン ドプ ログ ラム を作 成 し コ

マ ン ドライブ ラ リィに登 録 す る箏 に よ り追 加 して い ぐ事 が 可能 と な
って い る。

各 コマ ン ドに は パ ラ メー タ を指 定 す る よ うに 左 って い る。 した が って融 通性 の あ るコマン ド

プ ログ ラム とな って い る。

コマ ン ドを使用 目的 に よ って 分類 す ると

(1)シ ステ ム との会 話の 開始,終 了 の コマ ン ド

(2)フ ァイル に関 す る コマ ン ド

(3)プ ログ ラム実行 を制御 す る コマ ン ド

(4)フ ァ イルや システ ムの問 合せ 』マ ン ド

以 上 の よ うに分 類 されt'COBOL"コ マ ン ドは(3)の プ ・グ ラム実行 を制 御 す る コマ ン ド

の 中 に入 りCOBOLソ ー ス プ ログ ラム を コ ンパ イルす る
。

NEACTSSで 現在 まで に登録 され て い る コマ シ ドを表3-1に 宗 す
。

6.COBOLコ マ ン ド

COBOLコ マ ン ドはCOBOLソ ー ス プ 』 グ ラ ム を コ ンパ イ ル し オ ブ ジ ェ ク ト

リ ロ ケ ー タ ブ ル フ ァ イ ル を作 成 す る 。
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コマ ン ドの形式 は

1・ ・B・L肌 噸 ・D恥 一 ・DV-・ 一・DV・ 一・一・DV・ 一 一・DV・ 一・一・DV・ 一 一・R・コ

とな って い る。 各 パ ラメー タに はそ れぞ れ 次 の意 味 が ある。

FN1:ソ ー ス プ ログ ラムの プ ログ ラム名 を指 定 す る。 ソー ス プ ログ ラムフ ァイ

ル(SPF)か ら入力 す る場 合 はSPFの フ ァイル名 を指 定す る。

このパ ラメー タは必ず 指 定 しなけ れば な らない。

-MODE-:Comp .ilemodeを 指定 す る。MOD1,MOD3,NEAC省

略 時 の解 釈はMOD3で あ る。

-IDV-:ソ ー ス プ ログ ラム を入 力す る装 置 を指 定す る。

KBI端 末 の キ ー ボー ドか ら入 力す る。

CDR端 末 の カー ドリー ダか ら入 力す る。

SPFデ ィス ク上 に ある ソー ス プ ログ ラ ムを入 力す る。

TR1端 末 の紙 テ ー プか ら入 力 す る。

指 定 が ない場 合 は(tKBI,,と 見 な され る。

-ODVI-:コ ンパ イル中 に 出力 され る診 断 メ ッセ ー ジを 出力 す る装 置 を指 定す る。

-ODV2-:ソ ー ス プ ログ ラム リス トを 出力 す る装 置 を指 定 する。

-ODV3-':デ ー タの メモ リー マ ップを 出力 す る装 置 を指定 す る。

一:ODV4-一:PROCEDUR,EDIVISIONの オブ ジ ェク トコー ドリス トを

出力す る装 置 を指 定す る。

ODV1か らODV4ま では いず れの 場合 も指 定 が なけ れ ばそ の オ プ シ 。ンは不 用 と 見

な され,リ ス トは 出力 され ない。

装 置 を指 定 す る場 合 は次 のいず れ か で ある。

KBO:端 末 の キー ボ ー ドに 出力さ れ る。

LNP:端 末 の プ リン ターに 出力 され る。

端 末 に プ リ ン ター の ない機 器構 成 の場 合 は磁 気 デ ィス ク

上 にプ リン トイ メー ジを 出力 す る。

-TRC-』:オ ブ ジ ェク トプ ロ グ ラムの トレース機 能 を使 う時 に指定 す る。
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図3-1 ス ー パ バ イ ザ と コ マ ン ドプ ロ グ ラム
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表3-1 コ マ ン ド プ ロ グ ラ ム

コ マ ン ド 機 能

会話 の開 始, HEI、LO. シ ステ ムとの 会話 を開始 す る。

終了に関する
コ マ ン ド BYE シス テ ム との 会話 を終 了 す る。

INPUT フ ァイ ル を作 成 す る。

UPDATE フ ァイル を修 正 す る 。

OUTPUT フ ァイル を端 末 に 出 力す る。

COUTPUT フ ァ イ ル を セ ン タ ー の プ リ ン タに 出 力 す る 。

RENUMBFR フ ァイルの ラ イン番 号 をつ け直 す。

フ ァ イ ルに 関 COPY 同一 の 内容 の フ ァ イル を新 たに登 録 す る。
'

SAVE フ ァ イル を磁 気 テ ー ブ ルに保 存 す る。

す る コ マ ン ド LOAD 磁 気 テー プに保 存さ れ た フ ァイル をデ ィス クに

格納 する。

RESERVE フ ァイ ルを登録 す る前 に エ リア を確 保 す る。

RENAME フ ァイ ル名 を変 更 す る。

MODECHANGE フ ァ イル のモ ー ドを変 更 す る。

PURGE フ ァイル を消 去す る。

PULL 別 の グ ルー プの フ ァイ ル を利 用 可能 にす る。

COBOL COBOLソ ー ス プ ロ グ ラ ム を コ ン パ イ ル す

る 。

FORTRAN FORTRANソ ー ス プ ロ グ ラ ム を コ ン パ イ

プ ログ ラム実 ル す る 。

行を制御する LINK プ ロ グ ラ ム 間 の リン ケ ー ジ を と る 。

コ マ ン ド LNKS COBOLリ ロケ ー タ ブ ル プ ロ グ ラ ム お よ

,び 他 の プ ロ グ ラ ム 間 の リ ン ケ ー ジ を と る 。

START プ ログ ラム を実 行 させ る。

RESTART プ ログ ラム を再 実 行 させ る。

END プ ログ ラム を中止 す る。

ASSIGN プ ログ ラムで 指定 した入 出 力装 置 を変 更 す る。

ASK フ ァ イル に関す る情 報 を問合 せ る。

フ ァイ ルや シ

ス テムの 間合
LIST 登 録 されて い る フ ァイ ルの 一覧 表 を要 求 す る。

iせ コ マ ン ド
1

1
|

INQUIRY

TEACH

会 話 の 情況 を問合 せる 。

登 録 されて いる コマ ン ドに関 す る情報 を問合せる。
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5.3.2フ ァイ ル シス テ ム

タ イ ムシ ェア リング シ ステ ム(TSS)で は 同時 に多数 のユ ーザ が シス テ ム を共 用 して い

る。 したが って 各 ユー ザ フ ァイ ルの保護 お よび ユ ー ザ間 で の フ ァイ ルの共 用 等 フ ァイ ルを統

一 的 に管 理 しな け れば な らない
。

現 在 のNEACTSSで は ユーーザ がア ク セ スで きる1/O装 置は端 末 とマス メモ リー フ ァ

イ ル(MMF現 在 はデ ィス ク)で あ る。

ここ で はMMF上 におけ る フ ァイル シス テ ムの 概略 を示 す。

MMPボ リ ュー ム(デ ィ ス ク の 場 合1パ ック)は

(1)シ ス テ ム用 エ リア

② 各 グ ノレー プ 用 エ リ ア

に分 割 さ れ る 。

各 エ リア は,さ らにUOA(UnitOfAllocation)と 呼 ば れ る エ リア に 分 割 さ れ

る。

ボ リ ュ ー ム の 分 割
〉 エ リ ア の 分 割

(各 グ ルー プ)

シ ス テム用 グ ル ー プ ■ グ ルー プ2 グ ルー プ3 UOA UOA UOA

UOA
エ リア エ リア

.

エ リア エ リア

も

■

各 フ ァイルは ビのUOAの 集 ま りと して 構 成 され,1つ のUOAは ただ1つ の フ ァイ ル にの

み 属 し,他 の フ ァイ ル と共 用 され る 事 は ない。

グ ルー プ内で フ ァイ ルと して 使 用 さ れて い ない 。UOAは ダ ミーUOAと して グル ー プ毎

・に プー ルされて い る
。

フ ァイ ルの登録 消去 お よびUOAの 割 当 は フ ァ イ ル シス テ ム(IOFOS)で 統一 的 に管 理

して お り,フ ァイ ル シス テ ムは各 ボ リュー ムに ある デ ィ レク トリー を管 理す る こ とに よ り行

な われ る。

デ ィレ ク トリー は シ ステ ムエ リアに あ り

(1)VOLNAMES(MFDGFDの2ケ のデ ィレク ト|)一 が ある)
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(2)VOI、DESCR

(3)VOLALLOC

の3コ の フ ァイル で構成 され下 の 図 の よ うに な ってい る 。

シ ス テ ム エ リ ア

MFD

(MasterFile

Directory)

GFDへ の エ ン ト リ

ー を含 む

一

GFD

(GroupFile

Directory)

各 グ ルー プ 毎 に あ る

←

一

う

一 →

VOLDESCR

フ ァイ ルの 詳細

な情報

VOLALLOC

フ ァ イ ルに関 す

るUOAの 情 報

1

グ ル ー プ エ リ ア

回

UOA

NEACTSSで 取 扱 う フ ァ イル 構 造 に は2種 類 が あ る。

(1)シ ー ク ェ ン シ ャ ル フ ァ イ ル

(2)パ ー テ シ ョ ン ド シ ー ク ェ ン シ ャ ル フ ァ イ ル

シ ー ク ェ ン シ ャル フ ァ イ ル と は テ ー プ上 の フ ァ イ ル の よ うに 各 レ コー ドが シ ー ク ェ ン ス に

な っ て い る 形 式 で あ る 。

●

●

パ ー テ シ ョ ン ド シ ー ク ェ ン シ ャ ル フ ァ イ ル と は メ ジ バ ー と呼 ば れ る グ ルー プが あ りそ の

メ ン バ ー 内 は シー ク ェ ン シ ャ ル フ ァ ィ ル形 式 で ア ク セ ス す る 場 合 メ ンバ ー の 第1レ コ ー ド

か ら ア ク セ ス で き る よ うに な っ て い る 。,
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COBOLの オ ブ ジ ェ ク トで 取 扱 え る の は シ ー ク ェ ン シ ャ ル フ ァ イ,ル構 造 だ け で あ る 。

ユー ザ が 端 末 か ら フ ァ イ ル を ア ク セ ス す る 場 合 や ユ ー ザ プ ロ グ ラ ムで ア ク セ ス す る 場 合 は ,

グ ル ー プ コ ー ド(HELLOコ マ ン ドで 指 定)と フ ァ イ ル ク ラス と は そ の フ ァ イ ル に ど の

よ うな デ ー タ が 含 ま れ て い る か に よ って 分 け ら れ る もの で,

(1)Symbolic(S)COBOLやFORTRANの ソー ス イ メ ー ジ を含 む フ ァ

イ ル

(2)Update(ti)ソ ー ス イ メ ー ジフ ァ イ ル を修 正 す る 時 に 使 うフ ァ イ ル

(3)R・1・cat・bl・(め コ ン・・イ ル さ れ た ブ ・ グ ラ ム でV・ ケ 一 夕 ブ ・レフ 。 イ ル

(4)Object(O)LINK,LNKSの 出 力 す る フ ァ イ ル

(5)Data(D)デ 一一タ フ ァ イ ルや ワー ク フ ァイ ル

以 上 の ク ラ ス が あ る 。'

ま た フ ァ イ ル の プ ラ イ バ シ を 確 保 す る た め に フ ァ イ ル に パ ス ワー ドを付 .ける 事 が で き る 。 こ

の パ ス ワー ドは 各 ユ ー ザ 毎 に 持 ち,シ ス テ ム で 管 理 さ れ ,パ ス ワー ドチ ェ ッ クに よ リ フ ァ イ

ル作 成 者 の み ア ク セ ス で き る よ うに され て い る 。

5. .4COBOLコ ン ィくイ ラ の 構 成

コ ンパ イ ラは イ ン タフ ェー ス部 分 と大 き く分 けて5っ の フ ェー ズ で構成 されて い る。

コンパ イ ラは ソー ス プ ログ ラム を変換 しLNKSコ マ ン ドで 処理 で きる よ うな リロケー タブ

ルフ ァイ ルを作 成 す る。

ρ 5・4.1フ ェ.一ズ フ ロー

コ ン パ ィ ラは ソ ー ス プ ロ グ ラ ム を変 換 す る 場 合 ,ソ ー ス プ ロ グ ラ ム の シ ン タ ッ ク ス 解 析 を

行 い 中 間 言 語 に 分 解 し,次 の フ ェ ー ズ に渡 し順 次 処 理 を続 け,第4フ ェ ー ズ で 完 全 な 形 式 の

リロ ケ ー タブ ル フ ァ イ ルが 作 成 さ れ る 。

コ ン パ イ ラ の 各 フ ェ ー ズ に お け る 処 理 の 概 略 は 次 の よ うに な る。

フ ェ ー ズ1

COBOLソ ー ス プ ロ グ ラ ム のIDENTIFICATION,ENVIRON-

MENT,DATADIVISIONを 読,み

一175一



(1>シ ン タ ック ス解 析 を行 い

② ネ ー ムテー ブ ル を作 成 す る(こ れは フ ェー ズ2で 使わ れ る)

(3)DATADIVISIONま で の コァの割当 て を行 い リロケー タ ブル形式 で

出力す る。

フ ェーズ2

COBOLソ ー ス プ ログ ラムのPROOEDUREDIVISIONを 読 み

川 シ ンタ ックス解 析 ≠行 う。(COMPUTEIFUNTIL)

(2)ノ ース プ ・ グ ラム上 の離 猿 現 を簡 戦 ス テー トメハ の形 式va変 換 す る・

(3)フ'エ ー ズ1で 出力 した ネ ー ムテ ー ブノYを用い デー タ名 の構成(構 造)を 示す 中

間 言語 を作 る。

(4)最 適 化(optimization)の 処理 を行 う。

フ ェー ズ3

フ ェー ズ2で 出力 され た中 間 言語 を読 み

(1)PROCEDUREDIVISIONの シ ン タ ック ス解析 を行 う。

(2)リ ロケー タブ ル形式 のオ ブジ ェク トゴー ドを 出力す る 。

フ ェー ズ4

セグ メンテー シ ・ンの処 理 を行 う。

フ ェー ズ5

コンパ イ ラの終了 処 理 とエ ラー 処理 を行 う。

フ ェ ー ズ フ ロー の 図 を 図5.4.1に 示 す 。

5.4.2モ ジ ュ ラ リテ ィ

COBOLコ ン パ イ ラは モ ジ ュ ー ル化 され て お リモ ジ ュー ル の 修 正,入 替 に よ っ て 機 能

の 変 更 が 容 易 に 行 な え る よ うに な っ て い る。

各 モ ジ ュー ル は

川 イ ン タ プ ェー ス モ ジ ュ ー ル

(2)メ イ ン モ ジ ュ ー ル

の2種 類 に 分 類 さ れ る 。

イ ン タ フ ェー ス モ ジ ュ ー ルは コ ン パ イ ラの フ ェー ズ 聞 及 び コ ン パ イ ラと ス ー パ バ イ ザ(モ ニ

ー1'76一

,
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図5.4.1 フ ェ ー ズ フ ロ ー
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タ)特 にIOFCSと の イ ン タ フ ェ ー ス と して 使 わ れ(OPENiCLOSE『,GET

PUT)必 要 な・1-Oエ リア が と られ て い る。

メ イ ン モ ジ ェー ルは コ ンパ イ ラの メ イ ン ノレー チ ンで あ り,イ ン タ フ ェー ス モ ジ ュ ー ル と結 合

(リ ン ク)さ れ ソ ー ス プ ロ グ ラ ム の シ ン タ ック ス 解 析 や オ ブ ジ ェ ク ト コー ドを 作 成 した りす

る 。

5.5.コ ン パ イ ラ の 詳 細

TSSCOBOLコ ン パ イ ラ は,TSSモ ニ タ の も と で 働 くコ マ ン ド プ ロ グ ラ ム の一 、

種 で あ り,OOBOLソ ー ス プ ロ グ ラム を コ ン パ ィ ル レ オ ブ ジ ェ ク トプ ログ ラ ム を 作 る。

こ の オ ブ ジ ェ ク トプ ロ グ ラ ム は.LNKSコ マ ン ドで リン ク ロ ー ドさ れ,ジ ョ ブ フ ァ イル に ・

作 りか え られSTARTコ マ ン ドに よ っ てTSSモ ー ドで 実 行 さ れ る 。

'

コンパ イ ラに は ソー ス プ ログ ラムを コ ンパ イルす る方法 と して 次 の2通 りが ある。

(1)ソ ー ス プ ログ ラム を一 度 ア セ ンブ ラ言語(NEACオ ペ レーテ ィン グ システ ム

ASSEMBLERL)に お とす 方法

② ソー ス プ ログ ラム を直接 マ シン言 語(リ ロケ ー タブル フ ァイル)に お とす 方法

TSSCOBOLコ ンパ イ ラは(2}の方 法 で行 な って お り,(1}の 方 法 に比 べ コンパイ ル時 間

が短 くTSSに む い た 方法 といえ る。

このTSSCOBOLコ ンパ イ ラはNEAOオ ペ レー テ ィング シ ステ ムMOD田/1V

COBOLコ ンパ イ ラLをTSS用 に修 正 し作 成 され た もので あ る。概 説 で も述 べ た ように

コ ンパ イ ラは モ ジュー ル化 されて お り,モ ジ ュー ルの変 更 追加 に よ り簡 単 に システ ムの機能 拡

張 が可能 とな って い る。 i

ひ

この章 では コ ンパ イ ラを構 成 す る各 モ ジュー ルの機能 と コンパ イ ラの処 理 方 法 を詳 し く説 明

す る。 この章 で の フ ェー ズ番 号 は すべ て 論 理的 な フ ェー ズ番 号 を用 いて 説 明 して い る。
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5.5.1イ ン タ フ ェ ー ス モ ジ ュー ル

イ ン タ フ ゴ ース モ ジL－ ル で はTSSモ ニ タ(ス ー パ バ イ ザ)と の コ ミ ュ ニ ケー シ ョン

お よび コ ン パ イ ラ の フ ェ ー ズ 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。ン を 行 う。 イ ン タ フ ェー ス モ ジ ュー ル は

約20コ あ り,各 モ ジ ュ ー・ル 間 の リ ン ケ ー ジ は リ ンケ ー ジ シ ン ボ ル,シ ス テ ム シ ン ボ ル で 行',,、

な わ れ て い る 。

NECBSBCPφ φ

この モ ジ ュ ー ル に は コ ン パ イ ラの フ ェ ー ズ 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を行 うエ リ ア が が る。 コ ン

パ イ ラの コ モ ン エ リア で あ り
,コ ン パ イ ル 終 了 ま で コ ア に 学 駐+る 。

NECBSBCPφ1

こ の モ ジ ュー ル も コ ン パ イ ラ の フ ェ ー ズ 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ .ヨン 用 で あ る。

コ マ ン ドパ ラ メ ー ター で 指 定 さ れ た オ プ シ ョ ン を示 す イ ン デ ィ ケー タが あ る。

リンケー ジシンボ ル

INDV/

MODE/

KBOS/

コマ ン ドで指 定 され た入 力装 置 を示 す1桁 の フ ィー ル ド

各種 リス トオ プ シ ョン を示 す イ ンデ ィケー タ

リス トを 出力 す る装 置 を示 す イ ンデ ィケー タ

他 に二 進 十進 変換 ルー チ ン,十 進 二 進変 換 ルー チ ン及び1-0エ ラー が生 じた際 のエ ン ト リ

_ポ イ ン トERRX/が 勧 工 ラ ー メ 。セ ー ジ を キ ー ボ ーF'tZC出 力 す る た め ・ ・ 一一ズ5に ・

ン ト ロー ル を渡 す ル ー チ ン な どが あ る 。

■

NECBSAOP/2

このモ ジュー ルは ソー ス プ ログ ラ ムの入 力 を コ ン トロー ルす る 。

実際の入力を・OFCS噸 求するのはNECBSAKBINかNECBSASPFIロ

ジ ュー ル で あ る 。 こ のAOP2「2で は 入 力 装 置 に よ り どの モ ジ ュ 斉一 ル を使 うか 判 定 しGET・

を 要 求 す る よ う コ ン トロ ー ル して い る 。

メ イ ン モ ジ ュ ー ル か ら の エ ン ト リー ポ イ ン トは リ ン ケ.一 ジ シ ン ボ ルCSIU/で 示 され る 。

CS、U/に,ン ト。_ル 以 る と ・一 ス プ ・グ ラ ・ ・桁 が この モ ジ ・一 ル に ある ・一 スバ

ッフ ァ(リ ン ケ ー ジ シ ン ボ ルRBUF/)に セ ッ トさ れ メ イ ン モ ジ ・・'ル に 渡 し て い る 。

一184一



ソー ス プ ロ グ ラムの終了 は カラ ム8か らの"E、ND△COBOL,,で 判 定 して い る。

"ENDCOBOL,,が 来 た らフ ェー ズ2の メイ ンモ ジ ュー ルに コン トロー ル を帰 す 。

このモ ジ=一 ルの ブ ロ ックチ ャー トは図2-1で 示す。

NECBSAKBIN

この モ ジ=一 ルは端末 に対 す る実 際 の入 出力動 作 をIOFCSに 要求 し,端 末 か ら読 まれ

た ソース プ ログ ラ ム1行 又 は1枚 の 内容 をBCPσ が に ある ソー ス プ ログ ラム ェIJア に移 送

す る。 端末 か ら入 力バ ッフ ァに入 る形 式 は装 置 に よって 下図 の よ うに なって い る。

KBI(キ ー ボー ド)の 場 合

バ ッフ ァ

ハ
ノ ノ'

_ノ ∠_.

カラ ム8の 位 置 か ら

CDR(カ ー ド)の 場 合

●

△ 一一了 「

nれnnnn←)IDENTIFICATION。 。。。・。 ノノ

ノ ∠__

すーkわち入力装 置 にKBIを 指 定 した場 合 コンパ イ ラの処 理 が会 話形 式(conversational

modecompile)に な り1行 毎 に シ ン タ ック ス解 析 が行 なわ れ るが,こ の 時 コ ンパ イ ラ

は 端 末の オ ペ レ一 夕ヘ ソー ス プ ロ グ ラ ムの シ ー ク ェンス番 号 を打 ち出 して や る よ うに な って

い る。

x・△nnnnnn△IDENTI。 ・… 。

L-一____ゴ ↑..オ ペ レー タ入 力

,コ ン パ イ ラ 出 力

ハ イ フ ンが 使 え な ぐソ ー ス プ ロ グ ラ ム が2行 に ま た が る$は で き な い 。

ソー ス プ ロ グ ラ ム エ リ ア に 移 送 す る 時 は カー ドか ら入 力 した と 同 じ形 式 で 移 送 され る 。

プ ロ ソ クチ ャー トは 図2-2で 示 す 。

NECBSASPFI

デ ィス ク 上 に あ る ソ ー ス プ ロ グ ラ ム フ ァ イ ル か ら 入 力 す る ル ー チ ンで あ る 。 ソ ー ス プ ログ

ラ ム フ 。 イ 、レは フ 。.イ 、レク ラス ・・S・・で ・44桁/レ ・一 ド5レ ・ 一 ド/ブ ・ ・ク シ ー
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ク ェ ソシ ャル フ ァイ ル構 造 で ある。(ブ ・ックチ ャー トは図2-3)

ソー ス プ ログ ラムが デ ィスク に作 られ る のはINPUTコ マ ン ドに よる場 合 とCOBOL

コンパイ ラが端末 か らソー ス プ ログ ラムを読ん だ場 合 で ある。 いず れ の場 合 もデ ィス ク上 の

形 式は 一 致 して お り次 の よ うな形 式 にな って い る

(1)CDR(カ 一一ド リー ダ)

カ ラ ム1～80・ シー ク ェ ン ス 番 号 0

(2)CDR以 外

カ ラ ム8～80 シ ー ク ェ ン ス 番 号 △

「,

144桁

144桁

このモ ジ ュー ルの ソース プ ロ グラ ムエ リアへ の移送 方 法 は,端 末 の カー ドリー ダか ら読 ま れ

た場合 と同 じ・形式 で移 送 され る。

す なわ ち コンパ イ ル中 の ソー ス プ ログ ラムの 形式 は ただ1つ で端 末 の カー ドリー ダか ら入 れ

た時 の形 式 であ る。

●

NECBSAFTIN

こ の モ ジ ュ ーール に はASPFI,AKBINに 共 通 な フ ァ イ ル テ ー ブ ル,10RW

(InputOutputRequestWord)バ ッフ ァ エ リ アが あ る 。

コ マ ン ド パ ラ メ ー タ の 入 が 装 置 を調 べ る モ ジ ュー ル(NECBSEPZ'N2)で 入 力 装 置

に あ っ た よ うに フ ァ イ ル テ ー ブ ル が 変 更 さ れ て い る 。

初 期 状 態 は 端 末 の キ ー ボ ー ド用 に な って い る 。

■

NECBSAOP■3

00BOLコ ン パ イ ラが 出力 す る リス トに 関 す る 全 て の コ ン ト ロー ル と ソー ス プ ロ グ ラ

ム フ ァ イ ル を デ ィ ス ク に 出 力 す る コ ン トロ ー ル を 行 って い る 。

コ ン パ イ ラが 出 力 す る リス トは

(1)ソ ー ス プ ロ グ ラ ム リス ト

(2)診 断 メ ッ七 二 ジ

(3)デ ー タの コ ァ 。マ ップ

(4)オ ブ ジ ェ グ トコー ド リス ト
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●

この モ ジ ュー ルで は実 際 の1-Oは 要 求 せずNECBSAKBOU,NECBSACPRF,

NECBSASPFOの3モ ジ=一 ルに や らせ る。・

このモ ジ ュー ルへ の エ ン トリー ポイ ン トは リン ケー ジシ ンボ ルCPRT/に よ り行 な われ る。

同時 にOPRA/,PADR/に 必 要情 報 が セ ッ トされ てい なけ れ ばkら ない。

CPRA/に は 出力 した い エ1)ア の左 端 ア ドレス を,PADR/に は ソー スプ ログ ラムtoよ

びオ ブジ ェク トコー ドリス ト用 エ リア の左 端 ア ドレス をそ れぞ れ セ ットして お ぐ。

この モ ジ ュー ルの ブ ロ ック チ ャー トは 図2-4で 示 す。

■

NECBSAKBOU

端 末 の キー ボ ー ドに リス トを出力す る モ ジ ュー ルで あ る。

キー ボー ドには

(1)コ マ ン ド パ ラ メー タで指定 され た リス ト

② コ ンパ イル中 に生 じた1-0エ ラー メ ッセー ジや 致 命的 エ ラー一・vaよリ リロケ 一 夕ブ

ル フ ァイ ルが 作成 され な い時 に 出る赤 字 の メ ッセー ジ。

上の2種 類 が あ るが,(1)の 場 合 はACPが3で コン トロー ル され て お り,直 接 他の モ ジ ュー

ル か らは 使え ない。(2}の メ ッセー ジ出力 ル;チ ンは 直接 どの モ ジ ュー ルか らで も コン トロー

ルが渡せ る。 この場 合 メ ッセー ジ エ リア左端 ア ドレスが コー リング シー ク ェンス に必 要 で あ

る。

この モ ジ ュー ル には共 通 メ ッセー ジ出力 ルー チ ン(赤 字 用)が あ るので,コ ンパ イル中は コ

アに常 駐 す る。

(ブ ロ ックチ ャー トは図2■5)

●

NECBSASPFO

ソー スプ ログ ラ ムをデ ィス ク上 に出力 す る モ ジ ュー ルで ある。

フ ァイ ル名 は コマ ン ドで指 定 した ソー ス プ ロ グラ ム名 を用 い フ ァ イルク ラス はtts,,で 出力

す る。

デ ィス ク上 に 出力 す る時 の形 式 はINPUTコ マ ン ドと一 致 す るふ うに考 慮 されてk・り,

フ ァイル の更 新 はUPDATEコ マ ン ドで行 なわれ る。 プ ロ ・クチ ャー トは図2-6で 示

す。
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NECBSACPRF

この モ ジ ュ ー ル は デ ィ ス ク上 に プ リ ン トイ メ ー ジ フ ァ イ ル を 作 成 す る。 即 ち コ マ ン ドの パ

ラ メ ー タでLISTの 指 定 が あ った も の は 全 て デ ィ ス ク 上 に イ メ ー ジ フ ァイ ル と して1コ の

'ラ
ァ ィ ル に ま とめ られ る'。t

そ9iiフ ァ イ ル名 は ソ ー ス プ ロ グ ラ ム 名 で ク ラ ス はt"D,,で 出 力 され る。(ブ ロ ック チ ャ 一一・-F

図2-7)

コ ンパ イ ル終 了 後COUTPUTかOUTPUTコ マ ン ドに よ リフ ァイ ル の 内 容 が 見 られ

る。

レ コー ド形式 は 下 図 の よ うに な って い る。

144桁/レ コ三 ド.
C

C

C吋

'プ リン ト
」㎡

イ メー ジ ・

"へ

レ コー1ド i32桁

、.

空 白

一_一〔_.'

14

、

_1、

↑
132桁

改行 数 の コン ト・一 ル文 字1桁

11桁

NECBSGCD9'4

。 ン パ イ ル 中 使 用 さ れ る ・ニ ク ・ 。 イ ・レ2・ の ・ ・イ ル テ ー ブ ・レ・ORW・ パ ・ フ ・=IJ

ア が ある 。

ワ・_ク 。 。 イ ルは1・ レ ・ 一 ド/ブ ・ ・ クで72・ 桁/レ ・ 一 ドと な ・ て い る シ ー ク ェ ン シ ャ

ル フ ァ イ ル で あ る。

NECBSGCD■5

G6M4の モ ジ 。一 ル と リ・ ク して 使わ れ るモ ジ ーーールで ・一 〃 ・ イルへ の1-oの

コ ン トロ ー ル を 行 う。

GCD.Z'4,GCDσ5は フ ・一 ズ1で の み 使 わ れ る ・

。_ク 。 。 イ ル に 出 力 さ れ る の は ネ ー ・ テ ー プ ・レと ・・ndi・i・na1・ ・1・ ・(レ ベ ル

番 号88で 指 定 され た 値)で あ る。..

NECBSHCD,Z'6

、 、 デー ・の・ 。プ リス ト指定 が あ ・鳩 ・度 デ ・ス ク上 剛 力 さ 批 ネー ムテ ー ブ ル を読

み込 む モ ジ ・一 ル であ ・・ 従 ・て ヅ の指定 元`轡 ぱ 使わ れ る ことは ない.
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■

NECBSICDが7

フ ェー ズ2で 使 われ る ワー ク フ ァイル ¢)ファイ ルテ ー ブ ル・IORW・ バ ッフ ァエ リア が

あ る。ま たMINPRAL及 びPROCEDU,REDIVISIO,Nの 処理 名 テ ー ブ ル を

ワ ー クフ ァ イルに 出力す る ルー チ ンが あ る。M■NPRALは 可変 長 ブ イテ ムで あ る ので 出

力す る時2桁 のMINPRALア ィテ ムザ ィズ を前 追 加 して 出力 して いる 。

NECBSJCD■8

MINPRAL'を 読み デ ブ ロ ッキ ングす る モ ジ=一 ルで ある。 この時ICDが7で 追 加 さ

れ たMINPRALア イテ ムサ イズ を用 いて い る。

NECBSKCD.Z'S

フ ェー ズ2で ネ ー ム テ ー ブ ル を 読 み 込 ん だ 時 に ネ ー ム テ ー ブ ル全 て が コ ア に 入 ら な い 場 合

残 り の ネ ー ム テ ー ブ ル ブ ロ ッ ク を ワー ク フ ァ イ ルに コ ピー す る モ ジ ュー ル。

NECBSJCD55

フ ェ ー ズ3で 使 うMINPRALGETの モ ジ ューールJCDZ'8と 同 じ機 能 で あ る が,

こ の モ ジ ュー ル は フ ァイ ル テ ー ブ ル,IORW,バ ッフ ァエIjア が あ る。

NECBSJCD66

ソ ー ス プ ロ グ ラ ムがSegmentationさ れ て い る 時 に使 うモ ジ ュ'一白ル,Segmenta-

tionさ れ て い る 時 は1度 オ ブ ジ ェ ク ト フ ァ イ ル を ワー ク フ ァイ ル上 に 出 力 して お き 次 の

フ ェー ズ で リロ ヶ 一 夕 ブ ノレフ ァ ィ ル に 出 力 す る 。

こ の ワー ク フ ァ イ ル に 出 力 す る リ ロ ケ ー タ ブ ル形 式 は80桁/レ コー ド,9レ コー トゾ ブロ ック

、で 出 力 して い る 。

NEOBSJCD77

フ=一 ズ4で 使 うモ ジ ュー ル でSegmentationさ れ て い た 時 の み 実 行 さ れ る 。

前 の フ ェー ズ で ワ ー ク フ ァ イ ル に 出 力 し た リロ ケ ー タ ブ ル 形 式 の フ ァ イ ル を 読 み 実 際 のIJロ

ケ ー タ ブ ル(MGO)に 出 力 す る た め デ ブ ロ ッ キ ン グ して メ イ ンモ ジs'一 ル に 渡 す 。
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■

SourceProgramFile作 成 ・レー チ ン(NECBSASPFO)

この ル ー チ ン は,初 期 手 続 を す る 入 口SPOP/と,実 際 に デ ー タ をputす る入 口

SPPT/と,終 了 手 続 をす る 入 口SPCL/の3っ の 入 口 が あ る 。SPPT/の 入 口 で 受

け わ た'さ れ た デ ー タ は5recordず っblockingさ れ て,1block720cha-

racterと し てdisk上 に 書 き込 ま れ る 。

5.5.2メ イ ンモ ジ ュー ル

メ イ ン モ ジ ュ ー ル は15コ の モ ジ ュー ル で 構 成 さ れ 論 理 的 に は フ ェ ー ズ β か ら フ ェ ー ズ5

ま で の6フ ェー ズ を,物 理 的 に は15フ ェー ズ を 構 成 す る。

フ ェー ズ σ

NECBSEP,Z"N2

こ の モ ジ=.一 ル は コ マ ン ドの パ ラ メー タチ ェ ッ ク を行 い三パ ラ メrタ 指 定 の 情 報 を コ モ ン エ

・リ ア に セ ッ トす る。

パ ラ メ ー タに エ ラ ー が あ っ た 場 合 は

ttPARAMETERERROR"

を赤 字 で キ ー ボ ー ドに 出 力 しUEP(Ynusua1旦ndof互rogram)と な る 。

こ の モ ジ ュー ル で は オ ブ ジ ェ ク トプ ロ グ ラム で 使 う コモ ン エ リア ザ ブ プ ロ グ ラ ム

(NECBOBJECT)をllロ ケ ー タ ブ ル フ ァイ ル に 出 力 す るNECBSBCP14の イ
`

ン タ フ ェ ー ス モ ジ ュー ル に コ ン ト ロー ル を渡 して 終 了 す る 。

フ ェ ー ズ1

フ ェ ー ズ1の 構 成 モ ジ=一 ルはNECBSGPlZ1,NECBGPlZ2,

NECBSHP1×3の3コ で あ る。

フ ェー ズ1に お・け る 機 能 は

(1)デ ー タ名 や ス ペ シ ャ ル 名(Special-names),条 件 名(Condition-name)

な どの 性 格 を示 す テ ー ブ ル(ネ ー ム テ ー ブ ル と 呼 ば れ る)を 作 る 。

(2)オ ブ ジ ェ ク ト フ ァ イ ル 用 の フ ァ イ ル テ ー ブ ル,・10RWそ れ に バ ッフ ァ エ リア や デ ・

一 タ エ リア の コ ァ を割 当 て リ ロケ 一 夕 ブ ル ラ ァ イ ル上 に サ ブ プ ロ グ ラ ム を 出 力 す る 。

-190一



(3)IDENTIFICATION,ENVIRONMENT・DATADIVISION

の シ ン タ ッ ク ス解 析 を行 う。

(4)診 断 メ ッセ ー ジ を 出 力 す る 。

NECBS(}PIZ1

ソー ス プ ログ ラム を読.みIDENTIFICATIONとENVIRONMENTDIVISION

の 処理 を行 う。

ソー ス プ ロ グ ラムは記 述 形式 お よび文法 上 の 誤 りが ない か 調 べ られ る。 その診 断 メ ッセ ー ジ

は コマ ン ドパ ラメー タに従 って ユーザ の指 定 した装 置 に 出力 され る。

(実 際 の コン トn－ ルは イ ン タフ ェー ス モジ ュー ルのACP.Z'3で 行 なわれ る。)

このモ ジ ュー ル の出力 は

(1)ス ペ シャ ル名(Special-names)を ネー ム テー ブ ルに登録 す る 。

(2)SELECTて 指 定 きれ た フ ァイ ルの情 報 を コ ァ内 に作 り次 のNECBSGPlZ2

に渡 る。 こ の形式 は図P-・-8で 示 す。

SELEC'℃ を 処理 する 時 なSS用 の ため に特 殊 な 処理 が あ る。そ れはASSIGNで

指定 で き る入 出 力装 置 とオ ブ ジ ェク トプ ロ グ ラムで使 え る入 出力 装 置の関係 で あ る。

現 在 は次 の よ うに仮 定 して いる 。

'

ASS互GN オ ブジ ニク ト 時 備 考

CA孔D-READ『ER ODR(端 末 の カーード リー タ')

CARD-・PUNCH ODP(端 末 の カー ドパ ンチ)

?RINTER LNP(端 末 の プ リン タ)
端末 に プ リン タの な い シ
ステムで は デ ィスクにな る

'

TAPE-UNIT デ ィス ク

MASS-STORAGE デ ィ ス ク

1

ダイ レク トア ク セスは で

きな い
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α

β

γ

δ

ε

Compeltimefiletable(3)

Bit-StrUcture

B

A

8

4

2

1

B

A

8

4

2

1

B

A

8

4

2

1

B

A

8

4

2

1

B

A

8

4

2

1

op.T'10NAL-file

assignedby/∠IPI/

Rerunend;of-reell

Rerunbegin`-of-reel

Rerunintegerrecords

notused

Sequencialaccess

Partitioned-seq・access

Indexed-seq.access

Directaccess

ACTUAI、-KEYの 指 定 あ り

notused

OPEN-WITHOUT-REWIND

PRINT'ER-OONTROL

CARRIAGE-CONTROL

HOLLEIもITH-MODE

TRANSCRIPTION-MODE

not'used

VERIFICATION

INpuT-RECOVERY

OUTPUT-RECOVERY

notused

ON

notllsed

Oddparitytt/

8φchs.label

non--estd.1abel

Omil:・tedlabel

notused

OFF
、

EVenparity

12φchs.label

std.label

r.192.一 ・.・

`



●

NECBSGPIZ2

戸 スプ 。グ ラム を読 みDATAD・VIS・ONの 処 理 を行 う・ ・一ス プ ・グ ラムは

記述 形式 村 び文法 上 の誤 りが 和 か調 べ られ る・そ の診断 メ ・セー ジは 沢 ン ドのノこラ メ

_タ に従 って ユ ーザ の 指定 した装 置に 出力 され る 。 層∴ ・

この モ ジ ュー ルの 出力 は

(1)オ ブジ.ハ ブ ・ グ ラムで 使 われ る ・ ・イ ルの ・ ・イ ルテ ー プル ・IORW・k'よ,

び㍉ 。 。エ リア,レ ・一 ド剖 ア に ・ア を割 当引 ・ケ 一 夕カ レフ ・ゴ ル上 にサ

ブ プロ グ ラム と して 出力 す る。 ・.

(2)DATADIVISIONで 礒 されて い る全 て の デ ー 欲 の テ ー ブ ル(ネ ーA,

テー ブル)を 作 る。

こ ゐら 一 ムデー ブ ル内 の エ レメ ン トの形 式 は図2-9で 示 す 。

フ ァイ ルに バ ッフ ァェ リァ を割 当て る場 合TSS用 に特 殊 な処 理 を行ftっ て い る。

す なわ ち.・。フ 。エ ・品 撒 は必 ず ・'7・・桁 割 当て られ る・ ・れ は各 一 一ザ の ・ ・A内 の

ブロ ックサ イズが720桁 で あ るた めで ある 。

端末嘩 敵 ⑪LECTで 綻 された・・イノ・も実行時にデ・スクに変更され場 合

が ある ので(ASS・GN・ マン ドに よる)… フ ・エ リアの桁 数 は720欄 当て られ る ・

◆

NECBSH?1×3

このモ ジュ_ル はGPlZ1,GPlZ2で コァ 内に 作 られ た ネ ー ムテ ーブ ルを次 の フ ェ

ーズ2に 渡 す ため 一度 デ ィス ク上 に 出力 する 。

コマ ン ドのパ ラメご タに デー タの マ ッ プ リ'スト指 定が あ れば マ ップ リス トを出 力す る。

この マ 。 プはデ_銘 に レベ ・噛 号 デー タ時 ‖当て られ 刻 ・ケ一 夕ブ ・レア ドレス ・ ク ラ

ス,サ イズ な ど編集 され 出力 され る。

。 。_ズ 、 特 にNECBSGP・Z1,NECBSGP・Z2の2モ.ジ ・一 ル で 共 通 し

た ネー ムテ ー ブ ル の リ ン ク リス ト手 法 と,シ ン タ ック ス解 析 で 使 わ れ る 特 殊 な 言 語Pseudo

codelanguageに つ い て 述 べ る 。

リンク リス ト手 法

ネ_ム テ_ブ ル に デ ー タ名 や ス ペシ ャル名が 登録 され る のは ソー ス プ ログ ラム上 で定 義 さ
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れ た順 にテー ブル上 も登 録 され る。 各 ネ ー ムテー ブ ル上 の構 成 は基本 的 に は,次 の4つ の部

分 で あ る。

(1)デ ー タ名

(2)レ ベ ル番 号

(3)リ ンクフ ィー ル ド

(4)そ の デ ー タの特 徴 を示 す フ ィー ル ド(パ ラメー タ)

リン ク リス ト手法 とは この リン ク フ ィー ル ドを用 い各 デ ー タ名 の チ ェー ン構造 を作 り次 の フ

ェー ズに おけ るネー ム テー ブ ルサ ー チ時 間 を短 縮 す るた め に有効 な手 法 で ある。

そ の構成 は,リ ンク リスbテ ー ブ ル(NECBSSBOP∬9)と ネ ー ムテー ブル で ある。

リンク リス トテー ブ ルは4桁 の フ ィー ル ド,128コ の エ レ メ ン トで構 成 ざれ る。

リンク リス トテー ブ ルの 各 エ レメ ン トには,デ ー タ名 の リンク フ ィー ル ドの相 対 番 地(ネ ー

ムテ ーブ ル オ リジンか らの)が 入 り リンク フ ィー ル ドには 同一 チ ェー ン を構 成 して い る次

の デ ー タ名 の リン クフ ィー ル ドの 相対 番 地 が 入 り最後 の エ ン トリニ は ペベ斑 が,,に な る。

図2-10を 参 照

Tlン ク リス トエ レメン5128コ の どれ を使 うか 決 め るの はデ ー タ名 を ス ク ラン ブル(sc－

amble)し て行 う。

ス ク ラン ブル した結 果 が 同 じ数 に な ったデ ー タ名 が1コ の チ ェー ン を構 成す る。 普 通128

通 り全て 使 わ れる事 は非 常 に少 ない。

'

ス ク ラ ンブ ルの方法

リン ク リス トの エレ メ ン ト決定 に使 うス ク ランブ ルは次 の よ うに 行 う。 最初,デ ー タ名 の

右端2文 字 ゐ数 字 ビ ッ トを使 い 基 数 を作 るe'"t

1桁 のデ ー タ名 は,∬ が前 に あ る と見 なす,すkわ ちAな らばぢAと する。'"

そ の数字 ビ ットで作 られ た2桁 の数 値 の 左側1桁 に デー タ名 の左 端1文 字 を加 え る。

最後 にそ の2桁 の 数値 にデ ー タ名 め長 さ を加 えて岳 れ を4倍 し,リ ンク リス トテー ブル のベ

ー スア ドレス を加 え 使用す る
。;リンク リス ト土 レメ ン トの右 端 を決 める。

例NAMEと い うデ ー タ名 を スク ランブ ルす る と次 の よ うに なる。

'
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●

●

oNAMEの 内部 コー ドは452144

① 初 期値 を作 る0405

② デー タ名 左端1文 字 加 え る45

③ デー タ名 の長 さ をカ0える0004

25で ある

2進 演 算 で行 な って い る

5111

×4

4444

4倍 し た 値 は 今 の 例 で は4444に な る が 下3桁444の み が 使 わ れ る 。

今 の 例 で は リ ン ク リ ス トテLブ ル の ベ ー ス ア ド レ ス か ら444番 地 後 エ レ メ ン ト番

号 で111番 目 の エ レ メ ン トを 用 い て チ ェ ー ン を作 る 。

こ の よ うに ス ク ラ ン ブ ル した 結 果,同 じ数 に 左 っ た デ ー タ名 が1コ の チ ェー ン を構 成 して い

る訳 で あ る がPR'OCEDUREDIVISIONで 使 わ れ た デ ー タ名 を捜 す 場 合 今 と同

様 な 方 法 で ス ク ラン ブ ル し そ の リ ン ク リス ト上 の デ ー タ 名 の み 捜 す事 に よ り 目的 の デ ー タ

名 が 見 つ か る。

も し見 つ か らな け れ ば,そ の デ ー タ名 は 未 定 義 の デ ー タ 名 と な る。

Pseudocodelanguage

NECBSGPlZ1,NECBSPlZ2で 使 わ れ る 言 語 で,こ のPseudocode

は 命 令 コ ー ド(Operator)と オ ペ ラ ン ド(Operand)で 構 成 さ れ て い る。

Pseudo'codeはPseudocodeinterpreterと い う ル ー チ ン で 命 令 コ ー ド

が 解 釈 さ れ そ れ ぞ れ のPseudocodeサ ブ ルー チ ン に コ ン トロー ルが 渡 さ れ る 。

Pseudocodeの 形 式 は 表2-1で 示 す 。

Pseudocodeinterpreterの ブ ロ ック チ ャー トは 図2-11で 示 す 。

Pseudocodeサ ブ ルー チ ン か ら は 必 ずinterpreterル ー チ ン に コ ン トロ ー ル が

も ど り,次 のPseudocodeの 解 釈 を 開 始 す る 。

■seudocodeは,機 能 別 に 分 類 す る と8コ に な る 。

1.入 力'

2.シ ン タ ッ クス 解 析

3.エ ラ ー メ ッ セ ー ジ処 理

4,ス イ ッチ 操 作r

5.バ ケ ッ ト操 作
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6.サ ブルー チ ン リンケー ジ

7.マ シ ンコー ド リ ンカー ン

8.ロ ジ カ ル ブ ラ ンチt' ,

次 にPseudocodeル ーチ ンのそ れぞ れ の機能 を述 べ る。

1.入 力

GetNextWord(GNW)

ソー ス プ ログ ラ ム上 の1語 を処理 で きる ように ワー ドバ ッフ ァに作 る。

このル ーチ ンで は話 や リテ ラ ルの桁 数 チ 三 ック も行 た って い る。

ソーース プ ログ ラム1行 が な くなれば 次 の 行 をGETす る。

2.シ ン タ ックス解 析

IntegertestandLoadBucket(ILB)

現 在 ワー ドバ ッフ ァに ある内 容 が整 数 か調 べる。

整 数 で あれ ば 指定 され たバ ケ ットに そ の 内容 を入 れ,こ れ に続 くPseudoC6deを

実 行 す る。

整 数 で なけ れば オ ペ ラン ドで指 定 され た 所 にブ ラン チす る。

●

DataNameTest(DNT)t't

現 在 の ワー ドバ ッフ ァの 内容 が デー タ名 か ど うか チ ェ1ックす6。'い

デー ・名余 れ ば次 の
、P・eud・'・ ・d・ を新 ・プ づ 名 埣 け姫 オペ ラ';`・-Nで指

定 され た 所 に ブ ランチ す る。 デー タ名 で ある た めに は次 の条件 が 必要 で あ る。.

(1)cbBoL.リ ザ ー ブ ド ワー ドで ない事tt

(2)特 殊文 字 が な い事

(3)ワ ー ドの最 後 がtt-)1で ない事

(4)最 低1文 字 はA～Zで ある事

OptionalwordTest(OWT)

現在 の ・一 ドが 指定 し剖 ザ ー プ ド ・一 ド(キ ー ワー ド)と 一 致 して い るか ど 戸 チ

ェ ックす る。一 致 して い る場 合 は 次 のPseudocode'を 実 行 す る。 一致 しなけ れ ば

指定 され た所 に ブ ラ ンチ。 』 ."・ ㌧'三
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MandatoryWordTest(MWT)

現 在 の ワ"ド と指定 され た キー ワー ドを比較 し一:一致 しなけ れ ば 次 のPseudocode

を実 行 す る。 一致 した場 合 は"エ ラー ス キ ャンモ ー ドス イ ッチ,,の 状 態 に よ り次 の よ う

に なる。』

川 ス イ ッチがONの 時 は診断 メ ッセー ジ

ttSYNTAXCHECKRESUMEDWITH× × ×
、×ss

(× × × ×は ワー ド・rッフ ァの 内 容)を 出力 し,ス イ ッチ をQFFに す る。

(2) .OFFの 場 合 はそ の ま ま次 の処理 を続 け る。

ttエ ラー ス キ ャンモー ドスイ
ッチ,,の チ ェ ック後Operandで 指定 され てい

る ス イ ッチ状 態 を調 べ る。

そ の ス イ ッチ がす で にONで ある と

uDUPLICATEKEYWORDCLAUSE"の 診 断 メ
ッセー ジを出 力す

る。

指定 さ れ た ス イ ッチ がOFFで あれ ばそ の ス イ ッチ をONに す る。 ・

この事 に よ リス イ ッチ の状 態 で どのキ ー ワー ドがGETさ れ たか の判 定が 行 在

え る。

以 上 の 処 理 をや り一 致 して い た 時は指定 さ れ た所 に ブ ランチす る。

3.エ ラー メ ッセー ジ処理 、

StartErrorScan(SES)

ttエ ラース キ ャ ンモー ドス イ
ッチ,Jを 調 べOFFな らば 診 断 メPtセ ー ジ

.ttSYNTAXOHECKDISCONTINUEDWiTH× × ××,,

(× ×× ×は ワー ドバ ッフ ァの 内容)を 出力 しス イ ッチ をONに して 指定 され た所 に ブ

ラ ンチす る。(こ のス イ ッチ がONで あ ると きのMWTを 参照)

エ ラー ス キ ャ ンモ ー ドス イ ッチ がONで あ った場 合 は 何 もせ ず 指定 され た所 に ブ ランチ

する。

OutputErrorMessage(OEM)

Operandで 指 定 さ れ て い る エ ラ ー メ ッセ;ジ コー ドに よ り診 断 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し

パ ラ メ ー タ で 指 定 され た 装 置 へ 出 力 す る。
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Exit(EXIT)

エ ラ ー ス キ ャ ン モ ー ドス ィ ッ チ をOFFに す る 。

4.ス イ ッチ操作

ス イ ッチ は全部 で62個 ある。 これ らは マシ ン コー ド1文 字 で表示 され て お りPseudo

codeで は特 定 ス イ ッチ を指定 す る時 この1文 字 を用 いて行 う。

ス イ ッチは 次 の よ うな処 理 で 使 われ る。

ω ソー ス プ ログ ラム上,各 エ ジ ト リー が正 しい位 置 に あるか 。

固 二重 に指 定 され てい る事が な いか。

ス イ ・チ操作 のP・e・d…d・ ぱ 次 の もρ が ある・

SetswitchOff'(SO.F)

。perandで 指 定 さ れ た 別 。チ を ・ffの 状 態 に セ ・ ・す る;

SetswitchOn(SON)

・P・ ・andで 指 定 ぱ スf
.ツチ を ・n,の 状態 ⇔ トす る.

、
S。tOffRan9.1・ ・i・wit・hes(SOFFR)

。p。,a。dで 指 定 さ嬬 ス ィ ・チ2・ とその 間に あ 珪 但 州 ・チが ・ffに セ ・

トされる。;

T。 、t、wit。hOff(TOFF)',

。P。,。.dで 擁 立 た ス イ・み の状 態 が テ スrさ れOFFで あれ噛 定 され た所 に

ブ ラン チす る。ONで あれ ば次φPS.e'u,docodeを 実行 。

㌔ll .パ ㌻:Ol、 巳..

T・S・ ・w…hφN(T⑩ ・㌧,∵

・p・・andで⊇ ⊇ づ 璽鷺 トされON伽 ぱ』 た所にブ

ラン チす る。OFFで あれ ば 次 のPS・ 鱒e㌔pd・ を実行・ 〆

T。 、t。ffftan9。 。fSwifCh6・(TOFFR)

operandで 指定 され た ス イ ッチ2コ とそ の間 に含 まれ る全 て の ス イ ッチ状 態 が テス.

トされ全てがOFFの 時,綻 さ城 町 ブランチすb・
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1コ で もONの もの が あれ ば 次 のpseudecodeを 実 行 。

5.バ ケ ッ ト操 作

パ ケ ッ トは 全 部 で39コ あ り,デ ー タ名 の 桁 数 計 算 や エ リア 割 当 て 用 の パ ケ ッ ト して 使 わ

れ る。 各 バ ケ ッ トは バ ケ ッ トテ ー ブ ル の 開 始 番 地 か ら の 相 対 番 地(relatine

address)で 指定 さ れ る 。

pseudocodeに は 次 の も のが あ る 。

IntegerTもstandLoadBucket(ILB)

シ ン タ ッ ク ス 解 析 のILB参 照

MOVeBucket(MB)

operandで 指 定 され る バ ケ ッ ト1の 内 容 を バ ケ ッ ト2に 移 送 す る。

AddBucket'(AB.)

ノ

バ ケ ッ ト1の 内 容 を バ ケ ッ ト2に 加 え る 。

SubtractBucket(S・B)

バ ケ ッ ト1の 内 容 を バ ケ ッ ト2か ら引 ぐ。

MultiplyBucket(MB)

バ ケ ッ ト1・の 内 容 を パ ケ ッ ト2の 内 容 に 乗 ず る 。

`

・吻 ・lmm6
.d,.i・t・(Mt)、 」

・…and熾 』 らる・桁の内容を指定・れ短 くケ ・トに移送する・

ρ ・rp…eB・ ・kel・(CB)

栖 ・・噸 ζや 堺 興 些較し・その結果を表示するフ・一ノド

}}・ET・ 寧 思 呼
、1興2を ・setす る.

φ ・… ■■バ ケ ッ ト1<;バ ケ ッ ト2

1、 バ ケ ッ ト1〒 パ ケ ッ ト2
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2バ ケ ッ ト1>パ ケ ッ ト2

CompareI㎜ediate(CI)

operandで 指 定 され た2桁 の 内 容 と バ ケ ッ トを 比 較 し,CompareBucketと

同 じ情 報 を セ ッ トす る 。

6.サ ブ ル ー チ ン リ ン ケ ー ジ

pseudocodeサ ブ ル ー チ ン を 使 う時 に 用 い ら れ る 。

AdnanceSubroutine(ADS)

■

サ ブ ル ー チ ン の エ ン ト リ"ポ イ ン トにpseudocodeinterprgterの チ ー フ

ル ポ イ ン タ(PSPTR)をsetし サ ブJV・一 チ ンの 実 行 を 開 始 す る 。

この 時ADSの 次 の 、pseudocodeテ ー ブ ル の 位 置 を バ ケ ッ ト3に セ ッ トして お ぐ。

Return(RET)

サ ブ ルーチン か ら メイ ン ルー チ ン に帰る。 こ れはADSで バ ケ ッ ト3に 帰 り番 地 が

・e・ されて い るの で,PSPTRに ・・ヶ ・ ト3の 内容 を ・e・ す る事Va .よ賄 なわれ

る。

メ イ ン ル ー チ ン サ フ ルー チ ンァ ー フ ル
　

1エ ン トリ'一ポイ ン ト

SD

ー

ー

ー

1

-
A

-

1

ー

ー

ー

〉

ー

`
ー

ノ
RE[P

pseudocodeに よるサ ブルー チ ン

7.マ シ ン コ ー ド リン ケ ー ジ

EnterMaehineCode(、EXB)

マ シ ン コー ドサ ブ ル ー チ ン に コ ン ト ロー ル を渡 す 。 こ の 時EXBの 次 のpseudo・code
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8

位 置 をPEENTRYと い うフ ィー ル ドに 入 れ て お ぐ。

マ シ ン コ ー ドサ ブ ル ー チ ンか らpseudocodeに も どる 場 合 はR・ESB .とい う ～レー

チ ン に コ ン ト ロ ー ル を渡 す 。

こ の ルー チ ン で はREENTRYの フ ィー ル ドの 内 容 をPSPTRにsetしpseudo

codeinterpreterroutineに コ ン ト ロ ー ル を 返 す 。 こ れ に よ りふ た た び

pseudocodeが 実 行 さ れ る 。

マ シ ンコー ドサ ブ ルー チ ン

lSAMPLEEQUx
i
:
|

EXBSAM

:

|
1

|

1

lB/RETB
、

ロ ジ カ ル ブ ラ ン チ ー

AdvanceEqual(ADE)

AdvanceNo
、tEqual(ANE)

AdvanceGreate・rThan(ADG)

AdvanceLessThan(ADI」)

以 上4コ のpseudocodeはOI,CBpseudocodeで セ ッ トさ れ た

SETLATOIIを 調 べ,条 件 が 真 で あ れ ば 指 定 さ れ た 所 に ブ ラ ンチ す る 。

偽 で あ れ ば 次 のpseudocodeを 実 行 す る。

Advance(ADV)

指 定 され た所 に ブ ランチ す る。

Ra・g・Limit(RL)

現 在 の ワー ドの 長 さがoperandで 指定 さ れ た長 さと比較 され る。

比 較 さ.れた結果,ワ ー ドの長 さ が大 きい場 合 指定 され た所 に ブ ランチす る。 小 さ いが 等

しい 場 合 は 次 のpseudocodeが 実 行 さ れ る。
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フ ェー ズ2

フ ェー ズ2で はPROCEDUREDIVISIONを 分 解 し,フ ェー ズ3で 処理 で き

る よ うな形式(MINPRALと 呼 ばれ る)で ワー ク フ ァイ ル上 に 出力す る。

フ ェー ズ2で の処 理 は 次の よ うな事 で あ る。

1)シ ン タ ック ス解 析

2)ソ ー ス 。プ ログ ラム上 の複 雑 な表現(IFUNTILCOMPUTEな ど)を 簡

単 なステ ー トメン トの形 式 に変 換す る。

3)フ ェーズ1で 作 られ た ネー ム 。テー ブ ルを用 い,デ ー タ の構造 を示 す 中間言 語

(MINPRAL)を 作 る。

4)最 適化 の処 理 を行 う。

5)オ ブ ジ ェク ト。プ ログ ラムで使 われ る サ ブルー チ ン を出力 す る。

フ ェー ズ2は,8コ の メ イン 。モ ジ=一 ル

NECBSIP2M1,NECBSJP2MA,NEeBSJP2MB

NECBSJP2MC,NE,CBSKP2M2,NEOBSKP2M3

NECBSKP2M4,NEOBSKP2M5

で構 成 されて い る。

NECBSIP2M1

こ の モ ジ ュ ー ル は ソー ス ・プ ロ グ ラ ムのPROCEDUREDIVISIONを 読 み ス

テ ー トメ ン トを分 解 しMINPRAL(machineindependentpre-assernbly

lan.gua
.ge)と して 出 力 す る。.

MINPRALの 形 式 は 図2-12の よ うに な っ て い る 。

IP2M1の 機 能 を項 目別 に 上 げ る と

1.ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム の 記 述 形 式(referenceformat)の チ ェック を行 う。

2.IFUNTILCOMPUTEな どの シ ン タ タ ク ス 解 析 を行 い 簡 単 左ス テ ーFメ

ン トに 分 解 す る 。

3.PROCEDUREDIVISIONで 使 わ れ る リテ ラ ル やCOMPUTEの 演 算

用 中 間 エ リ ア に コ ア を 割 当 て サ ブ プ ロ グ ラ ム(リ ロケ ー タ ブ ル形 式)に 出 力 す る 。

こ の モ ジ ュー ル で の 内 部 処 理 方 法 は,エ レ メ ン トと呼 ば れ るMINPRALの 基 本 に な る 形'

式 を用 い て 行 な わ れ る。
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エ レメ ン トの 形式 は 下 図の よ うに な って い る。

」 一一 「一一 一 一」し 一 一「一一ー ー ー 一 －l

PrefixdodyRM

これ らは さ ら に7コ の 型 に 分 類 さ れ る 。

1、 キ ー ・エ レ メ ン ト

2、SEOTION/PARAGRAPH名 工 レ メ ンb

3.診 断 メ ッセ ー ジ ・ エ レ メ ン ト

4.ガ ー ド 。ナ ン バ 。エ レ メ ン ト

.±

,5・referenceprocedure、name(処 理 名 参 照)エ レ メ ン ト

6.リ テ ラ ル,中 間 エ リ ア用 エ レ メ ン ト

7、 パ ラ メ ー タ 。エ レ メ ン ト(ネ ー ム ・エ レ メ ン ト)

●

TERMINATOR(タ ー ミ ネ ー タ)

タ ー ミネ ー タ と は,ス テ ー トメ ン トの 論 理 的 な 終 り(10giCa'-end)を 示 す も の で,

、キー ワー ドや 処 理 名(procedurenalne)が 相 当 す る 。 ごρ ター ミネ"タ 決 定 は

IP2M1モ ジ ュ ー ル のGetNextWord(GNW)ル ー チ ン が 行 って い る 。

タ ー ミネ ー タ に は3種 類 が あ る 。

1)タ ー ミ ネ ーーータvaよ り特 殊 な 処 理 ルー チ ンが 必 要 と な るttTgs,の 形 式 。'T¢ は エ レ メ

ン トのpcefix'2桁 で 示 さ れ て い る 。
.,

T¢ に 含 ま れ る キ ー ワー ドは ・ ・,'

ALTER,ADD,ACCEPT,OOMPUTE,OALL,

OLOSE,CORRESPOND'ING,DIVIDE,DISPLAY

DECLARATIVE,EXIT,ENTER,EXAMINE,

GO,IF,MULTIPLY,MOVE,NOTE竺OPEN

・PERFORM,READ,STOP,SUB'TRACT

USE,UNTIL,WRITE

以 上 で あ る 。

2)特 殊 な 処 理 ル ー チ ン は 必 要 で な い が,タ ー ミネ ー タ で あ る 。ttTlJ,の 形 式 。T1は

エ レ メ ン トのprefix2桁 で 示 され る 。 .F
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＼

T1の キー ワー ドは次 の3コ のみ で ある。

ELSE,NEXT,OTHERWISE

3)カ ラム8か ら書 かれ る処理 名 も ター ミネ ー タで あ ブT2,'の 形式 と なる。

以 上3種 類 の ター ミネー タの 他 に次 の よ うなprefixが あ る。

1)△ φ デー タ名 文 は処 理 名参 照 エ レメン ト

2)▽1保 有 語(reservedword)

3)△1数 字 ア イ テ ム(リ テ ラル又は 名前)

4)△4英 数字 ア イテ ム

prefixが 使 われ るの は この モ ジ ュー ルだ けで あ り,MINPRALは 別 の形 式 で 出

力 されて い る(図2-12参 照)

このモ ジ ュー ルの メ イ ン 。ルーチ ンの ブ ロ ックチ ャー トは図2-14で 示す 。

次 に この モ ジ=.一 ルにお け るCOMPUTEの 分解 にっ いて述 べ る。COMPUTEル ー

チン は数 式化 された ヌテ ー トメ ン トを分 解 し,普 通 の演 算 ステ ー トノ ン ト(ADDSUB-

TRACTな ど)に す る。 数 式,分 解 の鍵 に なる のは数 式 の記述 形 式 と演 算 の優 先 度

(precedence)で ある 。

冬演 算 の優 先度 には次 の よ うな値 をつ けて お ぐ。

十,-1

*,/'2

**3

即 ち 乗,乗 算 と除 算,加 算 と減 算 と い う順 に な って い る。 そ れ に加 え ・ カ ソコは どの演 算

記号 よ りも優先 度が 高 く して あ り,特 に φとい う値 を つけて お く。

各 演算 記 号 はGNWル ー チ ンか ら渡 され る時 キー ワー ドの形 式 に な り3桁 の キー に変 換 され

てい る,こ の2桁 目に優 先度 の 値(Precedenc6・'value)が あ るc'

ADDAl

SUBTRAC[1]Sl

MULTIPLYM2

DIVIDED2

EXPONENT1.AT刀E3

COMPUTEス テ 「5'メ ン トで,受 領 エ:}ア(receivillgarea)の 名 前

ANSNAMBと 呼 ばれ る パ ケ ッ トに入 れて 訟 く、,
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4

⑳

'

ROUNDEDの 指定 が あっ た ら,ROUNDSWをsetし て お ぐ。 左 カ ッコが 見 つ か る

とCOMPUTE分 解 エ リアに"φ,川 φ,,を セ ッ トしPARENOOUNTに1加 えて

お ぐ。

この"φ"を セ ッ トす るの は,カ ッコが使 われ て いる ことを示 す と同時 に カ ッコ の前 の演 算

を出力 させ るた めで あ る。

デー タ名や リテ ラルが 数式 の 中 にあ る とシ ンボ リ ックが与 え られ ・そ れ らに 加 え られて リ

ス トエ リアに登 録 され る。 シ ンボ リック名 は,デ ー タ名 や リテ ラルの代 りに 数 式分 解 エ リア

に登 録 され る。

リテ ラルが リス トェ リァ に登 録 さ れ る時 には,そ の前 にパ ラ メー タの形 式 に変 換 され登 録

され る。

演算 記 号 が 見つ か る と,そ の キー は分 解 エ リアに 登録 さ れ キーの 後 に ワー ドマー ク を付 け た

優先 度 の値が セ 。 トされ る。

ここ で例 を示 す と,

COMPUTE A==(B+C

分 解 エ リア φ φAφ φ φ2、@"1A1-@LAφ φ φ3@

φ 初期値(テ ー ブル の最初 に必 ず セ ッ トす る。)

φ 左 カ ッコで作 る 一,

Aφ φφ2Bの デrタ 名 に 与 え られ た シ ンボ リ ック名

1A1-ADDキ ー.":・t,・ よ …ttt

lADDの 優 先 度

Aφ φ φ3Cの デー タ名 に 与え られ た シンボ リック名

右 カ ソ コが 見 つか る とRARENCOUNTか ら1引 き,カ ッコ内 の数式 を出力 す る 。た だ

し,不 要 の カ ッコが使 われ た よ うな場 合

COMPUTEA=(B)十

COMPUTEル ーチ ンは不要 な カ ッコは無 視す る。

数式 を簡 単 なス テ ー トメ ン トで 出力 す る のは次 の3つ の場 合 のい ずれ かの 時 で ある。1.、il'

1)演 算記 号 が見 つ か りそ の優 先 度 が先 に セ ッ トされ て い る優先 度 よ り小 さい場 合 。;.・

COMPUTEA=B・*C十

2)右 カ ッコが あ った場 合 一...,・il
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、
COMPUTEA=(B十C)*

3)数 式 が終 った時

COMPUTEA'=B十C

1)の 場 合 の処 理 の仕方 は,現 在 の 優先 度 と先 に登 録 されて い る 優先度(ワ ー ドマーク に よ

り簡 単 に挿 せ る)が 比 較 され,現 在 の優 先度 が小 さ いか 等 しい時 に先 に登録 され てい る キー

とそ の 前 後の オペ ラン ドで ステ ー トメ ン トを作 り出力 され る。 現 在 の優先 度 が大 きけれ ば何

も出力 せず キー は分解 エ リアに登録 さ れ 処理 を続 け る。

例 『COMPUTEA-B*C+… …

出力 はMULTIPLYBBYCGIVINGTEMP

COMPUTEA=B十 〇*

何 も出 力 しない。

2)の 処理 の場 合 は,カ ッコ 内の数式 が 右 か ら 左に φの優先 度(左 カ ッコにす る)が あるま

で 出力 され る カ ッコが幾 重 に も使わ れて いる時 には1番 内側 の カ ッコか ら処理 され る。

例COMPUTEA=((B十C)*D)*… …

出力 はADDBTOCGIVINGTEMP

MULTIPLYTEMPBYDGIVINGTEMP.

3)の 処 理 の場 合,優 先 度 の初 期値 と して セ ッ トした φが ある ま で出力 され,受 領 エ リアは

ANSNAMEの オ ペ ラ ン ドと なる。

以上 の よ うな方 法 でCONPUTEス テー トメ ン トは分 解 さ れて い く。

次 にIFとUNTILの 分解 につ い て述 べ る。

この分 解 ルーチ ンは,大 小 関係 テ ス ト(関 係 テ ス ト),条 件 名 テス トク スや 符号 テ ス ト・,ス

イ ッチ の状 態 テ ス ト表 どを処 理 しIFス テ ー トメ ン ト内に 書か れ た数 式 をIFの 前 に 出 し

た り,ま たTHENキ ー を必 ず 出す よ うに して い る。

例IFA=(B十C)OIRD… …

出力はADDBTOCGIVINGTEMPl

IFA=TEMPIORflagD=AflagTHEN

条 件 ス テー トメン トを分 解 す る のは この モ ジ ューール のほ かにNECBSKP2M3で も行

なっ て い る。

このモ ジ ェー ルで の条件 ス テー トメン トの 分解 は略 記法 を正 す事,NOTを 取 りさ る事,条

件内 の数 式 をIFの 前 に 出す とと で ある。
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⑨

この た め の処理 で3コ のバ ケ ッ トが 使 われ る。

バケ ッ ト1は 比 較 条件 の左 辺(主 語)用

バ ケ ッ ト2は 比 較 演算 子 の キ イ・用

パ ケ ッ ト3は 比 較条 件 の右 辺(目 的 語)用

これ は略 記 法 を書 く場 合 で も必 ず最 初 に完 全 な形 式 で書 いて あるか らで,1度 は全 て のバ ケ

ッ トに情 報 が セ ッ トされ る。 これ らの バ ケ ッ トに は デー タ名 や リテ ラ ルが登 録 され た エ リア

の ア ドレスが セ ッ トされ 出力 す る時 に正 しい オペ ラン ドを 出す よ うに な って い る
。

最初 の3コ の オ ペ ラン ドで パケ ッ トが い っぱ い に左 らな い場合,す な わ ち

IFA十B… …

この よ うな時 は まず

ADDATOBGIVINGTEMP

IFTEMP

に変 換 され処 理 を続 け る,ソ ー スプ ロ グ ラム1で,論 理 接続 詞(AND,OR)が 見 つか った

場 合 ・最初 の バケ ッ トの内容 は 出力 され る。

IFSubject-1,KEY-1,0bject-1

次に 論 理接 続 詞 の次 の ア イテ ムに より対 応す るバ ケ ッ トに セ ッ トされ る。 例 え ば,新 しい 比

較 演 算子 で あれ ば バ ケ ッ ト2に セ ッ トされ,次 の オペ ラン ドが バ ケ ッ ト3に セ ッ トされ る。

この 時 の パ ケ ッ ト状 態 は

Subject-1,KEY-2,0bj'ect-2

と な って い る。

新 しい オ ペ ラ ン ドで ある と これ は パケ ッ ト3に 入れ られ る。

す なわ ち

Subjectご1,KEY-1,0bject-2

とな る。 と ころが このObject-2が ほん との略 記法 に よるオ ペ ラン ドかそ れ と も条件 名

や ス イ ッチ状 態 のspecia1-nameか この モ ジュー ノレで は不 明 で ある。 従 って この バ ケ

ッ トの 内容 を出力す る前 に特殊 キ イ(flagと 呼 ぶ)を 付 け バ ケ ッ ト3か ら出 力す る'。'

ilagObject-2,KEY-1.,Subject-1flag

この処 理 を正 し く行 な うの はNEOBSKP2M3で あ りObject-2の デー タの性 質 が

判 明す るの で行 え る。
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NOTを 取 りさる方法は次 の ように関係演 算子 を変更することに より行 なっている。

GREATEREQUALORLESSTHAN

IＬESS'EQUAIＬORGREATERTHAN

EQUALUNEQUAL

カ ッコの前 にNOTが あ った場 合 は カ ッコの 中の 全て の関係 演算 子 は変 更 され る。

IFの 中 の数式 は前 に 述 べ たCOMPUTEル ーチ ンで処 理 し,条 件文 の 前 に 出力 され 最

後の演 算 結果 の 入 った エ リアが パ ケ ッ ト1か パ ケ ッ ト3に セ ッ トされ る 事 に よりIFの 処 理

を続 け る。

以上 がNECBSI'P2M1に お け るX・もな処 理 で ある。

∧
NECBSJP2MA

こ の モ ジ=.一`ル は 次 のNECBSJP2MBの た め にprocedurenametable

(処 理 名 テ ー ブ ル り を作 る。

NECBSIPM1で ワー ク フ ァ イ ル に 出 力 す る テ ー ブ ル の 内 容 は セ ク シ ・ ン名,パ ラ グ ラ

フ名 と して 定 義 さ れ た もの とALTERやPERFORMス テ ー ト メ ン トで 参 照 さ れ た 処 理

名 で あ る 。 こ の モ ジ ュ ー・一ル は2コ の テ ー ブ ル

proceduredefinetable(処 理 名 定 義 テ ー ブ ル)

Procedurereferencetable(処 理 名 参 照 テ ーープ ル)

を作 る 。

definetableはPROOEDUREi)IVISIONで 定 義 さ れ た 処 理 名 順 に 構

成 さ れ る 。

テ ー ブ ルを働 終 え る ・ ・e…enO・ ごnl.6L喧 録 ・れ た処≡ ・・・・・…bl・

内 で 捜 し見 つ か れ ばALTERやPERFORMで 参 照 さ れ た 事 を 示 す イ ンデ ィ ケ ー一夕 を セ

ッ トす る 。

この モ ジ;.一ール の 終 りで は ・ef・ ・encet・bl・ は 消 さ れdCfi・ ・t・b1・ の み 次 の

モ ジ ュ ー ル に渡 さ れ る 。

NECBSJP2MB

こ の モ ジ ュ ー ル で はJPMAで 作 っ たproceduredefinetableを 用 い
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MINPRALの 変 更 を 行 な う。

前 の モ ジ ュ ー ルで セ ッ トさ れ たALTERやPERFORMイ ン デ ィケ ー タ の 付 い たMI-

NPRALが 出 力 さ れ る 事 に な る 。

ーまた こ の モ ジ ュ ー ル で はAI、TERやPERFORMのoutoflinecodingを リ
×

ロケ ー タブ ルフ ァイ ルに 出力 す る。

この オ ブ ジ ェク トコー ドが 出力 され るの は ソー ス プ ログ ラムが セ グメ ン ト化 され て い る時 で ・

も しも優先 度がSEGM豆NT-LIMITと49め 間 のALTER可 能 な'スイ ッチ及 び

PERPORMのendofPERFORM(?ERFORMのilタ ー ン機 構)の コー デ

ィン グ のみ で ある。

出力す る理 由はSEGMENT-LIMITか ら49ま で の範 囲 にあるALTER可 能kス イ

・チは前の状態を保持して情 ければ坤 ないためである・ 、

NECBSJP'2MC'

OOBOLの オ ブ ジ ェク トプ ログ ラムで使 われ る サ ブ ルーチ ンを11ロ ケー タブ ルフ ァイ ル

に 出力す る。

これ を行 う事 に よ りLINkコ マ ン ドを 使 う時 に サ ブ ルーチ ンをCALLす るCALLカ ー

ドは不 要 となる。,

サ ブ ルーチ ンは表2-2で 示 す よ うな ものが あ る。

●
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表2-2

オ ブ ジ ェ ク ト サ ブ ルー チ ン

サ ブ ルー チ ン名

NECBOSACPT

NECBOSADVR

NECBoSALTS

NECBOSBINY

NECBOSCI～AD

NECBOSCLER

NECBOSCMPR

NECBOSDCBN

NECBOSDSPY

NECBOSDVZR

NECBOSEXPN

NECBOSFLDM

NEσBOSMSCS

NECBbSSUBS

NECBOSSUPR

NECBOSZERO

機 ヒ
ヒ

ム
日
μ

ACCEPTサ ー ビス ルー チ ン(端 末KBIよ り)

OVERFLOWル ー チ ン

ALTERサ ブルー チ ン

2進 演 算 サ ブ ルー チ ン

notUSe

バ ッ フ ァ パ ンク チ ュ エ ー シ ョ ン エ リア

比 較(Compar・e)

一

10進,2進,変 換 ル ー チ ン

↓

DISPLAYル ーチ ン(端 末 キー ボー ド)

DIVIDEBYZEROエ ラー

Exponentiation(乗)

Fi・ati・gの 編 集

MassstorageControlル ー チ ン

Subscript演 算 ル ー チ ン

SupervisorControlル ー チ ン

Zeroinsertionの 編 集 ル ー チ ン

一210_



NECBSKP2M2

この モ ジ ュー ルは フ ェー ズ1で ワー クフ ァイ ル上 に 出力 されて い る ネー ム テー ブ ルを読み

込 み コア に再 び ネー ムテ ー ブ ルを作 る。

この ネ ー ム テー ブ ル を作 る時,コ ァに テー ブ ル全 体 が入 る場 合 と コァが 左 ぐ途 中 ま で しか 入

らない場 合 が ある。途 中 まで の場 合は テー ブ ルが 終 る ま で処 理が 繰 返 され る。(itera-

tionpassと 呼 ぶ)

全 体 が コ ア に 入 った 場 合,ITERSW(ITER/)'をoffに す る 。

す な わ ちiterationpass不 要 で あ る 。

途 中 ま で の場 合 はITERSWをonに しinterationpass必 要 を次 の モ ジ ュ一一ル

に 知 らせ る。

●

ネrム テ ー ブル を読 み 込ん だ ら次 の処 理 を 行 う.ITERSWがoffな らネー ム テー ブ

ルの最 後 は論 理的 に も物 理 的 に も一致 してお り,そ の ア ドレス をLOGE/(logical

end)フ ィー ル ドに セ ッ トす る。 も し,ITERSWがonな ら論 理的 なテ ーブ ルの最 後 と

して はFDか.WORKING-STORAGE,CONSTANTSECTIONの

φ1レ ベ ルの前 のア イテ ム と しそ の ア ドレス をLOGE/に セ ッ トす る。

次 に テー ブル のサ イ ズ を更 新 す る この処 理 はSI・ZE/(前 に読 み 込 まれ た テー ブ ル の桁 数)

をCUMU/に 加 える ことに よ り行 なわ れ る。

CUMU/に は合計 の テ ー ブ ル桁 数が 入 る ことに なる 。

最 後 にadjustmentfactor(ADJU/)を 計 算 してteぐ 。 この値 は次 の モ ジ ュー

ル で リン グ ア ドレスか ら実 際 のテ ー ブ ル位 置 を計 算 す る時 用 い られ る。

ADJU/==ネ ー ムテ ー ブ ル オ1)ジ ン ーCUMU/

これ を図 で示 す と次 の よ うにな る。

テ ー ブ ル オtJジ ン15000番 地 テ ー ブ ル オ リジ/15000番 地

」 不 一 ムァ ー フ ル

1000桁

一 、,;

←LOGE/

-21…1∫)－

L 不一 ム ア ー フ ル

800桁

←LOGE/



1回 目

OUMU/==φ φ φ φ

ADJU/=1・50 .00

SIZE/,=1000

2回 目

CUMU/=1φ φ φ 、

ADJU/=15000「1000=14000

SIZE/-800

NECBSKP2M3

この モ ジ ュー ル で は 次 の よ、うな処 理 を行 う。,

1.NECBSIP2M1で 処理 され たIF,UNTILス テrト!Zト を完全i形

式 にす る(IP2M1参 照)..,.

2、MINPRALの デー タ名 を完全 なパ ラメー タ形 式 に変 更す る。

3.CORRESPONDINGの 第1処 理 を行 う。

こ のモ ジ。_、 レの一 番重 要 な処理 は デー 銘 力・あ・た らネー ムテ ーブ ル壊 し!実 際 の ネ

_ム 形 式 か らパ ラ メー タ形 式 に変 換 する 事で ある。

この ネ ー ムテ ー ブ ルを挿 す時 に フ ェー ズ1で 行 な った り リンク リス ト手法 を用 いて い る。

フェー ズ1と 同 じ よ うに ス ク ランブ ル し.リン久 リス トrp.レメ ン トを決 める。 この リン ク リス

トエ レ メハ の 内容 にADJU/を 加え る とデー・:タ名 が 登録 されて い る実 際 のア ドレス が決

ま る。

その 結果 がLOGE/で 示 され る値 よ り小 さ.けれ ばデ ー タ名 は現 在 コァtz〈ある テー・・`ブル内 に

あ り,LOGE/よ り大 ぎけれ ば残 りの テー ブ ノヒに あ るか又 は未 定義 の名 前 で ある。.

テー ブ ル内 に あ る時 は チ ェー ン構 造 を構 成 す る ア イテ ム のみ等 しい ものが あるか 捜 さ れ る。

見つ か れば そ の ア イテ ムの髄 を示 すパ ラメー タ を出 力す る・.チ・ニ ン構造 の最 御|〕 ンク

フ ィー ル ドが φφ φ)ま で捜 して 見つ か らな け れば

,,ttUNDEFINEDNAME× × ××

を 出力 す る。

修 飾 の 処理 は次 の よ うに行 う。

例 え ばAOFBOFC

と書 い て ある場 合,最 初 に0を 捜す 。 このCを 捜 す の は リンク リス ト手 法 に よ6.。

Cが あ っ た らA,Bと.も に シ リア ルサー チ(左 か ら右)で 捜 されAが 見 つ け られ る。
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6

Aが 見つ か った ら修 飾 されて い ない デ ー タ名 と同 じ処理 と なる。 前 のモ ジ ュー.ルで論 理 的 な

テ ー ブ ルの最後 を決 める 時F1)か φ1レ ベ ル(W-STORAGE・orCONSTANT)

の前 に した のは この修 飾 の処 理 の た めで あ る。

このモ ジュー ルで はIF,UNTILを 完 全 な形 式 に変 更 す る。 す な わ ち,略 記法3の 形

式(比 較 演 算子,主 語 の省 略)の 場 合 デー タ名 の性 格 が不 明のた めIP2M1の モ ジ=.一 ル

で処 理 不 可能 で あ ったが,こ の主 ジ ュー ルでは行 なえ る。

このIFル ー チ ン の処理 方法 はfl:・)gを 見つけ た らそ の次 の オ ペ ラン ドが何 か に よ って 行 う。

本当 のオ ペ ラン ドな らIP2M1で 仮定 したの が 正 しい の でそ の ま ま処理 され る。

条件 名 かSpecial-name==condition-va、riable

speciaI-nameな らば キーの 形式 に して 出力す る。

本当 のオ ペ ラン ドな ら次 の よ うな処 理 となる。

条件 文IFA>BORflagC>Aflag

と左 っ て入 力 さ れ る。

従 ってflagを 取 りさ り比較 演 算子 を逆 に して

IFA>BORC<(A

出力 され る。

CORRESPONDINGの 処 理 ルー チ ンは この モ ジュー ルと次 のNECBSKP2M4

に ある。

こQモ ジ;一一ルで はCORRESPONDINGオ ペ ラン ドとそれ に従 属 す る 全て の デ ー

タ名 のテ ー ブ ルをMINPRALと して 出力 す る。例 え ば

MOVECORRESPONDINGATO.B

ネー ムテ ー ブ ルは

AAφ2LINKP-LIST@

A1、 φ3LINKP-LIST@

A2φ4LINKP--LIST@

A3φ4LINKP-LIST@

Cφ2LINKP-LIST@

と な って い る・と

一213一



Aか らA3ま でのネー ムテー ブルの内容 を出力する。

Bも 同 じように処理され る。

以上がNECBSKP2M3の 処理のや り方である。

NECBSKP2M3

このモジュー ルでは,CORRliSPONDINGの 処理及びADDSUBTRACT,IF¢)最

適化(optimization)を 行 う。

CORRESPONDINGの 処理 方法 は 前 の モ ジ=一一ルNECBSKP2M3で 出力 し

たオ ペ ラン ドの ネー ムテー ブ ルか らCORRESPONDINGテ ー ブル を作 り,同 じデ ー

タ名 が あるか 調べ て あれ ばMOVEADDSUBTRACTの 普 通 の ス テー トメ ン トと

同 じ形式 のMINPRALを 出力 す る。 もし,何 もない場 合 は診 断 メ ッセー ジ

NOMATCHFORCORREISPONDING

が 出力 され る。

この モ ジ ュー ルの重 要 な機能 は,最 適化 処 理 で あ る最 適化 を行 う事 に よリオブ ジ ェク ト

プ ログ ラムの実行 時 間 を短 縮 す る よ うに して い る。

最適 化 処理 で 作 り出され た オ ブジ ェク ト 。コー ドは エ ミ ッ'ト ス トリー ム(Emit

Stream)と 呼 ば れ る コー ドに変換 され,全 て の オ ブジ ェク ト ・コー ドを作 成 す る。 フ ェ

ー ズ3の モ ジ ュ・一ールNECBSMP3M1で オ ブ ジェグ ト ・フ ァイ ルに 出力 され る。

(Emitー に関 して は フ ェー ズ3参 照)

全 て のADDSUBTRACTIFが 最 適化 され るの で な く最 適 化 で き る条件 に合 った

ス テー トメン トの み行 なわ れ る。

IFの 場 合

1)5番 目の ワー ドはTHENかANDキ ー で ある 事。

2)比 較 す る オペ ラ ン ドは基 本 項 目がREDEFINEさ れ て い る項 目で あ る事 。

3)基 本 項 目で も編 集 され てい な い事 。

4)表 意 定 数(figuratineconst竺nt)はSPACEがZEROで ある事 。

5)英 数字 項 目左 らば比 較演 算子 がEQUAL叉 はUNEQUALで ある事 ・

以 上の 条 件が 全 て満 足 され て い た時 に最 適化 コー ドを出力 す る。

-21'4_

も

〉

、色



ADD,SUBTRACTの 場 合 は

1)GIVING,ROUNDED,SIZEERRORを 含ま ない事 。

2)小 数 点 以下 の桁 数 が等 しい 事。

3)両 オ ペ ラン ドと も添 字 され て い ない事 。

以 上の条 件 が満 足 さ れて いた 時最 適化 コー ドを出 力 す る。

こ こで 出力す るEmitStreamの 形 式 は 次 の よ うに な る。

1)命 令 コ ー ド

1△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ # ・… パラメイ
1

@

2)オ ペ ラ ン ド

Parameterlist n #/@

n16(8)ITEMTEMPパ ケ ッ ト使 用

36(8)ITEMTEMP2バ ケ ッ ト使 用

76(8)ITEMTEMP3バ ケ ッ ト使 用

■

」

NECBSKP2M5

フ ェー ズ2の 最後 の モ ジ ュー ルである。

このモ'ジェー ルで は,添 字 の最 適化 を行 な って い る。

最 適化 を行 う事 に よ り添字 に よる計算 を可 能 な 限 り少 な ぐす る よ うに して い る。

この モ ジ ュー ルにお け る添 字の 最 適化処 理 は次 の よ うに 行 う。

各 添 字 の セ ッ トは1～3組(1次 元 テ ー ブ ルな ら1組,3次 元 テ ー ブ ル な ら3組)か ら な

り・ 各 組 は 添 字 の エ リ ア ア ドレ ス とそ の 添 字 に よ り増 加(inCremerit)さ れ る テ ■ ブ

ル の 桁 数(こ こで はincrementnumbgrと 呼 ぶ)に よ り構 成 さ れ る 。 今,'2コ'O添

字 の セ ッ トが あ り,そ れ が 同 一 で あ る 場 合 意 味 す る こ と は,'添 字 が 等 .しく,し か も 各 添 字 で

increme .ntさ れ るincretnentnumberも 等 しい 事 に な る 。(最 適 化 で き る)そ

こ で,す べ て 一 意 な セ ッ トを テ ー ブ ル(INDEXTAB)に プ ー ル して お き,次 の よ う な
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条 件 に 浸るま で維 持 して お ぐこ とに よ り最 適化 を行 う。

そ の条 件 とは

1)パ ラグ ラフや セ クシ ョンの定i義

2)CAI、Lス テー トメン ト

3)PERFORMス テー トメ ン ト

堪 上 の条 件 どれか に なる と添 字,す べて の セ ッ トは最 適化 不能 とな る。 この 場合

INDEXTABを 初期 状 態(プ ー ルの な い状態)に も どす。

また,り 一 ス プ ロ グ ラム中 に 次 の条件 に合 うオ ペ ラン ドが ある と,

ー

ウ
一

3

4
,

演 算,ACCEPT,READINTO,MOVEス テー トメ ン ト@受 領 域

READス テ ー トメン トで読 む フ ァイ ルの レ コー ド。エ リア

この2条 件 の どち らか に 合 うオ ペ ラン ドに従 属 す る オペ ラン ド

上 の3条 件,ど れ か に合 うオ ペ ラン ドと同 じコァ を共 有す るオペ ラン ド

(REDEFINESか,マ ルチ 。レコー ド ・エ リア)

そ の オペ ラン ドを含 む添 字 のセ ッ トは使 え 左 い,即 ち最 適化 で きないの で プー ルか らは ず さ

れ る。

又 次 の よ うな場合,必 ず計 算 され る よ うに し最 適化 のため のプ ー ルには 加 え ない。

1)READのATENDの 通 り道

2)条 件 文 のo'TRUE"とELSEの 通 り道

3)複 合 条 件 内 の 最 初 の2オ ペ ラ ン ド以 外 の オ ペ ラ ン ド

INDEXTABは 次 の よ うに な って い る。

X1一 φ.2ddddllll!'rrrrrdddd11111rrrrrddddlllllrrrrr

lll'll

1次 元 ・2次 元3次 元

X1φ

・も

鰭

メ
】

各 エン トリー は45桁 で 構 成 され て お り,

イ ン デ ッ ク ス レ ジ ス タ の ア ド レ ス2桁,そ の エ ン ト リー の 今 の 状 態 を示 す イ ン デ ィヶ ー一夕,

42桁 で,incremcntIIumbcr(dddd)と 添 字 オ ペ ラ ン ドの 左 端 ア ド レ ス(111H)

と 右 端 ア ド レス(rrrrr)1～3組 が 含 ま れ る 。
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す

添字 つ きオ ペ ラバ が9・ ・ され るとそ の セ・ッ トを勧INDEXTABを 捜 し同 じ もの

が あるか調 べ る・ 同 じものが あれ ば ・そ の添 字講 の・ ブ ジ ・ ク トarド 騨 さず に1枯

DEXTABに ある インデ ックス レジス タのア ドレス を用 し(る。(こ れ で最適 化 さ れた こ と

に なる)も しなけ れ ば 新 しぐ計 算 す るオ ブ ジ ェク トコー ドをEmitstream

(KP2M4『,MP3M1参 照)で 出力 し,今 のセ ッ トをINDEXTABに 登 録 す る。

フ ェー ズ3

フr.一 ズ3は1コ の モ ジ ュー ルNECBSMP3M1の み で構 成 され る。 この フ ェー ズの

機能 は

1.シ ン タ ック ス解 析 を行.hエ ラーが あれ ば診 断 メ ッセ ー ジを コマ ン ドで指 定 さ れ た装 置

に 出力す る。

2.PROCEDUREDIVISIONの オブ ジ ェク トコー ドを出力 す る。

NEOBSMP3M1

フ ェー ズ2で 出 力さ れ たMINPRAL.を 読 み オ ブ ジ ェ ク ト、コー ドを作 成 す る。

このモ ジ 。一 ルに は謡 込 ん だM・NPRALア イテ ・ を一時 ・一 ブ し⇔ ぐた めva8・ 桁

の,、ケ 。b,ITEM,ITEMTEMP,ITEM⑪MP2～6Q8・ が あ る・

各 ノミラメ 一 夕はそ の バ ケ ッ トの左 端 か らの相 対番 地 で知 る 事 がで き る。例 えば

ア ドレス 部(ITEM十6)・1

英 数 字桁 数 フ ィー ル ド(ITEM十11)

この モ ジ ュー ルでは全 て の オ ブ ジ ェク トコー ドが 出 力で きる が一 部分 最 適化 の処 理 に よ り
グや へ

E…li・ ・eam鰍 ・てtく … の ・ あ ・ ・(・ ・ 一 ズ ・NECBSKP2M`・

KP2M5参 照)

そ こで ここの オ ブ ジ ェク トコー ド作 成方法 を述べ る。

EMI[Pル ー チ'ンが このオ ブ ジ ・ ク ・・一 ド作 成 を ・ハ ・一 ル して 剖 ・出 力す るオ ブ ジ

ェ ク トコー ドはLNKSコ マ ン ドで 処 理 可 能 な11ロ ケ ー タ ブ ルサ ブ プ ロ グ ラ ム と して 出 力

す る。 こ のEMITル ーチ ン は ブ ラ ン チ 命 令 に続 く コ ー リ ン グ シ ー ク ェ ン ス を 構 成 す る ス ト

リ ー ム(EmitStream)を 解 釈 して オ ブ ジ ェ ク トを 作 成 して い る。
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ス'トリ_ム は ヘ ッダ文字 と ド レー ラ文字 に分け られ る。 ヘ ッダ文 字 は 一種 の仮 の命令 コー

ドで トレー ラ文 字 がそ の オペ ラン ドと見 なせ る。

こ こで例 を あげて 説 明 す る と .

MOVEATOB

これ がMiNPRALと して入 力 され る と,Aと い うオ ペ ラ ン ドはITEMTEMPにBと

い うオペ ラン ドはITEMに 入 る。

今,MOVEル ー チ ンが オ ブ ジ ェク トコー ド

MCLB'A,B

を出力 し'ようと した らEMITル ー チ ンに は次 の よ うな コー リング シー ク ェンス を渡す 。

BEMIT

これ は'

DCW@=ABAAPLφ@

AB

PL

φ

EmitStream

実 際 の命令 コー ドで13(8)で ある。

これ はITEMTEMPに 入 って い るパ ラ メー タの ア ドレス部 を用 いて

命令 のBl－ ア ドレス部 を作 る。

この命 令 の 」"1ア ン トを作 成,今 の場 合43(8)と な る。

命 令 コー ドが終 了 リロ ケー タ ブル フ ァ イ ルに この命 令 を出力 する。

{

づ
㌦

こ の よ うに 簡 単 なEmitStreamで 全 て の オ ブ ジ ェク ト コ"ド が 出 力 で き る よ うに

な って い る。

最 適化 され る こと に よ り出力 され たEmitStr・eamはMINPRALをgetす る ルー

チ ン で 判 定 して,そ の ル ー ヂ ンで 直 接EmitStreamを 渡 して オ ブ ジ ェ ク ト コ"ド を作

っ て い る 。

r⑱

～

∂

ヤ

ッづズプログラムが セ グ メ ン ト化 されて'いる場 合 とい ない場 合 では オ ブ ジ ェク トコー ドを出

力 す る フ ァイ ルが 違 ってい る。 』`

セ グ メン ト化 さ れて い る場 合,オ ブ ジ ェク トコー ドは1度 ワー クフ ァ イ ルに 出力 して しまい,

リロケ_一夕ブ ルフ ァイ1レには処 理 名iD番 号か ・ら作 られ た リ ンケ ー ジ シンボ ルのDEFINE

の み行 うサ ブプ ロ グ ラムを 出力 して お く∴

セグメン ト化 され て い なけ れ ぼ全 て この モジュール で リロケー タブ ルファイル に 出力 して しま う。
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フ ェ ー ズ4

NECBSNP4M1

こ の モ ジ ュー ル が 使 わ れ る の は ソー ス プ ロ グ ラ ムが セ グ メ ン ト化 さ れ て い た 時 で あ り ・

MP3M1で 出 力 し た オ ブ ジ ェ ク ト コー ドフ ァ イ ル(ワLク フ ァ イ ル)を 読 ん で リ ロ ケ ー タ

ブ ル コ ァ イ ル にCOPYす る 。

フ ェー ズ5

NECBSNP5Z1
6'・

COBOLbン パ イ ラの 最 後 の フ ェー ズ で あ る。

こ の モ ジ ュー ル は フ ァ イ ル のCLOSE後,ス ー パ バ イ ザ に コ ン ト ロ ー ル を 返 す た め

/EOP/(endofProgram)ル ー チ ン に 行 ぐ。

他 に コ ンパ イ ル 中 に生 じた1-Oエ ラー な どの メ ッ セ ー ジ を端 末 に 出 力 す る た め の コ ン トロ

ー ル も行 力 って い る 。

以 上 でCOBOLコ ンパ イ ラの詳 細 を終了 す る 。

5.6会 話 形 式 に よ る コ ン パ イ ラ

会話 形式(connersationalmodeの コ ンパ イ ラは ソー ス プ ログ ラム をコ ンパ イ ル

す る時 、行 敏 シ ン タ 。クス解 析 を行 い,文 法上 の エ ラー が あ 。た ら端 末 ゐ オペ レー タへ診 断 メ

ッセー ジを出力 してや る。

この診断 メ ッセ ー ジ をオ ペ レー タは判 断 し・ エ ラー を正 して そ の行 を入 れ換 え る事 に よ リコ ンパ

イル を続け る事 が で きる。

この 会話 形式 に よ る コ ンパ イ ル方 法 が とられ る のは コマン ドの パ ラ メー タで入 力装 置 と して

KBI(キ ー ボー ド)が 指定 され た時 で ある。

会話 形 式 で コ ンパ イ ル して い る場 合,エ ラー が見 つ か る と赤 色 で メ ッセ ー ジが 出力 され ・ 続い

て 次 の 行にそ の シー ク ェン ス番 号 が 黒色 に打 たれ る。

例xOO1φ φ φADDAFROMB

-x-FINVALIDOPERATOR

-t苦 φ φ1φ φ φ
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オ ペ レ ー タは メ ッセー ジか らエ ラー状 態 を判断 し,次 のい ず れか を行 わ な けれ ば な らない。

第1に は エ ラーの 行 を正 し く入れ 直す 場 合

÷eφφ1
.φφ φADDATO.B

打 ち直す場 合 は カ ラム8か らす なわ ちそ の行全 体 を打 ち直す。

第2に メ ツ.セー ジ を無 視 してそ の行 の 処 理 を 読げた 時

`x－φφ1φ φ φ △IGNORE

""IGNORE　 が キ ー ボー ドか ら入 力す る とコ ンパ イ ラは そ の ま ま処理 を続 け る。

1行 毎 の シ ン タ ックス解 析 を行 うた め フ ェー ズ1のNECBSGPlZ1,

NECBSGPlZ2,フ ェー ズ2のNECBSIP2M1が 会 話用 の特別 処理 を行 なって い る。

フ ェー ズ1に おけ る処理 は次 の よ うにや って い る。 最初 に シン タ ック ス解 析 を行 い記 述形 式,
ノ

文法 上 の誤 りが ない かチ ェックさ れ る。

この シ ンタ ックス解析 中はPseudocodetableで のみ行 なわ れ ネー ム テー ブ ル や コンパ

イ ル中の フ ァイルテ ー ブ ルが 変更 さ れ る こと はな い。

1行 の シ ン タ ック ス解析 が 終 りエ ラー が なけ れば 再 度そ の行 の処 理 を行 う。 こ の時 は ネ ー ムテー

ブ ルや コ ンパ イル中 のフ ァイ ルテー ブ ル は更 新 され て い く。

フ ェー ズ2に お け る方法 も フ ェー ズ1と 同 じ よ うな形 式 で行 な われ るが,2度 ソー スプ ログ ラ

ム を調べ る事 はな い。

1行 の処 理 を開始 した らMINPRALや 処 理 名 テー ブル の ア イテ ム をス タ ック して お く。

1行 の シ ン タックス 解析 が終 りエ ラー が なけ れ ば ス タ ックさ れ たMINPRAL,処 理 名 テー ブ

ル を出力す る。 途 中 で エ ラーが あっ た らオペ レー タに診断 メ ヅセ ージ を出 力 しオペ レー タの指示

に よot処 理が違 うよ うに な る。 新 し ぐ1行 が 入 れ直 され た ら最 初 か ら処 理 しス タ ック して お く。

メ ッセー ジが無 視 され た ら('tIGNORE,'が 指定 され た ら)そ の まま続 けて ス タ ック して い.

ぐ。

●
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